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茨城県の大動脈として大きな役割を果たすことが

期待される常磐自動車道の建設は，日本道路公団に

より進められておりますが，その予定地内に存在す

る埋蔵文化財については，昭和53年度より財団法

人茨城県教育財団が日本道路公団より委託をうけて

発掘調査を実施しております。本年度までに，22か

所の遺跡について発掘調査を終了し，すでにその調

査結果の一部は報告書の刊行がなされております。

この度，昭和54年度に実施しました石岡市の宮

部遺跡◎鹿の子A遺跡，昭和55年度に実施しまし

た水戸市の砂川遺跡の調査結果に関する報告書を刊

行するはこびになりました。これらの資料は，郷土

の原始文化を究明するにあたって貴重な資料である

と考えます。その意味からも，本書がより多くの方

々にど活用いただけるよう希望いたします。

なお，調査◎整理にあたりまして，茨城県教育委

員会，石岡市教育委員会，水戸市教育委員会をはじ

め関係機関および関係者各位の御協力と御指導に対

し，心から感謝を申し上げます。

昭和57年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　大　金　新　一



例 胃

瑠・本書は，日本道路公団の委託により，財団法人茨城県教育財団が，昭和54◎55年度に実施

した石岡市の宮部◎鹿の子A遺眺水戸市の砂川遺跡の発掘調査報告書である。

2・発掘調査は，当教育財団調査課が実施したもので，昭和54年度は調査第3班が，昭和55年

度は企画管理班が担当した。3遺跡の調査に関する組識は次のとおりである。

理　 事　 長
竹内 藤男（票禁豊 た 56つ 1 ）

大金　 新一（昭和 56つ 2 ～　 ）

副 理 事 長 古橋　 靖（莞禁禁 讐 ）

常 務 理 事 川野辺四郎（昭和 52．4 ～　　 ）

事 務 局 長
入内　 秀夫（昭和 52．4 ～ 55．3 ）

小林　 義久（昭和 55．4 ～　　 ）

高上査課 長

川俣吉之助（昭和 52．4 ～ 55．3 ）

大塚　　 博（昭和 55．4 ～ 56．3 ）

寺内　　 寛（昭和 56．4 ～　　 ）

企画管理班

坪　 秀雄 （昭和 54・4 －企画管理珪鼠 昭和 55．4 ～常磐道粧長兼任）

鈴木　 三郎 （昭和 52．4 －　　 ）

海野　 孝志（昭和 53．4 ～ 56．3 ）

綿引　 良人（昭和 56．4 ～　　 ）

調　　　 査

高根　 信和（昭和 54 年度訝査第 3 妊班長　 宮部 e鹿の子A 遺跡調査）

中村　 幸雄（昭和 54 年度　 宮部 e鹿の子 A 遺跡調査）

山本　 静男（昭和 54 年度　 宮部 e 鹿の子 A 遺跡調査）

及 び整 理 佐藤　 正好（昭和 54 年度　 宮部 e 鹿の子A 遺跡調査，昭和 56 年度　 宮部遺跡整理執筆）

倉本冨美男（昭和 55 年度　 砂川遺跡調査）

渡辺　 俊夫（昭和 55 年度　 砂川遺跡調査，昭和 56 年度　 鹿の子A ・砂川遺跡整理執筆）

補　 助　 員 仙波　　 亨（昭和 54 年度　 宮部 e鹿の子 A 遺跡調査）

3・出土遺物（石器）の石材の鑑定は，茨城県立教再研修センター蜂須紀夫先生の御指導を得た。

格。本文中および挿図に使用した記号は，下記の通りである。

S上住居跡，SK－土境，SD一溝状遺構，SE一井戸状遺構，SX－埋設土器

5・本書における土層は，「新版標準土色帖」（農林省水産技術会議事務局監修，財団法人日本色彩研究所

色票監修）を用いて色相を表した。

昏・本書は，発掘担当者の協力を得て，宮部遺跡を佐藤正好，鹿の子A◎砂川遺跡を渡辺俊夫が

執筆◎編集を担当した。

7・発掘調査，出土遺物の整理等に際して御指導◎御協力を賜わった関係諸機関に対し，感謝の

意を表したい。
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第且章　調査の経緯

第且節　調査に至る経過

日本経済の発展に伴い，都心と東北地方を結ぶ常磐自動車道路の建設が昭和40年代に計画さ

れ，同時に埋蔵文化財の分布調査が茨城県教育委員会及び日本道路公団によって実施された。

昭和52年度に入り，茨城県教育委員会は文化財保護の立場から，埋蔵文化財の取り扱いにつ
l

いて日本道路公団と協議を重ねた結果，現状保存が困難なので記録保存の措置を講ずることに決

定した。

茨城県教育財団は，昭和53年4月1日付けで日本道路公団と埋蔵文化財発掘調査委託契約を締

結し，同年5月筑波郡谷和原村東楢戸古墳の発掘調査を開始し，新治郡桜村◎千代田村◎石岡市◎

西茨城郡岩間町◎東茨城郡内原町◎水戸市へとルートを北上し，本年度までに22遺跡の発掘調査

を終了し，3冊の報告書（常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書I◎Ⅱ◎刀Dが刊行されている。

宮部◎鹿の子A遺跡は昭和55年ユ月10日から3月31日，砂川遺跡は昭和55年9月1日から

昭和56年3月31日までの期間で発掘調査を実施した。昭和53年以降に調査した遺跡は下記の

通りである。

．惑 理

Na
遺　 跡　 名 種　 類 時　　 代 発 掘 年 度

摩
遺　 跡　 名 種　 類 時　　 代 発 掘 年 度

1 東　 楢 戸 古 墳 古　　 墳 古　　　　 墳

縄 文 ・古 墳

古　　　　 墳

弥 生 。 古 墳

昭 和　 5 3　 年 12
松　 延　 古 墳 群

（2 基 ）
古　　 墳 古　　　　 墳 昭 和　 54　 年

2 下 広　 岡 遺 跡 集　 落　 跡 昭 和 5 3 e 54 年 1 3 志　 筑　 遺　 跡 集　 落　 跡
載 文 ・弥 生 e

古 墳
昭 和5 3 。5 4 年

3 上 稲 吉 西 原 古 墳 古　　 墳 昭 和　 5 3　 年 1 4 宮　 部　 遺　 跡 集　 落　 跡 縄 文　 も　中 世 昭和　 5 4　 年

4 上 稲 吉 西 原 A 集　 落　 跡 昭和　 5 3　 年 1 5 鹿 の 子 A 遺 跡 集　 落　 跡 奈 良　 e 平 安 昭 和　 5 4　 年

5 上 稲 吉 西 原 B 集　 落　 跡 弥 生 。 古 墳

歴　　　　 史

歴　　　　 史

歴　　　　 史

古　　　　 墳

古　　　　 墳

古　　　　 墳

昭和　 5 3　 年 16 鹿 の 子 C 遺 跡 集　 落　 跡

古　　 墳

集　 落　 跡

奈 良 。平 安

古　　　　 墳

古 墳 。近 世

昭和 5 4 e 5 5 e

5 6 年

6 上 稲 吉 西 原 C 包　 蔵　 地 昭 和　 5 3　 年 17
塚∴原　 古 墳 群

（2 基 ） 昭 和　 54　 年

7 中佐 谷 十 百 遺跡 包　 蔵　 地 昭 和　 5 3　 年 1 8 湿　 気　 遺　 跡 昭 和　 5 4　 年

8 中佐 谷 殿 内遺 跡 包　 蔵　 地 昭 和　 5 5　 年 1 9 大 塚 新 地 遺 跡 集　 落　 跡
弥 生 ふ古 墳 e

歴 卑
昭和 5 4 e 5 5 年

9 中 佐 谷 A 遺 跡 集　 落　 跡 昭和　 5 3　 年 2 0 松　 原　 遺　 跡 集　 落　 跡
弥 生 e 古 墳 。

歴 史
昭和　 5 4　 年

1 0 中 佐 谷 B 遺 跡 集　 落　 跡 昭 和　 5 3　 年 2 1
南　 原　 古 墳 群

（2 基 ）
塚 e集 落 跡

奈 良 e 平 安 。

中 世以 降 昭 和　 54　 年

1 1
大　 塚　 古 墳 群

（1 5 基 ）
古　　 墳 昭 和 5 3 。54 年 2 2 砂　 川　 遺　 跡 集　 落　 跡

縄 文 。奈 良 e

平 安 昭 和　 5・5　年

ごiii
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第1図　常磐自動車道内遺跡分布図
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第1章　調査の経緯

第2節　調査の経過

生　宮部遺跡

宮部遺跡は，昭和55年1月10日から3月21日迄発掘調査を実施した。調査面積は，1200

m2である。

遺跡の調査区設定については，調査対象区域内の日本道路公団杭（STA－22）を基準として定

め，磁北線上にⅩ軋東西にY軸の40m四方の大調査区を設定し，さらに，大調査区内を4m

四方の小調査区に分割した。40m四方の大調査区内に100個の小調査区が分割されるわけであ

る0　グリッドの名称は，大調査区において，北から南へ大文字のアレファベッドで，A◎B◎C・‥…，

西から東へ数字で，1◎2◎3……と表現し，小調査区は，北から南へa◎b……i◎．jまでの

小文字のアルファベット，西から東へ1◎2……9◎0の数字で表現する。したがって，小調査

区の固有名称は，Alal　◎Blblのように表される。

以下宮部遺跡の調査経過を月毎に記載する。

1月　　調査対称面積，1200㌦内に調査区を設定し，A2区より調査を進めるが，本遺跡

は，地形的な状況◎耕作等により，土層の堆積状況が顕著に認められず，腐植土の堆積も認めら

れない。表土下20～30cmでハードローム層になる。しかし遺跡西側傾斜地においては，若干，

堆積が認められる。

2　月　遺構確認調査により，A2◎B2区において，竪穴住居◎土壌等が確認され，遺構調

査◎遺構精査を実施する。調査区西側，B2区のal◎bl◎Cl◎dl◎a2◎b2◎C2◎d2区調

査により，石器e剥片等の出土が確認され，さらに，B2区のa3◎b3e C。◎d3◎a。◎b4◎C4

◎d4区を拡張し，精査を実施し，遺物出土範囲の確認をする。B2区のa8区において，地層堆

積状況確認をする。

3　月　　遺構（竪穴住居跡◎土壌等）の実測◎写真撮影を実施し，石器出土に伴って，さらにB2

区のb7◎C7◎b8◎C8◎d8区を拡張し，調査を進める。

6◎7軋小田静夫氏（東京都教育庁文化課）を招脾し，現地指導を受ける。

石器◎剥片類は，3種類の石質からなるもの数百点が検出され，遺物出土状況の実測◎写真撮

影を実施し，全体測量◎写真撮影を並行して進め，3月21日をもって終了した。

2．鹿の子A遺跡

鹿の子A遺跡の調査対象面積は3，980r正で，現況は畑地及び梨畑である。遺跡の周囲は，新し

い家屋が建ち並び，新興住宅地として発展している。

地区設定基準杭は常攣自動車道のセンター杭（30＋80）を起点に調査区を磁北線にそって設定

－3－



する。また，大調査区，小調査区の設定方法は宮部遺跡と同様である。

以下，各調査員の日誌によって調査経過を記述する。

昭和55年オ月10日～2月10日　1月10日より現場作業を開始し，遺跡内の清掃作業及び

小調査区設定のための杭打ち作業を行うと共に，遺構確認のための表土除去作業を同時並行して

実施する。その結果，遺構は遺跡全区域に分布し，特にB2区に集中していることが確認された。

また，出土遺物は土師式土器◎須恵器が多いことが確認された。遺構確認調査終了後，ただちに，

遺跡の北側A2◎B2区より拡張作業を実施し，住居跡状遺構を36軒検出し，特にB2区の遺構

は重複関係がはげしく，また，いずれの住居跡状遺構も小規模なものであることが判明した。

1月20日より第1～10号住居跡の精査を開始する。いずれの住居跡も歴史時代のものである

ことを確認し，規模は6号住居跡を除いて，3m前後の小規模な住居跡であり，深さ40～50cm

であった。また，遺構調査と併せて，実測図作成，写真撮影などを実施する。

2月11日～3月1日　　C2◎C3区より検出されている住居跡26軒の精査を実施し，構築さ

れた時期は前述した住居跡とほぼ同時期の遺構であるが∴竃を付設しない遺構が4軒ほど確認さ

れた。また，出土遺物は土師器及び須恵器が主である。

3月2日～3月20日　　精査を終了した住居跡の実測図，及び写真撮影などと並行して，住

居跡に付設されている竃の精査を実施する。
〆〆

3月20日に調査器材等の整備を行い，鹿の子A遺跡の発掘調査を終了する。

3。砂川遺跡

砂川遺跡の発掘調査は，昭和55年9月1日から翌年3月31日までの予定で現場作業を開始し，

調査対象面積は9，000m2である。調査区設定基準杭は地図上の真北座標軸，Ⅹ軸（南北）射，944

km◎Y軸（東西）55，550kmの交点を起点として設定する。また調査区設定方法は宮部遺跡と同

様である。

以下，各調査員の日誌によって∴調査経過を記していきたい。

昭和56年9月1日～10月22日　　9月1日より砂川遺跡現場において，砂川遺跡発掘調査

開所式を実施した後，器軋プレハブ等の搬入，整備などを行う。また，本遺跡は当教育財団で

重機導入による発掘調査を最初に試みる遺跡であるため，遺構確認調査以前に，トレンチ法によ

る遺物包含層および遺構確認面までの深さの測定，遺物◎遺構の密度の状態などを調査する。試

掘の結果，遺物包含層及び，遺構確認面までの深さは60～70cmの深さで，遺物◎遺構の分布が

濃い地区は，A3◎A4◎B2◎B3◎B4◎C3区に集中していることが確認された。

10月6日より重機による表土排除作業を開始し，22日をもって全調査区内の表土排除作業を

終了する。また，作業員による遺構確認調査を並行して実施し，縄文時代の住居跡及び，土壌が

多数，その胤歴史時代の遺構も確認された。出土遺物は縄文土器が大半を占め，その他，土師

－4－



第1章　調査の経緯

器⑳須恵器などが出土している。

10月23日～12月24日　　23日より遺構精査を開始する。精査は遺構分布のうすい遺跡の

西B2◎Cl＠C2◎C3区の住居跡1～25号及び，土壌1～105号までの精査を実施した結果，

縄文時代中期末から後期初頭にかけての住居跡◎土壌と，歴史時代の住居跡であることが判明し

た。縄文時代の住居跡の平面形は，円形及び楕円形状を呈し，炉跡の種類は2種類ある事が明ら

かになった。また土壌の断面形は円筒状のものが多く，一部袋状を呈する土壌もある。いずれの

遺構も精査終了後，同時並行して実測図作成及び，写真撮影などを行う。12月下旬より現場作

業を一時中断するため，器材等の点検，整備などを実施する。

昭和57年1月7日～2月10日　1月7日より器材等の諸準備を行い，発掘調査を再開した

が，厳寒期に入り，降雪や霜柱等の影響が大きく，調査の進行にかなりの支障をきたした。発掘

調査は前月に引き続き，第18◎22◎24◎25号住居跡の石組炉の精査及び，実測図作成，写真撮

影の作業と，新たに第26～34号住居跡，第106～168号土壌の遺構内精査を進める。また並行

して第1～16号埋設土器の調査を実施し，1基を除いて全て斜めに埋設され，3号埋設土器は

2個の土器を利用して埋められている。

2月12日～3月27日　　本遺跡の発掘調査も残すところ約1か月になったため，確認されて

いる遺構の全面調査を目標に全員精力的に働く。この期問はA3◎A4◎B3◎B4区に確認されて

いる住居跡9軒⑳土壌76基◎溝2条◎井戸1基の精査及び，実測図作成◎写真撮影を実施する。

また，同時並行して歴史時代の住居跡に付設されていた竃の調査を行う。

3月27日をもって，本遺跡の発掘調査を終了する。
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第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境

1．宮部遺跡・鹿の子A遺跡

宮部遺跡は，石岡市宮部7751の4番地他に所在する。調査以前の地目は，畑地，山林であり，

一部は農道として削平された所もある。

本遺跡は，石岡市の西部に位置し，筑波山の東側に広がる新治台地を南下する恋瀬川，園部川

にはさまれた沖積低地の北側，石岡台地上に位置する。

宮部遺跡は，南下して霞ケ浦に注ぐ恋瀬川の東，標高29mを測る痩せ尾根上に位置し，尾根

上は平坦面が少なく馬背状を呈す。このため，尾根上には，腐植土の堆積は認められない。

本遺跡の台地を形成している地層は，耕作土（30cm），ソフトローム層（尾根上で部分的に10数

cm程の堆積がみられるが，大部分は耕作等により認められない），ハードローム層（ハードローム層も全

体に粘性がなくどろどろしている）であるが，ハードローム層内に認められる黒色バンドは，宮部遺

跡を形成する台地には認められず，若干，鹿沼パミス層が認められる程度であり，確認された鹿

沼パミス層も，遺跡の形成されている台地斜面に，若干みられる程度である。

鹿の子A遺跡は，石岡市鹿ノ子1丁目9309番地はかに所在し，調査以前の地目は畑地（梨畑）

であり，調査対象面積は，3980rがである。

本遺跡は，宮部遺跡の東700m，県道石岡・下館線の西側に位置し，標高25～26mの平坦部

に形成されている。

鹿の子A遺跡の所在する石岡台地は，宮部遺跡周辺の複雑な地形とは違い比較的単純な汀線を

示し，樹枝状谷の発達も少なく，なだらかな傾斜を持って沖積地へ移行している。

本遺跡の台地を形成している地層は，黒色土が厚く，ソフトローム層の堆積は若干認められる

程度であり，ハードローム層へと移行する。

2．砂川遺跡

砂川遺跡は，茨城県水戸市田谷町山王上2185番地外16筆に所在する。

本遺跡の所在する水戸市は，県庁所在地であり，県の政治，経済，文化の中心をなし，関東平

野の北東部，茨城県の中央部より北東側に位置している。水戸市の地形は，市の北西部の鶏足山

塊の外縁部をなす丘陵地区，久慈川と那珂川の下流に挟まれた那珂台地の一部，東茨城台地の北

東部をなす水戸台地と呼ばれる洪積台地地区，水戸市の北西から南東へ流れる那珂川とその支流

の桜川の支谷によって形成される沖積低地地区の三つの地域に区分される。また，水戸市街地は
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第2章　位置と環境

那珂川と桜川に囲まれた標高40mの上市台地と，那珂川の氾濫原，標高10m内外の下市低地

に細長く形成されている。

砂川遺跡の調査対象区域は，9，000m2の面積を有し，那珂川の左岸，標高33－34mの平坦な

那珂川台地南西側縁辺部に位置し，沖積低地との比高は約20mを測る。

遺跡の西側には那珂川が流れ，両岸とも那珂川の氾濫によって形成された標高14m程の沖積

低地が幅1－2kmにわたって広がり，沖積低地の多くは水田地帯となり，県道水戸・下江戸線

に沿って田谷町の集落が形成され，また対岸には標高37mはどのやや平坦な水戸台地がみられ

る。東側には溝程度の小川である小さな砂川が流れ，この川を境にして那珂町に接している。ま

た，砂川遺跡周辺の台地上は黒色土の肥沃な土が70～80cmはど堆積し，畑地として土地利用が

なされている。

第2節　歴史的環境

1．宮部遺跡・鹿の子A遺跡

宮部遺跡・鹿の子A遺跡の所在する石岡市は，恋瀬川・山王川・園部川を中心として，先土器

縄文・弥生・古墳時代の遺跡が数多くみられる。奈良時代以降は，常陸国の国府として栄え，国

衝跡・国分僧寺跡・国分尼寺跡が所在する。また，貝地・田島には，茨城郡衝跡と推定される古

館，茨城郡の郡寺として推定される茨城廃寺跡も存在し，昭和55・56年度に調査が実施され全

貌が明らかになりつつある。

現在，石岡市内で確認されている遺跡数は171遺跡であり，調査を実施した宮部・鹿の子A遺

跡の周辺遺跡を述べてみたい。

先土器時代の遺跡は，宮平遺跡（6），正月平遺跡が確認されているが，いずれもまとまった資

料とはなっていないが，今後本格的な遺跡調査・研究が押し進められるものと思われる0

縄文時代の遺跡は，石岡市内で，39遺跡が確認されており，草創期より後期にわたっての遺

跡が存在するが，晩期の遺跡は，確認されていない。

草創期の遺跡は，本遺跡（宮部遺跡）より検出されたにすぎない。

早期の資料は，破片が多く，明確な遺構に伴う例は，きわめて少なく，該期の資料を出土する

遺跡は，染谷遺跡（9），高根員塚（11），餓鬼塚遺跡（12），三村地蔵窪遺跡（40）から土器が出土

しており，これらの遺跡は，いずれも丘陵・台地の先端部に形成されている。

前期の遺跡は，宮部遺跡から黒浜期の住居跡が検出されているだけである。他の該期の遺跡は

8か所で確認されているに過ぎず，調査は実施されていない。

中期の遺跡は，遺跡数が急増し，阿玉台式軋加曽利E式期を中心としてかなりみられ，東大
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番号 遺　 跡　 名 時　　　　　 代 番口 遺　 跡　 名 時　　　　　 代 番 追　 跡　 名 時　　　　　 代
1 碁石沢遺跡 組文 （中） 16 北 ノ谷遺跡 縄文 （前）・土師 ・須恵 31 兵崎遺跡 縄文 （前）・歴史
2 村上遺跡 土師 ・須恵 17 常陸国分尼寺跡 歴史 32 茨城廃寺跡 歴史
3 根当西遺跡 縄文 （前） 18 常陸 国分僧寺跡 歴史 3 3 舟塚山古墳 古墳

4 正上内遺跡 縄文（前） 19 元奥地遺跡 縄文 （中） 34 愛宕山古墳 古墳

5 相原西遺跡 縄文 20 国府跡 歴史 35 外山遺跡 紀文 （前）・弥生 ・古墳
6 官平遺跡 先土器 ・縄文（中 ・後） 21 泉台遺跡 土師 ・須恵 36 ぜんぶ塚古墳 古墳

7 波付岩遺跡 縄文（中） 22 行呈川遺跡 縄文（ ） 37 東田車貝塚 組文

8 染谷古墳群 古墳 2 3 根小屋遺跡 縄文（り 38 関戸遺跡 縄文 ・弥11三

9 染谷遺跡 縄文 （早） 24 上人塚遺跡 縄文（前） 39 地蔵平追跡 組文
10 m 塚遺跡 縄文 （前）・土師 ・須恵 2 5 東大梼原遺跡 縄文（中） 40 三村地戚窪上1壕 縄文 （11）
11 高根 且塚 縄文 （早） 26 下坪遺跡 土師 ・須恵 41 正月平遺跡 先土岩 ・組 文（中 ・後 ）
12 餓鬼塚遺跡 縄文 （早） 27 新旭台遺跡 縄文 （ ） 4 2 下宮遺跡 組文（後）
13 宮部遺跡 縄文 （草創 ・早 ・前） 28 大谷津A 遺跡 縄文 （ ） 4 3 御前山遺跡 縄文（l1 ・後 ）
14 鹿の子A 遺跡 歴史 29 大谷津B 遺跡 縄文 （ ） 4 4 海老坪遺跡 縄文（中 ・後 ）
15 鹿の子C 遺跡 歴史 30　 対馬塚遺跡 縄文 （li ） 4 5 富士台道跡 縄文 ・弥生 ・土師

46 古館遺跡 歴史

第2図　石岡市内遺跡位置図および遺跡名一覧表
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橋原遺跡（25）からは，集落跡が調査され，良好な資料が検出された。

後期の資料は，市内で5か所確認されているだけで未調査である。晩期にいたっては，いまだ

遺跡は検出されていない。

弥生時代に入ると遺跡数は減少し，確認されている遺跡は，3か所であり，外山遺跡（35）は調

査において良好な資料が検出された。今後，さらに遺跡が確認される可能性が強く期待される。

古墳時代の遺跡はかなり多く，台地に密集して確認されている。

染谷古墳群（8），舟塚山古墳群（33）があり，舟塚山古塚にいたっては，24基の倍塚が確認調

査され，石岡市周辺の古墳群の中でも際立つ存在である。

該期の集落は∴古墳群の位置する台地上に大部分が占地し，すでに五領期～鬼高期の遺跡が検

出されているが，大部分は未調査のものが多い。

奈良時代以降，石岡市は常陸国の中心であったため，国衝跡◎国分僧寺跡◎国分尼寺跡◎茨城

廃寺跡が所在し，国分僧寺跡◎国分尼寺跡は国の特別史跡として指定されている。これらは，数

次にわたる発掘調査により！規模◎性格等が解明されつつあり，現在，整備事業が実施され，公

園化が進められている。

2．砂川遺跡

水戸市内の遺跡は，那珂川及びその支流の桜川，藤井川，田野川が流れる台地縁辺部に各時代

の遺跡が点在し，これまでの発掘調査及び分布調査などによって，遺跡が210か所も確認されて

いる。これらの中には，那珂川西岸の河岸段丘上に立地する大型前方後円墳の愛宕山古墳および

石室の奥壁に陰刻の図文を残す吉田古墳の2件が国指定史跡に指定され，昭和14年以降，高井

悌三郎氏の研究調査により那珂郡の郡衝◎郡寺跡と確認された渡里町の台疲廃寺遺跡◎長者山政

庁跡があり，台渡廃寺跡の一部は県指定史跡に指定されている。

砂川遺跡周辺には遺跡が多く，先土器時代の遺跡としては当遺跡と隣接する那珂町に細石刃を

多数出土した額田大宮遺跡（注1）があり，また，対岸の馬場尻◎十万原遺跡などからナイフ形石

器などの石器類が採集されている。

縄文時代の早期◎前期になると，当遺跡と同一台地上の南600mに矢野倉上遺跡（早・前・中・

後），北100mに権現山遺跡（前・中）などが位置し，いずれの遺跡も台地先端部，ないしは緩斜

面に立地している。さらに，中期◎後期になると，遺跡数もさることながら，その規模も大きく

なり，砂川遺跡の北側には平塚遺跡（中・後）矢野倉上遺跡，南側には小原内遺跡仲・後）西には塚

宮遺跡仲・後），北には阿川遺跡仲・後）◎南台遺跡仲・後）◎軍民坂遺跡仲・後）などの遺跡が点

在し，出土遺物は加曽利E式を中心に阿玉台◎堀の内◎加曽利B式土器などが出土し，台地端部

から台地平坦部に立地している。

弥生時代の遺跡は，縄文中期◎後期の遺跡と同様に，同一台地上に多数立地し，また，縄文時
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代の遺跡と複合する場合が多い。砂川遺跡と隣接する小原内・平塚遺跡，北には権現山遺跡・軍

民坂遺跡・阿川遺跡・南台遺跡，南には矢野倉遺跡，西には塚宮追跡などがあり，いずれの遺跡

からも後期十王台式土器が確認されている。

古墳時代の遺跡は，前述した縄文時代・弥生時代の遺跡と複合する場合が多く，古墳時代全般

にわたって分布し，土師器・須恵器・石製模造品などが出土している。また，古墳群も台地縁辺

部に多数存在し，6基の円墳と1基の前方後円墳から成り，直刀一振を出土している小原内古墳

群，9基の円墳から成り，3基を調査した結果，円筒埴輪・埴輪馬・堅魚木を乗せた埴輪家など

が検出された富士山古墳群，陰刻の壁画が発見されている権現山横穴群，その他，塚宮古墳群・

西木の倉原の内古墳群・権現山古墳群等多数の古墳群がみられる。また，当遺跡の南東500mに

田谷廃寺跡が存在し，凝灰岩の礎石・布目瓦・鎧瓦などが出土し，また，当寺で使用された瓦と

第3図　砂川遺跡位置図および周辺遺跡
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同種の瓦が原の寺瓦窯跡群（勝田市）から検出されているため，当時の瓦は原の寺瓦窯跡から供給

されたものと思われる。

以上，当地域における歴史的景観について概観してきたが，那珂台地上には各時代の遺跡が多

数分布しており，当地方の古代文化の繁栄を物語っている。

砂川遺跡周辺遺跡一覧表

番号 遺　 跡　 名 ！種 類
時　　　 代 l番号

遺　　 跡　　 名 種　 類 時　　　 代

1 愛　 宕　 山　 古　 墳　 古墳群 古　　　　　　 墳 12 阿　　 川　　 遺　　 跡 包蔵地 縄文 e弥生 。古墳

2 台　 渡　 廃　 寺　 遺　 跡　 寺院跡 奈　 良　 e　平　 安 13 南　　 台　　 遺　　 跡 包蔵地 縄文 e弥生 e古墳

3 長　 者　 山　 政　 庁　 跡　 官衛跡 奈　 良　 e　平　 安 14 軍　 民　 坂　 遺　 跡 包蔵地 弥　　　　　　 生

4 馬　 場　 尻　 遺　 跡　 包蔵地 縄　　　　　　 文 15 矢　 野　 倉　 遺　 跡 包蔵地 弥　　　　　　 生

5 十　 万　 原　 遺　 跡　 包蔵地

矢　 野　 倉　 上　 遺　跡　 包蔵地

縄文 ・弥生 ・古墳 16 小　 原　 内　 古　 墳 群 包蔵地 弥　　　　　　 生

6 縄　　　　　　 文 17 富　 士　 山　 古　墳　 群 古墳群 古　　　　　　 墳

7 権　 現　 山　 遺　 跡　 包蔵地 縄　　　　　　　 文 18 権　 現　 山　 横　 穴　 群 攣穴群 古　　　　　　 墳

8 平　　 塚　　 遺　　 跡　 包蔵地 縄　　　　　　 文 19 塚　 宮　 古　 墳　 群 古　 墳 縄文 。弥生 e古墳

9 砂　　 川　　 遺　　 跡　 集落跡 縄　 文 。 歴　 史 20 西木の倉原の内古墳群 古墳群 古　　　　　　 墳

10 小　 原　 内　 遺　 跡　 包蔵地 弥　 生　 e　古　 墳 21 権　 現　 山　 古　 墳　群 古墳群 古　　　　　　 墳

11 塚　　 宮　　 遺　　 跡　 包蔵地 縄文 。弥生 e古墳 22 田　 谷　 廃　 寺　 跡 寺院跡 奈　 良 。 平　 安

注1）川崎純徳◎渡辺　明・星山芳樹「額田大宮遺跡」那珂町史編纂委員会　昭和53年3月
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第3章　宮　部　遺　跡

第1節　遺構　と　遣物

頂。遺　　構

宮部遺跡の調査区から，竪穴住居跡1軒◎土壌25基が検出されている。

遺構の大半は，調査区北側部分に集中して分布している。

住居跡の形態は，重複関係がみられるが，隅丸方形を呈し，土壌はそれぞれ円形◎方形◎楕円

形を呈す。

各遺構の検出は，表土◎耕作面から地山ローム面までの堆積土が浅いため，地山ローム面で認

められた。

尚，各遺構内の堆積土については，図版には記号だけを記し，次の様に区分し表した。

竪穴住居跡

1 H u e 7．5 Y R　 少 4　 褐　 色 5 H u e 7・5 Y R　 叛　 暗 褐 色
a 炭 化 粒 子 ，ロームフb ック混 り， 粒 性 締 りあ り

2 ′′　　　　　　　　　　　　 〝　　　　　　　　　 ′′ 6 〝　　　 少 4　 褐　 色 b 炭 化 粒 子 ， 焼 土 粒 子 ， ロ ー ム ブ ロ ック混 り

3 〝　　　　　　　　　　　　 ′′　　　　　　　　 ′′ 7 〝　　　 蔓4　 暗 褐 色
C 焼 土 ブロ ック，炭 化 粒 子　 ロームブロ ック混 り

4 ′′　　　　　　　　　　　　　　 ′′　　　　　　　　　　′′ 8 〝　　　 仇　 褐　 色

1 H u e 7．5 Y R　 44　 褐　 色 7 H u e 7．5 Ⅶ　 ∠叛　 褐　 色
a 炭化粒子， ローム ブロック混 り

2 〝　　　 少 6　　 〝 8 ′′　　　 少 6　　 〝 b 炭化粒子，焼土 粒子， ロームブ ロ ック混り

3 〝　　　 く玩　　 〝 9 〝　　　 竺4　 〝 C 焼土 ブロック，炭化 粒子，ロームブロック混り

4 〝　　　 雪4　　 〝 10 〝　　　 少 6　 〝

5 〝　　　 少 6　　 〝 11 〝　　　 少 4　 〝

6 〝　　　 竺丞　　 〝 12 〝　　　 叛　 〝
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一13－

第1図　宮部遺跡地形図



（1）竪穴住居跡

第1号竪穴住居跡（第2図）

調査区B2a3◎b3◎a4◎b4◎a5◎b5区より検出され，竪穴住居跡は，5×5．5mの方形プ

ランを呈し，主軸方向は，N－340－Wである。

本住居跡は，第14号土壌◎第23号土壌◎溝状遺構との重複関係を呈し，遺構の残存状況は良

好であり，壁は全体に15～18cmを測り，垂直に立ち上がっている。

床面は，全体に平坦であるが，硬い面は部分的にみられる程度である。精査の結果炉跡は，住

居跡中央部よりやや南側に位置し，焼土◎炭化物が多く検出されており，焼土◎炭化物は，1．5×

上8mの範囲に，約10cmの厚さで平坦に堆積が認められている。

柱穴は，全体に20～30cmと比較的浅く，49本の柱穴状Pitが検出された。

覆土は，全体に黒褐色の堆積がみられ，覆土中から出土した遺物は，ごく僅かであり，Pit内

より検出された遺物等と照らし合わせ，本遺構は，縄文前期，黒浜期に属するものと考えられる。

第2図　第1号竪穴住居跡

－14－
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第3章　宮部遺跡

（2）土　　壌

第1号土壌（第3図）

調査区B2d6◎e6◎d7◎

e7区において確認された土壌

である。

土壌形態は長軸1．5m，

短軸1．3m，底面1．3×0．8

mの隅丸方形に近い形状を呈

し，主軸方向N－5q－Eを測る。

深さは，約48cmで壁面は，

比較的緩やかに傾斜をもちな

がら立ち上がり，墳底は平坦

部が若干認められる。

覆土は，4層に分けたうち，

上部では，壁面崩落によると

思われる堆積状況がみられる。 第3図　第1号・4号土墳

覆土中からの出土遺物はなし。

第2号土壌（第4図）

調査区B2C6区で確認された土壌であ

る。

、土墳形態は，長軸1．2m，短軸0．9m，

底面1．0×0．7mの不整方形を呈し，深

さ22cmを測り，壁面は緩やかな傾斜を

もって立ち上がる。主軸方向N－80LE。

墳底は，比較的平坦であるが，中央部

がやや高くなっている。出土遺物なし。

：、＿「l三二l‾

SK　3

l「「二

SK　2

A A′　　　C

F F′

竃志す
8‘

「囁三三茅r‾

⑤

ぬ．
SK13

C’　　D D’

‾「」－3ノrll‾＼上（、捗′　　‾『卜⊥T

B B′

l∴二‾　二　　二

第4図　第2号・3号・13号土壌
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第3号土壌（第4図）

調査区B2区のb5◎b6区で確認された土壌である。

土壌形態は1．2×上Om，底面は，0．9×0．7m，深さ20cmを測り，形状は言隅丸方形で

ある。主軸方向，N－420－Eを測る。

土境内南側に，0．3×0．3mのPitが認められ，深さは65cmを測るが，本土境に伴うもので

あるかは不明である。壁面は，緩やかな傾斜をもち立ち上がりを示している。伴出遺物なし。

第4号土壌（第1図）

調査区，B2区のd5◎e5◎d6◎e6区で確認された土壌である。

土墳形態は長軸4．1m，短軸1．5m，底面3．2×0．5mを測り，不整隅丸方形を呈し，主軸方

向，N－440－Eを測り，若干の段差をもち深さ，20～35cmを測る。墳底は，北側部が若干

深く，40cmを測り南側部においては浅く，20cmを測る。

壁面は，緩やかな傾斜をもち，立ち上がりを示しておる。伴出遺物なし。

第5号土壌（第5図）

調査区　B2区のe5◎e6区で確認され，第6号土壌と重複関係を呈し，土壌形態は，長軸上4

m，短軸1．0m，底面0．65×0．6mの隅丸方形である。

主軸方向，N－520－Eを測り，深さは，35cmで垂直に立ち上がりを示している。

覆土は，土壌周囲の崩落の堆積がみられ，第6号土壌より先に土壌流入がおこなわれ，次いで

5号土壌の埋没がみられる。伴出遺物なし。

第6号土壌（第5図）

調査区，B2区のe5◎e6区で確認され，第5号土壌の北側に位置し，重複蘭係を呈する土壌で

ある。

土壌形態は長軸1．0m，短軸1．0m，底面0．9×0．65mを測り，不整方形を呈し，主軸方

向，N－490－Eを測る。深さは，55～35cmを測り，立ち上がりは，北側において，開口部

まで緩やかな傾きをもち立ち上がりを示している。伴出遺物なし。

第7号土壌（第6図）

調査区B2区のb4◎b5◎C5で確認され，第1号竪穴住居跡，南側に位置する土壌である。

土壌形態は長軸上5m，短軸1．3m「底面は上0×1．0mの不整楕円形を呈し∴主軸方向，N－

430－Eを測る。深さは26cmを測り，やや傾斜をもち立ち上がる。

本土境に伴う遺物はなし。

第8号土壌（第8図）

調査区，B2b5区で確認され，第7号土壌東側に位置する土壌である。

土壌形態は長軸1．6m，短軸0．8m，墳底上35×0．3mを測り，隅丸長方形を呈する。
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第3章　宮部遺跡

二

l∽

i遥

堅畔　　壁寧

‾－＼一／一 2M

第5図　第5号◎6号土壌

本土境は，主軸方向N－430－Eを呈し，深さは，15～25cmと浅く，土壌，北側部分が若

干深く南側は浅い。本土境に伴う遺物はなし。

第9号土壌（第6図）

調査区B2b4区で確認され，第1号竪穴住居跡西側に位置する。

土壌形態は長軸1。1m，短軸1．0m，墳底0．6×0．7mを測り，隅丸方形を呈し，主軸方向，

N－380－Eである。深さは，55cmを測るが，壁は垂直に立ち上がる。

本土墳からは，土壌中央よりやや北側から，人骨（頭骨と若干骨片）が出土しており，中世の土墳

墓と考えられる。

第10号土壌（第6図）

調査区B2a3区で確認され，第1号竪穴住居跡の北西側に位置する。

－17－



土壌形態は長軸1．15m，短軸1．0m，

墳底1．0×0．8mの隅丸方形を呈し，主軸

方向，N－260－Wを測る。深さは，35

cmを測り，壁は，垂直に立ち上がりを示

しているが，比較的浅い土壌である。

第11号土壌（第7図）

調査区B2区のa2◎a3区で確認され，

第10号土壌西側に位置する。

土壌形態は長軸1．4m，短軸0．75m，

墳底1．2×0．55mを測り，隅丸方形を呈

し，主軸方向，N－210－Wである。深さ

は，60cmを測り，壁はやや垂直に立ち上

がりを示している。

覆土は，土壌周囲の崩落の堆積がみられ

る。伴出遺物なし。

第12号土壌（第7図）

調査区，B2a2区で確認され，第11号

土壌西側に位置する。

土壌形態は長軸上15m，短軸上Om，

壊底0．65×0．7mを測り，隅丸方形を呈

し，主軸方向はN－110－Eである。深さ

は約60cmを測り，壁はやや垂直に立ち上

がりを示している。

伴出遺物なし。

痛＝
S K　9

＼鳴
＼アメ

堅塑　　　　　　　　　sp虞

Ⅶ「
SK　7

⑤　蔓嬰　　蝉

0　　　　　　　1M

「＿＿＿　　　」

第6図　第7号・9号土壌
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第7図　第10号◎11号◎12号◎16号◎

17号◎18号土壌
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第13号土壌（第4図）

調査区B2C6区で確認され∴第2土壌東側に位置する。

土壌形態は長軸0．85m，短軸0．45m，墳底0．6×0．3mを測り，不整円形を呈し，主軸方

向，N－150－Wである。土壌の深さは，15cmを測るが，本土壌は，土壌としては若干，疑問

が生じる遺構である。伴出遺物なし。

第14号土壌（第2図）

調査区B2b4区で確認され，第1号竪穴住居跡内南側に位置する。

土壌形態は長軸0．95m，短軸0．7m，境底0．8×0．55mの隅丸方形を呈し∴主軸方向，N－90

－Eである。

伴出遺物なし。

第15号土壌（第8図）

調査区B2al区で確認され，土壌形態は長軸1．0m，短軸上Om，墳底0．85×0．8m，深さ

30cmを測り，不整形を呈し，主軸方向，N－510－Eである。

本土境は，東側は浅く，西側が深くなり，覆土堆積状況は，東から西に流れ込んでいる。伴出

遺物なし。

第16号土壌（第7図）

調査区B2a3区で確認され，第10号土壌北側に位置する。

土壌形態は長軸1．1m，短軸0．75m，墳底0．85×0．5m，深さ9cmを測り，隅丸楕円形

を呈し主軸方向，N－700－E。

伴出遺物なし。

第17号土壌（第7図）

調査区A2の．j3◎B2a3区で確認され，第16号土壌北側に位置する。

土壌形態は長軸上45m，短軸0．9m，墳底1．25×0．65m，深さ17cmを測り，隅丸方形を

呈し主軸方向，N－870－E。伴出遺物なし。

第18号土壌（第7図）

調査区A2j3区に位置し，第17号土壌東側に位置する。

土壌形態は，長軸1．2m，短軸1．05m，墳底上0×0．85m，深さ18cmを測り，不整形を呈

する。

主軸方向，N－850－E。

第19号土墳（第8図）

調査区A2区のj4◎B2a4区に位置し，第1号竪穴住居跡の北側に位置する。

土壌形態は長軸1．25m，短軸0．9m，墳底0．95×0．7m，深さ50cmを測り，隅丸方形を
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第3章　宮部遺跡

呈する。

主軸方軋　N－50－E。本土境は，北側に傾斜をもち∴覆土堆積状況は，ロームブロックが若

干みられ，自然堆積ではない。

出土遣物は，人骨が出土し，第9号土壌同様に，北側に頭骨が置かれ，少量の骨片がみられた。

第20号土墳（第8図）

調査区B2区のa5◎a6区に位置し，第1号住居跡東側に位置する。

土壌形態は長軸1．3m，短軸1．25m，墳底0．95×0．9mを測り，円形を呈する。

主軸方向，Nつ40－E。覆土堆積状況は，墳壁の崩落がみられ，自然堆積の様相を呈している。

第21号土壌（第8図）

調査区A2区のj4◎B2a4区に位置し，第1号竪穴住居跡北側に位置する。

土壌形態は長軸2・35汀主　短軸日5m，墳底2．1×0．85m，深さ20cmを測り，不整長方

形を呈する。

主軸方向N－100－E。本土境は∴北側部分に崩落が若干認められ，土域内に2か所のPit

がみられるが，本土壌に伴うものではない。伴出遺物なし。

第22号土壌（第8図）

調査区B2b7区に位置し，第1号竪穴住居跡西側壁と重複している。

土壌形態は長軸l・5m，短軸上25m，墳底上4×0・95m，深さ35cmを測り．隅丸方形を呈する。

主軸方向N－190－E。本土境は，壁が垂直に立ち上がり，墳底より，若干の人骨を検出した

第1号竪穴住居跡を切って構築している。伴出物なし。

第23号土壌（第2図）

調査区域南端に位置し，B2a4区より検出された。

土壌形態は長軸上3m，短軸上3m，墳底0．95×0．9m，深さ35cmを測り，円形を呈す。

主軸方向N－400－E。本土境は，壁が垂直に立ち上がり，墳底より，若干の人骨を検出した。

第24号土墳（第8図）

調査区域東端に位置し，B2f5区より検出された。

土墳形態は長軸2．8m，短軸1．95m，墳底2．15×1．75mを測り，不整長方形を呈す。

主軸方向，N－390－E。

本土境は，中央部に2か所のPit状の落ち込みが検出されており，土壌機能は不明である。

第25号土壌（第8図）

調査区，B2C7e8区に位置する。

土壌形態は長軸3．0m，短軸2．85m，墳底2．65×2．35mを測り，不整形を呈する。

主軸方向N－310－E。
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本土境は，複雑な形態を呈し，北側より南側にかけて2段に落ち込みがみられる。

伴出遺物なし。

（3）土壌のまとめ

宮部遺跡より検出された土壌は，計25基である。

土壌が検出された区域は，遺跡の立地する尾根の北側部に集中してみられ，また密度にも若干

の差が認められ，調査区B2区のa3◎b3◎C3◎a4◎b4◎C4◎a5◎b5◎C5区において集中して検出

された。

調査された土壌形態は，円形◎方形◎長方形◎不整形を呈し，断面形態をみると，基本的に垂

直壁で平坦な底面をもつものが多く，いずれも径2m以下で，深さ1m弱を測るものが大部分で

ある。これらは規模⑳形態等で類似点もみられる。

第9◎19◎24号土壌は，検出された人骨等から考え，墓場として使用されたものであろう。

これらの土壌と類似がみられる他の土壌も，おそらく墓境として使用されたものであり，中世以

降～江戸時代のものと考えられる。
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第3章　宮部遺跡

2．出土遺物

宮部遺跡が形成されている尾根上の層序は，堆積状況を観察すると，耕作土・ソフトローム層・

ハードローム層にわかれ，第1層，耕作土は，10～30cmの堆積がみられ，第2層，ソフトロー

ム層は．部分的にハードローム層が混入しており，第1層とは明確に区分できる。堆積は，20

cm程であるが，斜面部になると厚くなる。遺物の出土は，ほとんどが本層中からである。第3

層はハードローム層であり，ブロック状の塊が本層上部にみられる。部分的に本層上部に若干の

遺物の包含が認められた。第4・5層はハードローム層に粒の細かい礫が含まれ，褐色を呈す。

第Ⅵ層はハードローム層に，鹿沼層の混在がみられ，鹿沼軽石層の堆積は顕著にみられず，ごく

わづかにブロック状で検出されている。

（第10図） 暑、「．二‾．：‡

胃∃≡ヲ。〒≡⊆プ川　雪空壬∋て一　号王君2

知

」　　－　　」

第10図　宮部遺跡土層断面図
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（封　縄文土器（第9図，1～8）

宮部遺跡調査の結果，遺物の散布は，遺跡南疲斜面から尾根中央部にかけてみられる。表土下

部で直ちに包含層にあたり，遺物は，縄文時代草創期から，早期◎前期にかけての石器◎土器が

主体をなし，同レベルで土師器小片も混在している。また，遺跡は，畑地として耕作していた状

況を考え，土層の状態からしても全ての遺物が，原位置を保っているとは断じ難い。

調査を実施し，遺物の主体をなす時期に伴う遺構の検出はされなかったが，遺跡の立地からし

て本尾根上に営なまれたものと思われる。

本遺跡から出土した縄文草創期の遺物は，表裏縄文土器片がみられ，石器群の中から検出され

た。縄文早期の遺物は，絡条体圧痕文が出土している。前期の遺物は，第1号住居跡に伴い，黒

浜式土器が出土している。

草創期の土器（2）

日録部が外反し，若干，胴部がふくらみをもつ。施文は不規則な縄文であり，外反する口唇に

縄文が行われ，表◎裏とも斜位の縄文が施文されている。焼成は良，胎土は，砂粒を若干含む。

表裏縄文土器である。

早期の土器（4～8）

無文部に整形時の擦痕が観察され，施文は浅く，原体の条問があく。胎土に砂粒，小石を含み

茶褐色を呈す。絡条体圧痕文系土器である。

前期の土器白）

縄文のみの胴部であり，胎土には，多量の繊維を含むが，内面の整形は概して良く，焼成が良

い。胴部下に，羽状構成をとる縄文であり，部分的に言繊維痕，無文部がみられる。黒浜期と思

われる。

（2j　土師質土器（第9図，9～13）

土器は，底部がわずかに高く，高台状を呈す。体部下からやや丸味をもち，まっすぐに立ち上

がる。器面は，水引き塘軽痕を明瞭に残す。また，口唇部にも水引き痕がみられる。底部は糸切

り後の，部分的にナデ調整を行っている。第9図，9◎11◎12は内面の体部から口唇部にかけて，

カーボンが付着している。胎土に砂◎小礫を含む。焼成は良好である。色調は，淡茶褐色を里も

土器は，すべて灯明皿と思われる。
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第3章　宮部遺跡

（3）石　　器（第11図～第13図）

宮部遺跡から出土した石器の数は，474点に達する。それら以外にも，破片・チップ類がみら

れた。これらの遺物を分類すると，大部分は剥片であり，石器として取扱うものは，数十点であ

ると思われる。また，剥片として分類したものの中には，二次調整がおこなわれたものや使用痕

と思われる痕跡を残すものも若干みられる。

尚，石器・剥片類については，全てを掲載することが出来ず，使用痕等のある剥片を中心に掲

載した。

本遺跡出土の石器類は，石材から，2種類に大別できる。

（ア）ホルンヘルツ類　　（イ）鴫璃・チャート類
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（ア）ホルンヘルツ類石器群

石斧類（第14図1・2）

1は，丸ノミであり，やや縦長の礫を素材としている。周辺から中央部に向かって階段状の成

形剥離が施され，その結果，中央部に，枝が走り，断面は山形を呈する。刃部及び側辺には，細

かな調整加工を施している。一端は，厚さ調整のため，大きな剥離痕を残し片面は，若干，自然

面を残している。石材は，ホルンヘルツである。

2は，スタンプ状石斧である。

偏平で縦長の礫を素材としている。礫の一端に，数回の打撃を加え石器に仕上げている。使用

面は，打ち欠いたままで，やや凹みがある。使用面の作出以外には，加工痕はない。

礫　器（第14図3～6）

3は，厚手の円礫を用いている。1回の大きな剥離で刃部を作出し，さらに部分的に調整剥離

が施されている。調整剥離がほどこされた部分は，若干刃味をおびている。刃部以外は，ほとん

どが自然面で，加工痕は認められない。

4は，厚手の円礫を使用し，礫は斜めに割れており，数回の調整剥離が実施され，使用痕も認

められる。過度の使用により，エッデの部分は，摩耗している。

5は，両面からの粗い打撃によって礫を割り，剥離面は大きく，打撃の方向も不規則であり，

石核の一種かもしれない。

6は，厚手の円礫を素材とし，剥片剥離面は，周辺からの粗い成形剥離で形を整えている。石

核と考えられる。

第14図　ホルンヘルツ・砂岩類石器
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第3章　宮部遺跡

什）璃喝・チャート類（第15図1～13）

礫　器（第15図1）

厚手の礫器を素材としたもので，両面からの粗い打撃によって礫を割っている。剥離面も大き

く打撃は一方向から行われている。石核の一種かもしれない。

石　斧（第15図2）

片刃の打製石斧である。周辺から中央部に向かって階段状の成形剥離が施され，刃部及び側辺

は網かな調整加工を施している。片面は，若干の剥離痕がみられるが自然面を残している。刃部

には，使用痕が認められる。

第15図　馬璃・チャート類石器

－29一



剥　片（第15図3）

各方面から剥離をくり返している。細かな調整加工が施され，若干の剥離痕がみられる。

剥　片（第15図4）

中央に稜が走る縦長の剥片である。中心部に向かって各方向から数回の剥離が行われている。

使用痕は認められない。

礫　器（第15図5～9）

5は，上面観が長方形を呈し，各方向から剥離をくり返している。自然面が若干残り，剥離面

を打撃面とし，大小の剥離痕がみられる。石核とも考えられる。

6は，5同様各方向から剥離をくり返して，最初に大きな成形剥離を施した後で，若干細かい

剥離をしている。

7は，自然面を残し，両側面の剥離をおこなっており，打撃面として，大小の剥離痕がみられ

る。

8は，各方面から剥離をくり返し礫器としたもの，大小の剥離痕が入り組んでいる。

9は，長方形を呈し，各方面からの剥離をくり返している。一部に自然面を残し，大小の剥離

痕がみられる。

ハンマーストーン00）

乳棒状を呈し，一端に打痕跡が残存している。直径50cmを測り言縁辺部には，打痕を顕著に

示している。石材は，石英を使用している。

打製石斧01）

胴部中央部は，表裏両面からの調整加工でわずかに決りを入れている。刃部は，自然面側から

の調整で円弧状に作られている。使用痕跡は顕著にみられる。形態は分銅形に近い。石材は硬砂

岩である。

剥　片02・13）

形態は多様であり，使用痕が若干認められるものもある。長方形を呈した剥片であり，長辺に

沿って若干の使用痕がみられるが，打撃面周辺に自然面が残る剥片である。

磨　石（第16図1）

1は，円礫の半欠であり，一端に使用痕がみられる。あるいは，ハンマーストーン的な用途に

使用されたものかもしれない。

尖頭器状石器（第16図2）

一端の尖った尖頭器様の石器である。一端を欠いているため，全体の形ははっきりしないが，

木葉状の形態を示し，均整がとれている。摩耗が激しく，調整剥離面が若干確認できる。
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第16図　宮部遺跡出土石器

石　鍍（第16図3・4・5）

3は，三角形を呈し，有茎の石銀である。脚部を欠損する。調整加工は両面にみられ，側辺は

細かい鋸歯状を呈する。石材はチャートである。

4は，隅の丸い正三角形を呈するものと思われるが，先端部が欠けている。調整加工は，両面

にみられ，側辺は細かい鋸歯状を呈する。石材はチャートである。

5は，右脚部を欠損する無柄の石銀で，茎部は湾入する。両側縁は直線であり，全面に調整加

工が施されている。石材は，頁岩である。

礫　器（第16図6～12）

6～12は，厚手の礫を素材としたもので，両面からの粗い打撃によって礫を半割に近い状態

にしたものであり，剥離面は大きく，打撃の方向も不規則である。石核の一種かもしれない。
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剥　片（第ユ6図13～23）

13は，中央に稜が走る縦長の剥片である。片側辺に調整剥離が残る。

14は，縦長の小形剥片，剥離痕がみられる。

15は，自然面を打撃点として，刺離された剥片である。

16は，小型の剥片である。中心部に向かって周辺から数回にわたって剥離が行われている。

使用痕は，一部に認められる程度である。

17～23は，縦長のもので，片面◎全面，あるいは一部に自然面を残し，中央部に向かって剥

離がみられる。使用痕は一部に認められる程度である。

（4）ま　と　め

宮部遺跡◎出土石器について

宮部遺跡から出土した石器は，石斧◎石核◎ハンマーストーン◎使用痕のある剥片◎石鍍等で

ある。本遺跡からは，石器に混じり，縄文草創期◎早期◎前期の土器片が出土しているものの，

該期の遺構は検出できなかった。また，石器類の出土した地点の土壌堆積は，地形等から鑑み，

プライマリーな状態とは考えられない。また，石器，特に縄文時代の石器に関して，石器自体で

は，時期決定は難しい。縄文期の石器の時期決定は，確実に伴出する土器によって決定される。

が最も一般的であると思われる。

今回調査した宮部遺跡は，多量の剥片等が出土し，石器類を伴っており，剥片の出土は，定形

的な石器の数をはるかに上回っている。また，その剥片の中には，簡単な二次加工が施されたり

使用痕が認められるものが若干みられる。

本遺跡から，出土の石器群は，大部分が縄文草創期～早期に位置するものと考えられるが，該

期の石器，剥片等を各疇臥形式ごとに全て分類することは，不可能である。

また，本遺跡における，土壌堆積状況を観察した結果，プライマリーな状態でない地区もあり，

包含層も浅く，遺物の出土状況から層位を把握することは困難である。

数点出土した石器の中で，尖頭器状石器◎石幼汗大形のもの）は，草創期の時期に伴うものであり，

また，石斧の中でみられるスタンプ状石斧は，早期にしばしばみられるものである。

また，石核◎礫器は，石器の素材として用いられたものであり，他の石器と同一時期としてと

らえられる。

本遺跡の場合は，石器◎土器ともに調査区域内にまとまって出土しており，縄文草創期，早期

以外の時期の土器片は検出しないことなどから，本石器群は，草創乳早期の時期に位置づけら

れるものと考えられるが，今後，石岡地区における先土器時代以軋石器の組乱石材等の分類

分析が必要と思われる。
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第4章　鹿の子A遺跡

第1節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

当遺跡において検出された住居跡は40軒にのぼり，南西部の谷を囲む平坦な標高25．8～26m

に構築されている。住居跡は遺跡全域より確認され，特に中央部から集中して検出されている。

また，いずれの住居跡も歴史時代（国分期）の遺構と思われる。40軒の住居跡のうち5軒は竃を付

設しない遺構であった。

遺構内覆土土層は下記のように統一して表現する。

1 H u e 7．5 Y R　2／ 1 黒 色 13 H ue lO　Y R　4／4　褐色 a ロ ー ム粒 子 ，炭 化粒 子 ，焼 土 粒子

2 〝　　　 2／ 2　黒 褐 色 14 〝　　　 4／ 6　褐色 b ロ ーム粒 子 ，ロームブロック，焼 土 粒子 ，炭 化粒 子

3 〝　　　 3／ 2　黒 褐 色 15 〝　　　 3／ 2　黒褐 色 C ロ ーム粒 子 ，炭化 粒 子 ，焼 土粒 子

4 〝　　　 2／ 3　極 暗褐 色 16 H u e 7．5 Y R　5／ 6　明褐 色 d ロー ム ブ ロッ ク，焼 土粒 子 ，炭 化 粒子 ， 砂粒

5 〝　　　 3／ 3　暗 褐色 17 〝　　　 5／ 4　にぷ い褐 色 e ロ ーム ブ ロッ ク，炭 化粒 子

6 H u e lO　Y R 3／3　 暗 褐色 18 〝　　　 8／ 6　浅 黄 橙色 f ロ ーム ブロ ッ ク，炭 化粒 子 ， ロー ム粒 子

7 〝　　　 3／4　 暗 褐色 19 H u e 2．5 Y R 5／8　明 赤 褐色 g ロー ム粒 子

8 H ue 7．5 Y R　3／4　 暗褐 色 20 〝　　　 4／6　赤 褐 色 h 山 砂

9 〝　　　 4／4　 褐色 2 1 H ue lO　Y R 6／ 3　黄 褐 色 ※ 番 号 のな い もの は撹 乱 であ る。
10 〝　　　 4／6　 褐色 22 H ue 2．5 Y R　2／3　極 暗赤 褐 色

11 〝　　　 4／3　 褐色 23 〝　　　 4／4　に ぷ い赤褐 色

12 H ue　5　 Y R 3／3　 暗赤 褐 色 24 〝　　　 3／6　 暗赤 褐 色

第1A号住居跡（第2・3図）

本跡は遺跡の北側A2f8を中心に確認され，第1B◎1C号住居跡の北側，第2号住居跡の西側

の一部を切り，第6号住居跡の西側6．5mに位置している。規模は長軸3．4me短軸3．05mほどの

隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－540－Wである。壁高は45～55cmほどで，直線的に

大きく外傾して立ちあがり，壁下に幅10～15cm，深さ5～8cmほどの壁溝が周回している。床

は全体に踏み固められて硬い平坦な床であり，第1B号住居跡より10cm深く，第1C号住居跡よ

り10cmほど浅い。また，床面上からのピットを確認することはできなかった。

竃は北西部の中央部よりやや北側に位置し，長さ102cm◎抽幅105cmほどで，抽部は山砂を

含んだ粘土で構築されている。焼成部は壁を90cm幅で45cmほど掘り込み，火床は長径41cm

ほどの楕円形状を呈し，床を4cmほど掘り窪めている。

覆土は褐色ないしは暗褐色で，おおむねレンズ状堆積を示し，全体にローム粒子◎ロームブロッ

ク　◎焼土粒子を少量含んでいる。

出土遺物（第4図）は土師器片，須恵器片を主に少量出土し，土師器の整形土器（第4図－2），高台

付盤形土器（第4図－9）は第1C号住居跡との重複地点，すなわち南東の壁下床面上より出土してい
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第1図　鹿の子A遺跡地形図
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る。また覆土中より瓦を利用して作られた円形状の土製品1点，刀子2点をそれぞれ出土している。

遺物解説表（第4図）

番 号 器　 種 ！法 量 （c m ）
器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎土 ・色 諏 備　　　 考

擾 A 2 0．2（復 ） 底 部を 欠 く。最 大 径を 胴 部 よ りやや 上 目線 部 内外 共 に横 ナデ ，外 面 は縦 位 ， 普　 通 口縁 ～胴 部 ，内 外
l 土　 師　 器盲　 B 2 6．5（現） 位 に もち ，頸 部で 括れ て ， 日録部 は 大 横 位 の 細 いへ ラ磨 き整形 が な され て い 砂 粒 ・砂 礫 面共 に スス 付着 。

C き く外反 して開 き ，先 端 はや や 内攣す る。 内 面は ，全 体 にナ デ整 形で あ る。 にぷ い赤 栂色
る 。

聾 A 1 6．7
I
口綾 部 は頸 部 よ り大 き く開 き ，口唇部 口縁 部 は内外 面 と もナ デ整 形 。ま た外 普　 通 全 体 に スス付 着

2 土　 師　 器ロ　 B ユ8．5 でや や直 立 ぎみ に立 ち 上が る 。最 大径 面は へ ラ削 りの 後 ，胴部 上半 に ナ デ整 砂 粒 ・石英 底 面 は木 葉痕 有 り。
C　 7．0 は胴 部上 半 に有 す る。 形 が な されて い る。 黒赤 褐 色

3

杯 A 目線 部を 欠損 し，底 面 は平 坦で ，休部 ろ くろ成 形。 外面 は体 部 下半 か ら底 面 良　 好 外 面 （体 部）側 面に
（墨書 土器 ） B　 3．0 （現 ） は内攣 しなか ら開 く。 に か けて へ ラ削 りが な され ，内面 は 砂粒 。砂 礫 墨 書。
土　 師　 器 C　 5．1 （復 ） （右 →左）へ ラ磨 きが な され て い る。 褐 灰 色 （外 ）

黒色 （内 ）

4

杯 A 12．5 （復 ） 底 面は 平坦 、休部 は ゆ るやか に外 上 方 ろ くろ成 形 。休 部 内外 面共 に ナデ 整形 良　 好
土　 師　 器一　 B　 3．5 へ立 ち 上が る。 で あ る。底 面 は ，へ ラ削 りが なさ れて 砂　 粒

C　 7．0 （復 ） い る。 橙　 色

杯 A H ．9 （復 ） 底 面 は平 坦 で ，休部 は内攣 して開 き ， ろ くろ水 挽 き痕 が認 め られ ，内側 はへ 良　 好 外 面 の一 部 にスス
5 土　 師　 器 B　 3．9

C　 6．0

口唇 部 はや や外 反 す る。 ラ磨 きが な され てい る。 砂　 粒

明赤 褐色 （外 ）

黒色 （内）

付着 。

！高 台 付 盤 i A 1 3．8 （復 ）
底 部 は丸 く，緩 や か に 開 く。高 台 は低 ろ くろ水 挽 き整形 で あ り，一 部 に認 め 良　 好 内面 中央 部 に焼 成

6 土　 師　 器 B　 2．8 く 「ハ」の字 に 開 く。 られ る。 また 内面 に はへ ラ磨 きが な さ 砂 粒 ・砂 礫 後付 け られ た と恩
C　 6．7 れ て いる 。 明 褐 色 （外 ）

暗 赤灰 （内 ）

わ れ るせ こ く書。

整 A 底面 は 平坦 で ，胴 部は 底 面 よ り直線 的 内面 板状 工 具 によ るナ デ ，外面 は へ ラ 普　 通 内外 共 スス付着 。
7 土　 師　 器 B　 6．2 （現 ） に開 きなが ら立 ち上が る 。 削 り後 ，へ ラ磨 き整 形 が なされ て いる。 砂 粒 ・石英

C　 7．8 ま た外面 は摩 滅 してい る所 あ り 。 に ぷ い赤 褐色

杯 A 底 部 を 欠損 し，休 部 は内攣 して開 き ， ろ くろ成 形 。外 面 に水挽 き痕 有 り。 内 良　 好

8 土　 師　 器 B

C

口唇 部 はや や外 反す る。 面は （右 →左）の へ ラ磨 き 整形 。 砂粒 ・砂礫

にぷ い橙 色 （外 ）

i
黒色 （内）

9

高 台 付 盤

土　 師　 器
A 2 0．i

B　 4．2

底 面 か らや や内攣 ぎみ に開 き ，口辺 部 ろ くろ整形 。 底面 は回 転 へ ラ削 り整 形

が な され てい る 。

良　 好

砂粒 e ス コ リア

内 面に スス 付着 。
で 外 反 して立 ち上 が る。 台 は直 立 ぎみ

C l l．6 に付 く。 明赤 褐色

蓋 A 15．8 （復 ） 蓋部 頂 部 はやや 扁 平 で ，やや 内 攣ぎ み ろく ろ整形 で ，蓋部 頂 部 は ，回 転 へ ラ 普　 通 内外 面 に墨状 付着
10 須　 恵　 器 B　 2．3 に大 き く開 く。 削 り。 すそ 部 は水 挽き 整形 で ある 。 長 石粒 ・細 砂 物 あ り。

C 灰　 色

長　 頸　 壷 A 胴部 上半 の 破片 。胴 部 は頚 部 よ り大 き 良　 好 外 面に灰 緑 色の 自

‖ 須　 恵　 器 B く張 り出 して ，胴部 最 大径 に至 る。 細　 粒 然 柚が 付着 。

C 灰　 色

12

1

1 4

乎　　　 瓦 凹 面 には布 昌，凸 面 には 縄 目の叩 き。

1 5

°
1 6

刀　　　 子

17

土　 製　 品 土 製 円板 で あ る。 布 目瓦を 利用 して円 形 に加工 を す る。
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第4章　鹿の子A遺跡

第1B号住居跡（第3図）

本跡はA2g8を中心に確認されたもので，第1A号住居跡の耐軋第1C号住居跡の東側で重複

している。また，2軒の住居跡によって切られているため，規模◎主軸方向等は不明である。壁

高は45cmほどで，直線的に大きく外傾して立ち上がる。床面は全体に平坦であり，硬く踏み固

められている。

覆土は全体に柔らかく，ローム粒子のロームブロックを含む暗褐色◎褐色土層である。出土遺

物は土師器◎須恵器を微量出土し，覆土中より須恵器の整形土器口綾部（第5図－1）を出土して

いる。

遺物解説表（第5図）

番 号 器　 種 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　 考

賓 A H 縁 部 は頚部 よ り大 き く外 反 し， 胴部 日綾部 は 水挽 き成 形が な され ，胴部 は 普　 通
1 須　 恵　 器 B

C

は頚 部 よ り直線 的 に さが る。 縦 方位 の 叩 きが行 なわ れ て いる 。 細 砂 。雲母

灰 白色

第1C号住居跡（第3・6図）

本跡はA2g8を中心に確認され，第IB号住居跡を西側で切り，第1A号住居跡によって北側

部が切られており，第2号住居跡と北東コーナー部で接している。規模は長軸3．0m◎短軸2．5mほ

どの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－720－Wである。壁高は40～45cmで，直線的に

やや外傾して立ち上がる。また壁下には幅12－15cm◎深さ5cmほどの壁溝が周回していたもの

と思われる。床は全体に平坦で硬く，特に竃前方部が硬い。また，床面上からはピットを確認す

ることはできなかった。

竃は南東壁の中央部よりやや南側コーナー部へ寄った所に位置し，長さ99cm◎袖幅85cm◎焚
喝ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嗜

1M

第2図　1A号住居跡竃実測図

ー37－

口部幅59cmほどである。保存状態は悪く，

抽部は底部の一部のみ現存していた。焼成

部は壁を82cm幅で，45cmほど掘り込み，

火床は長径31cmほどの不整楕円形状を呈

し，床を3cmほど掘り窪めている。

住居跡の覆土は第1A号住居跡によって

切られているため，中央部の覆土は不明で

ある。南側壁付近はロームブロック◎ローム

粒子◎炭化粒子を含む暗褐色◎褐色の土が

壁から自然堆積の状態で流れこんでいる。

出土遺物は須恵器を中心に出土し，完形



第3図　第1A◎1B elC◎2号住居跡実測図

品は球形土器（第5図－8）。高台付球形土器（第5図－7），一部破損のものは高台付球形土器（第5

図－4・5）であり，いずれも竃付近床面上より出土している。

遺物解説表（第5図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色 調 備　　　 考

2

賓 A 1 8．3 □綾 部は頚 部 よ り大 き く外反 して立 ち 口 綾部 内外 面 共 に槙 ナデ ， 内面 は多方 普　 通 外 面 にス ス付 着 。

土　 師　 器 B　 4．8 （現）

C

上 が り，口唇 部で や や立 ち上 が る。 胴

部 付 近 は不明 。

向 のナ デ整 形 がな さ れて い る。 砂粒 ・砂礫

橙　 色

3

賓 A 底 部 は 上 底 で あ り， 胴 部 は 底 部 よ り 胴 部外 面 は右上 か ら左 下 の斜 方 向の 叩 普　 通 胴 部下 位 に緑 色 の

須　 恵　 器 B 18．6 （現） や や 内攣 ぎみ に開 き，上 位で 大 き く内 き後 ，桟 ナデ ，下 端 は回 転 へ ラ削 り 。 長石 粒 自然 紬が 付 着 。

C 15．6 攣 す る傾 向有 り。 内 面横 ナ デ整 形 であ る。 灰 白色

4

高 台 付 杯 A 底 部は や や厚 めで ，休 部 へは やや 丸 味 底 部 は回転 へ ラ削 り，高 台部 は構 ナ デ 普　 通

須　 恵　 器 B　 6．1 （現） を も って移 行 し， 体 部は器 厚 を うす く 整 形が 施 され ，体 部 は水 挽 き整形 が な 長石 拉

C　 8．4 し，やや外 反 しなが ら立ちがる。高 台は外

下 方へ ふ んば る よ うに貼 り付け る。

されて い る。 緑 灰 色

－38－
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第4図　第lA号住居跡出土遺物実測図
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遺物解説表（第5図）

番 号 器　 棲 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土・色 的 備　　　 考

5

高 台 付 杯 A
底部 と休部 と の境 は稜 を有 し， 休 部 は 休 部 は内 外 面共 に 水挽 き整形 が な され 良　 好 内面 に凌 紙付 着 。

須　 恵　 器 B　 4．6 （現）
C　 8．3

器厚 を やや っす く，外 上方 へ 直線 的 に

立 ち上 が り． 中途 よ りやや 大 き く開 く
傾 向に あ り，高 台 を「ハ 」の 字に 貼 り付
け てい る。

高 台 部 は桟 ナ デ整 形 が な され て い る。 細　 砂

灰　 色

6

高 台 付 杯 A 底部 の破 片 で ．底 部 は器 厚 を やや厚 く 底 部 は回転 へ ラ削 り ．高 台部 は横 ナ デ 普　 通
須　 恵　 器 B　 2．6 （現 ） し，休 部は 大 き く外 上方 へ広 が る傾 向 整 形 ，休 部は 水挽 き整形 が施 され て い 細 砂 ・雲 母

C 12．8 （復 ） にあ る。 高 台は 「ハ 」の 字 に貼 り付け て

いる 。

る 。 繰灰 色

7

高 台 付 杯 A 1 6．4 底部 と休 部 との境 は 稜を 有 し，休 部 は 底 部 は回 転 へ ラ切 り後，回 転 へ ラ削 り 良　 好
碩　 意　 器 B　 7．1

C 1 3，0

直線 的 に外上 方へ 立 ち上 が る。 口綾 部

は外 反 し，端 部 はほ ぼ丸 く収 めて いる。
また 外下 方へ やや ふん ば る高 台 を貼 り
付 ける。

を施 し，休 部 は水 挽 き整 形が な されて

い る。

長石拉 ・細 砂粒

灰白 色

8

杯 A 13．2 底部 は や や厚め で ．休 部へ はわ ず か に 底部 は へ ラ切 り後 ．一方 か らのヘ ラ削 普　 通 内面休 部 中位 以下
須　 虚　 器 B　 4．3 丸味を 持 って 移行 し，休部 は 器厚 を滅 り ，休部 は ナ デ整形 が な されて い る。 長 石 ・石英 拉 に漆が 付 着 してい

C　 7．5 じなが ら外 上 方へ 立ち上 が る。 端 部 は

やや 外 方へ にぶ く突出す る 。

暗 灰黄 色 る。

第I B号住居跡

♭（

∈≡⊂7
第5図　第1B・1C号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡（第3・6図）

本跡はA2ggを中心に確認され，西側で第1A号住居跡と，南西部で第1C号住居跡と接し，

第6号住居跡の西側3．2mに位置している。規模は長軸2．86m・短軸2．76mの隅丸方形の平面形

－40－



第4章　鹿の子A遺跡
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第6図　第lC◎2号住居跡竃実測図
1M

を呈し，主軸方向はN－790－Wである。壁高は25～38cmほどで，なだらかに外傾して立ちあが

り，壁下には竃を有する0東壁を除いた壁下に壁溝が周り，幅12～18cm，深さ5cmほどを測

る0床は全体に平坦で，ロームが硬く踏み固められている○ピットは北西部のコーナーを除いた

各コーナー部から3個確認されいずれも主柱穴と考えられる。

竃は東壁の中央部よりやや南側に寄った位置に付設され，長さ79cm◎抽幅80cm◎焚口部幅

38cmほどである0抽部は山砂を含む褐色の土で構築され，側壁には丸瓦◎平瓦（第7図－10。12）

で補強されていた。焼成部は壁を95cm幅で，55cmほど掘り込み，火床は長径35cmほどの楕

円形状を呈し，床を10cmほど掘り窪めている○出土遺物は上記の瓦のほか，完成品の球形土器

（第7図－4e5），南側抽部側面から整形土器が倒立の状態で出土している。

住居跡の覆土はローム粒子◎ロームブロック◎焼土粒子◎炭化粒子を含む褐色土で自然堆積の

状態を示している。

出土遺物は土師器片を中心に出土し，床面上より完形の墨書球形土器（第7図－8）◎球形土器

（第7図－9）◎整形土器（第7図－2）などが出土している。

遺物解説表（第7図）

番 号 器　 種 法 塵 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調
l 備　 考

ユ

賓 A 1 9．6
□線 部 は頚 部 より大 き く外 反 して 立 ち

上 が り， 口唇部 でや や ゆる く立 ち上が
る。 ま た 胴 部 は頚 部 より 外下 方 に内

内面 はナ デ 整形 ，外 面は 胴 部上 位 をナ 普　 通
土　 師　 器 B 2 8．0 （現 ） デ ，中位 はへ ラ削 り後ナ デ ，下 位 はへ 砂 粒 ・砂礫

C し＿　　　　　　　　　　　　　口
攣 ぎ み に胴 部最大 径 に至 っ た後 ，底 部

へ 内下 方 に 直線的 に 至 る。

ラ磨 き整 形が 施 され て いる 。 にぷ い 橙色

2

小　 形　 賓 A ユま 5 （復 ） 目線部 は頚 部 よ り大 き く外 反 して 立 ち 整形 は 内外 面共 に横 ナデ が施 され ，底 不 ．良
土　 師　 器 B 1 5．2 上が り， 口唇部 は 器厚 を うす くす る 。 部 よ り や や 上 位 は ヘ ラ削 り痕 有 り， 砂粒 e 砂 礫

C　 7．4 胴部 は頚 部 よ り大 き く外下 方 へ内 攣 ぎ 底 部 よ りや や上 位 に輪 積痕 が 認め られ にぷ い赤 褐色
みに 広 が り胴 部 最大 径 に至 る。 る。

3

杯 A 14．2 （復 ） 底 部 は平 坦で あ り，体 部 は 底部 よ りや 内 面 は構 ナ デ整 形 ，外 面は 水挽 き 整形 不　 良 外 側　 底部 上 位 に
土　 師　 器 B　 5」

C　 7．3

や直 線的 に外 上方 へ開 く。 口縁 部で や

や 外反 し， 口唇部 は やや 丸味 を帯 びる。
で あ る。 砂 粒 ・砂礫

灰 褐色

I
ス ス付 着。

ー41－
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第7図　第2号住居跡出土遺物実測図



第4章　鹿の子A遺跡

遺物解説表（第7図）

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成◎胎 土◎色 諏 備　　　 考

杯 A 1 3．4 底部 は 丸底 状を 呈 し，休 部 は底 部 よ り 底 部 は へ ラ切 り後 ，へ ラ削 りが 施 され ，良　 好
4 土 師質 須恵 器ロ　B　 5．4 器厚 を やや 薄 く しなが ら丸 味を も って 休部 は 内外 面共 に 水挽 き整 形で あ る。 砂　 粒

C　 6．0 立 ち上 が り，や や内 攣ぎ み に外 上方 へ にぷ い 橙色
大 き く開 く。 ま たU 綾部 は外 反 す る。

杯 A　ユ3．5 底 部 は－一部凹 みを 有 し，側面 は直 線 的 水挽 き整 形が な され た後 ， 内外 面共 に 良　 好 底 部か ら胴 部 にか
5 土 師質 須 恵器 B　 5．2

C　 6．0

に外 上 方へ 大 き く開 く。 また ロ 綾部 で

外反 す る 。

ナ デ整 形が な され て いる 。 砂 粒 e 砂礫

にぷ い 黄橙 色外 ）

灰黄 色 （内 ）

け て焼 土付 着 。

6

杯 A 1 2．0 （復 ） 底部 は 欠損 し，休部 は 底部 よ り大 き く 内 面は へ ラ磨 き ，外 面 は水 挽 き整形 が 良　 好
土　 師　 器 B　 4．ユ

C

外上 方へ 開 き なが ら立 ち上 が る。 Lコ唇

部 は 丸 味を 帯び て いる 。

な されて い る 。 砂 粒 ・砂 礫

にぷ い黄橙 色 （外）

黒 色 （内 ）

甑
［j A 2 0．0 （復） 胴部か ら口綾 部に やや 内 攣 ぎみ に外 方 内 面上 位 は細 い へ ラ磨き ，下 位 は桟 ナ 良　 好 内面 下位 に ス ス付

7 土　 師　 器 B 17．1 （現）

C

向へ 少々広 が りなが ら立 ち上 が る 。 デ ，底 部付 近 に水 挽 き痕有 り。外 画 ま

横 ナ デ後丁 寧 な細 い へ ラ磨 き，下位 は

へ ラ削 りが 施 され て いる 。

砂粒 ・砂礫

明赤 褐色 （外）

にぷ い橙 色 （内）

着 。

8

杯 A　 ユ5．9 底部 は平 坦 で ，休部 は底 部 よ り丸 味 を 内 面は へ ラ磨 き ，外 面 は水 挽 き整 形で 良　 好 側 面上位 に「太」の
（墨書 土 器） B　 6．0 持 って立 ち上 が った 後，内 攣 ぎみ に外 あ る。 また 底部 は へ ラ切 り後 ，回転 へ 砂 粒 ・砂 礫 文字 が 4 文学書 か

土　 師　 器 C　 8．2 上 方 へ 開き ， 目線 部 でや や 外 反す る 。

口唇 部 は丸 味を 帯 び る。

ラ削 りが 施 され て いる 。 橙 色 （外 ）

黒 色 （内）

れ てい る。

9

杯 A 12．6 5 底 部 は平 坦で ，休部 よ りや や丸 味 を帯 底 部 はへ ラ切 り後 ，休部 下位 ま でへ ラ 良　 好
土　 師　 器 B　 3．6 びて立 ち 上 が った後 ，大 き く 内攣 しな 削 り整 形 ，内 面 はへ ラ磨 き，外 面口 緑 砂　 粒

C　 6．4 が ら外上方 へ 立 ち上 が る。 目線 部付 近

はやや 器 厚が 厚 くな る。

部水挽 き 整形 。 にぷ い橙色 （外 ）

黒色 （内）

10

瓦 丸 瓦。 凹面 には布 目。

H

瓦 丸瓦 。 凹面 に は布 目。

1 2

瓦 丸瓦 。 凹 面 には 布 目。

第3号住居跡（第8・9図）

本跡は遺跡のほぼ中央部A2j5を中心に確認され，2基の新しい土壌によって切られ，第4号

住居跡の北西1mに位置している。規模は長軸3．1m◎短軸2．85mの隅丸方形の平面形を呈し，主

軸方向はN－240－Eである。壁高は33～35cmで，垂直に立ち上がる。壁下には幅15～22cm◎

深さ7cmの壁膚が全周し診　床は踏み固められて非常に硬く，全体に平坦である。住居跡内から

3個のピットを確認したが，いずれも浅く本跡の主柱穴とは考えられない。

竃は北東壁中央部に付設され，長さ121cm◎柚部75cm◎焚口部幅45cmほどである。焼成部

は壁を102cm幅で，58cmほど掘り込み，火床は長径28cmほどの不整形を呈し，床を11cmほど

掘り窪めている。出土遺物は焚口部より須恵器の高台付球形土器（第10図－7）を出土している。

住居跡内覆土はロームブロック◎炭化粒子◎焼土粒子を含む柔らかい暗褐色の土がほぼレンズ

状に堆積している。

出土遺物は土師器◎須恵器を少量出土し，主に竃付近から検出されている。また，土師器の高台
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第＄図　第3号住居跡竃実測図

：　丁　　＝

付球形土器（第10図－3。4）を覆土中より，

須恵器の球形土器（第10図－6）は床面直上

より出土している。

J l

I I

Qコ　　　ア．

第9図　第3号住居跡実測図

遺物解説表（第10図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色調 備　　　 考

1

饗 A 底 部 はや や平 坦で ，胴部 は底 部 よ りや 外 面は へ ラ削 り後 ，へ ラ磨 きが 施 され， 普　 通

土　 師　 器 B 2 2．4 （現 ） や 内攣 ぎみ に外上 方 へ立 ち上 が る 。器 内 面 はナ デ整 形で あ る。 ま た内面 に は 砂　 粒

C　 7．4 厚 は 0．5 ～ 0．7 αn ほどで ある 。（胴 部 最 輪 積痕 が顕 著 に み られ る。底 部 に木 葉 灰 褐色

大 径 は上 位に 有す る と思 われ る。） 痕有 り。

2

聾 A 2 2．1 口綾 部 は頚部 よ り大 き く外反 し ，口唇 内面 ナデ ，外 面へ ラ削 り後 ，胴位 上 位 普　 通

土　 師　 器 B 2 0．6 （現 ）

C

部 で 直立 的 に立 ち上 が り ，丸味 を持 つ。

胴 部 は頚 部 よ り内攣 ぎみ に外 下 方へ ゆ

るやか に開 き中位 最大 径 に 至る 。

は ナデ 整形 が 施 され て いる。 砂 粒 ・石英

灰 褐色
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第4章　鹿の子A遺跡

遺物解説表（第10図）

番 号 器　 穣 法 上 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土・色 調 備　　　 考

高 台 付 塔 A 休 部 は底 部 よ り大 き く外 上 方 へ開 いて 内 面 はへ ラ磨 き が施 され ．外 面は 水挽 普　 通
3 土　 師　 器 B　 3．4 （現）

C　 7．6

立 ち 上が り ，底 部 に は貼 付 高 台が つけ

られ てい る 。
き整形 で ある 。 砂　 粒

橙 色 （外）

黒 色 （内 ）

4

高 台 付 杯 A 底部 は 平 坦で休 部 は ゆ るや かに 底部 よ 内面 は へ ラ磨 き ．外面 は回 転 へ ラ削 り 普　 通
土　 師　 器 B　 3．0 （現 ） り立 ち上が った後 ．大 き く外 上方 へ 開 が施 さ れ ，休 部に は水挽 き 痕が 認め ら 砂 粒 ・長 石

C　 6．9 く。底 部 に「ハ 」の 字 の 高台 が貼 り付 け

られて いる。
れ る。 明 赤 福色

5

奪 A 16．4 （復 ） □綾 部 は頭部 よ りや や外 反 して開 き ． 口綾 部内外 面共に構ナ デ．内 面はナデ ， 普　 通
土　 師　 器 B lO，8 （現） 口唇 部 は丸 味を もつ 。胴 部 は顆 部 よ り 外面 はへ ラ削 り後ナ デ整形 が 施 されて 砂 粒 ・砂礫

C 胴 部 最大 径へ 内 増 して外 下方 へ 開 く。 いる。 男 根 色

6

杯 A 12．2 （1 1． 底 部 はや や上 げ 底で ，休 部 は直 線的 に 底部 は ヘ ラ切 り後 ，外 周部 へ ラナ デ ， 灰黄 栂色 内 面に 漆扶 付着 物
須　 恵　 器 8　 4．5 外 上方 へ開 き， □綾 部上 位 でやや 外 反 ま た休 部下 位 外面手 持 ちへ ラ削 り　 口 有 り。

C　 5．5 す る 。口 唇部 は 丸味 を もつ。 綾部 内 外面 共 に怯 ナ デ，そ の他 水挽 き

整形 が み られ る。

7

高 台 付 杯 A 16．2 底部 は平 坦 で ，底部 よ り休 部 へ 丸味 を 底部 は 回転 へ ラ削 り．そ の他 内 外面 共 良　 好 底部 に「メ」印の へ
碩　 東　 器 B　 6．9 もって 移行 し，休 部 は 外 反 ぎ み に 立 に水 挽 き整形 が 施 されて い る。 長 石杜 ・細 砂髄 ラ 記号有 り。 器 面

C 11．6 （復 ） ち上 が る。 底部 に は高台 が 貼 り付 け ら

れ て い る。
灰 白色 全 体 がザ ラザ ラで

窯 出の 状態 。

第10図　第3号住居跡出土遺物実測図
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第4号住居跡（第11・12図）

本跡はA2j6を中心に確認され，第3号住居跡の南東1m，第5号住居跡の南西2．3mに位置して

いる。規模は長軸3・55m◎短軸3・22mほどで，南のコーナー部に一部張り出しがみられるが，お

おむね隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－270－Wである。壁高は35～45cmで，直線的

にやや外傾して立ちあがり，壁下に幅15～20cm◎深さ10～15cmほどの壁溝が全周している。

床はロームが踏み固められて非常に硬く，全体に平坦である。ピットは5個確認され，配列的に

は主柱穴と考えられるが，いずれのピットも深さ10～15cmと浅く主柱穴とはとらえにくい。

第m図　第4号住居跡竃実測図

日3

第12図　第4号住居跡実測図

1M

竃は北東壁中央部に付設されていたが，

保存状態が悪く，抽部の片側と煙道の一部

を確認し，焼成部は壁を85cmの幅で，60

cmほどを掘り込み，火床は長径47cmの楕

円形状を呈し，床を12cmほど掘り窪めて

いる。遺物は焼成部より土師器の細片を少

量出土している。

住居跡内覆土はレンズ状の自然堆積状態

を呈し，全体に柔らかくローム粒子◎炭化

粒子◎焼土粒子を含む褐色◎暗褐色の土が

堆積している。

A一・一25．2m
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第4章　鹿の子A遺跡

出土遺物は土師器◎須恵器の破片を少量出土し，床面上より須恵器の高台付球形土器（第13図

－7），及び土師器の球形土器（第13図－4）が出土している。

遺物解説表（第13図）

番 号 器　 種 法 盈 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　 考

1

小　 形　 賓 A l O．8 □綾 部は頚 部 よ り大 き く外反 したの ち 内 面は へ ラ磨 き （左 →右）外 面 はへ ラ 削 不　 良 内面 口縁 部に ス ス
土　 師　 器 B　 7」 （現）

C

口 辺 部で 外側 へ 丸味 を もって 立 ち上 が

る。 ま た胴部 最大 径 を上 位に 有 し，頚

部 よ り内攣 しなが ら外 下方 へ 至 る。

り整 形が 施 され て いる 。 砂 粒 e 砂 礫

黒 褐色
付 着。

2

鉢 A 底部 は平 坦 で あ り，胴 部 は底 部よ り直 内面 は斜方 向 へ ラ磨 き ，外 面は 横へ ラ 良　 好
土 師質須 恵 器 B　 8．6 （現 ）

C 1 4．0 （復 ）

線 的 にや や外上 方へ 立 ち上 が る。 磨 き整 形 が施 され て い る。胴 部中 位 に

へ ラの押圧 痕 有 り。

砂粒 ・砂礫

明栂 色

3

杯 A 14．3 （復 ） 底 部 は平 坦 で∴休 部 は 底部 よ り器厚 を 内 面 は縦 位 ，横位 の へ ラ磨 き，外 面 は 良　 好
土　 師　 器

！

B　 4．5 うす くしな が らゆ るやか に 立 ち上が っ 水 挽 き整形 で あ る。 砂 粒 ・砂礫
C　 7．6 （復 ） た 後，や や 内攣 ぎみ に外 上方 へ 開 きな

が ら立 ち上が る。口 唇部 は 丸味 を もつ。
橙色 （外）

黒色 （内）

4
杯 A 14．0 （復 ） 底 部 は平 坦で あ るが ，体 部 との境 は 明 内面 は縦 位， 横位 の へラ磨 き，外面 は 良　 好

土　 師　 器 B　 3．9 瞭で な く，体 部 は底部 よ り器 厚を や や 休部 下位 か ら底 部 にか けて ， 回転 へ ラ 砂　 粒
C　 4．5 うす くしなか ら内攣 ぎみ に外 上方 へ 開

き ，口縁 部で やや 外反 す る。－′
磨 き整形 が 施 され てい る。 明 褐 色 （外 ）

黒 色 （内 ）

5

杯 A 底 部片 で 底部 は平 坦 で，休 部 は底 部 よ 底 部 は回 転 へ ラ切 り後 ，ナ デ， 体部 下 普　 通
須　 恵　 器 B り外上 方へ 大 き く立 ち上 がる 。 位 はへ ラ削 り整 形 ，内 面は 水挽 き整 形 長 石 ・細砂

C　 6．0 であ る。 灰 白色

6

士ヨ芝 A 口綾 部は 頚 部よ り ゆるや か に 外反 し て 口綾 部内 外面 共 水挽 き整 形 ，内 面胴 部 不　 良
須　 恵　 器 B l l．5 （現 ） 立 ち上 が る。胴 部 は頸 部よ り大 き く内 押 えの 後 ナ デ，外 面 縦方 向 の叩 きが み 長石 拉 e 細 砂

C 攣 ぎみ に大 き く張 り出す 。 られ る。 灰 白 ・暗灰 黄色

7

高 台 付 杯

須　 恵　 器

A 1 5．7（復）

B　 6．7
C lO．0 （復）

底 部 は平 坦 で，休 部 は底 部 よ りゆ るや

か に立 ち 上が った後 ，器厚 を うす くしな
が らや や 外反 ぎ み に開き な が ら立 ち上

底部 は 回転 へ ラ削 り，高 台部 は横 ナデ，

その 他 は水 挽 き整 形 であ る。

普　 通

長石 ・石 英等 含

灰　 色が る。底 部 には「ハ 」の字 の高 台 が貼 り

付 け られ て い る。

高 台 付 杯 A 底 部片 で底 部 は平 坦で あ る。 底部 は 回転 へ ラ切 り後 ナ デ整形 ，内 面 良　 好 底部下 面 に 圧 ロの
8 須　 恵　 器 B

C

水挽 き 整形 で ある。 長 石 e 細 砂粒

灰　 自
へ ラ記号 。

9

鉢 A 3 3．4 （復） ロ 綾部 は頚部 より榛 に屈折 し，口辺 部 □縁部 内外 面 共 に槙 ナ デ，外 面 は縦 方 普　 通
須　 恵　 器 B

C

で直 立す る。 向の 叩 き整 形 で ある 。 長石 粒 ・細 砂 ・

雲母

灰　 色

10

砥　　　 石 原石 は硬 質 砂岩 両 面に 使用 痕 あ り。

第5号住居跡（第14図）

本跡は遺跡の中央部よりやや北側A2i7を中心に確認され，第4号住居跡の北東側2．5m，第9

号住居跡の東側8mに位置している。規模は長軸3．22m◎短軸3．05mのほぼ隅丸方形の平面形を

呈し，主軸方向はN－18．50－Eである。壁高は22～25cmと浅く，直線的にやや外傾して立ちあ

がる。また壁下には北東部のコーナー部を除く全体に幅10～15cm◎深さ5cmの壁溝が周回して

いる①床は全体に平坦であるが，床の状態は他の住居跡と異なり，ロームのやや軟弱なものであ

る。ピットは9個確認されたが，配列からいってPl～P4が主柱穴と患われる。
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第13図　第4号住居跡出土遺物実測図

、」」－

：⊥托し；

竃は北東壁の中央部に付設され，保存状態が非常に悪く，柚部の痕跡を確認するにとどまる。

抽部は砂混りの粘土で構築され9抽幅は77cmほどで，煙道部は壁を85cm幅で，22cmはど掘

り込んでいる。

住居跡内覆土は自然堆積の状態を示し，上層は黒褐色・下層は暗褐色であり，いずれもローム

ブロック・焼土粒子・炭化粒子を含む柔らかい覆土である。

出土遺物は竃前方部と東側に多く，土師器を中心に出土し，球形土器（第15図一3）は床面直上

より出土しているが，その他の遺物はいずれも覆土中からの出土遺物である。

i遺物解説表（第15図）

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎土 ・色掬 備　　　 考

1

高 台 付 杯 A 16 ．8 底 部 は平 坦 で， 休部 は底 部よ り器厚 を
内面 は 横位 の へ ラ磨 き　 外面 は高 台部 良　 好

土　 師　 器 B　 6．4 ほぼ 同一 に して ．やや 内 智ぎ みに 大 き
く外上 方へ 立 ち上 が る　 口辺 部 で外 反

随 ナデ ，休部 はナ デ整 形 ．外 面 に水挽 砂 粒 ・ス コ リア
C　 9．2 ロ　で

す る。 底部 に 「ハ 」の字 の高 台 が貼 り付
け られ て いる。

き痕 が認 め られ る 。 暗 赤褐 色 （外 ）

異 色 （内）

2

要 A 14．4 （復） 口綾 部 は頚 部 よ りや や 直線 的 に外上 方 全体 にナ デ整 形が 施 され ，口辺 部 に水 普　 通
土　 師　 器 B　 5．5 （現 ）

C

へ 立 ち上 が り ．口唇 部 は丸 味 を もつ。

また 胴部 は頚 部 よ り内堵 ぎ み に外下 方

へ 張 り出す。

挽 き痕 が 認め られ る。 砂 粒 ・石英

黒 褐色
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第4章　鹿の子A遺跡

遺物解説表（第15図）

番 号 器　 種 法　 量 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎土 ・色 調 備　　　 考

3

杯 A　ユ3．7 底部 は 中心 部 に傾斜 を 有 し，体 部 は底 内面 は横 位 のへ ラ磨 き，外 面底 部 はへ 良　 好
土　 師　 器 B　 3．9 部よ り直 線 的 に外上 方へ 立 ち上 が る。 ラ削 り ，休 部は 水挽 き整 形 が施 され て 砂 粒 e ス コ リア

C　 7．2 口唇 部 は丸 味を もつ 。器 厚 は 0．3～0．4

cm を 測 る。

い る。 く橙 色 （外 ）

黒 色 （内 ）

4

杯 A 底 部 の破 片で あ り ，底部 は 平坦 で体 部 内面 はへ ラ磨 き ，外 面 は水 挽 き整形 が 普　 通
土　 師　 器 B　 2．0 （現 ） よ り内攣 ぎみ に外 上 方へ 立 ち上 が る。 施 され て い る。 砂 粒 ・ス コ リア

C 明赤 褐 色

5

杯 A 13．9 （復 ） 口 綾部 の破 片 であ り，体 部 は底部 よ り 内外 面共 に 水挽 き整形 が 施 されて いる。 良　 好
土　 師　 器 B 3．6 5 （現）

C

器 厚 を除 々 にうす くしなか ら内攣 ぎ み

に 外上 方へ 立 ち上 が る。

砂粒 ・ス コ リア

橙　 色

6

杯 A 13．1 （復 ） 口縁 部 の破 片 で，体 部 は底 部 よ り内攣 内面 は横 位の へ ラ磨 き，外 面 はナ デ整 普　 通
土　 師　 器 B　 3．6 （現 ） ぎ みに大 き く外上 方 へ立 ち上が り， ロ 形 が施 され， 外 面の 一部 に水挽 き痕 が 砂 粒 ・スコ リア ・

C 辺 部 で やや 丸味 を もつ 。 認め られ る。 石 英

橙　 色

7

高 台 付 杯 A 底 部 は平 坦 で高 台が 貼 り付 け られて い 高 台部 は 横ナ デ ，内 面 はへ ラ磨 きが 施 良　 好
土　 師　 器 B　 3．2 （現）

C　 7．1

る。 ま た休部 は底 部 よ り器厚 を 厚 く し

て 内 攣ぎ み に外上 方 へ立 ち上 が る。

されて い る。 砂 粒 ・ス コ リア

にぷ い赤 褐 色（外
黒色 （内）

8

高 台 付 碧 A
胴 部か ら底部 にか け ての 破片 で ，胴 部

日　　 ′又
底部 ， 台部 は 構ナ デ ，や や上 部 は回 転 普　 通

須　 恵　 器 B 2 0．5 （現） 坂 大任 をや や 上位 に有 してい る。 また
底 部は 平坦 で あ り，台 が貼 り付 け られ

て い る。胴 部 は底 部よ り内攣 ぎみ に開
き なが ら立 ち上 が り，最大 径 に至 る。

へ ラ削 り， そ の他 内外 面共 に水挽 き整 長石 拉 ・細 砂粒

C 1 6．0 （復 ） 形 が施 され て い る。 緑 灰 色

9

高 台 付 賓 A 底部 片で 底 部 は平 坦で あ り， 高台 が貼 外面 の底 部 付近 は ，回 転へ ラ削 り，胴 普　 通
須　 恵　 器 B ユま0 （現） り付 け られ て いる。 ま た胴 部 は底部 よ 部 はナ デ整形 で あ る。 また 内面 は 水挽 長 石 粒 ・細 砂 粒

C　 9．7 （復 ） りや や 内攣 ぎみ に開 き なが ら立 ち上 が

る。

き整 形で あ る。 灰 黄 褐色

』二二聖二⊥』
寸

第掴図　第5号住居跡実測図

第6号住居跡（第16・17図）

本跡は遺跡の北側A30を中心に確認され，第2号住居跡の東側3．2m，第7◎8号住居跡の北

側0．5mに位置している。規模は長軸4．86me短軸4．56mの隅丸長方形の平面形を呈し，本遺跡

の中では最も大型の住居跡である。また主軸方向はN－130－Eである。壁高は38～50cm　はピ
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第15図　第5号住居跡出土遺物実測図 ヒ＝二一10iC細　　」

で，垂直に立ちあがり，壁下には幅12～15cm・深さ5cmの壁溝が周回している。床は全体に平

で硬くしまっているが中央部が若干軟弱である。ピットは8個確認されているが，いずれのピット

も20cm以下であり主柱穴とは考えられない。竃は北東壁の中央部に付設され，長さ136cm・柚

幅140cm・焚口部幅60cmほどである。また，焼成部は壁を140cm幅で，62cmはど掘り込み，
・lt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－く

火床は長径63cmはどの不整形を呈し，床

を5cmほど掘り窪めている。遺物は焼成部

内部より土師器の賓形土器（第18図－2・4），

須恵器の壷形土器（第18図－6），蓋形土器

（第18図－10・13）を出土している。

住居跡内覆土は大きく5層に分けられ，

ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子を含む暗褐色・褐色の土がレンズ

状に自然堆積している。遺物は須恵器を中

心に北側より検出され，床面上より球形土

器（第18図112）などが出土している。

第16図　第6号住居跡竃実測図
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第4章　鹿の子A遺跡

第膵図　第6号住居跡実測図

遺物解説表（第18図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　 考

ユ

寮 A 3 1．8 ロ綾 部 は 頸 部 よ りや や 外 反 した 後， 口綾部 内外 面共 に横 ナ デ，そ の他 は 全 普　 通

土　 師　 器 B lO．7 （現 ）

C

大 き く外反 して 口辺部 に至 る。 胴部 は

頸 部 よ りやや 内攣 ぎみ に大 き く外 下 方

へ 張 り出す 。

体 にナ デ整 形 が施 され て い る。 砂粒 ・砂 礫

橙　 色

2

寮 A 14．0 （復 ） 口 綾部 は頚 部 よ り直線 的 に大 き く外上 口縁 部 は ，内外 面 共 にナ デ整 形 ，外 面 普　 通

土　 師　 器 B 14．8 （現 ） 方へ 立 ち上 が る。 ま た胴 部最大 径 を 中 は縦 位 のへ ラ磨 きが施 され ， 内部 の一 砂粒 。スコ リア

C 位上 半 に有 し，頚 部よ り内攣 ぎみ に 外

下方 へ 張 り出 して最 大 径 に至 る。

部 の輪 積痕 が認 め られ る。 明赤 福色

聾 A 1 5．0 口縁 部 は頚 部 よ り大 き く外 反 し， 口辺 口綾 部 内外面 共 に構 ナ デ ，内面 ナ デ ， 普　 通

3 土　 師　 器 B　 9．5 （現 ）

C

部 に凹 みを 有 し， 長 さも短 い もの で あ

る。 胴部 よ り 内攣 しなが ら外下 方へ 張

り 出す 。

外面 へ ラ磨 きが 施 されて い る。 砂 粒 e 砂 礫 ・石

英

赤 黒 色

4

聾 A 底 部 の破 片で ，底部 は おお むね 平 坦で 底 部底 面 に木 葉痕 が 認め られ ，内面 は 普　 通 底 部 に木 葉 痕 ，外
土　 師　 器 B

C　 9．4

あ り，胴 部へ 直線 的 に立 ち上 が る 。 ナデ ，外 面 はへ ラ磨 きが 施 され て いる。 砂　 粒

明赤 褐 色
面 の一部 に ス ス付
着。

平　　　 孟 A 口 綾部 は 筒形 に近 い漏 斗 状 口縁 で ある。 全 体 に横 ナデ 整形 で あ る。 良　 好 日頚 部 ，体 部上 面

5 須　 恵　 器 B

C 18．1

底 面 はや や中 央部 が凹 み ，休 部 はや や

内攣 ぎみ に外 上方 へ開 く。

長石 粒 ・細 砂 に灰 緑色 の 自然 粕

付着。
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遺物解説表（第18図）

番 号
！ 器　 種 ！ 法 畳 （c m

） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 極 成。胎 土。色 調 ！ 備　 考

胴部　 かた 部 に自
＝土ご呈E A

B 1 3．7 （現

C

）

胴 部 は頚 部 よ り内攣 ぎ み に大 き く外 下 外面 は 右上か ら左下 方 向の 叩 き目 ，ま 良　 好
6 須　 恵　 器 方 へ 張 り出 して い る。 た一 部槙 ナ デを 行 い叩 き 目を消 して し

る。
、 長 石粒 ・細 砂 粒

灰 白色

I
然柚 付 着。

7

高 台 付 盤 A 26．4 非 常 に歪 みの大 きい盤 で ，底 部 は 中央 底 部 は回転 へ ラ削 り，高台部は構ナ テこ 良　 好
須　 恵　 器 B　 4．6 部 に大 き く傾 き， 休部 は 直線 的 に外 上 体 部 は内外 面 共 に水挽 き 整形 であ る。 長石 粒 e 細 砂

C　2 0．0 方へ 開 く。 ま た底 部 に高 台が 貼 り付 け

られ て い る。
ま た内 部底 面 は一方 向 の ナデ 整形 であ

る。
黄 灰 色

8

蓋 A

B　 4．1 （現）

休部 は 大き く外 下方 へ 開 き， 口辺 部 で 内面 天井 部 は水 挽 き整形 後 ，多 方 向か 普　 通 内面 に 径 13 5 cm
須　 恵　 器 やや はね 上が り， 口唇 部は やや 開 い て らの ナデ ， その他 の各部 は ，水挽 き整 長 石粒 ・細 砂 粒 の重 ね焼 き痕 跡 有

り。
C 2 4．4 直立 す る。 形 が 施 されて い る。 黄 灰色

9

高 台 付 盤 A 2 1．8 （復） 底 部 は平坦 で ，体 部 は底 部 よ り連続 し 底 部 は回転 へ ラ削 り，高 台部 は槙 ナ デ 普　 通
須　 恵　 器 B　 4．1

C 13．8 （復）
て ゆ るや か に外上 方へ 開 き ，口綾 部 で
や や外 反 して立 ち上が る。底部 に は「ノU

の字 の 高 台が貼 り付 け られ て い る。

そ の他 ，内 外 面共 に水 挽 き整形 である。 長石 拉 ・細 砂

灰　 色

10

蓋 A

B　 3．6

C 1 6．8

宝珠 状 のつ まみ を 有 し，頂 部 は直 線的 頂部 は回 転 へ ラ削 り， その他 内 外 面共 普　 通
須　 恵　 器 に開 く。 口辺 部 は直 立す る。 に水 挽 き整形 長 石拉 e細 砂 ・

雲母

灰 白色

1 1

高 台 付 杯 A　ユ5．2 底 部 はお おむ ね平 坦 で， 体 部は 直線 的 底 部 は回転 ナ デ ，高 台部 測面 は構 ナデ， 普　 通
須　 恵　 器 B　 5．4（5．D に立 ち上が り， 口辺 部 で や や外反 す る。 底 面は 研磨 が 行わ れて い る。 その 他 ， 長石 粒 ・細 砂

C lO．9 器厚 は 0．4 cm ほ どで あ る。 休 部内 外面 共 水挽 き整 形後 ， 口縁 部の

み横 ナ デ整 形 であ る。
灰 色

12

杯 A 13．0 底部 はや や 上げ 底 ぎみ で あ り，休 部 は 底部 は回 転 へ ラ切 り後 ナデ ， その他 は 普　 通
須　 恵　 器 B　 4．2

C　 8．0

底 部 よ りや や外 反 しな が ら立 ち上 カる。 全体 に水 挽 き整 形が 施 され た後 ， 口縁

都 に横 ナデ整 形 が行 な われ て いる。
長 石拉 ・細 砂

灰 色

13

蓋 A

B l．5 （現）

C 17．8

頂 部 は直線 的 に平 坦 に開 き ， 口綾部 は 頂部回 転 へ ラ削 り， その 他内 外面 共 に 良　 好
須　 恵　 器 ゆ るや か に外 下方 へ開 く。 水挽 き整形 が 施 され てい る。 細 砂 粒

黄　 灰

1 4

高 台 付 杯 A 1 4．0 底部 は 中央 部 にやや 傾 斜 し，体 部 は器 底部 は へ ラ削 り， 高台部 は桟ナ デ ，体 普　 通
須　 恵　 器 B　 5．6 厚を 同 じに して ，直 線 的 に外上 方 へ ， 部 外 面及 び内 面 は水 挽き 整 形が 施 され ， 長 石拉 ・細 砂

C　 8．8 口辺 部で や や外 反す る。 また底 部 に は

高台 が貼 り付 け られ て い る。
口綾 部 は構ナ デ整 形 であ る。 褐　 灰

15

杯 A 1 4．6 底 部 は平 坦で ，休 部 は直 線的 に 器厚 を 底 部回 転へ ラ削 り， その他 内 外面 共 に 不　 良
須　 恵　 器 B　 4．0

C　 8．8

うすめ なが ら外上 方へ 開 く。 水 挽 き整形 後 ，日 綾部 に槙 ナ デ整形 が

行 なわれ て い る。
細 砂 粒 ・雲母

にぷ い黄 橙色

蓋

ノ
A

B　 3．2

C 1 5．2

つ まみ は宝珠 状 を呈 し，頂 部 は滑 らか 項部 は回 転 へ ラ削 り，そ の他 内 外面 共 普　 通
1 6 須　 恵　 器 な開 きを みせ る。 口唇 部は やや 直 立 ぎ

み に 立 ち上 が る。
に水挽 き 整形 で あ る。 長 石拉

灰　 色

高 台 付 杯 A 14．0 （復 ） 底部 は 平坦 で ，高 台が 貼 り付 け られ て
高台 部 は構 ナデ ， その他 休 部 は内外 面 i

普　 通
17 須　 恵　 器 B　 5．2

C　 8．8 （復 ）

い る。 休部 は底 部 よ り器厚 を やや 薄 く

しなが ら直 線的 に 立 ち上が り， 口辺 部

で やや 外反 す る。

共水 挽 き整形 で あ る。 長 石粒 ・細 砂

灰　 色

1 8

高 台 付 盤 A 2 1．2 （復 ） 体 部 は底 部よ り直線 的 に大 き く外側 へ 高 台部 は桟 ナ デ ，そ の他 内外 面共 に 水 普　 通 処 々灰 緑 色の 軸が
須　 恵　 器 B　 4．2

C 13．8 （復）

広 が り 口綾 部 は 弓な りに 立 ち上 が る。

底 部 には 高台 が貼 りつ け られ て い る。
挽 き整 形で あ る。 長石 拉 e 細砂

灰　 色

付 着 して い る。
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≠

第18図　第6号住居跡出土遺物実測図
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第7号住居跡（第20図）

本跡はA3glを中心に確認さ申，第8号住居跡によって北東コーナー部が切られ，第6号住居

の南側0．5mに位置している。規模は長軸3．6m◎短軸3．14mの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸

方向はN～700－Wである。壁高は27～40cmで，直線的にやや外傾して立ちあがり，壁下に

10～15cm◎深さ3cmほどの浅い壁溝が周回している。床は全体に硬く踏み固められており，

若干の凸凹がある。ピットは中央部よりやや西側に1個確認されたが，本跡とは関係のないピッ

トである。

竃は南東壁中央部に付設され，長さ102cm◎抽幅69cm◎焚口部幅40cmほどである。抽部は

屋内は短く，屋外へ長く伸びて構築されている。焼成部は壁を78cm幅で65cmほど掘り込み，火

床は長径46cmの楕円形を呈している。また，内部には多量の焼土が堆積しており，長い期間使

用したものと考えられる。遺物は焼成部内部より須恵器の蓋形土器（第19図－6）が出土している。

住居跡内覆土は大きく3層に分けられ，ローム粒子◎ロームブロックなどを含む暗褐色土であ

る。自然流入の堆積状態を示している。

遺物の出土量は非常に少なく，床面直上より須恵器の球形土器（第19図…3）◎蓋形土器（第19

図－2）などが出土している。

遺物解説表（第19図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎士 ・色 調 備　　　 考

1

聾 A 2 0．2 （復 ） 口綾 部 は頚部 よ りや や外 反 ぎみ に立 ち 口線 内外 面共構 ナデ ，胴 部外 面は へ ラ 普　 通
土　 師　 器 B 2 4．4

C

上 が り，折 り返 し口縁で あ る。 胴 部 は
頚 部 よ り内攣 ぎみ に外下 方 へ張 り出 し，

胴 部最 大 径に 至 る。

磨 き整 形が な され て い る。 砂粒 e 砂礫 e雲

母 e ス コ リア

鳩灰 色

2

蓋 A つ ま みは 宝珠 状 を呈 し，頂部 は 直線 的 内面 横 ナ デ，頂 部回 転 へ ラ削 り， つ ま 普　 通 天井 部 内外 面 に垂
須　 恵　 器 B　 3．1（現）

C 16．4

に 開 き， 口辺 部 は直 立す る。 み構 ナ デ整 形 であ る。 長 石 粒 ・細 砂

灰 白 色

ね 焼 きの痕 跡 有り。

3

杯 A 13．1 底部 は やや 凸 凹で あ り，休 部 は 直線 的 底 部 へ ラ削 り ，外 面 の底 部 と体 部 との 普　 通
須　 恵　 器 B　 3．7

C　 8

に外 上 方へ 開 く。 境 に研磨 ， その 他 内外面 共 に水 挽 き整

形が 施 されて い る。

長 石粒 ・細 砂

灰 色 （内 ）

梶 灰 （外 ）

4

蓋 A 宝珠 状 のつ まみ を有 し，頂 部 は滑 や か 内面 は水 挽 き整形 ，外 面 桟 ナデ整 形 が 良　 好 天井 部 内外 面に 重
須　 恵　 器 B　 3．1

C 1 5．4

に開 き ，口辺 部 は直 立 す る。 施 されて い る。 細　 砂

灰 白色

ね焼 き の痕跡 有 り。

5

高 台 付 杯 A 底 部 は中 央部 が 高 くな り ，休部 は 直線 高 台部 は構 ナ デ， 底部 は 回転 へ ラ削 り， 普　 通
須　 恵　 器 B　 3．6 （現）

C 1 3

的 に外 上方 へ 開 く。底 部 に は「ハ 」の字

の 高台 が 貼 り付 け られて い る。

そ の他 水挽 き 整形 長石 粒 e 細 砂

灰 ′　色

6

蓋 A 宝珠 状 のつ ま みを 有 し，頂部 は 平坦 で つ まみ は槙 ナデ ， 頂部 回転 へ ラ削 り ， 普　 通 天 井部 外 面に 重ね
須　 恵　 器 B　 3．8

C 15

あ る。 口辺 部 は直 立す る。 そ の他 内外 面共 に水 挽 き整 形 であ る。 長石 粒 e 細砂

灰　 色

焼 きの 痕跡 有 り。
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第20図　第7・8号住居跡実測図
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第8号住居跡（第20・21図）

本跡はA3g2を中心に確認され，第7号住居跡の北東部を切って構築し，第6号住居跡の南東

側0．5mに位置している。規模は長軸3．6m◎短軸3．3mの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向

はN…250－Eである。壁高は37～45cmで，ほぼ垂直に立ちあがり，壁下には幅15cm◎深さ12

cmほどの壁溝がほぼ全体に周回している。床は全体に平坦で硬く，ピットは2個確認したがい

ずれも10～12cmと浅く，主柱穴とは考えられない。

竃は北東壁中央部に付設されていたが，保存状態が悪く，柚の一部を確認するにとどまる。焼

成部は壁を88cm幅で30cmほど掘り込んで構築している。遺物は土師器が主で，整形土器（第22

図一巨9）◎球形土器（第22図－5◎6）◎高台付球形土器（第22図－3）◎高台付盤形土器（第22図－

7elO）などが出土している。

覆土は大きく3層に分けられ，ローム粒子◎ロームブロック◎焼土粒子などを含む暗褐色◎褐
d£　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増だ

1M

第割図　第8号住居跡竃実測図

遺物解説表（第22図）

色の土がレンズ状に自然唯積状態を示して

いる。

遺物は床面直上より土師器完形品の球形

土器（第22図－8）◎土製品の紡錘車（第23

図－2e3）◎土玉（第23図－4）を出土してい

る。覆土中よりは完形品の小形壷形土器

（第22図－2）◎砥石（第23図－1）などが検

出されている。

番 号 器　 種 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 e胎 土 e色 諏 備　　　 考

22図 聾 A 16．0 （復） 口綾部 は頚 部 よ り大 き く外反 して立 ち 内面 は 全体 に ナ デ，外 面 は縦 ，横 位 の 普　 通 底部 に 木 葉痕 。
1 土　 師　 器 B 14．4

C　 8．4 （復）

上 が り， 口辺 部で 直立 す る。 胴 部最 大

径 を上 位 に有 し， 頚部 は 内攣 ぎみ に外

下方 へ 開 く。

へ ラ磨 きが 施 され て いる 。 砂粒 e 石英

暗赤 栂 色

2

ここ土ご望 A　 5．0 頚 部 は 直立 ぎみ に立 ち上 が り， 口綾 部 内外 面共 に ナ デ整形 で あ る。 普　 通
土 師 質須 恵 器 B ll．1

C　 5．0

は大 き く外 側へ 開 く。 胴部 最大 径 は上

位 に 有 し， 底部 は平 坦 で高 台を 貼 り付

けて い る。

砂　 粒

黒 褐 色

3

高 台 付 盤 A 15．9 （復 ） 底 部 は平 坦で ，休 部 は底 部 よ り連続 的 内面 横 位 のへ ラ磨 き，外 面 ナデ整 形 が 良　 好
土　 師　 器 B　 3．7

C　 6．0 （復 ）

に内攣 ぎ みに 外上 方 へ開 き ， 口綾部 で

大 き く外 反す る。 ま た底 部 には 高 台が
貼 り付 け られ てい る。

施 され ，内 面 に 水挽き 痕 が認 め られる。 砂 粒 e 石英

橙　 色

4

高 台 付 杯 A 底部 は平 坦 で ，休 部 は内 攣ぎ み に外上 内面 ，横 位 のへ ラ磨 き，外 面水 挽 き整 良　 好
土　 師　 器 B　 2．6 （現 ）

C　 6．8

方 へ 開 く。 高台 が貼 り付 け られて いる。 形が 施 され ，水 挽 き痕 が外 面 に認 め ら

れ る。
砂 粒 ・スコ リア

赤 褐 色（外）

黒 色 （内 ）
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遺物解説表（第22・23図）

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎土 ・色 諏 備　　　 考

5

杯 A 16．1 （復 ） 口綾 部 の破 片で あ る。 体部 は 底部 よ り 内面 ，構 斜 位方 向の へ ラ磨 き ，外 面は 普　 通
土　 師　 器 B　 4．3 （項 ） 内攣 ぎ み に外上 方へ 開 き ，口 辺部 で大 ナ デ整形 が施 され てい る。 砂　 粒

C き く外反 す る。 明 赤 褐色

6
杯 A 1 5．3 （復 ） 底 部 は平 坦 で，休 部 は 中位 で器 厚 を厚 内面 の横 位の へ ラ磨 き ，外 面は ナ デ整 普　 通

土　 師　 器 B　 4 ．9 くしなか ら内攣 ぎ みに外 上 方へ 開 く。 形 が施 されて い る。 砂 半立・ス コ リア
C　 7．6 （復） 口辺 部 はやや 外反 す る。 明 褐色

7

高 台 付 盤 A 13．7 （復 ） 底 部は 平坦 で 体部 は底 部 よ りや や 内攣 内 面 は斜位 方 向の へ ラ磨 き ，外面 は ナ 普　 通
土　 師　 器 B　 3．0 ぎ み に外上 方へ 大 き く開 く。 ま た底 部 デ 整形 が施 されて い る。 また 内外 面 に 砂　 粒

C　 7．3 （復 ） には「ハ」の亨状 の 高 台が 貼 り付 け られ

て い る。

水 挽 き痕 が 認め られ る。 にぷ い 赤褐 色

8
杯

土　 師　 器
A 13．0 底 部 は中央 部が 凹 み ，休部 は 底部 よ り 底部 は へ ラ削 り， 内面 は槙 縦位 の へ ラ 普　 通

B　 4．1

C　 4．6

内攣 ぎ みに外 上 方へ 開 き ， 口綾 部 で や

や外 反す る。

磨 き，外 面 はナ デ整 形が 施 され て いる。 砂 粒 ・スコ リア

暗 褐 色（外）

黒 色 （内 ）

9

聾 A 底 部 は平 坦 で， 胴 部は 底部 よ り直 線 的 底 部 は雑 なナ デ ，外 面は へ ラに よ る整 砂 粒 ・石 英
土　 師　 器 B　 6．8 （現 ）

C　 8．4

に外上 方 へ開 く。 形 が行 な われ て いる 。内 面 は全 体に ナ

デ整形 が 施 されて い る。

黒 褐色

10

高 台 付 盤 A 12．2 （復 ） 底 部 は平坦 で ，体 部は 直 線 的に 外上 方 内面は へ ラ磨 き ，外面 は ナデ 整形 が施 良　 好
土　 師　 器 B　 3．5

C　 6．9 （復 ）

へ 大 き く開 く。 また底 部 には 高 台が 貼

り付 け られて い る。

されて い る。 砂粒 ・石英

橙色 （外 ）

黒色 （内）

1 1

高 台 付 琢 A 底 部の 破片 で ，底部 は平 坦 で あ り，体 高台 部 は横 ナ デ，底 面 は回 転 へ ラ削 り， 普　 通
須　 恵　 器

i
B　 2．0 （現 ）

C l l．2

部 は内攣 ぎ み に外上 方 へ開 く傾 向 あり。

ま た底 部に は高 さ 1．5‾c m の 高台が貼り
付 け られて い る。

内面 は水 挽 き整 形で あ る。 長 石 拉 ・細砂

灰　 色

12 ！
甑 A

B 12．3 （現）

底 部 には 5 個 の 穴を 有 し， 中央 部 には 内 面 は水挽 き後 ，指 によ る押 え ，外 面 良　 好
須　 恵　 器 半径 4．6 c m の 円形 上 の 穴 が あいて い は胴部 中位 は 叩 き，下 位 は へ ラ削 り整 砂　 粒 。細 砂

C 14．8 る。胴 部 は底 部よ りやや 内攣 ぎ み に外 形 が施 さ れて い る。 穴は へ ラによ る切 にぷ い 黄橙 色
上 方へ 開 く。 断で あ る。

1 3

瓦 平 瓦の 破 片 凹 面に 布 目， 凸面 に縄 目の 叩 き。

2 3図

1

砥　　　 石 原 石 は硬 質砂 岩 使 用痕 が 認め られる。

2

°
3

紡　 錘　 車 原石 は硬質 砂岩 ，泥 岩

4

土　 製　 品 土 玉 で あ る。

第9号住居跡（第別・26図）

本跡はA2joを中心に確認され，第10号住居跡の西側を切って構築し，第5号住居跡の東側

8．5mに位置している。規模は長軸3．7m◎短軸3．5mの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向は

N－150－Eである。壁高は32～35cmで，ほぼ垂直に立ちあがり，壁下には幅12cme深さ10cm

ほどの壁溝が全体に周回している。床は全体に平坦で硬く，第10号住居跡より本跡の方が約5cm

ほど深く構築されている。
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第22図　第8号住居跡出土遺物実測図



第4章　鹿の子A遺跡

墜三二
第23図　第8号住居跡出土遺物実測図

竃は北東壁中央部に付設され，長さ135cm◎袖幅120cm◎焚口部幅83cmほどで，抽部は短く

第24図　第9号住居跡竃実測図

－59－

山砂を多量に含む粘土で構築されている。

焼成部は壁を114cm幅で，80cmほど掘り

込み，火床は長径45cmの不整楕円形を呈

し，床を8cmほど掘り窪めている。住居跡

内覆土は大きく5層に分けられ，多量のロー

ム粒子◎ロームブロック◎焼土粒子などを

含むやや柔らかい土が自然流入の状態で堆

積していた。出土遺物は土師器◎須恵器が

共伴して検出され，床面上よりの遺物は高

台付球形土器（第25図－7。12）◎蓋形土器

（第25図－14）などが出土している。



遺物解説表（第25図）

番 号
器　 種 ！法 塵 （c m ）

器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎 土 ・色諷

普　 通

！ 備　 考

1

嚢　　　 A 2 1．3 （復） 口綾 部 は頚 部よ り「く」の 字 に大 き く外 内外 面共 に ナ デ整形 が施 されて い る。 内 面上 部に ス ス付

着。土　 師　 器 B　 9．6 （現

C

） 反 して 開き ，胴 部 は頚部 よ り大 き く外

下 方 へ 内攣 ぎみ に開 く。
砂 粒 ・石 英 ・長

石

明 赤褐 色

2

高 台 付 盤 A 19．5 （復 ） 体 部 は底 部 よ り内攣 ぎみ に外上 方 へ 醗冒　 底部 は回転 へ ラ削 り，そ の他 水挽 き整 良　 好
土　 師　 器 B　 4．2

C　ユま 1 （復

き ， 口綾部 は外 反 して立 ち上 が る。 ま

） た 底部 に は ユ．3 cm の高 台 が 貼 り付 け

られ て い る。

形で あ る。 水挽 き 痕が 認 め られ る。 砂粒 e 石英

橙　 色

3

杯 A 1 2．9 （復） 底 部 は平 坦で ，休 部 は底 部 よ りゆ るや 底 部 ，回転 へ ラナ デ， 口綾 部付 近 は槙 普　 通
土　 師　 器 B　 3．0

C　 4．6

かに 内攣 して 外 上方へ 開 く。 ナデ ，内 面 は多方 向 のへ ラ磨 き が施 さ

れ て い る。
砂　 粒

褐 色 （外）

黒 色 （内）

4

聾 A

B　 8．9 （現）

C　 9．0 （復）

胴 部 の破片 で ，胴 部は 底部 よ り内 攣 し 内面 は ナ デ整 形， 外面 は横 位方 向 のへ 不　 良
土　 師　 器 て ，外上 方 へ開 く。 ラ削 り整 形 が 施さ れて い る。 砂粒 ・石英

黒 褐 色

5

高 台 付 盤 A 2 0．9 （現 ） 底 部 は平 坦 で，体 部 は底 部よ りや や内 高 台部 構 ナ デ， その他 水 挽 き整形 で あ

る 。
良　 好 内面 に スス 付着。

土　 師　 器 B　 3．7

C 13．3 （復 ）

攣 ぎ みに 大 き く開 き ， 口綾部 で 外反 ぎ

み に立 ち上 が る。 ま た底 部に は「ハ 」の

字 状の 高台 が貼 り付け られ て い る。

砂 粒 ・長石

明 褐色

6

賓 A 16．7 （復）－口綾 部 の破 片で ， 口縁部 は 頚部 よ り短 内外 面共 に ナ デ整 形 が 施 されて い る。 普　 通
土　 師　 器 B　 5．0 （現）

C

く大 き く外反 し，胴 部 はや や 内攣 ぎみ

に外 下方 へ 開 く。
砂粒 ・石 英

黒 褐色 一 部赤 色

7

高 台 付 盤 A 2 0．2 （復 ） 休 部 は底部 中 央部 よ り直 線 的に外 上 方 底部 は回 転へ ラ削 り，そ の他 水挽 き整 良　 好
須　 恵　 器 B　 3．6

C 11．6

へ開 き， 口縁 部で大 き く立 ち上 が る。

口唇 部 は 丸味を もつ 。底 部 に 高台 が 貼
り付 け られ てい る。

形で あ る。 砂　 粒

にぷ い 栂色

コヒご竺E A

B 2 6．4 （現 ）

口綾 部 を欠 損す る破 片で ，底 部 は 平坦 内面 は粘 土紐 巻 き上 げ痕 を 多 く残 し，
ヒ

普　 通 肩 部 に 薄灰 緑色 の
8 須　 恵　 器 で あ り， 胴部 最 大径 を上 位 に もち ，頸 指に よ るナ ァ， 外 面は右 下 にか けて の

ロ　　　　　　 ′J　　　　　　　　　 ヒ

長 石 粒 e 細 砂 lr
自 然粕 が斑 占状 に

C 1 5．6 （復 ） 部 よ り大 き く張 り出 した 後 ，底 部 へ 向っ

て 内傾 す る。
斜 め方 向 の P き目の 後 ，部分 的 に指 に

よ る ナデ 整形 （叩 き目を 消 して い る。）

灰 白 色
ハヽヽ付着 。

9

杯 A 13．6 （復） 底部 は平坦 で ，休 部 は底 部よ り直 線 的 底 部 は手持 ち に よる 一方 向か らの へ ラ 普　 通
須　 恵　 器 B　 4．6

C　 7．2 （復）

に 外上 方へ 開 く。 削 り，休部 との境 を手持 ちへラ削 り， 口

綾部 槙 ナデ 整 形， その 他 水挽 き整 形。
長 石粒 （多 ）

黄灰 色

1 0

杯 A 1 3．8 （復 ） 体部 は底 部 よ り直線 的 に外 上方 へ 開 き， 体部 下位 は ，手 持 ちへ ラ削 り ，その 他 不　 良
須　 恵　 器 B　 4．4 （現 ）

C

口縁 部 はやや 外反 して立 ち上 が る。 水挽 き整 形で あ る。 細 砂 ・雲 母

暗 灰 黄色

‖

高 台 付 杯 A 13．6 （復） 休 部 は底部 よ り外反 して 立ち 上が る 。 内 外面 共に 水 挽 き整形 で あ る。 良　 好
須　 恵　 器 B　 3．8 （現 ）

C

ま た底 部 に高台 が 貼 り付 け られ た痕 有

り。
細　 砂

黄灰 色

12

高 台 付 杯 A lO．8 底 部 は平 坦で あ り，体 部 は 直線 的 に外 底 部 中央 部 に糸切 り痕 ， そ の他 構 ナデ 良　 好 器 面 が粗 く　 ザ ラ
′′／
貞　 恵　 器 B　 5．0 上方 へ 開 く。底 部 に は 1．2 c m の高 台が 整 形で あ る。 そ の他 内外 面共 に 水挽 き 長 石 拉 ・細砂 l

ザ ラで 使 用痕 跡が
C　 6．6 貼 り付 けられ て い る。 整 形で あ る 。 灰 黄 色 な く，窯 出 しの状

態 とみ られ る 。

1 3

蓋 A

B　 2．8 （現 ）

C 2 1．4 （復 ）

肩 部か ら口 綾部 にか けて ，ゆ るや か に 外 面一一一部回 転 へ ラナ デ，内 面 肩部 は多 普　 通
ノノ′／
貞　 唐　 器 外上 方へ 開 き ，口辺 部で 大 きく下 る。 方向 か らの ナ デ整形 で あ る。 口辺 部 は

横 ナデ整 形 で あ り，そ の他 は 水挽 き整

形で あ る。

細　 砂

灰 白色

14

蓋 A

B　 3．2 （現 ）

C

宝 珠 状の つま み を有 し，肩 部か ら口縁 つ まみ 構 ナ デ ，肩部 回転 へ ラ削 りの 後 普　 通
・′′／
貞　 恵　 器 部 にか け てゆ るや か に広 が って 開 く。 構 ナ デ ，その 他 内外 面共 に水 挽 き整 形

で あ る。

長石拉 e細 砂 粒

灰 色
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第4章　鹿の子A遺跡
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第25図　第9号住居跡出土遺物実測図
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遺物解説表（第25図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土・色 調 備　　　 考

蓋 A 宝 珠状 の つ まみ を有 し， 肩 部か ら口線 つ ま み槙 ナ デ， その 他内 外 面共 に水 挽 普　 通
1 5 須　 恵　 器 B　 3．4 （現） 部 に かけて ゆ るや か に広 が って 開 く。 き整形 で あ る。 長 石 粒 。細 砂粒

C 灰　 色

ユ6
高　　　 杯 A 脚部 の み現 存 ，脚部 は ラッパ 状 に下方 内外 面 共 にへ ラ磨 き整 形 であ る。 良　 好
須　 恵　 器 B　 9．0 （現 ）

C

へ開 く。 長 石粒 ・細 砂

灰　 色

第26図　第9・10号住居跡実測図

第10号住居跡（第26・27図）

∈

霊品
甲

的
刷

I

l

嘲：こ

本跡はA3jlを中心に確認され，第9号住居跡によって西側の一部で重複し，第7号住居跡の

南側6mに位置している。規模は長軸3淵5m◎短軸（2．8）mの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方

向はN－12．50～Eである。壁高は32－45cmで，垂直に立ちあがる。壁下には幅20cm◎深さ

12cmの壁溝が全体に周回している。床は全体に平坦で，踏み固めたように硬い。ピットは1個

も確認することができなかった。
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第欝図　第10号住居跡竃実測図

1M

第4章　鹿の子A遺跡

竃は北東壁中央部よりやや西側に付設さ

れ，長さ115cm◎袖幅H6cm◎焚口部幅

47cmである。抽部は短く，長い間使用さ

れたためか，粘土が明褐色に焼け爛れてい

た。焼成部は壁を107cmの幅で，56cmほ

ど掘り込み，火床は床を2cmほど掘り窪め

ている。遺物は整形土器（第28図－263）◎

甑形土器（第28図－1）が出土している。

住居跡内覆土は大きく3層に分けられ，

ローム粒子◎ロームブロック◎焼土粒子な

どを含む柔らかい暗褐色◎褐色の土がおお

むねレンズ状に自然堆積している。

遺物は床面上より大形鎌（第28図－6），その他覆土中より整形土器（第28図－4）◎球形土器の

目線部が出土している。

遺物解説表（第28図）

番 号 器　 榎 法 畳 （c m ）　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　 整　 形　 技　 法　 i焼 成機 土e鰯
備　　　 考

l

甑 A　　　　　 器厚 は一定 し，直線 的 に開 き，ゆ るや 内面 はナ デ整 形 ，外 面 へ ラ削 り後， ナ 良　 好
土　 師　 器 B 1 8．2 （現） か に外傾 す る 。ま た胴 部上 位 に把手 を デ整 形が 施 され ，外 面の 一 部 に輪積 痕 砂 粒 ・長石

C 有 す る 。 が 認 め られ る。 橙　 色

2

賓 A 2 0．4 （復 ） 口綾 部 は頚 部よ り大 き く外 反 して開 き， 内外 面共 にナ デ整 形 が施 され ， 内面 に 普　 通 胴 部上 位 外面 に ス
土　 師　 器 B 17．0 （現 ）

C

口辺 部で やや 凹 みふ たた び外 反 して 立

ち 上 が る。胴 部 は頚 部 より外 上方 へ 内

攣 して 張 り出 す。

輪 積痕 が認 め られ る。 砂 粒 ・長石

明赤 褐 色

ス 付 着。

3

賓 A 2 1．0 （復） 口綾 部 は頚 部 よ り大 き く外反 して 開 き ，内外 面共 に ナデ 整形 ∵普　 通 内 面に ス ス付 着。
土　 師　 器 B　 8．3（現）

C

口辺 部 で直 立 ぎみ に立 ち上 が る。 胴部

は頚 部 よ り大 き く張 り出す 。
砂粒 ・長 石

明 赤褐 色

整 A 22．0 （復） 目線 部の 破 片で ，頸 部 よ り「く」の字 状 内 外面 共 にナ デ整 形 が施 され て い る。 普　 通
4　　 土　 師　 器 B　 6．2 （現 ）

C

に外反 して立 ち上 が り ，口辺 部 で やや

外 側 へ凹 み ，ふ たた び外 反 して 立ち上

が る。

内面に 輪積 痕 が認 め られ る。 砂 粒 。長 石

明赤 褐 色

杯 A 13．3 （復 ） 底部 は 平 坦で あ り，休 部 は底 部 よ り内 内面 ナ デ整 形 ，外面 の 口線 部 ナデ ，体 普　 通
5 土　 師　 器 B　 3．7

C　 7．3（復 ）

攣 ぎみ に 水挽 き痕 が 認め られ る。 部水 挽 き整形 が な され てい る。 砂　 粒

橙　 色

6

鎌 先 端 部 を欠損 す る鎌 で ある 。取 り付 部

は上 に お り返 されて い る。
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第28図　第10号住居跡出土遺物実測図

第11号住居跡（第29図）

本跡は遺跡の中央部B2a5を中心に確認され，第15号住居跡の北東1．1mに位置している。規

模は長軸2．9mの短軸2．8mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN－20．50－Eである。壁高

は80－82cmと非常に深く，壁面はほぼ垂直に立ちあがり，床は平坦であるが，他の住居跡と比

較すると，さほど硬い状態でない。ピットは各コーナー部及び主軸方向に沿った中央部から9個

くJ　　も

第29図　第11号住居跡実測図
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第4章　鹿の子A遺跡

確認され，いずれも深さは20～50cmで，9個の柱で構築されたものと考えられる。また中央部

よりやや南側に焼土の広がりが認められる。

覆土は東側からの自然堆積の状態を示し，ロームブロックを多量に含む暗褐色の土が東側から

流れこんで堆積している。

遺物の出土はみられず，また竃を有しないなど他の住居跡と異なるため，住居跡とは考えられ

ない。作業場的要素をもつ竪穴状遺構と考えられる。

第12号住居跡（第30図）

本跡は遺跡の中央部西側B2b3を中心に確認され，南西コーナー部で第30号住居跡◎第13号

住居跡と南コーナー部で接している0規模は長軸3・32m◎短軸2．7mの隅丸長方形の平面形を呈

し，主軸方向はNq63・50qwである0壁高は22～28cmで，直線的に外傾して立ちあがる。また

南西コーナー，北東コーナー部壁下に幅10cm◎深さ6cmの壁溝が回っている。また床は平坦で

さほど硬いものではない。ピットは1個確認し，深さ30cmほどである。

第30図　第12◎30号住居跡実測図
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住居跡内覆土はレンズ状の自然堆積を示しタ　ローム粒子◎焼土粒子◎炭化粒子を含む暗褐色の

土が主体に堆積している。

遺物は東側より少量出土しタ竃東側より高台付球形土器（第31図－8），北東コーナー部より球

形土器（第31図一3）が出土している。

遺物解説表（第31図）

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　 考

1

寮 A 2 5．5（復 ） ロ綾 部 は頚 部 よ り短 く，外 反 して 開 き， 内面 横位 の へ ラ磨 き，外 面 は ナデ整 形 普　 通

土 師質 須恵 器 B　 9．7（現 ）

C

口辺 部 で器 厚を 厚 くす る。 胴 部 は直線

的 に外 下方 へ開 く。

が施 され て いる。 石 英 ・細 砂

浅黄 橙 色

2

整 A 胴部 の破 片 で ，最大 径 を 中位 よ りやや 内面 ナデ整 形 ，外 面 へ ラ削 りで あ る。 良　 好

土　 師　 器 B 1 5．0 （現 ） 上 に有 し，頸 部 よ り大 き く内攣 して大 また外 面 の一 部 に水 挽 き痕 が認 め られ 石 英 ・長 石

C　 9．1 （復 ） き く張 り出 す。 る。 にぷ い橙 色

3

杯 A 14．0（復 ） 底 部 は 平坦 で体 部 は内 攣ぎ み に外上 方 底 部及 び 体部 上位 は へ ラ削 り整 形 ，内 良　 好

土　 師　 器 B　 4．5

C　 6．2

へ 開 く。 口綾部 で 器厚 をや や厚 くする。 外面共 に ナデ 整形 砂粒 ・石 英

灰黄 褐色

4

杯 A 13．8 （復 ） 底部 は平 坦 で ，体 部は底 部 よ り器厚 を 内 外面 共 にナ デ 整形が 施 されて い る。 普　 通

土　 師　 器 B　 3．7

C　 8．6（復）

やや 薄 めな が ら，外 上方 へ 開 く。 石英 e 長 石 e 砂

粒

橙　 色

5

高 台 付 杯 A 底面 はや や 凸凹 で あ り，体 部 は内 攣 ぎ 全体 に ナ デ整 形 が施 され ，外 面 に水 挽 普　 通

土　 師　 器 B 4．2 5（現）

C　 6．3

み に外 上 方へ 開 き ，口縁 部 で外 反 して

開 く。底 部 に は高 さ 0．5 c m は どの 高台

が 貼 り付 け られ て い る。

き痕 が 認 め られ る。 石 英 ・砂 粒

灰 褐 色

6

聾 A 胴 部 の破 片 で， 最大 径 を上 位 に有 し， 内面 粘 土 紐巻 き上 げ の後 ， 叩 きのあ て 普　 通

須　 恵　 器 B 2 2．2 頚 部 よ り外上 方 へ張 り出 した後 ，底 部 を し， 指 ナデ 整形 ，外 面斜 位方 向の 叩 長石粒 ・細 砂

C 1 6．6（復） へ 直 線 的に 狭ま って 至 る。 きの 後 ， ナデ 整形 が 施 されて い る。 灰　 色

7

長　 頸　 壷 A 長 頸壷 の 胴 部片 で ，胴部 は 球形 状 を呈 外 面は 水挽 き後 ， ナ デ整 形が 施 され ， 普　 通 内面 に漆 と思 わ れ

須　 恵　 器 B　 8．5

C

す る。 内面 は水挽 き整 形 で あ る。 細 砂 e 雲母

灰　 色

る付 着物。

8

高 台 何 杯 A 14．5 底 部 は平 坦で ， 器厚 は薄 く，内攣 ぎ み 底部 は 糸切 り，高 台 部横 ナ デで ある。 良　 好 内面 に高 台部 径 6．7

灰 粕 陶 器 B　 4．5（4 ．2） に大 き く開 き， □縁 部は 外反 す る。 底 内 外面 共 に体部 上 位 に柚 薬 がぬ られ て 細　 砂 m と 同 径 の重 ね

C　 6．7 部 に 高台 が 内攣 して 貼 り付 け られて い

る。

い る。 灰 白 色 焼 きの痕 有 り。

第13号住居跡（第36図）

本跡は遺跡の中央部B3C3を中心に確認され，第16号住居跡と南東コーナー部◎第12号住居

跡と北西コーナー部で接している。規模は長軸3．73m◎短軸3．63mのほぼ隅丸方形の平面形を

呈し，北西部に一部張り出しがみられる。主軸方向はNM280－Eである。壁高は40cm前後で，

直線的に外傾して立ちあがり，壁下には幅20cm◎深さ15cmほどの壁溝が北東を除く壁下に周

回している。床はロームでほぼ平坦であり，さほど硬い床ではない。ピットは確認することはで

きなかった。覆土は自然堆積の状態を示し，ローム粒子◎ロームブロック◎焼土粒子などを含む，

極暗褐色◎暗褐色◎褐色の3層に分けられる。
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第4章　鹿の子A遺跡

第I2号住居跡

＼＿ ＿♂てこ＝

－
」
「

′

」

」

＼

ー
／

川　第30号住居跡

第31図　第12・30号住居跡出土遺物実測図

遺物は土師器・須恵器などを少量出土しているが，いずれも覆土中からのものである。本跡も

第11号住居跡と同様な竪穴状遺構と考えたい。

遺物解説表（第32図）

番 号 蕃　 種 法 土 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　　 考

1

痘 A 1 8．0 （復） 口綾 部の 破 片で ， 口綾 部は や や外 反 し 内外 面共 に ナデ 整形 が施 され てい る。 良　 好
土　 師　 器 B　 8．7 （項 ）

C

て 開 き ，口 辺 部で大 き く外 反 して 立 ち

上 が る。 胴 部は やや 内 轡ぎ み に外 下方

へ 開 く。

石 英 ・長石

明赤 禍色

2

杯 A 底部 は 平 坦で ，休 部 は底 部 よ り内嘩 ぎ 内 面横 位 のへ ラ磨 き．底 部 へ ラ削 り整 良　 好 底部 に「三 」の 文字
（墨 こ書 土器 ）

土　 師　 器

B 3．8 5 （項 ）

C

み に外 上方 へ 開 く。 形 石英 ・砂 枝

にぷ い橙色

と 体郡下 位 に墨 書

が認 め られ る。
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遺物解説表（第32図）

番 号 器　 種 法 上 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土・色 胸 備　　　 考

3

杯 A 13．7 （複） 底部 は 平坦 で ．休 部 は底部 よ り器 厚 を 内面横 位 の ヘ ラ磨 き．底 部 へ ラ削 り整 普　 通
土　 師　 器 B 3．85 薄 く しなが ら直 線 的 に外上 方 へ開 き ． 形が 施 され てい る。 外 面に 水挽 き痕 が 砂拉 ・石 英

C　 7．2 （復） 口縁 部で 外 反す る 。 認め られ る。 にぷ い褐 色 （外 ）

黒 色 （内）

4

塀こ A 1 4．0 （復 ） 口縁 部の 破 片で ． 休部 は内 増 ぎみ に外 外 面は ナ デ， 内 面横位 の へ ラ磨 き整形 良　 好 外面 に壁 書。

（墨こ吾土 器） 8　 4．0 （現 ） 上 方 へ開 き ，口 縁部 で 外反 して 立 ち上 が 施 され て いる。 外 面に 水挽 き痕 が 認 砂拉 ・長 石
土　 師　 器 C が る。 め られ る。 にぷ い橙 色

5

甑 A 底 部片 の 破片 で ．底 部に は 中央 に円 ， 底部 外 面は へ ラナ デ ，内面 多 方向 か ら 不　 良
須　 恵　 器 B

C 14．8 （復 ）

ま わ りに は 4 個 の半 円形 の穴 が あい て

い る。

の ナデ 整形 が施 されて い る。 細 砂 ・雲母

灰　 色

6

賓 A 胴 部 片で 底 部 よ り直線 的 に外 上方 へ開 外 面 は胴 部 下位 に横 位 のヘ ラ削 り，中 良　 好

須　 虚　 器 8　 9．9（現 ）

C 16，4（復 ）

く。 位に 縄 目の叩 き目痕 が認 め られる。 砂　 拉

暗赤 福色

7

杯 A 1 3，0 底 部 は平 坦 であ る が，休 部 と の境 は明 底 面か ら休 部 下 位， 外面 は手 持 ちに よ 普 ‘通
須　 恵　 器 B　 4．2 瞭 で はな く．休 部は 連続 して ，外上 方 る多方 向か らの ヘ ラ削 り， ロ縁 部内 面 砂 粒 ・細砂

C　 5．0 へ 開 き， □縁 部 はや や外 反 す る。 構 ナ デ， その 他内 外面 共 に水 挽 き整 形

で あ る。

灰　 色

ノノ
10cll

第32図　第13号住居跡出土遺物実測図

第14号住居跡（第33図）

本跡は遺跡の中央部よりやや西側B2b4を中心に確認され，第15号住居跡と北東コーナー部で

接し，第13・16号住居跡の北側0．4mに位置している。規模は長軸3．15m・短軸3．1mほどで，

隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN－62．50－Wである。壁高は25cm前後で，やや外反して
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第4章　鹿の子A遺跡

立ちあがり，壁下には幅20cm◎深さ10cm前後の壁溝が全体に周回している。床は全体に平坦

であり，踏み固められた硬い床である。ピットは6個確認されたがいずれも浅く，不規則的なの

で主柱穴とは考えられない。

竃は南東壁中央部に付設されているが，保存状態が悪く，抽部などを確認することはできなかっ

た。しかし，焼成部と思われるところから細片ではあるが，土師器◎須恵器が出土している。

住居跡内覆土はロームブロック◎焼土粒子などを含む極暗褐色のやや柔らかい覆土である。

遺物は南東部コーナー部の床面上に集中してみられ，壁ぎわより完形の球形土器（第34図－3。

小5◎7），竃北側より小形壷形土器（第34図－1）を出土している。

遺物解説表（第34図）

番 可 器　 種 i 法 盈 （c m ）
器　 形　 の　 特　 徴 整　 形　 技　 法　　　　 焼 成 e胎 土 e色 調 i 備　 考

小型 長堀 壷　 A 口辺 部 を 欠損 す るが， そ の他 は完 形 品 底部 か ら胴 部下 位 がへ ラ削 り，そ の他 普　 通
l 土　 師　 器 B lO．5 （現 ） で ある。 胴 部 は球 形 状 を呈 し，底 部 は 中，上 位 にか け て ナデ整 形 が施 され てI 砂 粒 ・石 英

C　 6．5 平 坦 で 非常 に器厚 が 厚 い。 いる 。 明 赤褐 色

2

杯 A 1 3．6 底 部 は中 央部 が 凹み ，体 部 は器 厚を 薄 底 部及 び休 部 下位 は へ ラ削 り， 内面 は 普　 通
土　 師　 器 B　 4．2

C　 7．3

く しなが ら， 直線 的 に外 上方 へ 開 く。 へ ラ磨 きが 施 さ れて いる。 外 面の 一部

に 水挽 き痕 有 り。
石英 e 砂粒

にぷ い 褐色

3

杯 A 12．4 右上 が り の変形 した杯 で ，休 部 は内 攣 底部 へ ラ切 り ，内外 面共 に 水挽 き整 形 普　 通
土　 師　 器 B 4．4 5

C

して外上 方 へ開 き ，口 辺部 は 外反 す る。 であ る。 石英 ・砂 粒

にぷ い橙 色 （外 ）

黒 色 （内）

4

杯 A 1 2．3 底 部 は ，中央 部が 凹 み ，体部 は底 部よ 底 部は ， 雑な へ ラ切 りで ， その他 ， 内 普　 通
土　 師　 器 B　 3．ユ

C　 6．3

り連続 的 に大 き く外 上方 へ開 く。 外 面共 に 水挽 き整 形 であ る。 外面 に 水

挽 き痕 が認 め られ る。
石英 e ス コ リア

にぷ い 橙色

5

杯 A 12．5 （復 ） 底 部 は凸 凹 で あ り，休部 は器 厚を 薄 く 底部 は へ ラ切 り，外 面 は水 挽 き整形 で 普　 通
土　 師　 器 B　 3．1

C　 7．2

し内 攣 して外 上 方へ 開 く。 あ る。 内面 はナ デ整 形で あ る。 石 英 ・砂 粒

橙　 色

6

杯 A 1 3．2 底 部 は平 坦で ，体 部 は底 部 と同 様 に薄 底部 へ ラ切 り， 内 外面 共 に水挽 き整形 普　 通
土　 師　 器 B　 3．9

C　 6．0

く，体 部 中位 まで ゆ るや か に開 き ，上

位 に な って 大 き く開 く。 口綾 部 は外 反

す る。

で あ る。 石英 ・砂粒

灰褐 色 （外 ）

黒色 （内）

7

杯 A 11．3 底 面は凸 凹 し，器厚 は 体部 よ り薄 く， 底部 は雑 な へ ラ切 りで ある 。休 部 ，内 普　 通
土　 師　 器 B　 3．6 体 部 は 内攣 ぎ みに外 上方 へ 開 き， 口辺 外面共 に水挽 き整形 が施 されて い る。 砂 粒 ・ス コ リア

C　 5．3 部は 外反 す る。 内面 に水 挽 き痕 が認 め られ る。 橙　 色

8

瓦 丸 瓦 の破 片で あ る。 凹 面は 布 目。

9

紡　 錘　 車 断 面 形 は台形 状 を呈 して いる 。

10

刀　　　 子 茎郡 で あ る。
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第33図　第14◎15号住居跡実測図

第15号住居跡（第33図）

本跡はB2b4を中心に確認され，第14号住居跡と南西コーナー部で接し，第11号住居跡の南

西1．1mに位置している。規模は長軸2．6m◎短軸2．65mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向は

N－32．50－Eである。壁高は62～72cmで，垂直に立ちあがり，南東部の壁下に一部壁溝が確認

される。床はロームで，さほど硬くなく，やや西から東へ傾斜している。ピットは第11号住居跡

と同じように9個確認され，深さは30～45cmとやや深くいずれも主柱穴と考えられる。

覆土はレンズ状の自然堆積を示し，ローム粒子などを含む暗褐色◎褐色の土が堆積している。

遺物の出土量は非常に少なく，覆土中より鉢形土器◎球形土器◎瓦などの破片が出土し，また，
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第4章　鹿の子A遺跡

本跡も第11・13号住居跡と同じような目的で使用した竪穴状遺構と考えたい。

遺物解説表（第34図）

番 号 蕃　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色 陶 備　　　 考

11

鉢 A 13．ユ（復） 口綾 部 の破 片で ， 口縁 部 よ り頚 部 に か 内面 横位 の へ ラ磨 き ．外 面 は ナデ整 形 良　 好
土　 師　 器 B　 6．6 （現） けて 外方 向 へふ くらみ ，胴 部 で内 方 向 が施 され て い る。 また外 面 に水挽 き痕 砂 粒 ・石英

C へ つ ぼ まる。 が 認め られ る。 橙　 色

12
杯 A 13．0 （復 ） 休 部は 底 部よ り口綾 部 まで外 上 方へ 閑 内 外面 共 に， 水挽 き 整形が 施 され て い 普　 通

土　 師　 器 B　 5．3 （現 ）

C

き．口 綾 部で やや 外反 す る。 る。 石 英 ・砂粒 ・雲

母

にぷ い橙 色

13
杯 A 底部 の破 片 で ，底 部 は平坦 で あ り．体 外軋　 底 軋 休 部 下位 ．ヘ ラ削 り　 内 普　 通

土　 師　 器 B l，0 （現）

C　 5．9 （復 ）

部 は底部 よ り外 上方 へ 開 く。 面， 條位 の へ ラ磨 きであ る 。 石英 ・砂 粒

明赤 褐色

ユ4

瓦 乎 瓦 の披片 凹 面 に布 目， 凸面 に 縄 目の 叩 き。 普　 通

砂　 拉

灰　 色

曲。
第国号住居跡

＼、－l＿三≡クI3

第34図　第14・15号住居跡出土遺物実測図
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第35図　第16号住居跡竃実測図

第柑号住居跡（第35。36図）

本跡はA2b3より確認され，第13号住居

跡と北西コーナー部で接し，第22号住居跡

の北西1．7mに位置している。規模は1辺

が2．85mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN

－410－Eである。壁高は47cm前後で，や

や外反ぎみに立ちあがり，竃を有する壁以

外の壁下には幅10cm◎深さ7cm前後の壁

溝が周回している。床は全体に平坦で，ロー

ムのやや硬い床である。ピットは南東部よ

り1個検出したのみである。
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第4章　鹿の子A遺跡

竃は北東壁の中央部に付設され，長さ107cm◎袖幅82cm◎焚日部幅60cmほどである。抽部

は山砂で構築され，焼成部は壁を90cm幅で，71cmほど掘り込み，火床は長軸36cmの不整楕

円形を呈し，床を7cmほど掘り窪めている。遺物は焼成部より球形土器（第37図－3）◎賓形土器

（第37図－4）◎東側部より瓦片（第37図－8e9）を出土する。

住居跡内覆土は3層に分けられ，上層が極暗褐色◎下層が黒褐色でいずれもローム粒子◎ロー

ムブロックの焼土粒子を含む土が堆積している。

遺物は竃前部より完形の燈明皿（第37図－6）が出土しているが，全体に遺物の出土量は少な

い。

遺物解説表（第37図）

番 号 器： ・種 法 塵 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 極 成 e胎土 ◎色調

普　 通

石 英 e 砂 粒

にぷ い橙色

備　　　 考

ユ

賓

土　 師　 器
A ユ9．ユ（復）

B　 8 ．0 （現）

C

口綾 部 は頸 部で 「く」の 字 に屈 折 し， 口 内外 面共 にナ デ整 形 が施 されて い る。
辺 部で 直 立 ぎみ に立 ち上 が る 。ま た折

り返 し痕 が 認め られ る 。胴部 は頚 部 よ

り外 下向 へ 内攣 ぎみ に開 く。

2

小　 形　 窪 A lO．6 （復） 口縁 部 片 で ，口綾 部 は頚 部よ り大 き く 内外 面共 にナ デ整形 が 施 され て いる。 普　 通
土　 師　 器 B　 5．3 （現 ）

C

外反 し， 口辺 部で 立 ち上 が る。 石英 ・砂粒

明赤 褐 色

3

杯 A 14．0 （復 ） 底 部 はや や 丸味 を帯 び ，休部 は直線 的 内外面 共 に水 挽 き整 形が施 され てお り 普　 通
土　 師　 器 B　 5．2

C　 6．2

に 外上 方 へ開 き ，口 綾部 で外 反 す る。 I内外面 共 に水 挽 き痕 が認 め られ る。 石 英 e 砂 粒

にぷ い黄橙 色

4

整 A

B　 5．6（現）

C　 6．7

底部 の 破片 で ，底 部 は平坦 で あ り，胴 内面 ナ デ整形 ， 外 面は へ ラナ デ整 形 が 不　 良 底部 に木葉 痕。
土　 師　 器 部は 底 部よ り外 上方 へ 直線 的 に開 く。 施 され て い る。 砂粒 ・石 英

にぷ い赤 褐色

5

杯 A 14．3 （復 ） 口 綾部 の 破片 で ，器厚 は薄 く， 底部 よ 内外 面共 に水挽 き整形 が施 され　 内 面 普　 通
土　 師　 器 B　 3．7（現 ）

C

り内攣 ぎ み に開 いた後 ，口綾 部 で外 反

す る。
Iに水 挽 き痕 が認 め られ る。 砂 粒 ・長石

にぷ い褐色

6

燈　 明　 皿 A 8．15 底 部 は 中央 部が や や凹 み， 体 部は 直線 内外面 共 ナデ 整形 が 施 され ，底 部は 回 普　 通
土　 師　 器 B　 l．8

C　 5．1

的に外 上 方へ 開 く。 器厚 は 厚 い。 転 へ ラ切 りで あ る。 砂 粒 ・ス コ リア

橙　 色

7

杯 A ユ乙 8（復） 底部 は 平坦 で あ り，体 部 は底 部 よ りや 外 面の体 部 下位 は へ ラ削 り　 中　 上 位 普　 通
須　 恵　 器 B　 3．3（現）

C　 7．2 （復）

や内 攣 ぎみ に外 上方 へ 開 く。 J　　　　　　　Iか ら内面 にか け て水 挽 き整 形 が施 され

て いる。

砂　 粒

橙　 色

8

°
9

瓦 8，9 共 に平瓦 凹面 に布 目， 凸面 に 縄 目の叩 き 普　 通

砂　 粒

灰　 色

第17号住居跡（第38・39図）

本跡は遺跡の中央部B2b6を中心に確認され，第18号住居跡の北西0．3mに位置している。規

模は長軸3・6m◎短軸3・45mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN－60．50－Wである。壁高

は40cm前後で，やや外傾して立ちあがり，壁下には幅10cm◎深さ5～7cmの壁溝が周回して

いる。床はほぼ全体に平坦で，硬く踏み固められている。また南西コーナー部に長軸75cmを測

－73－
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第37図　第16号住居跡出土遺物実測図

第38図　第17号住居跡竃実測図
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る楕円形状の平面形を呈し，深さ15cmは

どの大きなピットを有し，その他小さなビッ

トは屋内に1個，屋外に7個有し，深さは

20～42cmを測り，屋外の柱を利用して構

築された住居跡と思われる。

竃は中央部に付設され，長さ140cm・抽

幅103cm・焚口部幅62cmほどである。焼

成部は壁を120cmの幅で，65cmほど掘り

込み，火床は長軸46cmの楕円形を呈し，

床を4cmはど掘り窪めている。

遺物は焚口部より球形土器（第40図－1），

焼成部より球形土器（第40図－2）などを出



第4章　鹿の子A遺跡
U

第39図　第17号住居跡実測図

第舶図　第17号住居跡出土遺物実測図
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土している。

住居跡内覆土は自然堆積の状態を示し，ローム粒子◎ロームブロック◎炭化粒子を含むやや柔

らかい暗褐色の土が堆積している。

遺物は土師器を少量出土し，北西壁下より球形土器（第40図－5），南側コーナー部より同種の

もの（第40図－4）が出土している。

遺物解説表（第40図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　 考

1

塀こ A 2 3．2 （復 ） 体部 は底 部 よ り大 き く，外 側へ 内 攣 ぎ 外面 ナ デ，内 面 へ ラ磨 き調 整が 施 され 普　 通

土　 師　 器 B　 4．5 （現 ）

C

み に 立 ち上が り， 口縁 部で や や外 反す

る。

て いる。 砂粒 ・長 石

黒 色 （内）

にぷ い橙 色 （外 ）

杯 A 1 5．3 （復 ） 底 面 は平 坦 で ，休部 か ら 口縁部 は外 側 底 部 へ ラ削 り， 外面 休部 は 水挽 き整 形，良　 好

2 土　 師　 器 B　 5．0

C　 7．3 （復）

へ 大 き く内攣 ぎ みに 立 ち上 が る。 内面 へ ラ磨 きが施 されて い る。 砂 粒 ・雲 母

黒 色 （内 ）

に ぷ い橙色 （外 ）
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遺物解説表（第40図）

番 号 器　 種 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 e胎 土 e色調 備　　　 考

杯 A l l．2 （復） 休部 は底 部よ り外 側へ 内 攣 して立 ち上 内外 面共 に 水挽 き整 形 が施 され て い る。 良　 好

3 土　 師　 器 B　 3．8

C　 5．3 （復 ）

が り ，口綾 部で 外 反す る 。 砂　 粒

橙　 色

4

杯 A 15．8 （復 ） 休部 片 で ，底 部 よ り外 側 へ 内 攣 ぎみ 外 面 水挽 き整 形 後 ，ナ デ調 整， 内面 へ 普　 通

土　 師　 器 B　 5．3

C

に立 ち上 が り ，日縁 部 でや や外 反 す る。 ラ磨 き調整 が 施 され て い る。内 外 面に

水挽 き痕が 認 め られ る。

砂粒 ・石英

黒 色 （内 ）

橙 色 （外 ）

5

杯 A 1 2．6 （復 ） 底 部 は平 坦 で，休 部 は底 部 よ り外 側 へ 内面 及 び外 面 体郡 は 水挽 き整 形が 施 さ 良　 好
土 師質 須 恵器 B 3．5 5 内攣 ぎみ に立 ち上 が り， 口縁 部 で大 き れ ，底 面 は， へ ラ削 りが 行 なわれ て い 砂 粒 ・長石

C　 7．4 （復 ） く外 反す る。 る。 ま た外 面 体部 に 水挽 き痕 が認 め ら

れ る。

に ぷ い橙 色

6

杯 A 底 部 の破 片で 不 明 底部 へ ラ削 り後 ， へ ラ磨 き。 内面 へ ラ 良　 好 底 部 に墨 書。
（墨 書 土器 ）

土　 師　 器

B

C

磨 きが 施 されて い る。 砂粒 e石 英 粒

黒色 （内）
褐色 （外）

第18号住居跡（第41・42図）

本跡はB2C7を中心に確認され，第19B号住居跡の北側を切り，第17号住居跡の東0．3mに位

置している。規模は長軸3．62m◎短軸3．2mほどの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－

200－Eである。壁高は35cm前後で，やや外傾して立ちあがり，壁下には幅20～30cm◎深さ

7cmほどの壁溝が周回している。床はロームで硬く踏み固められて平坦である。ピットは3個確

認されたが，いずれも主柱穴とは考えられない。

竃は北東壁中央部に付設され，長さ90cm◎袖幅80cm◎焚口部幅52cmほどで，柚部は山砂

で構築されている。焼成部は壁を95cmの幅で，56cmほど掘り込み，火床は直径40cmの円形状

を呈し，床を3cmほど掘り窪めている。遺物は焼成部より球形土器（第43図一1）が出土している。

第射図　第18号住居跡竃実測図

－76－

住居跡内覆土は一部撹乱されているとこ

ろもあるが，大きく3層に分けられ，全体

にローム粒子◎ロームブロック◎炭化粒子

を含む柔らかい極暗褐色◎暗褐色◎褐色の

土が堆積している。

遺物は土師器◎須恵器などを覆土中から

少量出土している。
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第42図　第18◎19Aの19B号住居跡実測図

遺物解説表（第43図）

番 号 器： ・種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 e胎 土 e色 諷 備　　　 考

ユ

杯 A 13．5 （復） 休部 は底 部 よ り直 線的 に 外側 へ開 き， 内外 面共 に 水挽 き整 形が 施 さ れて い る。 良　 好
土　 師　 器 B 4．9 5 （現） 口綾 部で 外 反す る。 砂粒 ・雲 母

C　 4．8 （復） 灰白 色

2

杯 A 1 5．2 （復） 休 部 は底 部 よ り器 厚を 薄 くしなが ら， 内 面 へ ラナ デ整形 ， 外面 水挽 き整 形 が 良　 好
土　 師　 器 B　 4．5 （現）

C

大 き くや や 内攣ぎ み に開 く。 施 さ れ， 水挽 き痕 が外 側 に 認め られ る。砂 粒 ・石英

にぷい赤褐 色（外 ）
黒 色 （内）

3

杯 A 15．7 （復 ） 体 部 は底 部 よ り 内 攣 ぎ み に 外 側 へ開 内外 面 共 に水挽 き整 形 が施 されて い る。 普　 通 内面 に漆 付着 。
（墨書 土 器 ）

土　 師　 器

B　 3．3 （現 ）

C

く。 砂 粒 ・ス コ リア

（少 量 ）

にぷ い 褐色

4

杯 A ll．7（復） 休部 は底 部 よ り内攣 ぎ み に外側 へ 開 き， 内面 はへ ラナ デ，外 面 水挽 き 整形 が施 普　 通
土　 師　 器 B　 3．5（現）

C

口綾 部 で外 反す る。 され てい る。 砂粒 e石 英

にぷ い橙 色 （外 ）

黒 色 （内）

5

杯 A

B　 2．2 （現 ）

C　 6．8 （復 ）

底 部 は平 坦で あ り，体 部 は底 部 よ り内 外 面 ，底 部へ ラナデ 整形 ，体 部 内外 面 良　 好
土　 師　 器 攣 ぎ みに 外側 へ開 く。 ま た底 部 と体 部

との境 に孔 を 有す る。

共 に水 挽 き整 形 が施 され て いる。 砂 粒 ・雲 母

にぷ い橙 色
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遺物解説表（第43図）

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 e胎土 e色調 備　　　 考

6

蓋 A 宝珠 状の つ まみ を有 し，頂 部 は直 線 的 つ ま み は構ナ デ ，休 部 は回 転へ ラ削 り 良　 好

！

須　 恵　 器 B l．8 （現 ）

C

に開 く。 整 形 が施 され ，内 面 は水 挽 き整 形で あ

る。

砂 粒 ・長 石粒

灰　 色

i

7

瓦 乎 瓦 の破 片 布 目

灰　 色

第19A号住居跡（第42図）

本跡はB2d6を中心に確認され，第19A号住居跡の南側を切って構築し，第18号住居跡の南

0．3mに位置している。規模は長軸3．26m◎短軸3．鮎mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向は

N－200－Eである。壁高は40cmほどで，直線的に外傾して立ちあがる。床は全体的に平坦で，

ロームが硬く踏み固められている。ピットは6個確認されたが，主柱穴とは考えられない。

竃は北東壁中央部に付設されていたが，保存状態が悪く，柚部などは確認できなかった。また

焼成部は壁を95cmの幅で67cmほど掘り込み，内部から蛮形土器（第43図……8。9弓1），高台付

球形土器（第43図－10）が出土している。

住居跡内覆土はレンズ状の自然堆積を示し，ローム粒子◎ロームブロックなどを含む暗褐色◎

黒褐色の土が堆積している。

遺物の出土量は少なく，竃周辺の覆土から土師器の蛮形土器（第43図－13）が出土している。

遺物解説表（第43図）

番 号 器　 種 法 登 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土・色 諏 備　　　 考

8

聾 A 14．9（復） 口縁 部 は頚 部よ り「く」の字 状 に外 反 し， □縁 部 ナデ 整形 ，休 部 へ ラナ デ整 形が 普　 通

土　 師　 器 B　 9．2（現 ）

C

口辺 部 で稜 を有 して立 ち 上が る。 施 されて い る。 石粒 ・石英

明赤 褐 色

9

聾 A 18．7（復） 口縁 部 は大 き く外反 して 開 き，稜 を 有 内外 面共 に ナデ 整形 が な され てい る。 普　 通

土　 師　 器 B　 4．7（現 ）

C

して 立 ち上 が る。 砂粒 e 石英

橙　 色

10

高 台 付 杯 A 16．1 杯 部 の 底部 はや や 平坦 で 休部 は底 部 よ 内面 へ ラ磨 き， 外面 ナデ整 形 が施 され ，良　 好

土　 師　 器 B　 6．3 5

C　 7．8

り内 攣 して 立 ち上 が り， 口唇 部で 器 厚

を厚 くす る。 また底 部 に は「ハ 」の 字状

の台 が貼 り付け られて い る。

内外 共 に水 挽 き痕 が弱 く認 め られ る。 砂粒 ・石英

橙色 （外）

黒色 （内 ）

11

婆 A 19．9（復） 口縁 部 は ，頚部 よ り大 き く外反 して 広 内外 面共 に口縁 部 はナ デ整 形 ，胴 部外 良　 好

土　 師　 器 B　5．3 5

C

が り ，口辺 部で 稜 を有 して ，垂直 状 に

立ち 上が る。胴 部 は頚 部 よ り内攣 ぎ み

に外 下 方へ 開 く。

面 へ ラ削 り整形 が施 され てい る。 砂 粒 ・石英

にぷ い 橙色

1 2

杯 A 12．6（復） 底面 は 平坦 で ，休 部 は底 面 よ り器 厚 を □縁 部 内面 は ，横 ナ デ整形 ， その 他 は 普　 通 底部 に へ ラ記号 有

須　 恵　 器 B 4．6 5（現） 厚 く して ， 直線 的 に開 き ， 日綾部 で 外 水挽 き 整形 が施 され て い る。 また やや 砂 粒 ・長石 り。

C　 6．7（復） 反す る。 雑 な 作 り で 水 挽 き痕 が弱 く認め られ

る。

灰 白色

1 3

婆 A 1 8．7（復） ロ綾 部 は頚部 よ り「く」の字 状 に開 き， ロ 縁部 内外 面共 に ナ デ整 形， 胴部 外 面 普　 通

土　 師　 器 B　 7．8（現）

C

口辺 部 は稜 を有 し，器 厚 を薄 くして 立

ち上 が る。

にへ ラ削 りが施 さ れて い る。 砂 粒 ・石英

橙　 色
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第18号住居跡

第43図　第18・19A・19B号住居跡出土遺物実測図
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第19B号住居跡



遺物解説表（第43図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成e胎土 ◎色 調 備　　　 考

1 4

賓 A 底 面は やや 凸 凹な 面 で，胴 部 は底 部 よ 胴 部 下 端 は へ ラ削 り　 上 半 は叩 き し 普　 通
須　 恵　 器 B 26．9 （現） り直線 的 に外へ 開 いて ，最 大 径上 位 に I

めが 行 なわ れ ，内面 に は粘 土紐 巻 き上 砂 粒 ・雲 母
C 19．2 （復） 至 る。 げ痕 が 明瞭 に残 り，叩 き後 ， ロク ロ使 灰黄 褐色

用 によ る横 ナ デを施 してい る。

第19B号住居跡（第42・現図）

本跡はB2C7を中心に確認され，第18◎19A号住居跡と重複し，これら2軒の住居跡よりも

古い。規模は重複している関係上不明であり，主軸方向はN－660－Wである。壁高は30cmほど

で，やや外傾して立ちあがり，壁下には幅12cm◎深さ5cmほどの壁溝が周回していたものと思

われる。床は全体に平坦で，やや硬く踏み固められ，第19B号住居跡より10cmほど浅い。ピッ

トは2個確認され，いずれも浅いものである。

l M

第掴図　第19B号住居跡竃実測図

遺物解説表（第43図）

竃は東壁に付設され，長さ122cm◎抽幅

94cm◎焚口部幅58cmを測り，抽部は山

砂で構築されている。焼成部は壁を97cm

の幅で，67cmほど掘り込み，内部から支

脚（第43図－15）が出土している。

番 号 器　 種 法 蟄 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色 調 備　　　 考

15

支　　　 脚 A 5．4 5 上 面に 凹み を 有 し， 円筒 状 を呈 して い 側 面 は へ ラ削 りが施 されて い る。 普　 通
土　 師　 器 B 1 8．5

C　 8．0
る。 砂粒 e雲 母

にぷ い橙 色

第20号住居跡（第45図）

本跡はB2e6を中心に確認され，第21号住居跡の北東側を切って構築され，第19A号住居跡

の南0・7mに位置している0規模は長軸2・67me短軸（2・6）mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸

方向はN－520－Wである。壁高は55～58cmを測り，やや深く垂直に立ちあがり，床は全体に平
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第45図　第20◎21号住居跡実測図

餞診　　　　　　　　＆』
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壇で，硬く踏み固められている。ピットは確認されず，南東壁下に直径1．08m◎深さ10cmを測

る円形状の土壌が本跡を切って構築されている。

竃は北東壁中央部に付設されていたが，保存状態が悪く，抽部などを確認することはできな

かった。

覆土は大きく3層に分けられ，全体にローム粒子◎ロームブロックを含む暗褐色◎褐色の土が

レンズ状に自然堆積している。

遺物は竃前部より墨書土器の盤形土器（第46図－1）◎球形土器（第46図－2。4）などが出土して

いる。

遺物解説表（第46図）

番 号 器　 種 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎土 ・色 調 備　　　 考

ユ

盤 A 13．2 （復） 底 面 はあ げ底 で あ り， 休部 は底 部 よ り 内面 は横 位へ ラ磨 き，外 面 ナデ調 整 が 良　 好 底 部 に「身」とい う
（墨書土 器）

土　 師　 器

B l．7 （現）

C　 5．0 （復）

直線 的に大 き く，外 側へ 開 く。 施 され て い る。 砂 粒 。石 英

に ぷ い橙色 （外 ）
黒 色（内 ）

墨 書。

2

杯 A 13．4 底 面 は平 坦で あ り， 休部 は直 線 的 に外 内 面へ ラ磨 き ，外面 ナ デ整 形 が行 なわ 良　 好
土　 師　 器 B 4．35

C　 6．2

上方 へ開 き， 口綾 部で や や外 反 す る。 れ ，底 部， 休部 下端 は へ ラ削 りが 施 さ

れ て い る。
砂粒 e石 英

にぷ い橙 色 （外 ）
黒色 （内）
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遺物解説表（第46図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土・色 諏 備　　　 考

3

賓 A 底 部 片で ，底 部 には 木葉 痕 が 認め られ ， 外面胴 部 下端 は （左 →右 ）への へ ラ削 り 良　 好
土　 師　 器 B　 3．9（現）

C　 8．1（復 ）

平 坦 であ る。 ま た胴 部は 底 部 よ り直線

的 た外 上 方へ 開 く。

が施 されて い る。 砂 粒 e 石英

橙　 色

i

4

杯 A　ユ3．7 底 部 は中 央部 が やや 凹み ，休 部 は器 厚 内 外面 共 に水挽 き整 形が 施 さ れ， 水挽 普　 通
土　 師　 器 B　 5」

C　 6．3

を 薄 く しなか ら ，直線 的 に外 上方 へ 開

く。

き痕 が 明瞭 に 認め られ る。 砂粒 ・石英

にぷ い 橙色

5

杯 A 15．4 （復 ） 体 部 は器厚 を 薄 く しな が ら直 線 的 に外 内面 へ ラ磨 き， 外面 水挽 き 整形 が施 さ 普　 通
土　 師　 器 B　 4．5（現 ）

C

側へ 開 く。 れて い る。外 面 には ，水 挽 き痕が 明瞭

に認 め られ る。

砂粒 e 石 英

にぷ い橙 色 （外 ）

黒 色 （内 ）

第21号住居跡（第45図）

本跡はB2e6を中心に確認され，第20号住居跡によって北東側が切られている。第23号住居

跡の南東1．1mに位置し，主軸方向はN－630－Wである。規模は長軸3．43m◎短軸3．3mの隅丸

方形の平面形を呈し，壁高は50～56cmで，直線的に外傾して立ちあがる。床はロームで硬く，

全体に平担で，第20号住居跡との差は見られない。ピットは西側から3個確認され，Plは深さ

20cmほどで主柱穴と思われる。

竃は第20号住居跡によって本跡が切られているためか，確認することはできなかった。

覆土は3層に分けられ，ローム粒子◎ロームブロックなどを含む柔らかい暗褐色◎褐色の土が

自然流入の堆積状態を示している。

遺物は土師器◎須恵器を少量出土し，南西の壁下より墨書土器の球形土器（第46図－9）◎中央

部より完形品の球形土器（第46図－8）◎北西のコーナー部と中央部より須恵器の球形土器（第46

図－12。13）などが出土している。

遺物解説表（第46図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成e胎士 e色 諏 備　　　 考

6

杯 A 15．9 （復） 底部 は平 坦 で， 休 部は 底面 よ りゆ るや 底面 か ら体部 下端 にか け て回 転 へ ラ削 普　 通
土　 師　 器 B　 4．4 か に内攣 して外 上方 へ 開 く。 り， 内面 は横 位 のへ ラ磨 きが 施 され て 砂粒 ・石英

C　 7．5 い る。 梶灰 色 （外）

黒 色（窯 ）

7

塀こ A 13．4 （復 ） 底 面 は平 坦で ，休 部 は器 厚 を うす く し 底 面か ら休 部 にか けて 回転 へ ラ削 り， 良　 好
土　 師　 器 B　 4．0 （現 ） なが ら外 上方 へ 開 き， 口綾 部 でや や外 内面 へ ラ磨 きが施 されて い る。 砂粒 ・石英

C　 7．5 反 す る。 にぷ い赤 褐色 （外）

黒 色 （内）

杯 A 1 3．4 底面 は 平坦 で ，体 部 はや や内 攣 ぎみ に 底面 か ら体 部下 端 は回転 へ ラ削 り， 内 良　 好 側 面 に焼成 後 へ ラ
8 土　 師　 器

】

B　 5．1

C　 7．5

外方 へ 開 く。 面へ ラ磨 き が施 され て い る。 砂 粒 ・ス コ リア

明 赤褐 色 （外 ）

黒 色 （内 ）

状 工具 に よって か

かれた「田」の 文字。

9

杯 A 13．5 底面 は 中央 部が やや 凹 むが お おむ ね平 底面 は回 転 へ ラ切 り後， 休部 下端 か ら 良　 好 側面 に 「二 El」とい
（墨書 土 器） B　 4」 壇で あ る。 体部 は 直線 的 に外 側へ開 く。 底 面 にか けて へ ラ削 り， 内面 へ ラ磨 き 砂　 粒 う墨 書。
土　 師　 器 C　 7．0 が行 なわ れて い る。 橙 色（外）

黒色 （内）

1 0

聾 A 胴 部 の破 片 であ る。 粗 いパ ケ状 工具 に よ るナ デ， 内面 に外 良　 好
須　 恵　 器 B 2 6．2 面 叩 き時の ア テ（中心 円 文）か認 め られ 長石 ・砂 粒

C る。 灰 黄褐 色
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遺物解説表（第46図）

番 号 器＝　 ・極 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土 ・色 諏 備　　　 考

鉢 A 2 8．8 口綾 部は 頚部 よ り大 き く横 に広 が り，
l
口 綾部 は横 ナ デ， 胴 部外面 ，縦 方 向の 普　 通

1 1 須　 恵　 器 B　 9．6 口辺 でや や上 方へ ふ くらみ， 口 唇部 で 叩 き。 内面 ， 水挽 き後 ， 叩き のた めの 砂 粒 ・雲 母

C まる ま る。胴 部は 内 下方 へつ ぼ ま る。 ア テを へ ラナ デで 消 して いる。 灰　 色

1 2

杯 A 1 3．7 底 面は 中央 部 がや や凹 み， 体 部 は器厚 底部 は， 回 転 へ ラ切 り後 ， 一方 向か ら 普　 通
須　 恵　 器 B　 3．9 を 同 じに して ，外 上方 へ 直線 的 に開 き のへ ラ削 り，体 郎下 位 は手持 ち へ ラ削 砂粒 ・石英

C　 5．9 口緑 部 でや や外 反 す る。 り， そ の他 は内外 面 共 に水挽 き 整形 で

あ る。

褐 灰色

13

杯 A 14．6 底部 は平 坦 で体 部 は直線 的 に外 上方 へ 底 部 は， 多方 面か らの直線 的 な へ ラ削 普　 通
須　 恵　 器 B　 4．1

C　 7．4

開 く。 り，体 部 下位 は手 持 ちへ ラ削 り， そ の

他 ，内 外面 共 に水 挽 き整形 で あ る。

砂 粒 ・長 石 粒

梶 灰石

第22号住居跡（第47図）

本跡は遺跡の中央部B2d5より確認され，第23号住居跡によって南東部が切られ，第16号住

居跡の南東上9mに位置している。規模は一辺が2．9mを測る隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向

はN－680－Wである。壁高は25－30cmで，ほぼ垂直に立ちあがり，壁下には一部途切れる部分

も有するが，幅10～20cm◎深さ10～15cmの壁溝を有する。床面は全体に平坦で硬く，第23

号住居跡とのレベル差は約15cmほどである。ピットは屋内より深さ25cmを測るピット1個，

屋外より4個確認される。

竃は南東壁の中央部に付設されていたが，第23号住居跡によって半分削られているため規模な

どは不明である。

覆土は大きく2層に区分され，ローム粒子を含む暗褐色の土が自然流入の堆積状態を示している。

遺物の出土童は非常に少なく，覆土中より整形土器（第48図－1）◎球形土器（第48図－2・3）◎

砥石（第48図－5）が出土している。

遺物解説表（第48図）

番 号 器　 極 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 士・色 調 備　　　 考

1

聾 A 2 1．2 （復 ） 口線 部は 頚 部で 「く」の字 状 に外 反 して 目線部 内 外面 共 に桟 ナ デ， 胴部上 位 ， 普　 通
土　 師　 器 B　 4．9 （現 ）

C

立 ち上 が り．口辺 部 で稜 を 有 して 立 ち

上 が る。
指 頭 によ る ナデ が施 され て い る。 砂 粒 ・長 石

栂 灰 色

2

杯 A 13．5 底 部 は平 坦で ，休 部 は直線 的 に外 上 方 休部 内 外面 共 に水挽 き 整形 ，底部 は へ 普　 通
土　 師　 器 B　 2．6

C　 9．0

へ 開 く。 ラ削 りが施 され て い る。 砂粒 e 石英 ・長

石
橙　 色

3

杯 A 13．2（復 ） 体部 は底 部 よ り内 攣ぎ み に外上 方 へ開 外 面 休部 下位 へ ラ削 り，上 位は 水挽 き 良　 好 体部 側 面に 不 明の
（墨書 土 器） B　 4．0 （現） く。 整形 が施 され 内 面へ ラ磨 きが 行 なわ れ 砂粒 ・長 石 文字 が 書か れて い
土　 師　 器 C　 6．1（復） てい る。 明褐色 （外 ）

黒 色 （内 ）

る。

4

高 台 付 杯 A

B　 2．0 （現 ）

C　6．75

底 部 片で 底面 に は「ハ」の 字状 の台 が貼 杯 内面 他方 向 か らの へ ラ磨 き，台 部構 良　 好 杯 体 部下 位 に墨書
（墨 書土 器 ）

土　 師　 器
り付 け られて い る。 ナ デ整 形 が施 され て いる。 砂　 粒

にぷ い 橙色

の一 部 と思わ れ る

痕 践 有 り。

5

砥　　　 石 原石 は 凝灰 石で あ る。 全体 に使 用痕 が 認め られ る。
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第舶図　第22e23号住居跡実測図

第23号住居跡（第47図）

本跡はB2d5より確認され，第22号住居跡の南東部コーナーを切って構築し，第21号住居跡

の南東1mに位置している0規模は長軸2・75m◎短軸2・6mほどの隅丸方形の平面形を呈し，主

軸方向はNN26・50－Eである0壁高は40－45cmを測り，ほぼ垂直に立ちあがり，床は東から西

へやや傾斜するがおおむね平坦で硬い。また南壁下に直径107cmを測る円形状の土壌を有する

が，本跡とは無関係のものである。

本跡には竃は付設されておらず，第11◎13◎15号住居跡と類似し，使途不明の竪穴状遺構で，

住居跡とはとらえにくい。

覆土は大きく3層に区分され，ローム粒子◎炭化粒子などを含む柔らかい暗褐色◎黒褐色◎褐

色の土がレンズ状に堆積している。

遺物は覆土中より球形土器（第48図－6・7）などが出土しているが，出土童は非常に少ない。
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遺物解説表（第48図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 e胎土 e色調 備　　　 考

A 13．2 （復 ） 底部 は平 坦 で あ り，休 部は 器 厚 を薄 く 底 部 はへ ラ削 り，そ の他 内 外面 共 に水 良　 好

6

杯
土　 師　 器 B 3．6 5 しなが ら，外上 方 へ開 き ， 口縁部 で や 挽 き整 形 が施 さ れ， 内 面 には 水挽 き痕 砂粒 ・雲 母

C　 8．0 （復 ） や外 反 す る。 が認 め られ る。 にぷ い橙 色

7

杯 A 底部 は平坦 で ，休 部 はやや 内 攣 ぎみ に 体部 内外 面共 に ，水 挽 き整 形が 施 され ， 普　 通

土　 師　 器 B　 2．5

C　 7．0 （復 ）

外上 方 へ 開 く。 外面 に は水挽 き 痕が 認 め られ る。 砂粒 ・雲 母

にぷ い橙 色

A 底 部 には 「ハ 」の字 状 の台 が貼 り付 け ら 台部 横 ナデ ，内 面 へ ラ磨 き整形 が な さ 普　 通

8

高 台 何 杯

土　 師　 器 B l．6 （現）

C　 7．9

れ て い る。 れて い る。 砂粒 e雲 母

にぷ い橙 色

√4

第22号住居跡

＿エ♂　　t＝二だ現
第23号住居跡

10Cl一

第48図　第22◎23号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡（第49・50図）

本跡はB2C9を中心に確認され，第18号住居跡の東7mに位置している。規模は長軸3・4m◎

短軸3．35mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN－11．50－Eである。壁高は40～42cmで，

やや外傾して立ちあがり，ピットは屋内に1個◎屋外に9個確認され，深さ27～30cmを測る○

床はおおむね平坦で，全体に硬く踏み固められ，特に竃前部が硬い。

竃は北東壁中央部に付設され，長さ120cm◎袖幅112cm◎焚口部幅54cmほどである。抽部

は山砂を主体にした上で構築され，焼成部は壁を120cmの幅で，74cmほど掘り込み，火床は長

軸50cmの不整楕円形で，床を15cmほど掘り窪めている。遺物は球形土器（第51図－7）◎須恵

器の長頸壷形土器（第51図一9）◎鉢形土器（第51図－12）などが出土している○

住居跡内覆土は大きく3層に分けられ，柔らかい暗褐色◎極暗褐色の土がレンズ状に堆積して
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第4章　鹿の子A遺跡

いる。

遺物は北東コーナー壁下よりタ　球形土器

（第51図－11）◎高台付盤形土器（第51図－

6）◎整形土器（第51図－8）などが出土して

いる。

第50囲　第24号住居跡実測図
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第51図　第24号住居跡出土遺物実測図

遺物解説表（第51図）

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 影　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎土 ・色 調 備　　　 考

1

高 台 付 杯 A 19．5 底 部 は平 坦 で高 台が 貼 り付 け られ ． 体 外 面全 体に 水挽 き 整形 ．内 面 へ ラ磨 き 良　 好
土　 師　 器 B　 7．3

C　 8．9

郎 下端が 凹み ．稜を 有 す。 ま た休 部 は

やや 内増 ぎ み に外 上 方へ 開 き ．や や 口

綾部 で外 反す る。

整 形が施 さ れて い る。 砂拉 ・石 英

灰 栂色 （外 ）

黒 色 （内）

2

窺 A 底 部 は平 均で 胴部 は 内噂 ぎ み に外 上方 底 部 及び 休部 下位 へ ラ削 り ．上 位楕 ナ 普　 通
土　 師　 器 8　 9．8 （現 ）

C lO．3

へ 開 く。 デ ．内面 へ ラ磨 き整 形が 施 され て いる。 砂拉 ・石 英

橙 色 （外）

黒 色 （内）

3

杯 A 1 5．7 底 面は 平坦 で あ り，休 部 は直 線 的 に外 底 部へ ラ削 り．休 部水 挽 き 整形 ，内 面 良　 好
土　 師　 器 8 4，2 5

C　 8．8

上 方へ 開 く。 ま た口綾 部 は外 反 す る。 ヘ ラ磨 き整 形 が施 され て い る。 砂 粒 ・長 石

明 赤褐 色 （外 ）

黒 色 （内）

4

杯 A 13．4 底部 は 中央 部が や や上 底状 に な り， 体 底 部か ら休 部下 端 は ヘ ラ削 り ．休 部 水 良　 好
土　 師　 器 B　 4．6 部 はや や 内堵 ぎみ に外上 方へ 開 き ．口 挽 き整 形 ，内面 へ ラ磨 きが 施 され て い 砂 粒・長 石 ・石 英

C　 6．7 綾部 は外 反 す る。 る。 にぷ い 赤栂 色 （州

黒 色（内 ）
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遺物解説表（第51図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成e胎 土 e色 諏 備　　　 考

5

高 台 付 杯 A 15．4 （復 ） 底 部 は 平坦 で ，休部 はやや 内攣 ぎ み に 外 面は 水挽 き整 形 ，内 面 へ ラ磨 きが施 良　 好
（墨 書土 器） B　 5．8 外上 方へ 立 ち上 が り， 口綾 部 で大 きく され ， 内面 に 水挽 き痕 が認 め られ る。 砂粒 ・石英
土　 師　 器 C　 7．4 外反 して 開 く。 また 底部 に は ，高 台が

貼 り付 け られて い る。
にぷ い赤 褐色 細

黒 色 （内）

6

高 台 付 盤 A 1 2．8 （復 ） 休 部 はや や 内攣 ぎみ に外 上方 へ 大 き く 外面 ナ デ整形 ， 内面 多方 向 か らのへ ラ 良　 好
土　 師　 器 B　 3．0

C　 6．0 （復 ）

開 き，底 面 には「ハ 」の字状 の 高 台が 貼

り付 け られ て い る。
磨 き整 形 が施 されて い る。 砂　 粒

にぷ い赤 褐色 （外

黒 色 （内 ）

7

杯 A 14．0 底部 は 平坦 で 中央 部の 器厚 が や や薄 く 底 部は 糸切 り後 ，へ ラ削 り ，体部 か ら 良　 好 内面 に漆 が付 着。
土　 師　 器 B　 4．1

C　 6．6

な る。 休部 は内 攣 ぎみ に外 上 方へ 開 く。 ロ綾部 にか けて 水 挽 き整 形。 内面 は へ

ラ磨 き が施 され て い る。

砂　 粒

橙　 色

8

嚢 A 底部 は平 坦 で ，木葉 痕が 認 め られ る 。 胴部 下位 は へ ラ削 り， 内面 は へ ラナ デ 普　 通 底 部に 木葉 痕有 り。
土　 師　 器 B　 4」 （現 ）

C　 7．3

また 胴部 は底 面 よ りやや 内攣 ぎみ に外

上 方 へ開 く。
整形 が施 され て い る。 砂粒 e 石 英 e 長

石

黒 褐 色

9

長　 頸　 壷 A 底 部 は上底 を 呈 し， 胴部 は底 部 よ り直 底 部 に縄 目痕 を有 し，外 面胴 部 は叩 き 普　 通
須　 恵　 器 B　 6．3 （現）

C 1 4．7

線 的 に外上 方 へ開 く。 後 ，横方 向 の へ ラ削 り ，内面 は胴 部 中

位 指頭 に よ る押文 ， 下位か ら底部 は 桟

ナ デ整 形で あ る。

砂 粒 ・雲母

に ぷ い黄褐 色

ユ0

杯 A 13．9 （復 ）・底 部 は 中央 部が や や上 底状 に な り，体 底部 か ら体 部下 端 にか けて へ ラ削 り ， 普　 通
土　 師　 器 】B　 4．3 部 は直線 的 に外 上方 へ 開 く。 内面 は へ ラ磨 き整形 が行 な われ て い る。 砂粒 ・長石 粒

C　 8．1 内外 面共 に 水挽 き痕 が 認め られ る。 黒褐 色 （外 ）

黒色 （内）

l l

杯 A 14．0 （復 ） 底 面 は平 坦で 休部 は器 厚 を や や薄 くし 底部糸 切 り，休 部下 位 は手持 ち へ ラ削 良　 好
土　 師　 器 B　 4．2 5

C　 7．5 （復 ）

なが ら，外上 方へ 開 き ，口 綾部 で外 反

す る。
り ，内面 へ ラ磨 き整 形 であ る。 砂粒 ・長 石

明赤褐 色 （外）

黒 色 （内 ）

1 2

鉢

須　 恵　 器
A

B　 9．8 （現 ）
C

胴 部の 破 片で あ り，胴 部 は球 形状 を呈

してい る。
内外 面 共 に ，槙 ナデ整 形が 施 されて い

る。

良　 好

砂　 粒

灰　 色

第26号住居跡（第52・54図）

本跡はB2f7を中心に確認され，第27号住居跡によって南東部コーナーが切られ，第21号住

居跡の南東1・5mに位置している0規模は長軸3・22me短軸3・2mの隅丸方形の平面形を呈し，

q守　　　　　　　　　　　　　．耳

8－－－

E

の

壷
N

l

l

l

B’　喀

第52回　第26号住居跡竃実測図
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主軸方向はN－380－Eである。壁高は25

～28cmほどで，ほぼ垂直に立ちあがる。

床は全体に平坦で硬く，ピットは屋内に9

個◎屋外に1個確認され，P2◎P。は深さ

35～46cmを測り，本跡と関係のあるビッ

トと思われる。

竃は北東壁の中央部より西側へ寄った位

置に付設され，長さ84cm◎袖幅75cm◎

焚口部幅40cmほどで，抽部は山砂で構築

されている。焼成部は壁を80cmの幅で，

55cmほど掘り込み，火床は直径28cmの

円形を呈し，遺物は賓形土器（第53図－1）e



球形土器（第53図－3）◎高台付盤形土器（第53図－7）が出土している。

住居跡内覆土は大きく2層に分けられタ　ローム粒子◎ロームブロックなどを含む暗褐色◎褐色

の土が堆積している。

遺物の出土量は非常に少なく，覆土中より蛮形土器（第53図－2）◎球形土器（第53図－6）◎墨

書土器（第53図－5）などが出土している。

遺物解説表（第53図）

番 号 器　 種 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　 考

1

婆 A 1 8．0 （復 ） 口縁部 は 頚部 よ り直 線 的 に外 上 方 へ開 内 外面 共 にナ デ整 形 が施 され て い る。 悪　 い

土　 師　 器 B　 7．3 （現 ）

C

き， 口唇 部で 垂 直 にな る。 胴部 は頚 部

よ り外下 方へ 開 く。

砂 粒 e 石 英

にぷ い赤 褐色

2

婆 A 底 部 は平 坦で あ り，胴部 は 底面 よ りや 外 面は へ ラ削 り ，内面 は構 ナデ 整形 が 悪 い

土　 師　 器 B 9．45 （現 ）

C lO．3 （復 ）

や内 攣ぎ み に外上 方 へ 開 く。 施 され て いる 。 砂粒 e 石英 e 長

石

橙　 色

3

杯 A l O．8 （復 ） 底 部 は平 坦 で， 体部 は底 部 よ り内攣 ぎ …底 部 へ ラ削 り，休 部 外面 は 水挽 き整 私 普　 通

土　 師　 器 B　 3．0

C　 6．2 （復 ）

み に 上方 へ 開 く。 内 面へ ラ磨 き が施 され て い る。 砂　 粒

にぷ い褐 色 （外 ）
黒 色 （内）

底 部か ら休 部下 位 は へ ラ削 り， その 他 良　 好

4

杯 A 1 4．5 （復 ） 体 部 は大 き く外 上方 へ 内攣 ぎみ に 開 く。

i

土　 師　 器 B　 3．5

C　 7．2 （復 ）

i

内外 面共 に水挽 き整 形 が 施 されて いる。 砂　 粒

橙　 色

5

杯 A 1 7．2 （復 ） 休 部 は大 き く内 攣ぎ み に外 上方 へ 開 く。 外 面は 水挽 き 整形 ， 内面 へ ラ磨 き整 形 良　 好 休部 側 面に 「井 上」

（墨 書土 器）

土　 師　 器

B 3．2 5 （現 ）

C

が 施 されて い る。 砂　 粒

にぷ い褐 色 （外 ）
黒 色 （内）

とい う墨 書。

6

杯 A 1 2．7 （復 ） 底 部 は平 坦 で ，休部 は 内攣 して 外上 方 外 面水 挽 き整 形 ，内面 は へ ラ磨 き整 形 良　 好

土　 師　 器 B　 3．9

C　 6．6

へ 開 く。 が 施 されて い る。 砂　 粒

にぷ い褐 色 （外 ）
黒 色 （内）

7

高 台 付 盤 A 1 2．8 底 部 は上 底で あ り， 休 部 は 底 部 よ り 内 外面 共 に横 ナデ 整形 で あ る。 良　 好

土　 師　 器 B　 2．0

C　 6．1

直線 的に 開 き， 口縁 部 はや や 水平 にな

る。 また 台部 は 削 り出 しで 作 られて い

る。

砂 粒 。ス コ リア

にぷ い褐 色 （外 ）

黒 色 （内）

8

こ士ご璽芝 A 2 2．2 口縁 部の 破 片で ，頚 部 よ り大 き く外反 内 外 面共 に構 ナ デ整 形が 施 され て いる。 普　 通

碩　 恵　 器 B　 5．3 （現 ）

C

して開 く。 砂粒 ・雲 母

灰　 色

9

蓋 A 宝 珠状 の つ まみ を有 し，肩 部は 水平 に つ まみ 部 は構 ナ デ， 肩部 は へ ラ削 り ， 良　 好

須　 恵　 器 B

C

広 が る。 内面 は横 ナデ整 形 が みな さ れて い る。 砂粒 e 長 石 粒

灰　 色

第27号住居跡（第54図）

本跡はB2g7を中心に確認され，第26号住居跡の南東部を切り，また北東壁の一部が新しい土

壌によって切られ，第21号住居跡の南東4mに位置している。規模は長軸2・75m◎短軸2・65m

の隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN－62．50…Wである。壁高は55cmほどで，直線的に外

傾して立ちあがる。また，北東壁下中央部より深さ35cmを測るピットを1個検出し，主柱穴と

思われる。床は平坦で，硬く踏み固められ，第26号住居跡との差は34cmほどである。竃は北東

部が土壌によって切られているため，付設されていたかは不明であり，深さ◎規模から考えて，
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『≡頃　等二二
第53図　第26号住居跡出土遺物実測図

ノ

第掴図　第26◎27号住居跡実測図

監』
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第11◎13◎15e23号と同類の竪穴状遺構と思われる。

覆土はレンズ状の自然堆積を示し，ローム粒子◎ロームブロック◎炭化粒子を含む暗褐色◎褐

色の土が堆積している。

－91－



遺物の出土はみられなかった。

第30号住居跡（第30図）

本跡は遺跡の中央部の西側より確認され，第12号住居跡と南西コーナー部で接している。規模

は長軸（3．2）m◎短軸3．2mの隅丸方形を呈すると思われ，主軸方向はN－300－Eである。壁高

は35～38cmで，大きく外傾して立ちあがり，壁下には幅15cm◎深さ10cmほどの壁溝が周回

している。床は全体に平坦で硬く，ピットは屋内に5個有するがいずれも10cm前後で浅く主柱

穴とは考えられない。

竃は北東壁に付設されていたが，保存状態が悪く，柚の一部と焼成部を確認する。抽部は山砂

を主体にした粘土で構築され，焼成部は壁を87cmの幅で，42cmほど掘り込み，火床は床を

7cmほど掘り窪めている。遺物は焼成部より整形土器の破片を少量出土する。

住居跡内覆土は3層に分けられ，ローム粒子◎ロームブロックなどを含む柔らかい暗褐色◎黒

褐色の土が南側から自然流入の状態で堆積している。

遺物の出土量は非常に少なく，床面直上より須恵器の高台付球形土器（第3ユ図－12）を出土した

だけで，その他はいずれも覆土中からのものである。

遺物解説表（第31図）

番 号 器　 種 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎土 ・色 諷 備　　　 考

9

聾 A 底 部 の破 片で ，底 部 は平 坦 で ，胴 部 は 胴 部下 端 は ，横位 の へ ラ削 りが 施 され ，普　 通

土　 師　 器 B 3．2 5 （現 ）

C　 8．5 （復 ）

直線 的に 外上 方へ 立 ち上 が る。 また内 面 はナ デ整 形 で あ る。 砂 粒 e 石英

に ぷ い橙 色

10

杯 A 1 5．5 （復 ） 口綾部 の 破 片で ，体 部 は底部 よ り大 き 外 面 は水挽 き 整形 ， 内面 へ ラ磨 き整形 良　 好

土　 師　 器 B　 3．6 （現 ）

C

く内攣 ぎ み に外上 方 へ立 ち上 が る 。 が施 されて い る 。 砂　 粒

に ぷ い鳩 色（外 ）
黒 色 （内 ）

11

高 台 付 杯 A 底 部 は 0．9 αn の高 台 が「ハ」の字 状 に貼 底部 はへ ラ削 り ，高 台部 構 ナデ整 形 が 普　 通

土　 師　 器 B l．4 （現 ）

C　 7．4 （復 ）

り付 け られ てい る。 施 され て い る。 砂　 粒

に ぷ い褐色

12

高 台 付 杯 A 1 5．3 （復） 底 部 はや や 凸凹で あ り ，体部 は底 部 よ 底 部回 転 へ ラ切 り，休 部 下位 回転 へ ラ 普　 通 全体 に器 形 は歪 ん

須　 恵　 器 B　 4．1 り直線 的 に大 き く外 側へ 開 き ，目線 部 削 り ，その 他 内外 面 共に 水挽 き整 形で 砂　 粒 で い る。

C　 7．5 （復 ） で 稜 を有 して，外 反 す る。底 部 に は ，

「ハ」の字状の高台が貼りつ けられてい る。

あ る。 黄 灰色

第31号住居跡（第55図）

本跡はB2d2を中心に確認され，北東側は新しい土壌によって切られ，第13号住居跡の南西

4mに位置している。規模は長軸3．2m◎短軸2．9mの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN

－270－Eであ＼る。壁高は40cmほどで，やや外傾して立ちあがり，壁下には幅15～20cme深さ

5～7cmの壁溝が周回している。床は南側の一段高い部分は非常に硬く，北側はやや硬い程度で

ある。ピットは屋内より5個◎屋外より4個検出され，屋外のピット3個が主柱穴ではないかと

思われる。竃は北東壁が土壌によって切られているためか，確認することができなかった。
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第55図　第31◎33号住居跡実測図

覆土は一部撹乱を受けている部分を除いて，自然流入の堆積状態を示し，ローム粒子◎ローム

ブロック◎焼土粒子などを含むやや柔らかい暗褐色の土が堆積している。

遺物は住居跡の中央部の一段低い場所より賓形土器（第57図－1）のロ綾部◎球形土器（第57図

－6）◎高台付球形土器（第57図－5）などが出土，覆土中より墨書土器の破片なども出土してい

る。
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遺物解説表（第57図）

番 号 器　 種 法 慶 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎土 ・色 諏 備　　　 考

1

賓 A 2 2．8（復 ） 口縁 部の 破片 で ，ロ縁 部 は頸 部 よ り大 内外 面共 に 構 ナデ 整形 を 施 してい る。 良　 好 内面 に スス付 着 。

土　 師　 器 B　 6．6 （現）

C

き く外反 して開 き ，口辺 部で 稜 を有 し

て立 ち上 が る。

砂 粒 e 石英

に ぷ い橙 色

2

杯 A 1 7．7 （復 ） 体部 は底 部 よ り器 厚 をや や 薄 く しな が 外 面 は構 ナデ ，内 面 はへ ラ磨 き整 形 が 良　 好

土　 師　 器 B　 4．0 （現 ） ら ，やや 内攣 ぎ み に外上 方へ 開 き ，口 施 され て いる 。ま た外 面 に 水挽 き痕有 砂 粒 ・長石

C 綾部で 外 反 して立 ち上 がる。 り。 にぷ い橙色 （外）

黒 色 （内 ）

3

杯

（墨書 土 器）

土　 師　 器

A

B

C

2 つ と も棒 形土 器の 体部 破片 で ，側 面

に は文字 が 書かれ て い る。

4

ま不 A 底 部 は平 坦で あ り ，体 部は器 厚 をや や 底部 ～ 体部 下 位に か けて へ ラ削 り， そ 悪　 い

土　 師　 器 B 3．25 （現 ） 薄 く しな が ら，外 上方 へ 内攣 ぎ み に立 の 他水 挽 き整 形。 内面 へ ラ磨 き整 形 が 砂 粒 ・長 石

C　 6．7 （復 ） ち上が る。 施 され て いる 。 灰 褐色

5

高 台 何 杯 A 底 部 は平 坦 で，体 部 は底 部 よ り連続 的 底部 か ら体 部下 位 へ ラ削 り，体部 水挽 普　 通

土　 師　 器 B　 4．9 （現 ） に内 攣 して ，外上 方 へ開 く。 底 面 には き 整形 ， 内面 へ ラ磨 き整形 が 施 されて 砂 粒 e 長石

C　7．35 「ハ 」の 字状 の 高 台が 貼 りつけ られて い

る。

い る。 にぷ い 橙色 （外）

黒 色 （内）

6

杯 A 1 4．5 底部 は平 坦で あ り，体 部 は器 厚 をや や 底部 へ ラ削 り，体 部水 挽 き整 形 ，内 面 悪　 い

土　 師　 器 B　 4．7 薄 く して 外上 方へ 内攣 ぎみ に立 ち上 が へ ラ磨 き整 形が 施 され て い る。ま た 内 砂粒 ・長石

C　 7．3 る。 面 に水挽 き痕 有 り。 にぷ い橙 色 （外）

黒色 （内 ）

7

高 台 付 杯 A 1 7．7 （復 ） 底 部 は平 坦で あ り，体 部 は底 部 よ り達 内外 面 共に 水 挽 き整形 で あ り，高 台部 良　 好

陶　　　 器 B　 4．7 続 的 に外 上方 へ立 ち上 が る。 器厚 は薄 は 槙ナ デ整 形で あ る。 ま た ，ロ縁 部 に 白 色の胎 土

C　 8．0 （復 ） い。 また 底部 に高 台 が貼 り付 け られ て

い る。

はパ ケ 塗 りの 白色 粕が 塗 られ てい る。 灰 黄色

第33号住居跡（第55・56図）

本跡はB2h2を中心に確認され，第34号住居跡の北3．5mに位置している。規模は長軸2・45

m◎短軸2．14mの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－520－－Wである。壁高は18～24cm

ほどで，やや外傾して立ちあがり，西側壁面が一部撹乱を受けている。床はおおむね平坦で，全

瑠　朗
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第56図　第33号住居跡竃実測図

体に踏み固められて非常に硬く，またピッ

トは西側屋外に7個◎屋内に5個確認され

ているが，本跡との関係は不明である。

竃は南東壁の中央部に付設され，長さ

80cm◎抽幅70cm◎焚口部幅43cmほど

で，抽部は褐色の粘土と山砂によって構築

されている。焼成部は壁を65cmの幅で，

45cm掘り込み，火床は直径30cmの円形

状を呈し，床を8cmほど掘り窪めている。

遺物は焼成部より，甑形土器（第57図－8）◎



第4章　鹿の子A遺跡

球形土器（第57図－1巨13～15）を出土している。

住居跡内覆土は自然流入の堆積状態を示し，ローム粒子◎炭化粒子◎焼土粒子などを含む暗褐

色◎褐色の土が堆積している。

遺物は覆土中より土師器◎須恵器の細片を出土し，北西コーナー部ピット内より須恵器の壷形

土器（第57図－10）の胴部片を出土する。

遺物解説表（第57図）

番 号 器　 種 法 塵 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色諏 備　　　 考

8

甑 A 2 7．2 （復 ） 口綾 部か ら胴 部にか け ての 破 片で ，胴 内外 面共 にナデ 整 形が 施 されて い る。 良　 好
土　 師　 器 B　ユ3．0 部 は直線 的 に やや 外上 方へ 開 く。 ま た

I
砂　 粒

C 口唇 部 は平 坦で あ り，胴 部 に は把 手 を にぷ い橙 色
も って い る。

9

鉢 A 3 1．6 （復） 休部 は底 部 よ り外 反 して 開 き ，［］綾部 内外 面共 に輪 積 み痕が み られ ， その 上 悪　 い
土　 師　 器 B ．12．8 （現） で 大 き く外反 して立 ち上 が る。 ま た 日 を雑 な横 ナデ 整形 が な されて い る。 砂 粒 e 石英 ・長

C 廃 部 は平 坦で あ る。 石

灰 褐色

10

二士ご雪空
須　 恵　 器

i 喜 22・5 （現 ）

l

胴 部の 破 片で あ る。 外 面に は弓射 、叩 きが行 われ て い る。 良　 好

砂　 粒

灰　 色

‖

杯 A 14．4 （復 ） 休部 は底 部よ り器厚 を 同 じ く して ， 内 外面 は水 挽 き整 形 ，内 面へ ラ磨 き整 形 普　 通
土　 師　 器 B　 4．4

C

攣 して外 上 方へ 開 く。 が施 され て い る。 砂　 粒

にぷ い褐 色 （外 ）

黒色 （内 ）

杯 A 14．9 底 部 はや や凸 凹 であ り，休部 は器厚 を 底 部 へ ラ削 り，休 部 水挽 き 整形 ，内 面 普　 通
ユ2 土　 師　 器 B　 4．0

C　 6．8

同一 に して やや 内攣 ぎみ に 外上 方 へ開

く。

へ ラ磨 き整 形 が施 されて い る。 砂 粒 e ス コ リア

に ぷ い褐色

13

杯 A 12．7 （復 ） 底 部は や や上底 で あ り ，体 部 は 内攣 ぎ 底部 は糸 切 り，体 部下 位 へ ラ削 り， そ 普　 通
土　 師　 器 B　 3．9 み に外 上方 へ立 ち 上が り ， 口縁部 で や の 他内 外共 に 水挽 き整 形が 施 され て い 砂　 粒

C　 4．5 や外 反 す る。 る。 にぷ い 褐色

14

杯 A 1 2．9 底部 は平 坦 で あ り，休 部は 内攣 ぎ み に 内外 面共 に 水挽 き整 形で あ る。 普　 通
土　 師　 器 B　 3．2

C　 6．2

外上 方へ 開 き ，口線 部 で外 反す る。 砂　 粒

にぷ い赤 褐色

15

杯 A 1 2．6 底 部 は平 坦 であ り， 体部 は 内攣 して外 底 部へ ラ切 り， 体部 水挽 き ，内 面へ ラ 良　 好
土　 師　 器 B　 3．6

C　 7．1

上 方 へ立 ち上 が る。 磨 き整 形が 行 なわ れ てい る 。 砂 粒 ・石 英

にぷ い 橙 色

杯 A

B　 2．5 （現 ）

C　 8．2

底 部 は平坦 で ，体 部は 内攣 ぎ み に外 上 底部 回 転へ ラ切 り，そ の他内 外 面 共 に 普　 通
ユ6 土　 師　 器 方 へ立 ち上 が る。 水挽 き 整形 が施 されて い る。 砂粒 ・石英

にぷ い橙 色

第34号住居跡（第58図）

本跡はB3j2を中心に確認されタ　第35A号住居跡の西5mに位置している。規模は長軸3．24

m◎短軸2．93mほどの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－530－Eである。壁高は20～

24cmほどで，やや外傾して立ちあがり，東側壁下の一部に壁溝が確認されている。床は西側部

が壁より1．4m幅で一段高くなり，東側部との比高差は13cm内外である。いずれの床も平坦で

硬く踏み固められている。ピットは屋内より8個◎屋外より13個確認されているが，主柱穴と忠
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第31号住居跡

⊆∃＝二♂

第33号住居跡

第57図　第31・33号住居跡出土遺物実測図
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第58図　第34号住居跡実測図

腎一一払’

鹿の子A遺跡

盛監塾　　　　　　　　　　　　　∽

われるピットはPl～Pl。と思われる。　　　　　　　　　　』二二「⊥㌍一一一　一…－…一一一一一」

竃は北東壁の中央部に付設されていたが，保存状態が悪く抽部などは確認できなかった。焼成

部は壁を55cmの幅で，84cmほど掘り込んで作られている。遺物は焼成部より蛮形土器（第59

図つ）◎球形土器（第59図－4．7）などが出土している。

住居跡内覆土は大きく3層に分けられ，ローム粒子◎ロームブロック◎焼土粒子などを含むや

や柔らかい黒褐色◎暗褐色◎褐色の土が，自然流入の堆積状態を示している。

遺物は東側部覆土中から球形土器◎高台付球形土器◎瓦片など出土している。

遺物解説表（第59図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 ！焼 成 ◎胎土 e色調

悪 い

備　　　 考

ユ

賓 A 底 部 はお おむ ね平 坦 で胴 部 は底 部 よ り 底 部に は木 葉 痕 が認 め られ　 胴部 中 位
土　 師　 器 B lユ．25（現 ）

C　 7．2 （復 ）

直 線的 に 外上 方へ 開 く。 Iは 縦位 の へ ラ削 り後 ，横位 の へ ラ削 り

整 形が施 され てい る。
砂 粒 ・石英

明赤 褐 色

2

杯 A ユ説 6 （復 ） 口縁 部 の破 片 で，底 部 よ り外上 方 へ立 内外 面共 に 水挽 き 整形 が施 され　 内 面 普　 通
土　 師　 器 B　 3．9 （現 ）

C

ち上 が り ，口唇 部で や や器 厚 を厚 くす

る。

Iには水 挽 き痕 が 認め られ る。 砂　 粒

灰 褐 色 （外 ）

黒 色 （内）

3

高 台 付 杯

土　 師　 器
A

B　 2．6 （現）

C　 8．9

底 部は 平坦 で あ り，体 部 は器 厚 を厚 く

して外 上方 へ 開 く。
内外 面 共 に水挽 き整形 が施 され てい る。 普　 通

砂　 粒

橙　 色

内面 にス ス付着 。

j不 A 1 6．0 （復 ） 口縁 部 の破 片で ，底 部 よ りや や内攣 ぎ 内 外面 共 に 水挽 き 整形が 施 され て い る。普　 通
4 土　 師　 器 B　 2．9 （現 ）

C

み に 大 き く外 上方 へ 開 く。 口綾 部で 器

厚 を 厚 く し外 反 して 立 ち上 が る。
砂　 粒

橙　 色
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遺物解説表（第59図）

番 号 器　 種 法 t （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土 ・色 諷 備　　　 考

5

高 台 付 杯 A 底 部 は平 坦 で休 部は 底 部よ り連 続的 に 外 面 ．高 台共 に構 ナ デ整 形 ，内 面へ ラ 普　 通
土　 師　 器 B　 3．5 （現 ）

C

や や 内攣 して 外上 方 へ立 ち 上が る。 ま

た底 部に は 高台 が貼 り付 け られ て いる。

磨 きが 行 なわ れて い る。 砂 拉 ・石 英

に ぷい 董櫓 色

6

高 台 付 壷 A 底 部は 平坦 で 胴部 は 底部 よ り直線 的 に 底 部は糸 切 り ，外 面胴 部回 転 へ ラ削 り。良　 好 胴 部側 面 の 一一部 に
碩　 虚　 器 B　 5．1 （現 ）

C　 9．0 （復 ）

外 上 方へ立 ち 上が る 。 内面 水挽 き整形 が施 されて い る 。 抄　 柁

黄灰 色

自 然軸 。

7

坪こ A 底部 は 平坦 で ．休部 は 器厚 を 薄 く し内 底 部 は ヘ ラ削 り ．そ の他 内 外面 共 に水 良　 好
土　 師　 器 B 2．35 （現 ）

C　 6．5

攣 して外 上 方へ 立 ち上が る。 挽 き整形 が施 さ れて い る。 砂　 粒

橙　 色

8

器　　　 台 A 受 部 か ら脚 部にか けて の 破 片で あ る。 ナ デ 整形が な され て いる 。 良　 好
（墨書 土器 ） B　 3．6 （飼 ） 受 部 下端 側 面 に「西 」と い う墨 こ吾が認 め 砂　 粒
土　 師　 器 C られ る。 橙 色（外）

黒色 （内）

9

瓦 丸瓦 の破 片で あ る。 凹 面に布 目，凸 面 へ ラ削 り整 形。 二次
焼 成 を受 け て いる 。

∈貢式

了　　二一°≡‾

第59図　第34号住居跡出土遺物実測図
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第4章　鹿の子A遺跡

第35A号住居跡（第60図）

本跡はB2j4を中心に確認され，第35A◎36号住居跡が重複し，本跡は第36号住居跡によっ

て切られている。第34号住居跡の東5mに位置し，規模は長軸3．65m◎短軸（3．55）mほどの隅丸

方形の平面形を呈し，主軸方向はN－38q－Eである。壁高は40cmほどで，やや外傾して立ちあ

がり，南西部壁下には幅10cm◎深さ7cmほどの壁溝が周回している。床は多少起伏が見られる

が硬く，ピットは重複しているため不明の点が多いが，規則制からPl◎P4◎P8◎Pllが主柱穴

ではないかと考えられる。

覆土は3層に分けられ，黒褐色◎極暗褐色の土がレンズ状に堆積していたものと思われる。

遺物は南側よりやや多く出土し，西側床面上より高台付球形土器（第61図－1◎2）の完形品が出

土している。また覆土中より刀子片1点検出される。

遺物解説表（第61図）

番 号 器　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ◎胎土 e色調 備　　　 考

1

高 台 相 棒 A 14．6 底部 は 平坦 で ，休部 は器厚 を薄 く しな 底部か ら休部 下 位 回転 へ ラ削 り， 内面 良　 好

土　 師　 器 B　 5．4 が ら ，外上 方へ 立 ち上 が る 。底部 に は 横位 の へ ラ磨 きが 施 され ，内外 面共 に 砂粒 e石 英

C　 7．8 「ハ」の字 状 の高 台 が貼 り付 け られ て い

る。

水挽 き 痕が 認 め られ る。 にぷ い橙 色 （外 ）

黒色 （内）

2

高 台 付 杯 A 1 4．5 底 部 はや や 平坦 で ，体部 は 底 部よ り連
続 的 に ゆ るやか に 外上方 へ 開 き ，中位

よ り内攣 して上 方へ 立 ち上 が る。 口縁
部 は外反 す る。′ま た底 部に は 高台 が 貼

り付 け られ てい る。

底部か ら休部 下 位 は，回 転 へ ラ削 り， 良　 好

土　 師　 器 B　 5．5

C　 7．1

内面 は横 位 のへ ラ 磨き整 形 が施 され て

い る。

砂粒 e 石 英

黒 褐 色 （外 ）

黒 色 （内）

3

高 台 付 杯 A 底 部 は平 坦で 体 部 は底 部よ り連 続 的 に 内外面 共 に水 挽 き整 形が 施 され てい る。良　 好

土　 師　 器 B　 2．3 （現 ）

C

外上 方 へ立 ち上 が る。 砂 粒 ・ス コ リア

橙 色 （外 ）

黒 色 （内 ）

4

高 台 付 杯 A 底 部 は平 坦で ，底 面 に は「ハ 」の 字状 の 内面 へ ラ磨 き， 高台 部構 ナ デ整 形で あ 良　 好

土　 師　 器 B　 2．5 （現 ）

C　 8．2

高 台 が貼 り付 け られ て いる 。 る。 砂 粒 e 石 英

に ぷ い橙 色 （外 ）
黒 色 （内）

5

高 台 付 杯 A 13．4 （復 ） 体 部 は底 部よ り，連 続的 に 外上方 へ 立 内面 休 部 は横 位 ，底部 斜 位の へ ラ磨 き，良　 好 体部 側 面 に墨書 あ

（墨 書土 器 ）

土　 師　 器

B　 4．3 （現 ）

C

ち 上が る。 外 面横 ナ デ整 形が な され て いる 。 砂　 粒

にぷ い 橙 色 （外）
黒色 （内 ）

り。

6

杯

（墨 書土 器 ）

土　 師　 器

A

B
C

墨 書土 器 の休 部破 片 3 個 で あ り，い ず

れ も休 部側 面 に文 字が 書 か れて い る。

7

瓦 平 瓦の 破 片で あ る。 凹 面に布 目，凸 面 に縄 目 の叩 き。

8

刀　　　 子 茎 郡で あ る。

第35B号住居跡（第60図）

本跡はB2j3を中心に確認され，第35A◎36号住居跡と重複し，第35Aと同様第36号住居

跡によって切られている。規模は長軸（3．7）m◎短軸3．55mを測る隅丸方形の平面形を呈し，主

軸方向はN…39．50－Eである。壁高は第35A号住居跡と同レベルの40cmほどで，やや外傾して
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立ちあがる。床は平坦で硬く，ピットはP2◎P5◎P7◎PlOが確認される。本跡及び第35A号住

居跡からは竃は確認できず，第36号住居跡構築の際破壊されたものと思われる。

遺物は南側壁下より高台付球形土器が出土している。

遺物解説表（第61図）

番 号 器　 種 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎土 ・色 調 備　　　 考

9

高 台 付 杯 A 底 部 は平 坦で あ り，休 部 は連 続 的に 外 内 外面 共 に構 ナ デ整形 で あ る。 普　 通
土　 師　 器 B　 6．4 （現 ）

C　 5．2

上 方へ 内 攣ぎ み に立 ち上 が る。 ま た底

部 に は 3 c m を測 る 高台 が貼 りつ け ら

れ て いる。

砂　 粒

にぷ い 褐色

2　M

第6の図　第35A◎35B◎36号住居跡実測図

第36号住居跡（第60図）

本跡はB2j4を中心に確認され，第35A◎B号住居跡を切って構築している。規模は長
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第4章　鹿の子A遺跡

軸（4・05）m◎短軸2・9mの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－52。－Wである。壁高は約

40cmほどで，やや外傾して立ちあがり，床は平坦で硬い。ビットは6個確認されたが，主柱穴

はP3◎P6eP9と思われる。

竃は南東壁中央部に付設されていたが，耕作などによって完全に破壊されていた。

覆土はレンズ状の自然堆積を示し，ローム粒子eロームブロック⑳炭化粒子などを含む極暗褐

色◎暗褐色のやや柔らかい土が堆積している。

遺物は北西部コーナー，南西壁下中央部よりやや多く出土し，北東コーナー部より完形の球形

土器（第61図－10）◎中央部より完形の墨書球形土器（第61図－13）◎中央部よりやや北東側より

平瓦（第62図－1～10）などが出土している。

遺物解説表（第61図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　　 考

10

杯 A 12．3 底部 は 上 げ底 を呈 し，休 部は 内攣 して 底部 は 回転 へ ラ削 り ，体部 水挽 き　 内 良　 好
土　 師　 器 B　 4．2

C　 6．1
や や外上 方 へ立 ち上 が る。 I面横 位の へ ラ磨 き整 形 が施 され てい る

0
砂粒 ・雲 母

にぷ い橙 色 （外 ）

黒 色 （内）

ユ1

杯 A 1 2．6 （復） 底 部 は平 坦で ，休 部 は 内攣 ぎみ に 外上 底 部回 転 へ ラ切 り， その 他 ，内外 面 共 良　 好
土　 師　 器 B 3．2 5

C　 6．0 （復 ）

方 へ 開 く。 に 水挽 き 整形 が施 され ，外 面 には 水挽
き痕 が 認め られ る。

砂　 粒

橙　 色

12

杯 A 15．0 （復 ） 底部 は平 坦 で ，休 部は 内 攣ぎ み に外 上 底部 か ら休部 下 位 にか けて ，手 持 ちへ 悪　 い
土　 師　 器 B 4．1 5

C　 8．8 （復）
方へ 開 き ，口縁 部 で外 反す る。 ラ削 り，そ の他 内外 面 共に 水挽 き整 形

が施 され て いる。
砂　 粒

にぷ い黄 橙 色

13

杯 A 1 3．3 底 部 は上 げ底 を呈 し，休 部 は内攣 して 底 部 ，休部 下 位は ， 手持 ちへ ラ削 り， 良　 好 体部 側面 に 「中」の
（墨 書土 器） B 3．8 5 外 上方 へ 開 く。 内 面斜 方 向の へ ラ磨 き整 形が 施 されて 砂粒 e ス コ リア 文字 一個 が書 か れ
土　 師　 器 C　 4．8 い る。 にぷ い橙 色 （外）

黒色 （内）

て い る。

14

鉢

須　 恵　 器

A

B　 8．2

C 1 5．2 （復）

底部 は 平坦 で ，胴 部は底 部 よ り直 線 的

に外 上方 へ 開 く。

外面 へ ラ削 り， 内 耐 旨頭 に よ るナ デ整

形が施 され てい る。
普　 通

砂粒 ・雲 母

黒 褐 色

15

高 台 付 杯 A

B　 2．4

底 部 は平 坦で ，体 部 は底 部よ り連 続 的 休 部内 外面 共 に 水挽 き整 形 ，底 部回 転 良　 好 体 部 側面 に 一部 自
須　 恵　 器 に大 き く外上 方へ 開 く。 底部 に は高 台 へ ラ削 り，高 台部 構 ナデ整 形 が施 され 細　 砂 色柚 が塗 られ て い

る。
C　 7．8 （復 ） が 貼 り付 け られて い る。 て いる 。 灰 白色

16

高 台 付 盤 A

B　 2．1 （現）

C

底部 は平 坦 で あ り，休 部は垂 直 ぎ み に 底 部 回転 へ ラ削 り，内 面多方 向 か らの 悪　 い
須　 恵　 器 外側 へ開 く。底 部 には ，高 台が 貼 り付 ナ デ ，高 台部 横 ナデ 整形 が施 されて い 細 砂 e 雲 母

け られて い る。 る。 黒 褐 色

17

鉢 A
B　 4．3 （現）

C 1 5．6 （復）

底 部は や や凸 凹で あ り，胴 部 は底 部 よ 外面 手持 ちへ ラ削 り ，内面 構 ナ デ整形 悪　 い
須　 恵　 器 り直線 的 に外 上方 へ 立ち 上が る。 が施 され て い る。 砂粒 ・長石

黒褐 色

ユ8

壷 A 2 0．0 （復 ） 口綾 部 の破 片で ，頚 部 よ り大 き く外 反 内面構 ナ デ整 形 であ る。 良　 好
碩　 虐　 器 B　 4 ．4 （現 ）

C

して 開 き， 口辺 部は お り返 し口縁で あ

る。
砂 粒 ・長 石

灰 白色

19

士宣E A

B　 9．8 （現）

C

口 縁 部は頚 部 よ りやや 外反 ぎみ に立 ち 外 面， 口綾 部 水挽 き ，胴部 縦 方向 の粗 良　 好
須　 恵　 器 上 が り，胴 部 は頸 部よ り外 上方 へ 大 き い 叩 き目。 内面 ， 口縁 部構 ナ デ ，胴部 砂　 粒

く張 り出す 。 ナ デ整形 が 施 され てい る。 灰　 色
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第4章　鹿の子A遺跡
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第62図　第36号住居跡出土遺物実測図

遺物解説表（第62図）

番 号 器　 檀 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色 鞠 備　　　 考

1

／

1 0

瓦 車瓦 ，丸瓦 の破 片で あ る。 凹面 には 布 臥　 凸 面に は縄眉 の 叩 き

第37号住居跡（第63図）

本跡はBlj8を中心に確認され，第34号住居跡の西14mに位置している。規模は長軸3．06

m・短軸2．86mはどの隅丸方形を呈し，主軸方向はN．350－Eである。壁高は40～45cmほど

で，直線的に外傾して立ちあがり，壁下には幅7～20cm・深さ5～10cmの壁高が周回している。
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第63図　第37◎38号住居跡実測図
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第4章　鹿の子A遺跡

床は多少起伏が見られるがおおむね平坦で硬く，また，ピットは屋内に小ピット2個◎屋外に4

個有し，PleP3～P6は本跡の主柱穴と考えられる。

竃は北東壁中央部に付設され，焼成部は壁を112cm幅で，98cmほど掘り込んで構築してい

る。遺物は焚口部より高台付球形土器（第64図…1。3）などが出土している。

住居跡内覆土は大きく5層に分けられ，ローム粒子◎焼土粒子などを含む暗褐色◎極暗褐色◎

褐色の土がレンズ状に堆積している。

遺物の出土童は非常に少なく，覆土中より球形土器（第64図－2e4）などが出土している。

遺物解説表（第糾図）

番 号 器　 種 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成e胎 土e色 調 億　 、考

ユ

高 台 付 杯 A　2 0．1 底部 平坦 で 休部 は器 厚 をや や 薄 く しな 底 部 回転 へ ラ削 り，休部 水 挽 き整形 ， 普　 通
土　 師　 器 B　 7．0 （現）

C

が ら ，外上 方へ 立 ち上 が り， 口縁 部で

やや 外反 す る。

内面 横斜 位 のへ ラ磨 き が行 われ て い る。 砂粒 ・石 英

にぷ い橙 色 （外 ）
黒色 （内）

杯 A 1 9．2 （復 ） 休 部 は底 部方 向 よ り外上 方へ 開 き 口縁 外 面休 部 水挽 き ，内 面横 位 のへ ラ磨 き 普　 通

2 土　 師　 器 B　 5．8 （現 ）

C

部 で やや 外反 す る。 整 形 が行 われ て い る。 砂 粒 ・長 石

灰 褐色 （外 ）

黒 色（内）

高 台 付 杯 A ユ6．0 （復） 底 部は 平 坦で 休部 は器 厚 を うす くして 外 面水 挽 き整 形 ，内 面構斜 位 方 向の へ 普　 通

3 土　 師　 器 B　 5．0 （現）

C

内攣 ぎ み に外 上方 へ大 き く開 き， 日綾

部で 外 反す る。
ラ磨 きが行 わ れて い る。 砂 粒 ・長石

にぷ い 橙色 （外）

黒色 （内）

4

杯 A ユ4．5 （復） 口綾 部 の破 片 で休 部側 面 に墨 書有 り。 内外 面共 に水挽 き 整形 が施 され外 面 に 普　 通
（墨書 土 器 ）

須　 恵　 器

B　 2．7

C

水挽 き痕 が認 め られ る。 砂　 粒

灰黄 色

第38号住居跡（第63図）

本跡は遺跡の南側CIc9を中心に確認され，第39号住居跡の北1．4mに位置している。規模は

長軸4．2m◎短軸3．96mほどの長方形を呈するが，竃が付設されている北東壁半分に約60cmほ

ど張り出しが見られる。また，主軸方向はN－420－Eである。壁高は50～55cmとやや深く，直

線的に外傾して立ちあがり，床は全体に硬く平坦である。ピットは屋内より8個確認されたが，

P3◎P4を除いていずれも10cm内外と浅く，主柱穴はP3◎P4と考えられる。

竃は北東壁の中央部より南側に寄った位置に付設されていたが，保存状態が非常に悪く，規模

及び抽部等を確認することはできない。

住居跡内覆土は6層に分けられ，ローム粒子◎焼土粒子◎炭化粒子などを含む黒褐色◎暗褐色

の土がレンズ状に自然堆積している。

遺物の出土量は少なく，北東壁下中央部より瓦片（第64図－12）e北西部より須恵器の球形土器

（第64図－8。9）が出土している。
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遺物解説表（第64図）

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土 ・色 璃 ［ 備　 考

5

碧 A 1 9，0 U 綾 部 の破 片 で， 甥 部よ り外 反 して 関 内 外面 共 に構 ナ デ整形 が 施 されて い る。 普　 通
土　 師　 器 B　 4．3 （項 ）

C

き ，口 辺 部は 水 判 こなる。 砂 粒 ・石英

明赤 鳩 色

6

蜜E A 底 部 は 平坦 で．胴 部は底 部 よ り直 線的 外面 の胴 部 は職 位の へ ラ削 り　 内 面ナ 悪　 い
土　 師　 器 B　 3．0 （現）

C l O．0 （復 ）
に 外 上方 へ開 く。 デ整形 が 施 され てい る。 砂 拉 ・石 英

に ぷ い褐 色

‾7

4

第37号住居跡

『5＼、⊥⊥上』』』7

＿J＼＝＝
亨で

II　　　　第38号住居跡

第64図　第37・38号住居跡出土遺物実測図

－106



第4章　鹿の子A遺跡

遺物解説表（第64図）

番 号
器　 種 i 法 畳 （。m ）

器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　　 考

高　　　 杯　 A 高杯 の 脚部 の破 片 で， 脚部 は 柱部 よ り 外面 は 水挽 き整 形 ，内 面は 構 ナデ整 形 良　 好

7 土 師 質 須恵 器 B　 6．7 （現 ） ゆ るや か に外上 方へ 開 き ，端 部は 稜 を が施 され て い る。 細砂 ・長 石
C lO．2 （復） 有 して 水平 に な る。 にぷ い橙 色

杯 A 1 4．6 （復 ） 底部 は 平坦 で休 部 は直線 的 に外 上方 へ 底部 は手 持 ちに よ る一方 か らの へ ラ削 良　 好
8 須　 恵　 器 B　 4．0 開 く。 り， その 他内 外 面共 に 水挽 き整形 が 施 細 砂 ・長 石

C　 9．3 （復 ） されて い る。 灰 白 色

9
杯 A 1 4．2 （復 ） 底 部 は平坦 で ，休 部 は直線 的 に外上 方 底 部回 転 へ ラ切 り後 ，外周 へ ラナデ ， 良　 好

須　 恵　 器 B　 3．9 へ 立 ち上 が る。 そ の他 内 外面共 に水挽 き 整形 が施 され 細 砂 e 雲母
C　 9．4 （復 ） て い る。 灰 白色

10

高 台 何 杯　 A 底 部 は側 面か ら中 央部 に 向 って ，や や 底 面は 回転 へ ラ切 り，高台 部 桟ナ デ， 良　 好
須　 恵　 器　 B　 2．8 （現） 傾斜 し， また底 部 に は「ハ」の 字状 の 高 そ の他 ， 内外共 に 水挽 き整 形 が施 され 細砂 ・雲 母

C　ユ0．0 （復） 台 が貼 り付 け られ てい る。 てい る。 黄灰 色

H
t12

つ 平瓦，丸瓦の破片である。 凹面には布目，10の凸面には縄目の叩き，11はへラ削り。

第39号住居跡（第65図）

本跡はCld9を中心に確認され，第40号住居跡の北西部を切り，第38号住居跡の南1．4mに

位置している。規模は長軸3．6m◎短軸3．45mの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－230

－Eである。壁高は35～40cmを測り，直線的に外傾して立ちあがり，壁下には幅10cm◎深さ

4cmほどの壁溝が周回している。床はほぼ平坦で硬く，ピットは3個確認されたが，いずれも主

柱穴とは考えられない。

竃は北東壁中央部に付設されていたが，耕作などによる撹乱がひどく抽部などは確認できず，

また，焼成部は壁を85cmの幅で55cmほど掘り込んで構築している。

住居跡内覆土は大きく5層に分けられ，ローム粒子◎ロームブロック◎焼土粒子などを含む褐

色◎黒褐色◎暗褐色の土がレンズ状の自然堆積の状態を示している。

遺物解説表（第66図）

番 号 器　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土 ・色 諷 備　　　 考

l

杯 A　H ．6 底 部 はお おむ ね平 坦 で ，休部 は内攣 ぎ 底 部は 回 転へ ラ削 り，そ の他 内外 面共 良　 好 底面 に ［ク／」の へ ラ
須　 恵　 器 B　 2．8

C　 8．0

み に外 方 向へ 開い た 後 ，やや 垂 直 ぎみ

に 立 ち上 が る。

に水挽 き整 形 が施 さ れて い る。 細 砂 ・長石 粒

灰　 色

記号 有 り。

2

高 台 付 杯 A 底 部は 平坦 で ，休 部 は底部 よ りゆ るや 底部 は 回転 へ ラ削 り，そ の他 内外 面共 良　 好
須　 恵　 器 B　 3．6 （現） か に外上 方 へ 開き ，稜 を有 して 直線 的 に水 挽 き整 形 ，高 台部 の底 は 研磨 が行 細砂 e長 石 粒

C　 8．4 にや や外 上方 へ 立 ち上 が る。 底部 に は

「ハ 」の 字状 の高 台が 貼 り付 け られてい る

われ て い る。 灰　 色

3

鉢 A 胴 部 は底 部 よ りやや 内攣 ぎ み に外 上方 外面 は中 位 斜 めの叩 き，下 位 回転 へ ラ 普　 通
須　 恵　 器 B　 5．7 （現）

C 1 4．2 （復 ）

へ 立 ち上 が る。 削 り， 内面 は指 頭 によ るナ デ整 形 が施

され てい る。

細砂 ・長 石 粒

灰 白色

4

高 台 付 杯 A 底 部 は平坦 で休部 は底部 よ りゆる やか 底 部 は回 転 へ ラ削 り， その他 内外 面 共 良　 好 底 面 に「正」の 墨書
（墨 書 土器） B　 4．2 （現 ） に外上 方 へ 開い た後 ，直 線 的 に外上 方 に水挽 き 整形 が 施 されて い る。 細砂 e 長 石粒 有 り。
須　 恵　 器 C　 9．5 へ 立 ち上 が る。 また 底部 に は高 台 が貼

り付 け られて い る。
黄 灰色
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第65図　第39e40号住居跡実測図

遺物の出土は非常に少なく，北西コーナー部より須恵器の鉢形土器（第66図－3）◎東側より須

恵器の墨書高台付球形土器（第66図－4）などが出土している。

第40号住居跡（第65図）

本跡はCld9を中心に確認され，第39号住居跡によって西側を切られ，第38号住居跡の南東

約3mに位置している。規模は長軸（3．7）m◎短軸3．6mの隅丸方形の平面形を呈し言主軸方向は

N－220－Eである。壁高は35cm前後で，第39号住居跡よりやや浅く，外傾して立ちあがる。

また，壁下には幅10cm◎深さ5～7cmほどの壁溝が周回し，床面はロームで硬く平坦である。

竃は本跡と別の住居跡と重複しているためか確認できなかった。

覆土は大きく4層に分けられ，ローム粒子を含む暗褐色。黒褐色◎褐色の土がレンズ状に自然

堆積していたと考えられる。

遺物の出土童は極少量であり，北東コーナー部覆土中より球形土器（第66図－5）が出土して

いる。
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第4章　鹿の子A遺跡

遺物解説表（第66図）

番 号 器　 穣 法 量 （c m ） 器　 影　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色的 備　　　 考

5

杯 A H ．3 （複） 底 部 は 円底状 を 呈 し， 休部は 内 攣 して 内 外面 共 に丁 寧 なへ ラ磨 き整 形が 行わ 良　 好 籾 痕 が休 部側 面に
土師 質 須恵 器 B　 4 ．2

C　 4．6

外 上 方へ 開 き立 ち上 が る。 れ て いる。 細　 砂

灰 黒色
認め られ る。

⊆ヨニ7
1

イ 第39号住居跡

5　　第40号住居跡

第66図　第39・40号住居跡出土遺物実測図
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第2節　ま　と　め

本遺跡より確認された遺構は，竪穴住居跡35軒および竃を付設されない竪穴状遺構5軒であ

る。これらの遺構は標高25～25．2mのはぼ平坦地に立地し，調査区内では帯状に南北へ30mの

幅で延び，特に遺跡の中央部に集中して確認されている。また調査区内から住居跡を観察すると，

大きく3群（北群・中央群・南群）のグループに分けることができる。北群は1A・lB・1C・2・6

～10号住居跡の9軒によって構成されているが，調査区域外へ延びている可能性が強い。中央群

は第3－5・12・14・16－19A・19B・20～22・24・26・30・31号住居跡の17軒によって構

成されているが，場所によって2～3軒の重複の住居跡が確認されているため単位構成は17軒以

下によって構成されていたと考え？れ争0また本群には他の聖異なり，控を付設しない竪穴状

遺構が5軒検出されてお。，座畢嘩讐誓師細係を有していたと感吟0南群は33～
35A・35B・36～40号住居跡の9軒から構成されているが，周辺には未調査の住居跡と思われ

る遺構が6軒はど確認されており，南群も中央群と同様に10数軒によって単位構成がなされてい

たと考えられる。またいずれの群からも重複した住居跡が確認されており，重複の原因は明らか

ではないが，考えられることは建て替えか，他集団の移動によってなされたものと思われる。し

かし重複した住居跡内からの出土遺物からは時期差は捉えることはできない。

また本遺跡より検出された住居跡の平面形は，隅丸方形および隅丸長方形を呈し，割合はほぼ

半々である。規模は3m前後を測る住居跡が全体の66％を占め，比較的小形の住居跡をもつ集団

が居住していたと考えられる。・！最小の規模を有する住居跡は長軸2．45m・短軸2．14mを測る第

33号住居臥最大の住居跡は長軸4．86m・短軸4・56mを測る第6号住居跡であるJl住居跡の深

さは大半が40～50cmを測り，主柱穴は全体に不明瞭な点が多く，確認された住居跡は全体の

66％である。また第31・33・34号住居跡はいずれも屋外に主柱穴を有する住居跡である。主軸

方向を分類すると2つに分類することができる。1類は20軒でN－150～400－Eの方向を向き，

竃を北東壁中央部に付設し，2類は14軒でN－500～700－Wの方向を向き，大半は竃を南東壁に

付設しているが，一部東壁，北西壁に付設している住居跡もある。

出土遺物は大部分の住居跡から土師器および須恵器を共伴して出土し，遺物は主に球形土器が

多く一部内黒の土器もある。また瓦の破片は10軒の住居跡から出土し，特に第36号住居跡から

は平瓦および丸瓦などを10点はど出土。その他鉄製品は4軒の住居跡から刀子および完形の鎌を

出土する。特に本遺跡で注目すべき出土遺物は土師器，須恵器の休部側面および底部に書かれて

いる墨書土器である。墨書土器は本遺跡で検出された住居跡の33％，すなわち15軒から18個の

土器が出土し，主に器形は土師器の球形土器が多く，その他は高台付球形土器・盤形土器・器台
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第4章　鹿の子A遺跡

竪穴住居跡主軸方向 竪穴状遺構主軸方向

形土器であり，須恵器は土師器に比較して出土量は少なく，主に高台付球形土器に書かれている。

墨書されていた場所は主に体部側面であるが，物によっては底部に書かれているものもある。ま

た書かれていた文字は「太」・「身」・「二貞」・「井上」・「考」・「中」・「正」イ三」であり，その他

の土器の文字は解読不明である。なお，本遺跡の北方300～400mに位置する鹿の子C遺跡より

多量の墨書土器が出土しているので，鹿の子C遺跡との関係および常陸国の歴史解明に役立つも

のと思われ，今後の検討課題にしたい。

また本遺跡より竃を付設しない竪穴状遺構が5軒検出され，いずれも遺跡の中央部周辺に位置

している0竪穴状遺構の平面形は第13号を除いて一辺が2．7～2．9mの隅丸方形を呈し，深さは

55－82cmとまちまちである。また第11・15号竪穴状遺構は，規模・深さとも多少の違いはあ

るもののはぼ同一で，しかも各コーナー部と，各壁の中央部にピットを総計9個有して構築され

ている0出土遺物は第13・15・23号竪穴状遺構より土師器・須恵器の破片を少量出土し，その

他の遺物は出土しなかった。したがって本遺構が何の役割をもって構築されたのか判断はし得な

い0機能として考えられることは住居跡の近くに構築され，しかも住居跡より深く，ピットを各

コーナー部と壁下に掘っていることなどから，倉庫的な役割をもつ建物か，或は作業場的役割を

もった遺構と考えられる。なお，同類の竪穴状遺構は茨城県内において，桜村の下広岡遺跡

（注1）・竜ヶ崎市の廻り地A遺跡（注2）・本報告書掲載の砂川遺跡からは類似した竪穴状遺構が検

出され，特に砂川遺跡の第3号竪穴状遺構からは床面上に白色粘土が多量に広がっていた。

以上のような調査結果から，鹿の子A遺跡は歴史時代（国分期）約10世紀ごろに比定される時期

に人々の生活が営まれたものと思われる。

以上鹿の子A遺跡の調査結果を述べてきたが，今後鹿の子C遺跡および周辺遺跡，常陸国分寺

との関係など総合的に考えて歴史解明を行うと同時に，今後の検討課題としたい。

注1財団法人　茨城県教育財団「常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書2」昭和56年3月

注2　財団法人　茨城県教育財団「竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書7」昭和57年3月
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第5章　砂　川

第且節　遺構　と遺物

遠

検出された遺構は竪穴住居跡43軒e土壌261基e埋設土器16基e井戸1基e溝2条であり，

そのうち竪穴住居跡19軒。土壌261基◎埋設土器16基は縄文時代中期末から後期初頭にかけ

ての遺構である。これらの遺構は標高33．5～34mの台地上に立地し，直径約38mの円形状内に

分布している。

本遺跡における遺構内覆土土層，及び縄文土器分類に当たっては次のような基準のもとに行った。

土層解説

1 lH u e7・5 Y R l・7／ 1 黒 色　　 回 H u e lO Y R 4／ 6 褐 色
a ロー ム 粒 子

i 2 i 〝　 2／ 1 黒 色 24 〝　　 5／ 4　 に ぷ い 褐 色 b ロー ム 粒 子 ， ロー ム ブ ロ ッ ク

巨 ！ 〝　 2／ 2 黒 褐 色
25 〝　　 5／ 6　 黄 褐 色 C ロ ー ム粒 子 ， ロー ム ブ ロ ッ ク， 焼 土 粒 子

1 4 〝　　 3／ 2　 黒 褐 色 26 〝　　　 6／4　 に ぷ い 黄 橙 色 d ロ ー ム粒 子 ，焼 土 粒 子 ， 炭 火 材

5 〝　　 3／ 1 黒 褐 色 2 7 〝　　 2／2　 黒 褐 色
e ロ ー ム粒 子 ，焼 土 ブ ロ ック

6 〝　　 3／ 3　暗 褐 色 28 〝　　 3／ 3　 暗 褐 色 f ロ ー ム粒 子 ， 砂 粒

7 〝　　 3／ 4　 暗 褐 色 29 2．5 Y R み／／4　 時 赤 褐 色 g 砂 粒 ， ロ ー ム ブ ロ ッ ク

8 〝　　 2／ 3　 極 暗 褐 色 30 〝　　 5／／3　 に ぷ い赤 褐 色 h 砂 軋　 ロ ー ム粒 子 ，焼 土 粒 子 ，炭 化 材

9 〝　　 む／6　 褐 色 31 〝　　 6／ 3　 に ぷ い橙 色 1 砂 粒 ， ロー ム 粒 子 ， 焼 土 粒 子

10 〝　　 4／′4　 褐 色 32 〝　　 4／ 8　赤 褐 色 j 焼 土 ブ ロ ック ，炭 化 材

11 〝　　 4／ 3　 褐 色 33 5 Y R む／1 黒 褐 色 k 焼 土 ブ ロ ック

12 〝　　　 5／ 6　 褐 色 34 〝　　 2／2　 黒 褐 色 1 粘 土 ブ ロ ック

13 〝　　 4／ 2　 灰 褐 色 3 5 〝　　 2／ 3　 極 暗赤 褐 色
m 山 砂

14 H u e lO Y R l．7／ 1 黒 色 36 〝　　 3／ 2　 暗 赤 褐 色

※　 土 層 番 号 等 の な い もの は 撹 乱 で あ る 。

15 〝　　　 2／ 1 黒 色 37 〝　　 3／ 3　 時 赤 褐 色

16 〝　　 2／ 2　 黒 褐 色 38 〝　　 3／ 4　 暗 赤 褐 色

17 〝　　 3／／2　 黒 褐 色 39 〝　　 4／ 3　 に ぷ い赤 福 色

18 〝　　 2／ 3　 黒 褐 色 40 〝　　 4／ 4　 に ぷ い 赤 褐 色

19 〝　　 3／ 3　 暗 褐 色 4 1 〝　　 2／4　 極 暗 赤 褐 色

20 〝　　 3／ 4　 暗 褐 色 42 〝　　 3／6　 暗 赤 褐 色

21 〝　　 4／ 3　 に ぷ い 黄 褐 色 43 ”　　 む／6　 赤 褐 色

2 2 〝　　 4／4　 褐 色 44 〝　　 5／ 8　 明 赤 褐 色

縄文土器分類

1群　加曽利EⅣ式土器

a　微隆起線による区画文様を有する　　　　b　沈線による区画文様を有する

C　縄文の文様を有する　　　　　　　　　d　縄文と櫛歯状の沈線を有する

e　櫛歯状文の文様を有する

2群　称名寺式土器

a　微隆起線による区画文様を有する　　　　b　沈線による区画文様を有する
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第5章　砂川遺跡

1．縄文時代

拗　竪穴住居跡

第13号住居跡（第2図）

本跡はB2d6◎B2e6を中心に確認され，北側で第57，北東側で第46号土壌と重複し，いず

れも本跡より新しい遺構であり，第11号住居跡の西2mに位置している。規模は長径6．12mゆ

短径5．28mの楕円形の平面形を呈し，主軸方向はN－100－Wである。壁高は30～33cmほど

で，直線的に外傾して立ちあがり，床は暗褐色のロームで全体に平坦であり，中央部および炉跡

付近は非常に硬い床面である。炉跡はほぼ中央部に位置し，長径80cm◎短径75cmの楕円形を

呈し，床を約18cmほど掘り込んだ地床炉である。内部には暗赤褐色の焼土が充満していた。ピッ

トは27個検出され，長方形に配されたPlからP4が主柱穴と考えられる。深さは74cmから84

cmと非常に深い。その他のピットは18cmから40cmと深さはまちまちである。

覆土は大きく3層に分けられ，ローム粒子や砂粒を含み黒褐色e暗褐色のそれぞれしまった土

が自然堆積の状態で堆積している。

出土遺物

遺物は中央部覆土上層から下層にかけて縄文土器片を多量出土し，P2西側より埋賓（第3図－

ユ）が押し潰された状態で出土している。

縄文土器（第3　e4図）

1群a（第3図－2～17）　微隆線による区画文様を有するもの。

2～5◎7◎9は微隆線によって曲線的な区画文様を作り，2◎3◎9は口縁部の破片で，3

は口辺部は器厚を厚くしながら外反して開く。

1群b（第3図－18～20，第4図－1～3）沈線による区画文様を有するもの。

18◎19は口綾部の破片で，19は特に口辺部が大きく内攣する。第3図－20，第4図－1～

3，1は胴部片で，3は曲線的な区画がなされている。

1群C（第4図－4～22・24）縄文の文様を有するもの。

4◎5は目線部の破片で，4は内攣し，5は直線的に外上方へ立ちあがる。その他の土器はい

ずれも胴部片で，縦。桟◎斜位の縄文が配されている。

1群d（第4図－23）縄文と櫛歯状の文様を有するもの。

23は胴下部の破片と思われ，縄文の下に縦位の沈線が配されている。

石器（第143図－2）

2は敲石で，自然石の中央部に敲痕が認められる。石質は砂岩である。

第14号住居跡（第5図）

本跡は遺跡の中央部B2j8を中心に確認され，第10＠11号土壌に中央南側が切られ，第20

－115－
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第5章　砂川遺跡

号住居跡の西7・2mに位置している。規模は長径4．28m嗜短径3．88mのほぼ円形状の平面形を

呈し，主軸方向はN…70－Eである。壁高は10～15cmと非常に浅く，やや外傾して立ちあがり，

床はロームでさほど硬いものではなく，多少起伏は見られるが全体に平坦である。また壁直下に

は30～80cmの間隔をもって壁柱穴が認められ，深さはいずれも20～29cm前後を測る。ピッ

トは5個検出されPl～P4が主柱穴と考えられ，深さは29～49cmほどである。炉跡は中央部

よりやや北側寄りから確認され，長径65cm e短径45cmの楕円形を呈し，床を約20cmほど掘

り下げた地床炉である。内部には暗赤褐色の焼土が充満している。
ら

餞窃

第5図　第14号住居跡実測図

出土遺物

∈

ぐ嶋

の

の

l
l

！

噌宅

遺物の出土量は，浅い住居跡のためか非常に少なく，第11号土壌の西側より少量の縄文土器

片，南東コーナー部より石器類などがまとまって出土する。

縄文土器（第6図）

1群a（1～6）　微隆起線による区画文様を有するもの。

1～3は口縁部の破片で，いずれも微隆起線による曲線的な文様を作り，3は器厚を同じくし，

内傾して立ちあがる。

1群b（8・9）　沈線による区画文様を有するもの。

8。9は胴部片で，8は楕円形状，9は懸垂文の文様が措かれている。

1群C（11～28）　縄文の文様を有するもの。

－119－



∩
＝
＝
＝
〟
ほ

娩
那

叫
h
‥
㌧
、

号
．

日
日
日
航

㍉
軋

r

h

H

一

融
喝

瑞

．・甘．．

〝
端

腋
．
＋
蛸
捏
唸

〝
叫
。

∩
＝
月
日
巧
。

招
〃
相

磯
月
日
〓
叫
“

ヽ

l

／

ゝ
甘
粗
相
汀

津
浦
瑚

十
鋸
・
‥
ゝ

n
H
U
右

杓
〃
兢

〃
塩

月
〃
妬

巧
ヽ
－
．
a
Y
・
〃
・

蝕
楢
招

′

1

1

1

・

ぎ

ー

′

I

′

．

ュ

7

・

ふ

1

1

1

1

1

1

7

ト

l
瑠
擁
誹
蟻

月
日
砿

月
日
塩

L
P

妻」』1。
月
〃
『

し、上∃

LId。
－120－

第6図　第14号住居跡出土土器拓影図



第5章　砂川遺跡

11～26は胴部中位の破片であり，縦e斜・横位の縄文が配されている。27。28は胴部下位

の破片と思われる。

2群b（29）沈線による細い区画文様を有するもの。

29は目線部の破片で，口辺部でやや器厚を厚くしてやや内攣する。沈線内には多方向からの

RLの縄文が配されている。

石器類（第140・第141図）

磨製石斧（第140図－1e2）

1。2共に両面に丁寧な研磨を行い，刃部には使用痕が認められる。石質は1が砂岩，2が角

閃岩である。

掻器（第141図－6）

6は両面に丁寧な剥離調整を行い，先端部にスクレイパーエッジが施されている。石質は碧玉

チャートである。

石鍍（第141図－8）

8は両面に丁寧な剥離調整を行い，側線は小鋸歯状を呈している。石質は鴫覇である。

剥片（第141図－2～5）

2。3は剥片として取り扱ったが石核ではないかと考えられる○また，いずれの剥片も石質は

璃覇である。

第15号住居跡（第7図）

本跡は遺跡の中央部B2g8より確認され，南東部を第53号土壌によって切られ，第16号住居

跡の西1m，第14号住居跡の北7mに位置している0規模は長径4．62me短径4．18mほどでほ

ぼ円形状の平面形を呈し，主軸方向はN－320－Wである0壁高は20～25cmほどで，直線的に

やや外傾して立ちあがる0床はロームで褐色を呈し，炉周辺がやや硬く踏み固められており，全

体に平坦である。ピットは小ピットを含め15個確認され，Pl～P3が主柱穴と考えられ，深さ

は62～70cmを測る。本跡は第25号住居跡と同様に3本の柱を基本にして構築された住居跡と

思われる。その他の小ピットは10～20cmの深さで補柱穴として使用されたものと思われる。炉

跡は中央部のやや東側に確認され，長径75cmを測る楕円形を呈し，床を13cmほど掘り込んだ

地床炉である。内部には暗褐色の焼土が充満していた。

覆土は大きく3層に分けられ，ローム粒子e砂粒e焼土粒子を含む黒褐色・暗褐色の硬い覆土

であり自然堆積の状態を示している。

出土遺物

遺物は中央部覆土中より縄文土器片をやや多く出土する。

縄文土器（第8図）
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第7図　第15号住居跡実測図

1群a（1～13）微隆起線による区画文様を有するもの。

1は南東コーナー部より出土した胴上半分の破片であり，口辺部は器厚を同じくして内攣して

開く。文様は口辺都全体にLRの縄文を全体に施した後，微隆起線による半月文と円文を1個体

にして，全周に4単位の区画文を構成し，区画外を磨消している。外面の一部に煤が付着している。

2～6は目線部の破片で，2～4e6は器厚をやや厚くしてやや外傾する。13はやや内攣して

立ち上がり，微隆起を施した後，強いなぞりを行う。

1群b（14～16）　沈線による区画文様を有するもの。

14は目線部の破片で，大きく内攣して開き，横位の太い沈線の上下には刺突文が配されている。

15e16は胴部下位の破片である。

1群C（17～30）　縄文の文様を有するもの。

いずれも胴部の破片である。

第16号住居跡（第9図）

本跡は遺跡の中央部B2goより確認され，第101号土壌によって北東部が切られ，第15号住居

一122一
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跡の東1mに位置している。規模は長径5．34m・短径4．5mほどで，楕円形状の平面形を呈し，

主軸方向はNr70－Wである。壁高は8～12cmほどで，やや外傾して立ちあがり，床はローム

で，全体に柔らかく平坦である。ピットは小ピットを含め19個確認され，Pl～P7が主柱穴と

考えられ，深さは36～64cmを測る。炉跡は中央部より確認され，粘板岩の石によって長軸56

cm・短軸42cmの長方形に組まれており，内部には焼土の層はなく，覆土中に焼土粒子・炭化

粒子を含む黒色・黒褐色の土が堆積している。また，組まれた石の内側は焼けておらず，使用し

た可能性は非常にうすい。

出土遺物

遺物は西側及び炉周辺から縄文土器片を少量出土する。

縄文土器（第11図一1～14）

第9図　第16号住居跡実測図
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第5章　砂川遺跡

1群a（2～7）　微隆起線による区画文様

を有するもの。

2・3は口縁部の破片で，2は器厚をやや

一一一〟　　　厚くしながら内攣ぎみに外傾して開き，微隆

起線が胴部へ延びている。4～7は胴部の破

片である。

1群b（8）沈線による区画文様を有する

もの。

8は胴部の破片で，沈線内にRLの縄文が

配されている。

1群C（9～13）縄文の文様を有するもの。

1は把手であり，側面全体にやや粗雑な縄

思　文が配されている。9～13は胴部の破片で
ある。14は炉跡内から出土した小形鉢の底

第10図　第16号住居跡炉跡実測図　　　　　部である。

第17号住居跡（第12図）

本跡はB2foを中心に確認され，内部は第82～85号土壌によって切られ，第19・20号住居

跡の西0・2mに位置している。規模は長軸3．52m・短軸3．4mの隅丸万形状の平面形を呈し，主

軸方向はN－580－Wである。壁高は16cmほどで，やや外傾して立ちあがり，床はロームで柔

らかく平坦である。炉跡は確認することはできず，住居跡とは断定することはできない。

出土遺物

遺物は縄文土器片を第83号土壌の南東部より少量出土する。

縄文土器（第11図－15～28）

1群a（15～17）　微隆起線による区画文様を有するもの。

15～16は口縁部の破片であり，15は波状口縁を宝し，突起部には孔を有する。17は□綾部

に近い破片で，側面に舌状の横位突起が貼り付けられている。

1群C（18～25）　縄文の文様を有するもの。

18～25はいずれも胴部の破片である。27・28は底部の破片である。

第18号住居跡（第13図）

本跡はB2doより確認され，第100号土壌によって南西部コーナーを切られ，第21号住居跡

と北西部で重複し，第22号住居跡の南東3．1mに位置している。規模は長軸5．88m・短軸5．68

mはどの隅丸方形状の平面形を呈し，主軸方向はNT40－Wである。壁高は20～38cmを測り，

－125　－
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酎2図第17号住居跡実測図　　　　　　　　』二二二望ここ』

直線的に外傾して立ちあがる。南壁から南東コーナー部にかけて，幅20～30cm，深さ10cmほ

どの壁溝が周回している。床は暗褐色の小さな起伏のある硬い床で，全体に平坦である。ピット

は5個確認されているが，主柱穴はPl～P4と考えられる。規模は長径45～60cmの楕円形を呈

し，深さは83～110cmほどである。炉跡はピットの対角線上の交点よりやや南側に存在し，規

模は長軸70cm・短軸60cmの長方形の平面形を呈し，側面は凝灰岩で整然と組まれた石組炉で

ある。内部側面は焼けただれ，各コーナー部には土器片が埋設され，くずれを防止している。ま

た，炉の東側には灰の掃き出し部と思われる深さ25cmほどの浅い皿状の掘り込みがみられる。

覆土は北東部が第21号住居跡によって切られているが，本跡の切られていない東側の土層を見

ると，上層がローム粒子や砂粒を含む黒色中層から下層にかけては砂粒e炭化粒子e炭化材を

含む暗褐色の土がレンズ状に自然堆積している。

出土遺物

本跡からの遺物量は縄文土器片をやや多く，その他石鍍1点を出土している。

縄文土器（第15・16図）

1は炉より東側1mより桟になって出土した器台である。無文で全体に5個の孔を有している。

1群a（第15図－2～16）微隆起線による区画文様を有するもの。

2～7は微隆起線によって曲線的な区画文様を有し，2～4は口綾部の破片で，2◎3は微隆

起線によって渦巻文を作っている。4は微隆起線の両側がへラ磨きされ凹線状となっている。8

～12つ5◎16は平行的な微隆起線によって区画文様を作り，8～10弓5。16は口綾部の破片

－127－
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第5章　砂川遺跡
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第14図　第18号住居跡炉跡実測図

で，8・10は波状口縁を呈する。8は微隆起線による「n」文が描かれている。

1群b（第15図－17～20，第16図－1）沈線による区画文様を有するもの。

17は波状□縁を呈する口縁部の破片で，横位沈線と懸垂文の変化した楕円形の磨消縄文帯を

作る018～20，第16図－1は胴部の破片で，18は楕円形状，19は曲線的，20・第16図－1

は懸垂文による磨消縄文帯を作る。

1群C（第16図－5～8）縄文の文様を有するもの。

1群e（2～4）　櫛歯状文を有するもの。

2～4は口縁部の破片である。2・3は口辺部で内攣して開き，4は直線的に外傾して開く。
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第15図　第18号住居跡出土土器拓影図（1）
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第5章　砂川追跡

2群b（10～12）　沈線による区画文様を有するもの。

11は胴部，10・12はくびれ部の破片である。いずれも沈線によって区画文様を作り，12は

渦巻状を呈する。

石鍍（第141図－10）

10は炉内覆土中から出土した石銀で，熱を帯びてぼろぼろであり，剥離などは不明である。石

質は長石である。
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第16図　第18号住居跡出土土器拓影図（2）

第19号住居跡（第18図）

本跡はB3g2を中心に確認され，第22号住居跡によって北側が切られている。第17号住居

跡の南東1・5m，第23号住居跡の北西1mに位置している。規模は長軸（4．5）m・短軸4．38mの

隅丸方形状の平面形を呈し，主軸方向はN－3q－Wである0壁高は14～16cmほどで，外傾して

立ち上がり，床は暗褐色で全体に柔らかく，平坦である0ピットは6個と考えられるが，第22号

住居跡と重複しているため，不明の点が多い。主柱穴はPl～P4と思われる。炉跡は中央部より

やや西側より確認され，直径55cmほどの円形を呈し，床を5cmほど掘り込んだ地床炉である。

内部には焼土はさほどみられず，長い期間使用した可能性は少ない。
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覆土は砂粒・ローム粒子・焼土粒子を含む黒色・黒褐色のややしまった土である。

出土遺物

本跡からの遺物は縄文土器を少量出土し，炉跡南側より一個体の土器片が一括出土している0

縄文土器（第17図）

1群a（1～10）　微隆起線による区画文様を有するもの。

1・2は底部を欠損する土器で，口辺部文様と胴部文様を区別するために，くびれ部に，磨消

による無文帯を作る。胴部には4単位の渦巻文を構成している。2は波状口縁を呈する土器で，

文様はくびれ部上位を三日月状の区画文様を微隆起線によって作り，微隆帯問を磨消している。

胴部中位より下は縄文原体RLによる施文がなされている。外面は磨耗がはげしく，煤が付着し

∩
鱒F

し10CM」

第17図　第19号住居跡出土土器拓影図
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第5章　砂川遺跡

ている。

1群C（11）　縄文の文様を有するもの。

11の胴部の破片である。

1群e（12～14）　櫛歯状文を有するもの。

12～14はいずれも胴部の破片で，縦位の櫛歯状の文様を有する。

第22号住居跡（第18図）

本跡は遺跡の中央部B3f2より確認され，第97～99号土壌によって切られ，また，第19号

住居跡を切って構築されている。第17号住居跡の東0．2m，第18号住居跡の南東3mに位置し，

主軸方向はN－30－Wである。規模は長軸（5．4）m・短軸5．0mほどの，隅丸長方形の平面形を呈

し，壁高は14～16cmを測り，外傾して立ちあがる。床は炉跡周辺が硬く踏み固められ，壁側は全

体に柔らかく，平坦である。ピットは12個確認され，P5～P16が本跡の柱穴と思われる。深さ

は35～58cmを測り，炉を中心に円形状に掘られている。炉は中央部よりやや北側部に存在し，第

18号住居跡と同類の炉で，規模は長軸85cme短軸75cmの長方形を呈し，東西の側面には凝

灰石の石が組まれた石組炉である。覆土中には焼土の堆積はみられず，焼土粒子や炭化粒子を含

む土層である。

覆土はローム粒子や砂粒を含む黒色。黒褐色の土が堆積している。

出土遺物

出土遺物は縄文土器片を少量出土する。

縄文土器（第20図）

1群a（1～10）微隆起線による区画文様を有するもの。

1～4は口綾部の破片で，1・2はやや外傾して立ちあがる。3ほ波状日録を呈する。その他

は胴部の破片と思われ，5e6は曲線的な微隆起線を有する。

1群C（11～22）　縄文の文様を有するもの。

11～22はいずれも胴部の破片である。

1群b（28）　沈線による区画文様を有するもの。

28は胴部の破片で，沈線による懸垂文がみられる。

2群b（23～27）　沈線による区画文様を有するもの。

23～25は口緑部の破片で，やや内攣ぎみに外傾して開き，横位・斜位の沈線が配されている。

26e27は胴部の破片で，曲線的な文様を有する。

29。30は深鉢形土器の底部片である。

第23号住居跡（第22図）

本跡は遺跡の中央部やや西側B3h2より確認され，第24号住居跡と南側で重複し，第19号
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第5章　砂川遺跡
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第19図　第22号住居跡炉跡実測図

住居跡の南0．8mに位置している。規模は長軸4．4m・短軸（4．3）mほどの隅丸方形状の平面形

を呈し，主軸方向はN－350－Wである。壁高は8～11cmと浅く，外傾して立ちあがり，床は

全体にはぼ平坦であり，炉跡周辺はパカバカに硬く，壁近くはやや柔らかい。ピットは壁に沿っ

て20個検出され，主柱穴はn7～Pl。・臨～P2。と思われ，深さは25～42cmを測る。炉跡は

中央部よりやや北側より確認され，長径85cm・短径70cm・深さ16cmほどの地床炉である。

また，覆土中には焼土ブロック・焼土粒子が多く含まれている。

住居跡内覆土は2層に分けられ，ローム粒子や砂粒を含む黒褐色・褐色のしまった土が堆積し

ている。本跡は他の住居跡と比較して浅いため，覆土は一部撹乱を受けている。

出土遺物

本跡からの出土遺物は炉跡周辺及び，北側壁下より縄文土器・土製品を少量出土する。

縄文土器（第23図一1～7）

1群C（1・3～7）　縄文の文様を有するもの。

1は胴部上位の破片で，くびれ部より外反して開いた後，口辺部で内攣ぎみに立ちあがる。文

様は縄文原体RLの施文が全体になされている。3～7は胴部の破片である。

－135－



．
　
．

∩
日
月
リ

Ⅷ
〟
佑
∩
＝
日
日

・
了
丸
い
㍉
㍉
′
甘
．
．
．
．

買
射
∴
等

ヽ－、▼1・7．

28

㍉
∵
．
十

度
威
喝
、
ら

∩
〃
情
繊・

さ
！
．
へ
つ
．

、

‥∴二子∴十∴
怨霊こ芯脚嬰・二

．磯野

・－‾こ　t・－∴．㍉

イ笥

し、1

＼－、聖巧・｛か広ヰサ

∴・∴
、．

－
．
芽
㌧
．J

t：定ここふ・・・

轡申
’呵こ、瑞

T・‾‾‘‾叫．1．・．し叩、’l
ヽ，1、

t1．ご半．．．＿一．、

怒恵、

∩
＝
値
口
。
〟
佑

第20図　第22号住居跡出土土器拓影図
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第5章　砂川遺跡

土製品有孔円板（第144図－1・2）

2個出土し，1は炉跡上層の覆土中より出

土し，沈線の文様を有する土器片を円形状に

加工し，中心部には直径7mmの孔を有して

いる。

第24号住居跡（第22図）

本跡はB3i3を中心に確認され言北側で第

23号住居跡，南側で第25号住居跡と重複し

ている。第20号住居跡の東0．3mに位置し

一一一品’　ている。規模は長径（5．1）m。短径4．11m

第21図　第23号住居跡炉跡実測図

PlO～P13　e P15～　P18が主柱穴と考えられ，

ほどの楕円形状の平面形を呈し，主軸方向は

N－400－Wである。壁高15cmほどで，重

複している住居跡よりやや浅く，壁は外反し

て立ちあがる。床はほぼ平坦で，炉跡周辺は

硬く，壁ぎわはやや柔らかくなる。ピットは

9個確認され，炉跡を囲むようにしている

深さは25～53cmを測る。炉跡は中央部に

存在し，長軸53cm e短軸48cmの長方形に砂岩の石で組まれ，深さは15cmを測る。覆土中に

はローム粒子e焼土粒子e炭化材を含む土が堆積していた。また，炉の東側には灰の掃き出し部

と思われる落ち込みが認められた。

住居跡内覆土は∴部撹乱がみられるが，大きく3層に分けられ，ローム粒子e焼土粒子。炭化

材等を含む黒褐色。暗褐色e褐色の土が堆積している。全体に覆土はしまっている。

出土遺物

本跡からの出土遺物は炉跡の東側より縄文土器。石器などを出土する。

縄文土器（第23図－8～20）

8。15は無文の目線部で，8は直線的に外傾した後，口辺部で内傾して開き，側面には横位

の浅い窪みがみられる。　　　　　　　　　4

1群a（9つ0）　微隆起線による区画文様を有するもの。

いずれも口縁部の破片で，無文と縄文の境を微隆起線によって区画する。10は無文部下位に

横位の円形刺突文がみられる。

1群b（11～14）　沈線による区画文様を有するもの。

11は波状口縁を呈する把手部の破片で，沈線によって横位及び，懸垂文の変形した楕円形の
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第22図　第23・24・25号住居跡実測図
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第23図　第23・24号住居跡出土土器拓影図
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A一・一33．2m

一・一A，

磨消縄文帯を作る。12～14は胴部の破片で，

曲線的な沈線によって区画される。

1群C（16～19）　縄文の文様を有するも

の。

いずれも胴部の破片である。

1群e（20）　櫛歯状文を有するもの。

一・一〟　胴部の破片である。

臣’－∴…＝≒二＝・‡

hj王）C望」∃

第24図　第24号住居跡炉跡実測図

石器（第142図－9）

両面に打撃による使用痕が認められ，石質

は砂岩である。

第25号住居跡（第22図）

本跡はB3j3を中心に確認され，北側を第

24号住居跡の南西壁下部で第107号土壌に

よって切られ，第30号住居跡の南東1．5mに

位置している。規模は長径5．0m・短径4．36mの円形状の平面形を呈し，主軸方向はN－160－

Eである。壁高は33cmほどで，やや外傾して立ちあがり，壁下には幅20～25cm・深さ15～

ニ

A一一一

A一・一33．2m

一一一〟

第25図　第25号住居跡炉跡実測図

ー140－

18cmほどの壁溝が周回し

ている。床はロームで，全

体に硬いものであるが，特

に炉周辺は硬い。ピットは

10個確認され，三角形に

配置されているPl～P3が

主柱穴と考えられる。規模

は直径45～53cmの円形状

を呈し，深さは77～87cm

を測る。また，P5～PlOは

壁面より斜位に掘り込まれ

ており副柱穴ではないかと

思われる。炉跡は中央部よ

りやや北側に存在し，長径

88cmの楕円形を呈し，床

を20cm掘り込んで作られ



第5章　砂川遺跡

第26図　第25号住居跡出土土器拓影図
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た地床炉である。覆土には焼土粒子が含まれ，底面には焼土ブロックが広がっている。

住居跡内覆土は全体にしまりを帯び，ローム粒子◎砂粒◎焼土粒子等を含む黒色e黒褐色。褐

色の土が堆積している。

出土遺物

遺物は覆土上層から下層にかけて縄文土器片を多量出土し，その他，石器2点を出土する。

縄文土器（第26図）

1群a（3～16）微隆起線による区画文様を有するもの。

3～5は微隆起線による曲線的な区画文様を有する。3◎4は口綾部の破片で，3は無文帯下

に微隆起線によって渦巻文が作られ，微隆帯問を磨消している。4砂5は微隆起線と縄文の境に

強いなぞりが行われている。6～9はいずれも目線部の破片で，6は波状口縁を呈する把手部，

7～8は無文帯下に微隆起線による「n」文が作られている。10～12は無文帯と縄文との境を

微隆起線によって区画する。13は口辺部に磨消によって無文帯部を作る。14～16は胴部の破

片で，14は横位，15e16は平行的微隆起線による区画文様を有する。

1群C（l）縄文の文様を有するもの。

1は胴下位部の大形破片である。

19e20は深鉢形土器の底部片である。

石器（第141図－7・1上　第142図－2）

Hは両面に入念な剥離調整がなされ，底辺の中央部が窪む石銀である。石質は鴫瑞である。

7はエンドスクレイパーと思われる石器で，先端部両側面にスクレイパーエッジが施され，石質

は璃覇である。2は自然石の窪みを利用して使用された石皿である。石質は砂岩である。

土製品（第145図－4）

土器の破片を利用し，側面を丁寧に磨った土製円板で，片側には縄文の施文がみられる。

第30号住居跡（第28図）

本跡は遺跡の南側B3j4を中心に確認され，内部を第150e151号土壌によって切られ，第25

号住居跡の南東1．5m，第28号住居跡の西0．1mに位置している。規模は長径5．71m。短径4．8

mほどの楕円形状の平面形を呈し，主軸方向はN－530－Wである。壁高は10～25cmほどで，

外傾して立ちあがり，床面は暗褐色のロームで，全体に硬く平坦である。炉は中央部よりやや北

西側に位置し，口縁部と胴部下位を欠損する深鉢形土器（第29図－1）を埋設して作られている。

内部には暗赤褐色の焼土が充満しており，土器埋設は直径85cmの円形状に床を25cmほど掘り

込んで埋設し，内部を7cmほど埋めもどして使用し，土器内部側面は二次焼成をおびている。

ピットは12個確認され，主柱穴は炉跡を囲むようにして掘られているPl～P5と思われる。深

さは94～110cmを有する。
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覆土は大きく3層に分けられ，

砂粒やローム粒子などを含む硬い

一・一〟覆土で，黒色・黒褐色・暗褐色の

一・一A7

、、、、’く：．、、・・：・－、｛‥l：・‥・．：・：・・：・∵・．・′・・．’‥：：・′・

rjPC巴「」

第27図　第30号住居跡炉跡実測図

土が自然堆積している。

出土遺物

本跡からの出土遺物は中央部を

中心に縄文土器を多量に，及び石

器・土製品を出土する。

縄文土器（第29・30図）

1群a（第29図－1～12，第30

図－1～4）微隆起線による区画

文様を有するもの。

第29図－1～3は微隆起線によ

る曲線的な区画文を有し，1は埋

設炉に使用された土器で，くびれ

部全周を磨消し，口縁部文様は微

隆起線による渦巻状の文様が8個，また胴部には微隆起線による方形状の区画が作られ，内面に

はLRの縄文の施文がなされている。2は東壁下より出土した土器で，微隆起線による円文が作

られている。3は口縁部の破片で，器厚を同じくして内攣して立ちあがり円文状の文様が微隆起

によって作られる。11～12は口縁部の破片で，口辺部に無文帯を作り，その下に縄文の施文が

なされ，境を微隆起線によって区画している。また12には横位状の突起が貼り付けられてい

る。

1群b（第四図－13・14，第30図－6）　沈線による区画文様を有するもの。

13・14は口縁部の破片で，13は大きく内攣し，14はやや内攣して立ちあがり，口辺部に横

位の沈線と口縁部には曲線的な平行沈線区画がなされ，内部が磨消されている。6は楕円形状の

懸垂文が施されている。

1群C（第30図－7～10）　縄文の文様を有するもの。

いずれも胴部下位の破片であり，10は横位の縄文が施されている。

11～15は底部の破片で，11は胴部下位までは縄文の文様が施され，底部付近は無文である。

石器（第140図－3，第142図－10）

3は基部を欠損する磨製石斧である。石質は硬質砂岩で両面共に丁寧に磨られている。10は敲

石で，半分欠損した自然石のため中央部に敲痕，側面に磨痕が認められる。
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b

第31図　第33号住居跡実測図
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土製器（第145図－6）

6は土製円板である。縄文の施文を有し、側面は磨られている。

第33号住居跡（第31図）

本跡は遺跡の東側B4b3を中心に確認され，西側を第1号溝によって切られ，また住居跡内

北側部では第16号土壌によって切られている。本跡は第35・36号住居跡の南4mに位置し，規

模は長径4．7m e短径3．65mの円形状の平面形を呈し，主軸方向はN－28．50－Wである。壁高

は30～33cmほどで，やや外反して立ちあがり，床は平坦で，炉跡周辺は非常に硬いが，壁側は

A一一一33．2m

全体に柔らかい。炉跡は中央部よりや

や西側より検出され，長径92cm◎短

径78cmの楕円形を呈し，床を20cm

一一一鹿野　ほど掘り込んで作られた地床炉である。

覆土下層部には暗褐色の焼土が5cm

一一一A，

第32図　第33号住居跡炉跡実測図

ほど堆積している。ピットは本跡の北

側部より4個確認されたが，Pl～P。

までは主柱穴と考えられ，深さは27～

53cmを測る。

住居跡内覆土は全体に非常に硬いも

ので，砂粒eローム粒子◎炭化粒子な

どを含む黒褐色の暗褐色の土が堆積し

ている。特に下層部には炭化材◎焼土

粒子が多量に含まれている。

出土遺物

本跡からの出土遺物は中央部から西

側にかけて多く縄文土器◎石器。土製品などが出土する。

縄文土器（第33・34図）

1群a（第33図－3・4・6～9，第34図つ～8）微隆起線による区画文様を有するもの。

第33図3e4◎6は炉西側床面上より出土し，3e4は大形の口綾部の破片で，3は大きく

内攣，4はやや内攣して立ちあがり，口辺部には無文帯を有し，その下に微隆起線による平行状

曲線文の「n」文が措かれ，第34図－1も同類の文様を有する土器と思われる。7～9は目線

部の破片で，7は波状日録を呈し，微隆起線による渦巻文が措かれ，8e9は曲線的な文様を有

する。第34図－2～4ほ胴部の破片で，微隆起線による平行的な縦位の区画がなされている。

1群b（第33図－1・2，第34図－8～12）
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第5章　砂川遺跡

第33図　第33号住居跡出土土器拓影図（1）
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第5章　砂川遺跡

巨2共に波状日録を呈する大形の目線部の破片で，1は無文晋の目線部をめぐる隆線がつま

みあげられた小突起を有し，2にも同様な小突起がみられる○　巨2共に沈線による平行状曲線

文の「n」文が目線部に措かれている010～12は胴部の破片で，ユ0は2本の沈線による楕円

形状の懸垂文，1巨12は沈線による懸垂文が括かれている。

石器（第140図－4。5，第142図つ2，第143図－「3。5）

本跡から2個の磨製石斧（485）が出土し，4ほ刃部に使用痕が認められ，石質は安山岩であ

る0　5は刃部を欠損した石斧で，石質は粘板岩である。敲石3個（第142図一12，第143図日目3。

5）出土し，いずれも自然石を利用し，中央部に使用痕が認められる。

士製品（第145図－9）

縄文土器を利用して作られた土製円板である○側面はγ寧に磨られている。

第36号住居跡（第35図）

本跡は遺跡の東側A4j2を中心に確認され，第161号土壌及び第1号溝によって南東部と西側

を切られ，また言ヒ側で第41号住居跡と重複している。本跡は第35号住居跡の西2mに位置し，

規模は長軸4・8m◎短軸（4誹5）mの隅丸方形状の平面形を呈し，主軸方向はN－60。－Eである。

壁高は14cmほどで，外傾して立ち上がり，床は全体にロームで柔らかく，一部炉跡周辺に硬い

場所が認められる0炉跡は本跡の中央部に存在し，規模は長径70cmの短径60cmの楕円形を呈

し9床を20cmほど掘り込んで作られた地床炉である。覆土には焼土の層は見られず，覆土中に

焼土粒子少量含む程度で，長い期間使用された炉とは考えられない○またピットは7個確認され，

主柱穴は炉跡を囲みPl～P。と考えられ，深さは53～92cmを測る。

出土遺物

本跡からの出土遺物は炉跡の東側より縄文土器片を少量出土する。

縄文土器（第36図）

1群a（2～6）微隆起線による区画文様を有するもの。

2～4は微隆起線による曲線的な区画がなされ，2e3は口綾部の破片である。5e6は微隆

起線によって無文青と縄文を区画している。

i群b（7～14）沈線による区画文様を有するもの。

7～10は口綾部の破片で，いずれも日録をめぐる1条の沈線と懸垂文の変形した楕円形状の

区画文が措かれている0また7には横位の沈線問に感状小突起が貼り付けられている。11～14

は胴部の破片で，1巨12は楕円形状の懸垂文，H e13◎14は懸垂文が引かれている。

1群C（l e15～19）　縄文の文様を有するもの。

1はP2西側床面上より出土した土器で，口綾部は胴部より外反した後，口辺部で内攣して立

ちあがる。文様は全体にLRの縄文が施文されている。
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第37図　第40号住居跡実測図

A一・一33．2m

211

第40号住居跡（第37図）

本跡は遺跡の東側A3h9を中心に確認され，第39

号住居跡の北西1．8mに位置している。規模は長径

4．35m・短径3．96mの楕円形の平面形を呈し，主

”A’　軸方向はN－140－Wである。壁高は18～22cmは

一一一A，

甘
第38図　第40号住居跡炉跡実測図

どで，大きく外反して立ちあがり，床は全体に平坦

で硬く，特に炉跡周辺はパカバカに踏み固められて

いる。炉跡は中央部よりやや北西部に位置し，深鉢

形土器の口縁部（第39図－1）を18cmほど埋設し，

南東部外面には砂岩の大きな石が支えとして埋めら

れている。覆土下層部には焼土ブロックが含まれ，

土器内面も焼けている。掘り方は長径75cmの楕円

形状に掘り，土器より6～10cmほど大きく斜めに

掘り込んでいる。ピットは10個確認され，Pl～P4

が主柱穴と考えられ，深さは31～55cmを測る。

住居跡内覆土は全体にローム粒子や砂粒を含む黒

一154－
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色・黒褐色の土が堆積している。

出土遺物

本跡からの出土遺物は中央部より少量の縄文土器・土製品を出土する0

縄文土器（第39図）

1群a（1～12）微隆起線による区画文様を有するもの。

1は本跡の炉跡に使用された土器で，口縁部文様は微隆起線による「H」文が全体に4単位作

られ，微隆起線内を磨消している。2～5は内攣する口縁部の破片で，3は微隆起線によって「n」

文が描かれ，4～5は微隆起線によって無文帯と縄文を区画している。7～12は胴部の破片で，

8は微隆起線によって横位の楕円形，9・10は曲線的な区画がなされている0

1群b（14）　沈線による区画文様を有するもの。

14は胴部下位の破片で，懸垂文が措かれている。

1群C（15～17）　縄文の文様を有するもの。

18は底部の破片である。

土製品（第145図－11・12）

11・12は土製円板で，11は半分が欠損し，縄文の施文がなされている。

第41号住居跡（第35図）

本跡は遺跡の東側A4ilを中心に確認され，第1号溝によって西側を切られ，また，第36号住居

跡と南側で重複している。第40号住居跡の南東7．5mに位置している。規模は長径4・15m・短径

（4．1）mの円形状の平面形を呈し，主軸方向はN－610－Eである。壁高は15cmはどの深さを

有し，直線的に外傾して立ちあがる。床はロームで，平坦であり，炉跡周辺は硬い床であるが，

A一・一33．2m
＿．＿A’

A一一一33．2m

恩．」
第40図　第41号住居跡炉跡および埋設土器実測図
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全体的にやや柔らかいものである。炉跡は中央部よりやや北側に位置し，規模は長軸50cm・短

軸45cmの隅丸長方形を呈し，深さは17cmを測る。また，東壁には砂岩の平たい石が置かれ，

覆土下層部には暗赤褐色の焼土が充満している。西側壁より25cm内部に埋設土器が出土し，床

を5cmはど掘り込んで深鉢形土器（第41区ト1）の口綾部が埋設されている。主柱穴はP7～P。の

3個が確認され，深さは31～51cmを測る。

住居跡内覆土は住居跡が浅く，また撹乱がはげしいため，観察は不可能であった。

出土遺物

本跡からの出土遺物は縄文土器，及び土製品を

出土する。

縄文土器（第41図）

I l群a（1）微隆起線による区画文様を有する
勢

！10CM！もの0

第41図　第41号住居跡出土土器実測図　1は西側より出土した埋設土器の□縁部で，微

隆起線による「n」文が4単位作られ，微隆帯問を磨消し，縄文との境になぞりによる整形がな

されている。縄文原体はRLである。

土製品（第145図一13）

13は炉跡内覆土より出土した土製円板である。

第42号住居跡（第43図）

本跡は遺跡の東端A4e2を中心に確認され，第2号溝によって中央部が南北に切られ，第44

Å一一一33．2m

一一一A，

l軋
第42図　第42号住居跡炉跡実測図

号住居跡の東1mに位置している。規模は長

径4．15m・短径3．95mの円形状の平面形を

呈し，主軸方向はN－77．50－Eである。壁

高は10～18cmほどで，やや外傾して立ちあ

がり，床はロームで，全体に柔らかく平坦で

ある。炉跡は中央部に存在し，規模は長径4，5

cmの不整円形状を呈し，床を10cmはど掘

り込んだ地床炉である。また西側には花崗岩

の石が埋められ，焼けてポロポロになってい

た。ピットは9個確認され，主柱穴は炉を囲

むように掘られているP．～P6と考えられ，

深さは49～63mlを測る。

住居跡内覆土は第2号溝によって中央部が切られているが，おおむね自然堆積の状態が示され
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ローム粒子や砂粒等を含む黒褐色◎暗褐色の土が堆積している。

も

A　－・1　33・2m

庭

本跡からの出土遺物は縄文土器，及び石器を少量出土する。

縄文土器（第44図）

1群a（1～4）微隆起線による区画文様を有するもの。

1～3は口綾部の破片で，2e3ほ微隆起線の側面をなぞりによって窪ませている。4は胴部

の破片で，微隆起線による平行状曲線文が措かれている。

1群b（5◎6）沈線による区画文様を有するもの。

5◎6は胴部の破片で，沈線による区画文様が措かれている。

1群C（7～9）縄文の文様を有するもの。

7～9は胴部の破片である。

10◎Hは底部の破片である。

石器（第142図－3，第143図－4）
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第5章　砂川追跡

3は石皿の破片で，中央部が3mmはどなだらかに窪んでいる。石質は砂岩である。4は敲石

で，中央部と側面に敲痕が認められる。石質は砂岩である。

紺肇
一

、

　

　

1

－

′

、

－

′

　

4

差．、、㌧

h
L
．
．
ヽ
・
▼
‥

ノシ㌫豆∵L額 L
七

避幣一；′
二十一一

5

‖
日
日

‥

∵

‥

．

「

、

・

射．一11

t

 

I

、

こ

1

1

ヽ

l

J

l

・

．

1

・

．

．

・

．

・

－

‥

∵

一
，
．
▼
い
．

I

J

・

一

t

一

、

号

で

〃
〃
〃
仇

ぷ▼．窮輌

♂」［4日
10cl長

第44図　第42号住居跡出土土器拓影図

第43号住居跡（第45図）

本跡はB3doを中心に確認され，第211・212号土境と重複し，第33号住居跡の北東10mに

A一一一33．2m

思
第45図　第43号住居跡炉跡実測図

位置している。本跡は表土除去後の遺構確認

調査中に炉跡のみ検出したもので，浅い住居

跡であったために削平してしまったものと思

われる。周辺のピットの調査を実施したが，

多数の土塀が存在するためにピットの存在を

確認することはできなかった。炉跡は8個の

砂岩をならべて楕円形状に作った石囲い炉で

あり，第24号住居跡の炉と類似している。

石の内側はやや焼けてはいるが，長い期間使

用した炉とは考えられない。また，本跡の下

から第211・212号土境が検出されているため，土塀の方が古い遺構である。

第44号住居跡（第46図）

本跡は遺跡の東側A4elを中心に確認され，第242号土壌と重複し，第42号住居跡の西1m

に位置している。規模は長軸5．25m・短軸4．9mほどの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN

－190－Wである。壁高は12～25cmほどで，外傾して立ちあがり，床はロームで，全体に踏み
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固められた硬い床で，平坦である。特に炉跡周辺は硬く踏み固められた床面である。炉跡は中央

部に在存し，深鉢形土器の口綾部（第亜図つ）を，16cmほど床を掘り込んで埋設して作られて

いる0内部覆土下層には暗赤褐色の焼土が充満し，また，土器の内部及び埋設土器外の覆土も焼

けており，長い期間使用したと考えられる。ピットは7個確認され，Pl～P4が主柱穴と考えら

れ，深さは65～75cmを測る。その他のピットも本跡に関係あるピットと思われる。

1逓£

＼

U

第46図　第44号住居跡実測図
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A一一一33．2m

一一lA，

一一一A，

第47図　第44号住居跡炉跡実測図

て区画している。

第5章　砂川遺跡

出土遺物

本跡からの出土遺物は縄文土器，

及び石器を少量出土する。

縄文土器（第48図）

1群a（2～4）　微隆起線によ

る楕円形状の文様を有し，2e3

ほ口綾部の破片で，微隆起線と縄

文の境になぞりが行われている。

5　e7は微隆起線による区画がな

され，縄文との境になぞりが行わ

れている。11～13は平行状微隆

起線による区画がなされている。

14は，日録部近くの破片で，無文

帯部と縄文の境を微隆起線によっ

1群b（15～18）沈線による区画文様を有するもの。

いずれも胴部の破片である。

1群C（1・20～25）縄文の文様を有するもの。

1は本跡の炉跡として使用されていた深鉢形土器の口綾部で，RLによる施文が全体に施され

ている。21～25は胴部の破片である。

石器（第140図－6，第ユ42図－5）

6は磨製石斧の基部である。石質は硬質砂岩で両面を丁寧に磨いている。5は石皿と凹石を共

有する石器で，石質は流紋岩である。
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第5章　砂川遺跡

縄文時代住居跡一覧表

番号 長軸 方 向 平面形 規　　　 模
（長径×短径）（m

壁　 高
） （c m ）

壁溝 壁柱穴 炉 柱穴 備考

13 N － 100　－W 楕円形 6．12　×　5．28 30～33 無 無 地床炉 有

14 N －　 70　－E 円形 4．28　×　3．88 10′・）15 無 有 地床炉 有

！ユ5 N －　32 0　－W 円形 4．62　×　4．18 20～25 無 無 地床炉
I有

ユ6 N －　 70　－W
！楕円形

5．34　×　4．5 8～12 無 無 石組炉 有

17 N －　580　－W 隅丸方形 3．52　×　3．4
l

16 無 無 無 無

18 N －　 4 0　－W 隅丸方形 5．88　×　5．68 20～38 有 無 石組炉 有
！

†
19 N －　 3 0　－W 隅丸方形 （4．5）×　4．38 14～16　　 無 無 地床炉 有

22 N －　 3 0　－W

l

隅丸昆方形 （5．4）×　5．0
i 14～16

無 無 石組炉 l有

23 N －　350　－W 隅丸方形 4．4　×（4．3） 8～H
I

無 無 地床炉 有

24 N －　40 0　－W 楕円形 （5」）×　4．日 15 無 無 石組炉 有
I　 ！

25 N － 160　－E 円形 5．0　×　4．36 33 有 恕 地床炉 有

30 N －　530　－W 楕円形 5．71 ×　4．8 10へノ25 無 無 埋設炉 有
l】
li

33 N －28．5 0－W 円形
招 × 3．65 1

30～33 無 無 地床炉
有 i ！

36
I

N ‾ 60 0 ‾当 聖 方形 4．8　×（4．65） 14　　　 無 無 地床炉 有

40 N － 140　－W 楕円形
聖 上

18～22 無 無
l

埋設炉 有

41 N －　610　－E 円形 4．15　×（4」） 15 無 無 埋設炉 有

巨 2
N －77．5 0－E 円形 4．15　×　3．95 10～18 無 無 地床炉 l有

！

43 不　　　 明　　　 ！
石囲い炉 不明

44
I
N － 190　－W 隅丸方形 5．25　×　4．9

ユ2～25 i 無 － 無 i
埋設炉 有
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（2）土　壌

本遺跡において検出された土壌は261基にのぼり，遺跡の中央部から東側にかけて集中して検

出され，遺跡調査区域内においては住居跡周辺に密集し，弧状に分布している。しかし，遺跡の

南側（区域外）へ伸びていたことが十分考えられ　環状に広がっているのではないかと患われる。

土壌の分類は下記の様な基準で行い，遺構の解説と共に一覧表で表わした。

土壌分類

土壌一覧表

遺構番 ロ 地　 区 主 軸 方 向 平 面 形
規 模 各　 部　 の　 状　 況 出　 土　 遺　 物 時 期 分 類 備 考

長径 ×短径 壁 高

1
C 2 a 5

C 2 b 5
N －2 0－W 円　　　　 形 15 3　×1 4 0 1 3 3

底面平 坦で壁面 は内傾 して立 ち上が

り袋状 を呈す。

縄文土器多量

1 群 a ・b ・C

2群 b

称 名寺 A c

2 B 3 j S N － 4 6 0－W 楕　 円　 形 1 15 ×　9 8 2 3

底面 は平 坦で，壁面 はやや内攣 して

立 ち上 がる。覆土 は北 か らの 自然 流

入で ある。

B b

3 B 2 g 5 N － 1 0－E 楕　 円　 形 14 5 ×12 1 45

底面は 浅い皿状を呈 し，壁面 は外 傾

して立 ち上がる。

縄 文土器

1群 a ・C 加Ⅳ B b

l

4
B 2 h 5

B 2 h7
N －2 1 0－E 楕　 円　 形 15 0 ×1 0 2 25

底面平坦 で，壁面は直 線的に外上 方

へ開 く。

縄 文土 器

ユ群 a ・b ・C 加 Ⅳ B a

5

B 2 h7

B 2 i6 N －39 0－E 不整 長楕円形 24 1 ×1 10
A－62

2 基の土壌 の重複で，壁 面は大 き く

外反 して立 ち上が る。覆土 は 自然堆

縄 文土器少 量

l 群 a ・b ・C 称名寺 C b

B 2 i7
B－30

積。 2 群 b

6
B 2 h7

B 2 i7
N －8 1 0－E 禾整長楕 円形 20 0 ×　9 2 4 2

底 面に 2 個 のP it を有す る底面は凸

凹 であ る。

縄 文土器 少量

1 群 a ・C

2 群 b

称名寺 C a

7

B 2 h7

B 2 h 8

B 2 i7

N －4 2 0－E ′不 整 楕 円 形 144 ×　9 6 5 0

底面 平坦，壁面 は直線的 に外上方へ

開 く。 覆土南 西側 か らの 自然 堆積。

縄文土器少量

1 群 a ・C 加Ⅳ C a

8 B 2 j 7 N －3 0－ E 楕　 円　 形 113 ×　9 3 3 6

底 面は浅い皿状。 壁面は「U 」字状 に

立 ち上 が る。 レンズ状の 自然 堆積。

縄文土器微量

1 群 C 加Ⅳ B b

9 B 2 j 8 N － 74 0－E 禾 整 楕 円 形 1 94 ×‖6 3 0

底面 は平 坦，壁面 は内傾 して立ち上

が る。 覆土下層 には炭化材 が含まれ

る。

縄 文土器多量

1 群 a ・b ・C 加Ⅳ B a

10
B 2 i8

B 2 ig
N －18 0－W 不 整 楕 円 形 15 9 ×14 1 43

底面は平 坦で壁面 は垂 直に立 ち上が

る。

縄 文土器 ・土製 品

1 群 a ・C 加Ⅳ C a

11 B 2 jg N －1 1 0－W 不 整良楕 円形 18 0 ×　58 20

底面は平 坦で，北側 に小 P it を 有す

る。

縄 文土 器少量

1 群 a e　c ・e 加Ⅳ C b

＃　長径×短径（cm）　壁高（cm）
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第5章　砂川遺跡

遺 構番
尋 地 区

主 軸 方 向 平 面 形
規　　 模 i 各 部 の 状 況

出　 土　 遺　 物 時 期 分 類 備 考長径 ×短 顧 壁 高

12 B 2 i7 N － 6 0－W 不 整 楕 円 形 192　× 10 6 39

底 面は平坦 で 2 個の P itを 有する。

壁面はゆ るやかに外上方へ 立ち上が

る。

縄文土器少 量

1 群 b ・ C

2 群 b

称名寺 C b

13
B 2 i4

B 2 i 5

0N － 58 － W

l

楕　 円　 形 16 3　× 14 0 6 5

底面は平坦 で壁面は内攣 して立ち上

が り袋状を 呈する。

縄 文土器多 量 ・土製品

1 群 a ・b ・ C 加 Ⅳ B c

14
B 2 h 5

B 2 i5

l

0N － 3　－ E 円　　　　 形 1 10　× 10 9

i

7 9

底面 は平坦で壁 面は底面 よりオ→ …ヾ

ハ ング して立 ち上 がり，袋状 を呈す

る。

縄文土 器多量

1群 a ・ C

2 群 b

称 名寺 A c

15
B 2 g 6

B 2 h 6
0N　－ 7　－W

！

円　　　　 形 18 0 × 17 1 6 5

底面 は平坦で南側 に小 P itを有する。

壁面 は西側で大 きくオーバ ーハ ング

して立 ち上が る袋状 を呈する。

縄文土器少 量

1 群 a ・ C 加Ⅳ A c

16
B 2 h7

i B 2 h 8

0N － 1 5　－W 不整長楕 円形 22 6 × 120 35

底面 は北か ら南へやや傾 斜 し3 個の

P itを有 する。壁面 は直 線的 に外反

して立 ち上 がる。

縄文土器少量 e土製品

1 群 a ・ b ・ C ・d 称名寺 C b

17
B 2 j6

B 2 j7
N … 7 4 0－ W 楕　 円　 形 12 1 ×　 9 0 2 8

底面に平坦 で壁面は平線 的に立 ち上

がる。

縄文土器微 量

1 群 C 加 Ⅳ B b

18 B 2 i6 N － 76 0－ E 不 整長楕円形 1 5ユ　×　 7 8 5 6

2 段の底面 を有 し断面形 は「U 」字状

を 呈する。

縄文土器微量

1 群 b 加 Ⅳ C b

［

l
ll
l

19 B 2 g 5 ON － 6 3　－W 不 整　 円　 形 1 79　× 155 1 5

底面 は西側へ傾斜 し，断面形 は「U 」

字状で あ る。

縄 文土器少量 ・土製 品

1群 a ・b ・ C 加Ⅳ C b

l

20 A B 2 h 4 CIN － 5 6　－ E 楕　 円　 形 （15 0）×　杖） 36

縄文土 器少量

1 群 a ・ b ・C 加Ⅳ B b

2 0 B B 2 h 4 N … 6 0 0… E 円　　　　 形 12 0 × 100 64 A c

2 1

！

ヨB 2 h 4 N … 56 0－ E 不 整 楕 円 形 156 × 1 31 71

底 面は平担 で壁面は直線 的にやや外

反 に立ち上 がるが一部底 面よ りオ ー

バ ーハ ングす る部分 もある。

縄文土器 多量 ・土製品

1 群 a ・ b ・C 加Ⅳ C a

2 2

I
l

B 2 h 4 i N － 28 0－ W 不 整 楕 円 形 1 85 × 13 8 5 3

底 面は 2 段掘 り込みで ，平 坦である。

壁 面は直線的 に外反 して立 ち上が る。 C b

2 3
B 2 h5

B 2 i5
N － 4 7 0　－E 楕　 円　 形 8 4 ×　 6 5 20

底面 は中央部 がやや凹み皿状 を呈す。

断 面形は 「U 」字状 を示す。 B b

24 B 2 i 5 N － 8 7 0－ E 不　 整　 円　 形 1 28 × 12 0 38

底面 は浅い皿状 を呈 し，壁面 は外反

して立 ち上が る。

縄 文土器少量

1 群 a ・C 加 Ⅳ C b

25 B 2 i7 N 、－ 2 9 0－W 不 整 楕 円 形 13 1 ×　 9 0 66

底面 は西か ら東へや や傾斜 し，断 面

形は「U 」字 状を示す 。

i

C b

26

B 2 i2
B 2 i 3
B 2 j 2

B 2 j 3

N － 30 0… E 不整長楕 円形 17 5 ×　 59 33

底面は凸 凹であ り壁面 は直線的 に外

反 して立 ち上がる。 C b

27
B 2 i2

B 2 i3
N － 53 0－ E 長　 楕　 円　 形 130 ×　 70 2 3

底 面は凸 凹であ り，壁面 は直線 的に

大 き く外反 して立ち上が る。 C b

2 8 B 2 h 3 N － 60－ E 楕　 円　 形 1 22 × 10 0 3 5

底面 は皿状 を呈 し，断面 形は「U 」字

状 る示す。 B b

29 B 2 g 3 N … 55 0－ W 不 整 楕 円 形 ユ4 0 × 125 4 2

底 面は皿状を呈 し，壁面 は直線的 に

外 上方へ立 ち上 がる。

縄文土器多量

1 群 a ・C

2 群 b

称名寺 C a

30 B 2 g 3 N － 5 5 0… W 楕　 円　 形 14 0　× 11 5 52

底面 は起伏が大 きく西か ら東へ傾 斜

壁面 はゆるやか に外 反 して立 ち上が

る。

縄文 土器少量

1群 a ・ b ・ C

2 群 b

称 名寺 B b

≠　長径×短径（cm）　壁高（cm）
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遺構番可
地　区

主軸方向i 平面 形 長径覧 径覧 高
各　 部　 の　 状　 況 出　土　遺　 物

I 時期
分 類 備 考

31 B 2 h5

i

N －68。－W 巨 形‖ 23 底面は平坦で壁面は垂直ぎみに立ち 縄文土器微量
［

加Ⅳ
i

上がる。

】

1群a A a

i

32
B 2g6

B 2 i6

N －72士 楕 円 形‖ 37 i

i

底面は皿状を呈し，断面形は「U 」字 i［
状を呈す。 i

】；
［

Cb 】

33
B 2g6
B 2h6 N －380…W 楕　 円　 形 160 ×145 45

底面は平坦で壁面はゆるやかに外反
して立ち上がる。

縄文土器・土製品

ユ群a ・b 。C 加Ⅳ Bb
i

34
B 2g6
B 2g7

N －310－W 円　　　　 形 120　×　‖5 35

底面は皿状を呈し，断面形は「U 」字
状を示す。

】

縄文土器少量

ユ群a ・C

i 加Ⅳ

i

A b

】

35

B 2j6 i

N －4㍍L E 不整楕円形 157 ×125 51

2基の土壌が重複し北側み土壌が南

側の土壌によって切られている。いず
れの土壌も壁面は直線的に立ち上がる。

i

Cb
i

36A

可

N －790－W 楕　 円　 形

i

（150）×112 26
2基の土壌が重複，B の土壌が新し
く，また底面はA ，B共に平坦であ
る。

i

縄文土器少量

1群a 。C
2群b

i

称名寺i

巨 I
i

i

36B
B 2i6

B 2j6
N …630…W 円　　　　 形 （‖2）×115 48 A b

37
B 2e8

B 2 f8
N －690－W 不整楕 円 形 125 ×　85 35

底面は平坦で，壁面はゆるやかに外

反 して立ち上がる。

縄文土器微量

1 群a ・b ・C 加Ⅳ C b

38 B 2 i8 N －610－E 楕　 円　 形 18 1 × 110 30

底面は平坦で，西側壁下に30 c m を ’

測るP itを有する。壁面はゆるやか

に大きく外上方へ立ち上がる。 ！

縄文土器微量

1 群a ・b ・C 加Ⅳ B b

39 i

B 2h8

B 2 h9
N － 120－E

楕 円 形巨

50

底面は平坦で，壁面は垂直に立ち上

がる。レンズ状の自然堆積

縄文土器多量

1群a　e c 加Ⅳ B a

40 i

B 2h8

B 2h9
N －800…E 長　楕　 円　 形 300 × 131 27

2 基の土壌が垂復し，西側の土城が
東側の土壌を切っている。底面はや
や凸凹で，壁面は直線的に外上方へ
立ち上がる。

縄文土器微量

1 群a　e b ・C 加Ⅳ C b

41 B 2 i8 N －550…E 楕　 円　 形 138 ×1日 60

底面は東側から西側へ大きく傾斜し

ている。

縄文土器少量

1 群b ・C 加Ⅳ B b

42 B 2 ig N －42 0…W 不整楕 円 形

］

l
l
257 ×　ユ56 30

上層は非常に撹乱がはげしく全体の

プランは不明，実際の土塊プランは

中央部と思われる。

縄文土器少量

1 群a ・b ・C

2 群 b

称名寺 C b

B 2jg

， （∩… L　 m　 汀ノ
底面は東側から西側へ傾斜し，壁面 縄文土器少量

qJ B 2 jo 1ヽ 　‾　∠J　…n亡′†宵　　 円　　 形 JJ J ス・1／U 4 J

反 して立 ち上が る。

1 右手a l0　D　e　C 〃U Ⅳ B b

4 4

C 2 a 9
C 2 a o

B 3 i9
B 2 jo

N ～ 80 －W 不 整 楕 円 形 19 2 × 152 3 8

2 基 の土壌が重複 した土 壌。底面 は

やや南 西側へ傾斜 し，壁面は直線 的

に立 ち上 がる。

縄文 土器多量

1群 a ・ C 加Ⅳ C b

4 5 B 2 i9 N － 24 0…W 隅 丸 長 方 形 13 7 × 1 0 1 4 3

底面は 南側へ傾斜 し，平 坦，断面形

は「U 」字 状 に立 ち上 が る。

縄文土器 多量 e石器

ユ群 a

2 群 b

称名寺 C a

46 B 2 eや N － 3 60 ～W 楕　 円　 形 13 3 ×　ユ06 58

S I O 13 重 複 し，本跡 の方 が古い遺 構

である。底 面は平坦で ，壁面はゆ る

やかに外上方へ 立ち上が る。

縄文土器微 量

1 群 a ・ C 加 Ⅳ B a

！

47

B 2 h 7

B 2 h8

B 2 g9

N － 34 0－ W 不 整 楕 円 形 1 56 × 1 ユ7 3 7

底 面はおおむね平 坦で，壁 面は垂直

ぎみに立 ち上 がる。

縄文土器微 量

1 群 a　e　c 加 Ⅳ C a

4 8 B 2 f8 N － 4 1 0 －W 楕　 円　 形 10 3　×　 6 5 1 5

底 面は皿状を呈 し，壁面は大 き く外

反 して立ち上が る。 B b

4 9
B 2 f5

B 2 g 5
N － 4 P ⊥ W 不 整 楕 円 形 27 9 × 19 7 6 1

底 面は皿状を呈 し，断面形は底 面よ

り中位まで「U 」字 状に立ち上が り中

位で 水平にな った後ふたた び大 き く

外反 して立ち上が る。

C a

兼　長径×短径（cm）　壁高（cm）
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第5章　砂川遺跡

遺構番ロ　 地　区 主軸 方向
！ 平 面 形 ！　 規　　 模 i 各 部 の 状 況

出　 土‾　遺　 物 時 期 分 類　 備 考！長径×矧酎 壁高

50
B 2g4

i B 2g5
iN －430－E
i

恒 ラi148 ×136 i 45 ！
底面は平坦で，壁面は直線的に外上

方へ立ち上がる。

縄文土器 ぜ土製品

l 群a　e b ・C 加Ⅳ B b

】
底面は平坦で，壁面は南側でゆるや

i

5ユ B 2 f9 N －390…E 不整楕 円形ノ’ユ60 X　H 5　　 29 かに大きく開き北側で直線的に立ち C b
上がる。

52
B 2d9

B 2 e9

i

！

iN －85。…E

i

i楕 円 形

i

166 ×100 i 30
底面は平坦であるが壁面との境は明

瞭ではない。壁面は大きく外上方へ

立ち上がる。
i

B b i

l

B 2g8
！

S IO15 と重複し，本土城の方が新 し
‡
縄文土器少量

［

l
53 B 2g9

B 2h8
N －470…W 楕　 円　 形 14ユ　×　ユ05 53 い遺構である。底面は平坦で壁面は 1 群a 加Ⅳ B b 】

B 2 h9 直線的に大きく外反している。

54 B 2d8
i

i

iN ‾860‾E i不整帥 形

225 ×車
底面は平担で壁面は垂直に立ち上が 縄文土器少量

j
る。覆土は レンズ状の自然の堆積。 1 群a　e C 加Ⅳ C a

55A i B Zd7

i

N　…280－W 楕　 円　 形

122 ×車
2 基の土壌が重復し，底面はいずれ 縄文土器微量 e 石器

解 る働 まrU 」字状を

1 群a ・C

加Ⅳ

i

B a

55 B B 2d7 N …890－W 楕　 円　 形 64 ×　47 50 B a

56 B 2 C7 N …850～W 長　 桔 「リ粧
i

19l x lO9 45

底面は乎担，壁面は垂直に立ち上が

る。

縄文土器少量

ユ群a 。b ・C

2 群b

称名寺 C a

57 B 2d5 N …700一一W 楕　 円　 形 123 ×104 141

S K Ol と類似 した深い土壌で，壁面

は底面より大きくオーバーハングして

立ち上がる。断面形は袋状を示す。
B c

58

！

C 2 a9 N …620…W 円　　　　 形

l

86 ×　74 23

底面は中央部が凹む皿状を呈 し壁面

はやや外反して立ち上がる。

！

A b

59

】

C 2 a9 N －430…W 楕　 円　 形 137 ×116 83

底面は平坦で，壁面は垂直ぎみに立

ち上がる。断面形は円筒状を示す。 B a

60 C 2a9 N …480－W 円　　　　 形 154 ×142 30

底面は平坦で，壁面は南側でゆるや

かに北側で直線的に立ち上がる。
縄文土器少量

1 群 a ・C

2 群b

称名寺 A b

61
C 2 ag

C 2ao
N …290…E 長　楕　 円　形 20 1 ×110 40

i

2 基の土壌が重復し，底面は平坦で

西側から東側へ傾斜する。壁面はゆ

るやかに立ち上がる。

縄文土器微量

1 群a ・C 加Ⅳ C b

62
C 2 ao

C 2b o
N …7が」W 不　 整　 形 278 ×231 25

底面は平坦で北西側壁下に42 cm ほ

どのPitを有する。壁面はやや外反

して立ち上がる。

縄文土器微量

1 群a ・C 加Ⅳ C b

63
C 2 C8

C 2 C9
N －10－E 円　　　　 形

i

ユ29 ×　‖3 49

底面は平坦で壁面は直線的に大きく

外反して立ち上がる。

縄文土器微量

1 群a ・C 加Ⅳ A a

64 ！

C 2 bg N …37 0…W 楕　 円　 形

17尋 45
底面は平坦で，壁面は底面よりやや

オーバーハングして立ち上がる。断

面形は袋状を示す。

縄文土器微量

1 群 a ・C 加Ⅳ B c

65 i

C 2t刃

C 3bl
N －220－W 円　　　　 形 128 ×115 53

底面は北側が浅く，南側で深い2 段

掘り込みになり平坦である。壁面は

直線的に立ち上がる。

縄文土器微量

1 群b ・C 加Ⅳ A b

66 C 2 co N －380…E 楕　 円　 形 133 ×　93 29

底面は北側か ら南側に傾斜 し，平坦

である。壁面は垂直に立ち上がる。 B a

67
C 2 b9

C 2 C9
N∴－580～W 円　　　　 形 141 ×134 63

底面は平坦で，壁面は直線的に立ち

上がる。
縄文土器多量

1 群a ・C 加Ⅳ A a

68
C 2d8

C 2d9

！
底面は平坦で，4 個の P it を有する。

C bN －620－W 不整 楕 円形 177　×136　　43 壁面は直線的にやや外反 して立ち上

がる。

井　長径×短径（cm）　壁高（cm）
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遺構尋
地　区 主 軸方 向 平 面 形

規　　 模 ！ 各 部 の 状 況
出　 土　 遺　 物 時 期 分 類 備 考長径×短径】壁高

69 C 2cl

i

N －720～W 円　　　　 形

147 × 142 i 58
底面は中央部がやや凹む皿状を呈し

断面形は「U 」字状を示す。

！

濫 器微量 ！加Ⅳ

A a

70
C 3 cl

底面は平坦で，壁面は直線的に外上

B a
C 3dl

N －310－W 楕　 円　 形 130 ×103　 31

！

方へ立ち上がる。

71
C 2eo

楕　 円　 形

底面に2 個のP itを有し，平坦であ

B a
C 2fo

N －290－W 148 × 109 31 る。断面形は「U 」字状を示す。

72 C 2eo N ～ユ0－W 楕　 円　 形 127 × 108 28

底面は平均で，壁面は底面よりオー

バーハングして立ち上がる。 B c

73

C 2 e9
C 2 eo
C 2 fg
C 2 fo

N － 400－W 楕　 円　 形 16ユ　×128 39

底面は西側から東側へ傾斜 し，平坦

である。壁面は直線的にやや外上方

へ立ち上がる。

B b

74
C 2eo

C 3 el
N ～810－E 不 整楕 円形

… ト 7
底面は平坦であり，東側壁下にやや

大きいP itを有す。壁面は垂直に立

ち上がる。
C a

75 C 2 do N …300～E 長　楕　 円　 形 292 ×　83 28

底面は起伏がはげしく，壁面は外反

して立ち上がる。 C b

76
C 3 el

C 3 fl
N －710－E 長　楕　 円　 形 132 ×　77 19

底面は平均であり，東側に大きなPit

を有し，その他小P it を有する。

断面形は「U 」字状 を示す。
C b

77
C 3dl

C 3 el
N －540…E 楕　 円　 形 ユ46 × 128 57

底面は平坦であるが，壁面との境は
明瞭でない。壁面は西側の一部でオー

ノ1→＼ンクす るが，その他は垂直に立
ち上がる。

縄文土器少量

1 群a ・b 加Ⅳ B c

78 C 3d2 N …560－E 楕　 円　 形

89 × 57 ！24
底面は平坦で，壁面は垂直に立ち上

がる。 B a

79 C 3e o N －5501 W 楕　 円　 形 109 ×　89 34

底面は北側から南側へ傾斜し，平坦

である。壁面は直線的に外上方へ立

ち上がる。
B b

80
C 3e2

C 3e3
N －890－W 楕　 円　 形

i

130　×　65 27

底面平坦で，壁面は直線的に立ち上

がる。 B b

81
B 2e9

B 2eo
N － 230－W 不　 整　 形 243 ×214 25

底面は全体的に平坦であるが，本土

境と関係のないP itが数個検出。壁

面は直線的に外上方へ立ち上がる。

縄文土器微量

1 群a e c

2 群 b

称名寺 C b

底面は平坦であり，中央部に小P it
82 B 2 fo N － 8 3 0－W 楕　 円　 形 lユ6　×　 8 6 2 5 を有す る。壁面 はゆるやか に立 ち上

がる。

B b

8 3 B 3 fl N … 2 0－ E 円　　　　 形 10 9 × ユ0 3 12 0

底面は ほぼ平坦で あるが，壁面 は底

面よ り直 線的に斜め に立ち上が る。 A a

8 4 B 3 fl N － 4 50 －W 不　 整　 形 9 1 ×　 74 4 3

底 面は凸凹で あ り，壁 面はゆるやか

に 外上方へ立 ち上が る。 C b

85
B 2 fo

B 3 fl
N － 5 2 0 －E

I

不 整 楕 円 形 j 10 9 ×　 95 ‖

底面 は平坦 で，壁面は ゆる やかにや

や大 き く外反 して立ち上が る。 C b

8 6 B 2 ho N － 3 3 0－W 円　　　　 形 ‖7　× 10 1 4 5

底面 は平 坦で ，壁面 は直線的 にやや

外上方へ 立ち上が る。 A b

8 7 B 2 ho N － 3 90… W 楕　 円　 形 ユ36 ×　 8 6 4 7

底 面は 西側 か ら東側へ 傾斜 し，全 体

に凸凹で ある。壁面 は直 線的 に立 ち

上 がる。

B a

8 8 B 2 h o N ∴－ 8 7 0－ W 楕　 円　 形 16 7 × 1 04 2 1

底 面は全体 に凸凹であ り，西側 と東

側 に P it を有す る。壁面 は直線的 に

外上 方へ立 ち上 がる。

B b

井　長径×短径（cm）　壁高（cm）
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第5章　砂川遺跡

遺構番号 地　区
i 主軸 方 向 i 平 面 形 規　　 模 i 各 部 の 状 況

出　 土　 遺　 物 時 期 分　類 備 考長径×短径I 壁高

89 B 3io

巨 W 「

ノ’ノ

底面は南側から北側へやや傾斜し， 縄文土器少量 e土製品

加Ⅳ A b141 ×ユ31　 41 平坦である。壁面は直線的に外上方

へ立ち上がる。

1 群 a ・b ・C

90A
B 3 il

B3 hl

巨 W

不整楕 円井ノ／ 250　×118 14

底面は凸凹であり，壁はゆるやかに

立ち上がる。

縄文土器少量・土製品

1 群a ・C 加Ⅳ C a

90B
B 3 il

B 3hl

巨

円　　　　 形十／ 120　×125 41

底面は平坦で，壁面は垂直に立ち上

がる。 A a

90 C
B 3 il

B 3hl
N －790…W 不　整　 円　 形 112 ×108 30

底面やや凸凹，壁面は垂直に立ち上

がる。 C a

91A

B 2hl
B 2h2
B 2 il
B 2 i2

N －190－E 不整 楕円 形 85 ×（ ） 10

底面が平坦で，壁面大きく外反 して

立ち上がる。 C b

91B

B 2hl
B 2h2
B 2il
B 2 i2

N …410－W 不整楕 円形 63　×　71 18

底面平坦で壁面ゆるやかに立ち上が

る。

！

C b

9ユC

B 2hl
B 2h寧
B 2 il
B 2 i2

N …180－E 不 整楕 円形 82 ×　 70 28

底面平坦で，断面形は「U 」字状を示

す。 C b

92
B 3 il

B 3 i2
N －860～W 不整 楕 円形 177　×132 60

底面は平坦で，壁面は底面より垂直

に立ち上がり，中位で段を有 した後，

ふたたび立ち上がる。

縄文土器

1 群a ・C

2 群b

C a

93 B 2 io N －00 楕　 円　 形 ユ30 ×104 30

底面は平坦で，北側壁下にP it を有

す。断面形は「U 」字状を示す。

縄文土器微量

ユ群 b ・C 称名寺 B b

94
B 2 io

B 2 jo

i

N …290－E 不整楕 円 形 ユ40 ×101 20

底面は平坦で，北西，南東壁下に深

いPitを有する。壁面は直線的に立

ち上がる。

縄文土器微量

1 群a

！

加Ⅳ C b

l
j
F

95
B 2 ．

底面は東側から西側へ傾斜 し，平坦 縄文土器微量

加Ⅳ C a10
B 2 jl

N －860－W 不 整楕 円形 127 ×109 17 である。壁面は直線的に立ち上がる。 1 群a ・C

96 B 3 j7 N －120－W 楕　 円　 形 199 ×（150） 40

住居跡と重複しているため，平面プ
ラン不明，本土域の方が古い遺構で
ある。底面は平坦壁面は直線的にや
や外上方に立ち上がる。

縄文土器

1 群a ・b e　c 加Ⅳ B b

97 B 3 fl N －20－W 長　楕　 円　 形 167 ×　71 15

底面はやや凸凹であり，壁面はゆる

やかに立ち上がる。 C a

98
B 3 fl

B 3 f2
N －8㌢L W 円　　　　 形 133 ×131 60

底面はやや凸凹で，壁面はやや外反

して立ち上がる。 A b

99 B 3f2 N －430－W 楕　 円　 形 178 ×145 40

底面は東側から西側へ傾斜し，壁面

はゆるやかに立ち上がる。 B b

100 B 2do N －850－W 楕　 円　 形 148 ×131 61

底面は皿状を呈 し，壁面との境は明

瞭でない。断面形は「U 」字状を示す。 B b

101 B 2go N －730－E 楕　 円　 形 56 ×　31 15

底面は一部凸凹な部分もあるが，率

おむね平坦である。壁面はやや外反

して立ち上がる。
B b

102 B 3 i2 N －390－E 不整 楕 円形 170 ×‖7 28

SK 92 と重復し，本土境が古い。 底

面は平坦で壁面はやや内攣して立ち

上がる。

縄文土器少量

1 群a ・C 加Ⅳ C b

103 i

C 3dl

C 3d2
N －680－E 楕　 円　 形 142 ×120 7

浅い土塊で底面には半径60 cm ，深さ

51cm のP it を有す。壁面はやや外

傾 して立ち上がる。
B b

C 2ao
N －320－W 楕　 円　 形

117 × 90i

15

2 基の土壌が重複し，A の土壌が古 縄文土器微量

加Ⅳ B b104A
C 3al

い。底面は共に平坦で壁面は垂直ぎ

みに立ち上がる。

1 群a ・b

≠　長径×短径（cm）　壁高（cm）

ー169－



遺構番 □ 地　 区 主 軸 方 向 平　 面 形
規　　 模

各　 部　 の　 状　 況 出　 土　 遺　 物 時 期 分 類 備 考】長径 ×短径 i壁高

ユ04 B
C 2 a o

C 3 a l
N － 6 3 0－ E 楕　 円　 形 5 3 ×　 48

i
［

20
；

】

！

ヨ

i

B b

10 5

C 3 a4

C 3 bl

C 3 b2

N － 7 0 0－W 円　　　　 形 158　× 1 50

i

15 8

底面は平坦 であ り，壁 面は底面よ り

オ ーバ ーハ ング した後 ，外反 して 立

ち上が る。

縄文土器 多量

1 群 a ・ b
i

加 Ⅳ A c

10 6 B 3 i2

l

N － 6 10 …W 楕　 円　 形 ユ2 2 × 10 9 2 3

i

底面は平坦 であり，壁面 は垂直 ぎみ

に立ち上 がる。

！
縄文土器少 量

1 群 a ・ C

】
i

加 Ⅳ B b

107
B 3 j2

B 3 j3
N － 64 0－ W 楕　 円　 形 1 58 × 13 2

i

7 2

住 居跡 と垂復 し，本土堰の方 が新 し

い。底面 は平 坦で，壁面 は底面よ り
オ…バ ーハ ング して立ち上 がる。断

面形は袋状を呈す 。

縄文土器 多量

1 群 a ・b ・ C

2 群 b

】

称名寺 B b

1 08 B 3 d 2 N － 25 0－ W 円　　　　 形 14 3 × 13 5 5 3

底 面は中央部がや や凹む。壁 面断面

形 は「U 」字状 を呈 す。

縄文土器微量

1 群 a ・C 加 Ⅳ

】

A b

ユ09 B 3 C2 N … 76 0－W 良　 楕　 円　 形 22 1 × 1 2 2 3 4

底 面は北か ら南へ やや傾斜 し，壁面

は大 き く外反 して立 ち上が る。

縄文土器少量 の土製品

1 群 a ・C 加Ⅳ C b

1 10Å B 3 C2 N … 15 0… E 円　　　　 形 ユ5 0 ×（1 5 0） 42

2 基 の土壌 が重複 し， B の土壌 が新

しい。底 面は平坦 で，壁面は 内攣ぎ

み に立 ち上がる。

縄 文土器多量 ・石器

1 群 a ・ b e C 。 e

加Ⅳ

A b

1 10 B B 3 C 2 N － 2 0 0… E

［

円　　　　 形 115 ×（9 9．5 ） 4 2 A b

1 11 B 3 C 3 N … 3 1 0‾ E i楕　 円　 形 13 6 ×　 9 7 2 4

底面は皿状 を呈 し，壁 面はゆ るや か

に外反 して立ち上が る。 B b

H 2 B 3 C3 N … 3 3 0－W 楕　 円　 形 84 ×　 7 1 2 3

底面は平坦 で，断面形 は「U 」字状を

呈す。 B a

11 3 B 3 d3 N … 49 0－ W 楕　 円　 形 146 × 12 6 5 3

底 面は平 坦で，壁面は直線 的に外上

方 へ立 ち上が る。 B a

114

B 3 d 。 l

B 3 e3
N － 3 10－ W 楕　 円　 形 2 18 × 16 8 6 2

底 面は平坦 で，壁 面は ゆるやか に大

き く外反 して 立ち上 が る。

縄文土器微 量

1 群 a ・b e c 加Ⅳ B b

115 B 3 C5 N － 47 0 …E 円　　　　 形 1 14 ×　‖ 2 22 3

断 面形は「V 」字状 を呈 し，本遺 跡の

土塊 の中で は異 質の土壌で ある。 A d

丁）lつ　J h
底 面は東か ら西へ傾 斜 し，平 坦であ

116 Lm HJ ∠

B 3 e 2
N － 5 3 0－ W 楕　 円　 形 1 16 ×　 帯 3 1 る。 壁面は北西側 で大き く外 反 して

立 ち上 がる。

B b

ユ17
B 3 i3

B 3 i4
N － 4 2 0…W 不　 整　 形 2 3 7 × 199 28

底面 は平 坦で ，西側 に深 さ 亜 cm の

P it を 2 個有す。 壁面はなだ らかに

外反 して立ち上が る。

縄 文土器少量

1 群 a ・ C

2 群 b

称 名寺 C b

1 18 ‾ B 3 i4 N － 2 8 0－ W 楕　 円　 形 11 6 ×　 90 40

底面 は平 坦，壁面 は北 西側で 大き く

外上方へ 立ち上が る。

縄 文土器微量

1群 b e c 加Ⅳ B b

1 19 A 3 fo N － 8 6 0－ E 楕　 円　 形 138 × 1 12 7 7

底面 は平 坦で壁面 は北側上部 でや や

外反す るがその他の壁 面は直線 的に

立ち上が る。

縄 文土器微量

1群 a ・ C 加Ⅳ B a

12 0 B 3 iS N … 80 0 －W 楕　 円　 形 138 × 1 00 4 2

底 面 は東か ら西へ傾斜 する。壁 面は

東側で大 き く外反 し，その他は直 線

的に外上方 へ立ち上が る。

B b

12 1 B 3 i5 N － 65 0 －W 楕　 円　 形 1 14 ×　 6 9 3 6

底面は西か ら東へやや傾 斜 し，壁 面

は西側で ゆるやかに ，東側で大 き く

外 反 して立 ち上 が る。

B b

12 2

B 3 h 5

B 3 h 6

B 3 i5

B 3 i6

N 一 缶〇一 W 円　　　　 形 1 46 × 13 7 4 3

底 面は平坦 で，壁面は 直線的に外上

方 へ立 ち上が る。

縄文土器微 量

1 群 a 加 Ⅳ A b

兼　長径×短径（cm）　壁高くcm）
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第5章　砂川遺跡

遺構番
可 地 区 ！主軸 方向

平　面 形
！　 規　 模 i 各 部 の 状 況 i 出 土 遺 物

時 期 分 類
巨 竜考

！長径＼短径；壁高

123 不　 整　 門　井

i
底面は平坦である。壁面はゆるやカヽ

i B 3h4　 N －50－E ラ 110 ×108　 19 に内攣 して立ち上がる。 C b

■ ■

124

［

呂3年 O L E

！

門　　　　 井

ラ上 5 × 車
ま　 縄文土器微量

1 群a 。C
●

加Ⅳ A a
i

125

軒 860－E

門　　　　 井

ラ二 3 ×1車 6 i 票 岩雲雷雲㌘竃芸慧豊富；。豊禁

i が。，断面形は円筒状を呈す0

む 摩 警

加Ⅳ A a

ユ26

B 3h5 巨 W i

不整楕 円 尭ラ　 83 ×　62

底面は平坦であるが，東西壁下にP it
を有す。壁面は外上方へ立ち上がる C b

127

底面は南側が浅く，北側はやや深く 縄文土器微量

C bB 3h5　N∴－530u－W 不　 整　 井ラ 103 ×　75　 38 なる。壁面はゆるやかに外上方へ立 i 群C 加Ⅳ

ち上がる。

ユ28
B 3 bl

N ～430－W 楕　 円　 尭ラ 132 ×119
底面は平坦である。壁面は直線的に 縄文土器微量

B aB 3cl
42 外上方へ立ち上がる。 ユ群C 加Ⅳ

i

129 B 3h7 N －250－E 楕　 円　 形

155 ×車
底面は平坦である。壁面は直線的に

やや外上方へ立ち上がる。 B b

I

130A B 3g7 N …630～W 円　　　　 形 131 ×（120） 28

底面は平坦で，壁面はゆるやかに外

上方へ立ち上がる。 A b

130B B 3g7 N －22．5L w 円　　　　 形 70 ×（79） 65

底面は中央部が凹み，断面形は「U 」

字状を豊す。 A a

13 1 B 3 g8

l

N∴…780…W 円　　　　 形 89 ×　86 19

l
2 基の土壌が董復した土壌と思われ
底面は平坦，底面と壁面との境は明
瞭でなく，ゆるやかに内攣しながら

l
縄文土器微量

1 群b

ま　　　　　　　　　　　l

加Ⅳ A a

I

立ち上がる。

ユ32 B 3g8 N －66 0…W 円　　　　 形 ユ14 × 103 18

浅い土壌で，底面は平坦である。壁 縄文土器微量

A b面はゆるやかに外上方へ立ち上がる。 1 群a ・C 加Ⅳ

133
B 3 f8

B 3g8
N －590－W 円　　　　 形 70 ×　64 59

底面は中央部がやや凹み，壁面は垂

直に立ち上がり，断面形は円筒形を

呈す。
A a

134 B 3 f7 N －lO…E 不整長楕円形

173 × 80 ！20
底面は平坦で，中央部に直径60 cm

のP itを有する。壁面はやや外上方

へ立ち上がる。

縄文土器微量

1 群 b e c 加Ⅳ C a

ユ35
B 3 f7

B 3 f8
N －150－E 不　 整　 円　形 117 ×108 20

底面は凸凹である。壁面はゆるやか

に外上方へ立ち上がる。 C b

136

3 3三：！

N －50－E 不整楕 円 形 155 ×　95 39

底面は平坦で，壁面は垂直ぎみに立

ち上がる。また南側に盟×45cm ，深

さ棉 cm のP it を有する。

縄文土器微量

1群 a ・C 加Ⅳ C a

ユ37

B 3 f7 i

N …210－E 楕　 円　 形 98 ×　83 62

南側でSK 138 号と重復 し，本土膿の
万が新しい。底面は中央部がやや凹
み，壁面はゆるやかに大きく外反し
て立ち上がる。

B b

138 B 3f7 N －870－W 不整 楕 円形 117 ×　88 87

底面は南から北へやや傾斜 し，壁面

は西側を除いてやや外上方へ立ち上

がる。
C b

139 B 3f8 N －410－W 不整楕 円 形 115 ×　95 28

底面はやや凸凹である。壁面は外上

方へ立ち上がる。 C b

140 B 3 e8 N －00 円　　　　 形 100 ×　92 18

底面は平坦で ，壁面は外上方へ立ち

上がる。
縄文土器微量

1 群C 加Ⅳ A b

141 B 3 f9　N －590－W 円　　　　 形 128 ×120 5 1

底面は南側で 1段低くなり平坦であ

る。壁面は直線的にやや外上方へ立

ち上がる。

縄文土器少量 ・石器

1 群a ・C 加Ⅳ A b

井　長径×短径（m）　壁高（cm）
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遺構 番ロ 地　 区 主 軸 方 向 平 面 形
規　　 模

各　 部　 の　 状　 況 出　 土　 遺　 物 時 期 分　 類 備 考
長 径×短径 壁高

14 2 B 3 f8 N － 20 …W 円　　　　 形 1 52 × 14 9 4 2

底面 は中央部が やや凹み，壁面 は連

続的に 外上方へ立 ち上 がる。

北側か らの 自然堆積 。

縄文土器多量

1群 a

2 群 b

称 名寺 A a

14 3 B 3 r8 N … 87 0 …W 円　　　　 形 1 12 × 10 4 3 8

底 面は 平坦 で，壁 面は南側でやや 内

攣ぎみ に，その他 はや や外上方へ 立

ち上が る。

縄 文土器微量

1群 a ・ C 加Ⅳ A a

14 4
B 3 e 8

B 3 e g
N －8 0 0－W 円　　　　 形 1 12 × 1 17 5 7

底 面は北 側が一段低 くなり，平坦 で

ある。壁面 は垂 直ぎみ に立 ち上が り，

中位よ り外上 方へ立 ち上 がる。

縄文土 器微量

1群 b

2 群 b

称名 寺 A b

14 5 B 3 a6 N － 5 7 0～W 不　 整　 円　 形 10 7　× 10 4 12 5

断面形は 円錐形 を呈 し，本 遺跡の 中

では異質の土 壌である 。落 し穴状遺

構 か。

A d

1 46 B 3 a 7 N － 3 1 0… E

l

楕　 円　 形 15 9 × 104 20

底面 は中央部がやや 凹む皿状となし，

ま た中央部には 3 0 ×28 c m ・深 さ

2 8 cm の P it を有す る。壁 面は外上
方へ立 ち上が る。

縄文土器 微量

1 群 a ・ C 加 Ⅳ B b

14 7 B 3 a 8 N － 84 0 －W 円　　　　 形 115 × 104 47

底 面は平坦で壁 面は西側で やや内攣

ぎ みに立 ち上が る。

縄文土器少 量

1 群 a ・ C 加 Ⅳ A b

14 8
B 3 ao

B 3 bo
N － 27 0 －E 不 整 楕 円 形 4 36 × 3 50 130

壁面 は平坦な底面 より東側 で 4 0 c m

は ど垂 直に ，西 側で 6 5 c m はどやや 外
反 した 後，大 きく外反 して立ち上がる。

覆土 中に褐色のロ・－ムが ／ヾレト状に堆 積。

縄 文土器多量

1 群 a ・b ・ C

2 群 b

称名寺 C b

14 9

B 3 a g

B 3 t刃

B 3 b o

N … 52 0 …W 不　 整　 形 2 0 5 × 13 5 38

底面は 西か ら東へ傾 斜 し，東側 の底

面 は皿状 を呈す。壁 面はゆ るや かに

外上方へ 立ち上がる 。

縄 文土器微量

1群 a ・C 加Ⅳ C b

15 0 B 3 j 4 N … 6 0 0…W 不　 整　 形 1 28 × 8 5 2 0

底面は 西側へやや傾斜 し，平坦で あ

る。東側壁 下に 6 5 ×5 0 c m ，深 さ

15 c m の P it を有す。

縄 文土器 微量

1群 a ・C 加 Ⅳ C b

15 1
B 3 j4

C 3 a 4
N － 2 0－ E 不　 整　 形 14 2 ×　 9 2 4 0

底 面は 凸凹 であ り，壁 面はやや外 反

しなが ら立 ち上がる。 S I 30 と重複

し ，本土境 の方 が新 しい。

縄文土器 少量

1 群 a e b ・C 加Ⅳ C b

152
B 3 d 5

B 3 d 6
N － 1 2 0－W 円　　　　 形 15 5 × 140 14 1

底 面は東か ら西へやや傾斜 し，壁 面

は 直線的に外上方 へ立ち上 がる。

縄文土器微 量

1 群 a ・ C 加 Ⅳ A b

153 C 3 b 4 N … 6 8 0…W 円　　　　 形 15 2 × 15 1 7 1

底 面は平坦で あり，壁面は北 東側 は

ゆ るやかに大 きく外反 ，南 西側は直

線 的に立ち上が る。

縄文土器多 量

1 群 a 加 Ⅳ A b

1 54

C 3 C 4

C 3 e 5

C 3 d 5

N － 26 0－ W 円　　　　 形 12 1 × 1 1 1 43

底 面は皿状を呈 し，壁面は ゆるやか

に外上 方へ立 ち上 がる。

縄文土器微量

1 群 a ・C

2 群 b

称名寺 A b

C 3 C 5 底面は 南か ら北へ傾 斜 し，壁面 はや 縄 文土器微量

15 5
C 3 C 6

C 3 b 5
C 3 玩

N － 47 0… E 不 整 楕 円 形 2 53 × 2 26 54 や外反 して立ち上が る。 1群 a ・b ・ C 加 Ⅳ C b

15 6
B 3 b

B 3 bl
N － 62 0－ E 長 ・楕　 円　 形 2 49 × 1 23 73

壁 面は大 き く外上方 へ立ち上が り，

断面形 は摺 鉢状を呈 する。 C b

15 7

B 3 co

B 4 c l

B 3 do
B 4 d l

N － 50 0－ E 円　　　　 形 15 5 × 14 1 7 0

疇面は平坦 で，壁面 は直線的に外 上

方 へ立 ち上 がる。

縄文土 器微量

1 群 a　e c 加Ⅳ A a

ユ58

B 4 C2

B 4 bl

B 4 b2

N － 4 0－ E 楕　 円　 形 40 5 × 3 0 0 1 23

底 面は全体 に凸凹で あり，断面形 は

摺鉢状を呈 する。覆土上層 に褐色の

ロームが ベル ト状 に堆積。

縄文土器 少量

1 群 a ・ C 加Ⅳ B b

159
B 3 b 8

B 3 b g
N － 7 4 0－W 楕　 円　 形 14 5　×　 8 0 4 0

底 面は浅い皿状 を呈 し，壁 面はゆ る

や かに外上方 へ立 ち上が る。

縄文土器 多量 ・土製 品

1 群 a ・ b ・ C

2 群 b

称名寺 B b

160
A 3 i8

A 3 i g
N － 4 5 0… E 楕　 円　 形 2 15 × 19 5 6 9

底 面は平坦 で，壁面はゆ るやかに外

上方 へ立ち上が る。

縄文土器少 量 ・石器 ・

土 製品

1 群 a ・b ・ C

加 Ⅳ B a

16 ユ
A 3 j2

A 3 j3
N － 50 0 －E 不整長楕 円形 2 6 6 × 185 6 7

底 面は全体 に凸凹 した もの で，壁面

はや や外上方へ立 ち上が る。

縄文器微量

1 群 a ・C 加 Ⅳ C b

井　長径×短径（cm）　壁高（cm）
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第5章　砂川遺跡

遺構番
可 地 区

主 軸 方 向
巨 面 形 規　　 模　 ！

分 類 備 考
長径 ×短径 壁高 ！ 各 部 の 状 況　　 出 土 遺 物 i 時 期

底面は平 坦であ り，北側よ り 50 ×6 4162

A 3 j3

N － 7 0－E 艮　 楕　 円　 形 160 ×　 8 5 6 6 C bA 3 j4
B 3 j3
B 3 j4

cm ，深 さ 25 c m の P it を碓認する。

1 63
B 4 a2

l

N … 5 5 0…W 円　　　　 形 1 22 × 11 3

底 面は平坦 で ，壁面 は垂 直に立 ち上　 縄文土器少 量 e石器

加 Ⅳ A aB 4 a 3
6 0 が る。　　　　　　　　　　　　　 1 群 a

ユ6 4
B 2 a 8

N － 6 40－W 円　　　　 形 1 17 × 104 62

底面 は中央部が やや凹む皿 状を呈 し，縄 文土器微 量

加 Ⅳ A aB 2 a 9
壁面 は直線 的にやや外上方 へ立ち上 1 群 a ・C

が る。

16 5
B 2 b 8

B 2 b 9
N － 29 0－E 不　 整　 円　 形 13 9 × 1 22 3 8

讐票 慧誓 壁 面は外反 して立ち 摩 器微量

加 Ⅳ C b

ユ6 6 A
B 2 b 7

N － 3 3 0－ E 隅　 丸 方 形 i H × 1 10 2 4

2 基の土壌 が重復 し，B の方が 新 し

い土壌で ある。壁面 は垂 直に立 ち上 C a

i

166 B

B 2 b 8 が る。

不 整 形 ト ）回B 2 b 7

B 2 b 8
N … 3 9 0… E C a

16 7 B 2 C8 N ～ 69 0－W

底面 は平担で あるが，壁面 との境は

楕　 円　 形 16 5 × 13 0　 28　 明瞭 でな く連続 して大き く立 ち上が

る。

縄 文土器微量

1 群 a ・C 加Ⅳ B b

168
B 2 C 7

B 2 C 8
長　 楕　 円　 形 24 1 × ‖4 2 9

底面は北か ら南へや や傾斜 し，壁面 縄文土 器微量 ・石器

加Ⅳ C bN － 19 0－W は直線的 に大き く外 上方 へ立 ち上 が

る。

1群 a　e c

16 9
B 2 a o

B 3 a l
N … 10－E 円　　　　 形 2 26 ×2 0 6 3 0

底面に は 70 ×63 c m ，深 さ 42 c m の

P itを有 し，底面 は壁より P itへ 向っ

て傾斜 している。

縄文土器 微量 ・土製 品

1 群 a ・C 加 Ⅳ A b
】
！

17 0
A 2 g g

A 2 g o
N － 36 0～W

I

円　　　　 形 12ユ　×1 13

l

58

1
底 面は平坦で ，壁面は北側 で大き く

外反 した後 ，垂 直に立ち上 がる。

l

A b

1 7 1 B 2 a o N － 42 0－ E 楕　 円　 形 16 1 × 13 4 8 0

底面は平 坦であ るが，壁面 との境は

明瞭で な く，壁 面はやや内攣 して立

ち上が る。

B a

1 72 B 2 c o N … 6 0 0－ E 不　 整　 円　 形 16 5 × 15 0

底面はや や凸凹 して お り，壁 面はや

18　 や外反 して立ち上が る。

縄 文土 器微量

l 群 C 加Ⅳ C b

17 3
B 2 c o

B 2 do
長　 楕　 円　 形 18 2 × 10 5

底 面は平坦 で，壁面は南 側はやや 外 縄 文土器微量 e石器

C bN ～4 4 0～ E 37 反 し，北側 はゆるやかに立 ち上がる。 1 群 a ・C 加Ⅳ

ユ74
B 2 C 9

B 2 co
N － 75 0～W 楕　 円　 形 19 3 ×1 19 30

底 面は中央部 がやや凹み ，壁面 は東

側で大 き く外反 し，その他 は垂直 に

立ち 上がる。

B a

1 75 B 2 b 8

l

N … 53 0－ W 楕　 円　 形 1 37 × 1 10 3 0

底面は全 体 に凸 凹であ り，壁 面は外

上 方へ立 ち上が る。

縄 文土器少量 ・石器

1群 a ・C 加Ⅳ B b

17 6
B 2 b 8

B 2 bg
N … 6 6 0～ W 長　 楕　 円　 形 1 97 ×　‖2 2 4

底 面は中 央部がやや 高いがおお むね

平 坦であ る。壁面は垂直 に立 ち上が

る。

縄文土 器少量 ・石器

1 群 a ・C 加Ⅳ C a

17 7A B 3 b 7

i

N － 0 0 楕　 円　 形

12 3 × 95 ！

7 8

！

B b

ユ77 B B 3 b 7 N － 26 0－E 不　 整　 形

19 5 × 1車 0

C b

178
A 3 j 3

B 3 a 3
N － 2 10－E 楕　 円　 形

99 × 7 0 ！ 2 2
底面に は 2 個の P i tを有 し，いず れ　 縄文土 器微量

も深 さ 12 c m と浅 い。　　　　　 1 群 a ・C　　　　　　 加Ⅳ B b

17 9 B 3 a 3 N － 6 0 0－ E 円　　　　 形 ‖9 × ユ06　　 2 9

底 面は壁か ら中央に 向ってやや傾斜　 縄文土器 微量

し ，壁面は南 側で垂直 その他は内攣 1 群 b 加Ⅳ A a
しなか ら立 ち上 がる。

碁　長径×短径（cm）　壁高（cm）

ー173－



遺構香 車
地　 区 主 軸 方 向 平 面 形

規 模 i 各 部 の 状 況
出　 土　 遺　 物 時 期 分 類 備 考

長径 ×短径 壁高

ユ80

A 3 i2

A 3 i3

A 3 j2

A 3 j3

N … 49 0 …W 不　 整　 形 16 1 × 1 5 1 54

底面 は全体に 凸凹 である。壁 面は内

攣 ぎみに立 ち上 がる。 C b

ユ8 ユ A 3 il N － 74 0… W 円　　　　 形

‡

2 22　× 2 10 81

断面形 は摺鉢状 を呈 す。

】

縄 文土器少量

1 群 a ・ C 加Ⅳ A b

ユ8 2 B 2 a 7 N － 4 2 0－ E

！

不　 整　 円　 形 110 ×　 9 4 3 7

底面 は全 体に凸凹 し断面形 は摺鉢 状

を呈す 。

縄 文土器微量

l群 C

2 群 b

称名 寺 C b

18 3
A 3 j4

A 3 j5
N － 00 楕　 円　 形 1 23　× 10 3 3 5

底面 は平 坦で，壁面 は外 上方へ立 ち

上 が る。

縄文 土器微量

1群 a 加Ⅳ B b

18 4
A 3 j4

A 3 j5
N － 5 3 0…W 隅 丸 長 方 形

i
14 5 ×　 9 5 19

底面は 中央 部がやや 高い。壁面 は直

線的に大 きく外上方へ立 ち上が る。 C b

185 A
B 3 a4

B 3 a5
N … 69 0 －W
i

楕　 円　 形 16 6 ×（10 3） 2 9

2 基の土壌 が重複 した土 壌で，A ・B

共 に底面 は平坦であ る。壁 面 A は 内

攣 ぎみに， B は直線 的に大 きく外上

方へ 立ち上が る。

B b

185 B
B 3 a 4

B 3 a 5
N － 4 70 －E 円　　　　 形 5 5 ×　 50 5 0 A b

18 6 A 3 j5 N … 40 0－ E 円　　　　 形 1 14 × 105 4 5

底面 い皿状 を呈 し，壁面 はやや内攣

しなか ら立 ち上 がる。

縄文土器少量

l 群 a e　c 加 Ⅳ A b

18 7
A 3 j5

A 3 j6
N － 5 0－W 不　 整　 円　 形 7 4 ×　 68 73

底面 は平坦で壁 面は北側で 2 段に立

ち上 が り，その 他は直線 的に立ち上

が る。

縄文土器微量

1 群 a ・b ・ C 加 Ⅳ C b

18 8
B 3 a 5

B 3 a6
N … 57 0－ E 楕　 円　 形 12 3 ×　 85 24

底 面は平坦 ，壁 面は南側で ゆるやか

に ，北 側でやや 外反 して立 ち上 がる。 B b

18 9 B 3 b5 N － 6 2 0… E 楕　 円　 形 13 4 × 1 07 65

底面 は浅い皿状 を呈 し，壁面 は北側

で直線 的に外上方へ ，南側で段状 に

な って立ち上が る。

B b

19 0A B 3 b5 N －34 ．5 旦－E 楕　 円　 形 82 ×　 7 2 4 5

2 基 の土壌が重復 し， B の土境 が新

しい。底 面は西 から東へ傾斜 し ，内

攣 しな が ら立ち上が る。底面 は中央

部が 凹み垂直 に立 ち上が る。

B b

19 0 B B 3 b5 N … 6 3 0…W 楕　 円　 形 8 2 × （7 3） 8 3 B a

底面 は平 坦で壁面 は底 面よ り 15 c m 縄文 土器微量

19 1 B 3 e6 N － 8 10 － E 楕　 円　 形 95 ×　 7 1 1 61
ほどオ ーバーハ ングして 1 m 立 ち上

がった後，やや外反 して 立ち上が る。

断面形 は袋状を呈す る。

1群 C 加Ⅳ B c

19 2 B 3 e 6 N … 7 20 …W

I

円　　　　 形 1 02 ×　 9 9 2 4

底面は浅 い皿状を呈 し，壁面は ゆる

やかに立 ち上がる。

縄文 土器 微量

1群 a ・ C 加Ⅳ A b

19 3 B 3 e6 N － 0 0 円　　　　 形 ‖ 6 × 1 11 3 0

S K 1 94 と重復 し，本土 城の方が古 い

土 鳩で ある。底面 は平坦 で，壁面 は

ゆるやか に外上方へ立 ち上がる。

A a

1 94 B 3 e 6 N … 88 0… W

I

楕　 円　 形 10 3　× （池 2 1

底 面は 東から西へ傾斜 し，壁面 は垂

直に立ち上が る。

縄文土器 微量 e土製 品

ユ群 a ・b e c 加Ⅳ B a

1 95 A B 3 e8 N … 73 0－ W 円　　　　 形 90 ×（9 0 ） 2 9

2 基の土壌が 重復， A の底 面は北か

ら南へ傾斜 し，ゆるやか に立ち上が

る。 B の底面 は中央部が 凹む。壁面

は酢 外上 方へ立 ち上 がる 0 ！

縄文土器 微量

1 群 a e b ・ C

加 Ⅳ

A b

19 5 B B 3 e 8 N － 7 6 0－W 円　　　　 形 12 2 × 123 5 8 A b

19 6A
B 3 d8

B 3 e8

N － 8 2 0－W 楕　 円　 形 19 4 × 180 2 1

底 面は皿状 を呈 し，壁面は 直線的 に

外上方 へ立 ち上 がる。

縄文土器微量

1 群 a ・C 加 Ⅳ B b

碁　長径×短径（m）　壁高（cm）
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第5章　砂川遺跡

遺構番
亘 地 区

主軸 方 向　　 平 面 形
i長径警短径覧 高　 各 部 の 状 況

出　 土　 遺　 物
i
…　時 期

i
さ　分 類　 備 考

196B

197

lii B3d8

i B3e8

十 や　 汗再 24 iる0底面は平坦で壁面は垂直に立ち上がi

i＋ i lji A∵「

i B3。8

B3d9

ト 81・5L E 恒 形i… 2 冊 は平担で壁面は垂直に立ち上がi　　　　 ［

】
ii＋ ．＋ ［

】】

Ba

198
B 3d8

B 3d9

N …42や　 形

［

縄文土器少量　 i

l群a ・b ・C　　　　　 加Ⅳ A b

ヨ

199

i B 。。9 N －26。…E i円　 形 ！
i　　　　　　　 A。

B3dg 底面は西から北側にかけてやや深い。縄文土器微量
200 B3e8 N …10…E　不　整　円　形 153 ×134 64　 壁面は垂直に立ち上がる。 1群a ・b ・C 加Ⅳ Ca

B3e9 i

B3d9 底面は中央部がやや凹む皿状を呈し 縄文土器微量
加Ⅳ Bb20ユ

B 3do
N …330…W　楕　 円　 形 1飢×　92　 17　壁面はゆるやかに外側に立ち上がる。 ユ群a

B 3e9
［l

155 ×140

底面は平坦で東側壁下に58×45cm 縄文土器微量

A a

i

202
B 3eo

N …5が」Wl 円　　　　 形

！

3撃 孟霊 芸器 誓 る○壁面は 1群b e c 加Ⅳ

B3d9
118 ×　90 38

底面は平坦で壁下に30×25cm ，深 縄文土器少量
203

B3do
N －740－E　楕　 円　 形 さ26cm のPitを有する。壁面は垂 1群a ・C　　　　　　　 加Ⅳ Ba

直に立ち上がる。

204 B3 f7

N …51〇十 形 80× 65 枠 霊 警漂 は直線的に外傾 i Bb

205

i

B3d9

iN －24斗　 形

138 ×137

［

67

i底面は平坦で南側に50×42cm 深さi

19cm のPitを有する。壁面は垂直
に立ち上がる。

警芸誓 少量　 回 A a i

206A B 3C9

N 中　 形

95×（95） 18

底面は平坦で壁面は垂直に立ち上が

る。

讐孟誓 言 警　　 A a i

206B B3cp

N …88十 形

150 ×105

l
底面は皿状を呈し，壁面はゆるやか

口

35 に外傾する。 B b ll

ll

207 B3cg

N －6。士 整 円 形

123 ×112 75

底面は平坦で壁面は垂直に立ち上が
り，断面形は円筒状を呈す。

警 票 量　　 加Ⅳ

Ca

B3co
N －3斗　 形

124 ×114 50

底面は北東側へやや傾斜し，壁面は 縄文土器微量
208

B 3do 垂直に立ち上がる。 1群a ・C　　　　　　　 加Ⅳ Aa
i

209A B 3do

N －72〇十 形

154×（135） 55
底面はいずれも平坦であり，壁面は
やや外傾して立ち上がる。

讐孟禦 e 加Ⅳ j Ba j

！

209B B3do N …770－W 不整楕円形 132×（110） 52 C a

210 B3co N －390－W 楕　 円　 形 137 ×116 27

底面は平坦で壁面は直線的に外傾し

て立ち上がる。
縄文土器微量
1群a 。C 加Ⅳ Bb

211
B3co

B 3do
N －860－E 楕　 円　 形 178×148 46

底面は平坦で外反して立ち上がる。 縄文土器多量

1群a ・b 加Ⅳ Bb

212 B3do N －850－W 円　　　　 形 126 ×123 61

底面は南から北へやや傾斜し，壁面

は底面よりややオーバーハングして
立ち上がる。

縄文土器多量

1群a ・b ・C 加Ⅳ Aa

213 B3C6 N －30－W

！

楕　 円　 形

121×9声 0
底面は平坦で壁面はゆるやかに外傾
して立ち上がる。また覆土上層に多

量の焼土が堆積していた。

縄文土器微量

1群a

加Ⅳ i Ba i

せ　長径×短径（cm）　壁高（cm）
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遺構番号 地　 区 主軸 方 向
！ 平 面 形 規　　 模

各　 部　 の　 状　 況 出　 土　 遺　 構 時 期 分　類 備 考
長径×短径 壁高

214 B 3C6 N －810－E 円　　　　 形

i

l

123　×120 48

底面は東か ら西へ傾斜し，壁面はゆ

！るやかに立ち上がる0

縄文土器多量

ユ群 a ・b 加Ⅳ A a

2ユ5A
B 3C7

B 3d7
N － 10－W 楕　 円　 形 139 × 115 32

！讐孟誓 警

加Ⅳ

B b

215B
B 3C7

B 3d7
N － 100－W 楕　 円　 形 148 × 107 44 B b

216 B 3C6 N …730…E 不 整楕 円形 143　×　91 33

i

底面は凸凹であり，両側に60×42 cm

深さ39 cm の P it を有する。壁面は

やや外反して立ち上がる。

！縄文土器微量

1 群a ・e 加Ⅳ C b

217 A 3j6 N －38．5L E 楕　 円　 形 183 × 134 33

底面は中央部がやや凹み，壁面は内

攣ぎみに立ち上がる。

縄文土器微量

ユ群a ・b ・C ・e 加Ⅳ B b

218 B 3C7 N －190－E 楕　 円　 形

I

10ユ　×　79 82

i底面はやや東側へ傾斜 し，壁面は大

きく外反 して立ち上がる。 B b

219 B 3b7 N －40．5L w 楕　 円　 形 146 × 127 27

底面は浅い皿状を呈し，壁面は連続

的に大きく外反して立ち上がる。

縄文土器多量

1 群a ・C 加Ⅳ B b

220A
B 3 i4

B 3 i5
N … 660－W 不整楕 円形 140 ×　80 63

2 基の土壌が重復し，いずれの土壌

も底面が平坦で，壁面は直線的に外

傾 して立ち上がる。

！

i

B b

220B
B 3 i4

B 3 i5
N －600－W 不整楕 円形 75 ×　70 50 A b

221
A 3i6

A 3 i7
N －300－E 円　　　　 形 168 × 164 55

底面は平坦で壁面は直線的に外傾し

て立ち上がる。

縄文土器微量

1 群 a 加Ⅳ A a

222
A 3j6

A 3j7
N …14．5q二W 円　　　　 形 138 ×117 31

底面は皿状を呈し，壁面はゆるやか

に外反 して立ち上がる。

縄文土器少量

1 群a ・b 加Ⅳ A b

223
A 3 j6

A 3 j7
N －2ユ．5 0－W 楕　 円　 形 92 ×　68 78

底面は平坦で，壁面は底面より30 0m

はど垂直に立ち上がった後，大きく

内攣ぎみに立ち上がる。

B b

224 A 3j9 N － 850－E 楕　 円　 形 170 × 132 59

底面は平坦で，壁面は東側でゆるや

かに大きく外傾 して立ち上がる。

縄文土器少量

ユ群a ・b ・C 加Ⅳ B b

R 4 il
底面は平均で，壁面はゆるやかに立 縄文土器微量

22 5
B 4 e l

N －2 9．5？－W 円　　　　 形 1 18 × 10 1 2 7 ち上 がる。 1 群 C 加Ⅳ A a

22 6
B 3 e o

B 4 e l
N － 20 0－ E 円　　　　 形 15 2 × 14 3 5 6

底 面は平坦で ，壁面は垂直 に立ち上

が る。

縄文土 器微量

1 群 a　e c 加Ⅳ A a

2 2 7 B 3d o N － 2 20 － E 円　　　　 形 12 5　× 12 3 39

底面 は平坦で ，壁面は垂直 に立 ち上

が る。断面形 は円筒状を呈す 。

縄文土器 微量

1 群 a ・ C 加Ⅳ A a

2 28
B 3d o

B 3 eo
N － 8 40－ E 楕　 円　 形 12 0 ×　 95 17

浅い土 壌で底面 は皿状を豊す 。壁面

は ゆるやかに外傾 して立ち上が る。

縄文土器微 量

1 群 a 加Ⅳ B b

2 29 B 4 d l N － 86 0－ E 楕　 円　 形 155　× 1 20 7 8

S K 23 0 と重 復 し， 本土 域の方 が新

しい土壌 。底面は平坦 で壁面は垂 直

に立 ち上 がる。

縄文土器少 量 ・土製 品

1 群 a ・b ・ C 加 Ⅳ B a

23 0 B 4 dl N － 55 0－ W 円　　　　 形 172 × 17 0 5 3

底面は平 坦で壁面 は垂 直に立 ち上 が

る。

縄文土器微量

1 群 a ・e 加 Ⅳ A a

23 1 A 3h 6 N … 4 P J E 楕　 円　 形 9 1 ×　 7 5 6 9

埋 設 1 6 号の下か ら検出 された土 壌で

ある。底面 は東か ら西へ傾 斜 し，壁

面 は外側 に立 ち上が る。

B b

井　長径×短径（cm）　壁高（cm）
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第5章　砂川遺跡

遺構 番号 地　 区 主 軸 方 向 平　 面 形
規　　 模

各　 部　 の　 状　 況 出　 土　 遺　 構 時 期 分 類 備 考長径 ×短径 i壁 高

23 2

l

A 3 j8

A 3a 8
N …8 1．5 L E

I

楕　 円　 形

i

10 1 ×　 9 4

底面は平坦 で，壁面は底 面よ り連続 縄文土器微量

B b4 3 してゆ るやか に立ち上が る。 1 群 C 加 Ⅳ

2 3 3

i A 。j。

i B 3a 9
N －17．5し㌧E 円　　　　 形

i H 8 × 11 7

7 2

底 面は平坦 で壁面 は底面 より連続的

に立 ち上が る。

縄 文土 器微量

1群 C 加 Ⅳ A b

B 3 a 8
N －4．5 L E 円　　　　 形 11 2　×1 00 27

底面 は皿状を呈 し，壁面は ゆるやか 縄文土 器少量

2 34
B 3 a 9

に外傾 して立 ち上が る。 1 群 a

2 群 b

称名 寺 A b

B 3 a g
円　　　　 形 143　× 1 35 5 5

底面 は平坦で，壁面 は直線的に外傾 縄文土器少 量 e土製 品

A b23 5
B 3 a o

N － 2 9．5L E して立 ち上がる。 1 群 a ・C 加 Ⅳ

23 6
B 3 jo

B 3a o
N － 5 4 0－ E

i
楕　 円　 形 1 38 × 10 5 2 8

底面は北側 より傾斜 し，壁 面は垂直

に立ち上が る。

縄 文土器微 量

1 群 b ・C 加 Ⅳ B a

2 37
A 3 i 9

A 3 io
N 一一3 10 1・ムーW 楕　 円　 形 2 10　× 157 ‖1

底 面は中央部が 凹む皿状を 呈 し，壁

面 は底 面よ り 15 cm はどオ ーバーハ

ング して 7 0 cm 立 ち上が った後，外

反 して立ち上が る。

縄文土 器多量

l群 a

2 群 b

称 名寺 B c

23 8

A 3 b 9
A 3 b o
A 3 g 9
A 3 g o

N∴－73㌧虻 円　　　　 形 11 7 ×1 09 32

底面 は平坦で ，壁面 は西側で ゆるや

か に外 傾，その他は垂 直に立 ち上 が

る。

縄 文土器少 量

1 群 C

2 群 b

称名寺 A b

23 9
A 3 rg

A 3 f o
N … 5 4 0－ E 楕　 円　 形 192 × 14 5 9 5

底面は平 坦で，壁面 は底 面よ り5 cm

はとオー→ →ヾ ＼ングして4 0 c m はと立ち上

がった後ゆるやかに外傾 に立 ち上 がる。

縄文土器多 量

ユ群 a

2 群 b

称名寺 B c

2 40
A 3 e 8

A 3 f8
N ～ 88 0…W 円　　　　 形 1 31 × 13 0 6 7

底 面は平坦 で，壁面は底 面よ り直線

的に外傾 して 立ち上が る。 A b

2 4 1 i A 3 d 7

A 3 d 8

A 3 e 7

A 3 e8

i

N － 35 0－ E 円　　　　 形

i

15 4 × 1 40 45

底面 は平坦で壁 面はやや外傾 して立 】

ち上が る。

縄文土 器少量

1群 a ・C

】

加Ⅳ A b

24 2 ！

A 4 e l N － 8 0－E 楕　 円　 形 190 × 1 15 30

S I 44 号 と重複 し，本 跡の方が 新 し

い遺構 である。底面 は平 坦 ，壁 面は

ゆ るやか に外傾 して立 ち上が る。

縄文土器少 量 ・土製 品

1 群 a ・b ・C ・e 加 Ⅳ B a

2 4 3 A 3 f8 N － 33．5L W 楕　 円　 形 1 11 ×　 9 5 4 6

底 面は平 坦で，壁面 は外反 して立 ち

上 がる 。

縄文土器微 量

1 群 a ・C 加 Ⅳ B b

2 44
B 3 b o

B 4 b l
N － 6 10…E 楕　 円　 形 1 53　× 12 3 9 1

底 面は平坦 で，壁面は外反 して立 ち

上が る。

縄 文土器微量

1 群 a 加 Ⅳ B b

碁　長径×短径（cm）　壁高（cm）
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第1号土壌

多くの遺物は覆土上層から中層の中央部から多く出土し，大半が縄文土器片である。

縄文土器（第68図）

1群a（1～5）　微隆起線による区画文様を有する。1～4は目線部の破片で，1は微隆起線

による渦巻文が措かれている。

1群b（17～19）沈線による区画文様が作られ，いずれも胴部の破片である。19には横位の

円点列文が配されている。

1群C（6～16）縄文のみの文様を有するもの。

2群b（20～21）曲線的な沈線による区画文様を有する。

石器（第141図－12）

覆土上層より出土した石鉱で，両面は入念な剥離調整がなされ，底部の中央部がやや窪み，側

姐1＋／l＼劫ヨ貴誌、「爵え蜃呈I　で†ヽ　Z　　7二筋／ヰニ仁　し－　L－ア∵恵∴乙
′l増、Vd、′」、野山閻1ノ＼’C．こまこ　しノ　し・∨　′Qノ○　′Lj員Vd、ノ　「′　　　l L Ltノ’Qノ〇

第3号土壌

覆土上層より縄文土器片を出土する。

縄文土器（第69図－1～6）

1群a（1～3）微隆起線による区画文様を有する胴部辺で，1は微隆起線による「H」文が

構成され，その他の部に縄文の文様が充填されている。

1群C（4～6）縄文の文様のみを有するもの。

第4号土壌

覆土上層よりやや大形の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第70図）

1群a（1～10）微隆起線による区画文様を有し，1～5は日録部の破片で，横位の微隆起線

－196－



第5章　砂川遺跡

．

．

－

・

1

ノ

さ

－

　

1

　

、

－

1

≡∴十一、 β

日
日
一
日
…

丑

琴寿刀
4　　　　　　　　　　　　15

第68図　第1号土壌出土土器拓影図

ー197一

∴…≒．：



4

【
J

n
目
口

SKO3

二．正．－．＿′′篇一葉
一　一一　　　‾

・・∴・
lこ∴∴一一　一．

一‾，　一．

1ヽ′ノパ　ー′．′－　hr

第69図　第3・5号土壌出土土器拓影図

198－

用
〟
U

□
13

0
17



第5章　砂川遺跡

¶
O
U画浄

一199一

管
主
－
主
㌍

、
．
し
八
㌧
‥
▼
．
一
（
、
＼
墨
・

∩
日
日
H
H
U

・
、
骨
膵
首

H
H
㍗
用
淵
掴
勲
羊

潜
航
服
冊
．
塙

養
生
壌

第70図　第4号土壌出土土器拓影図



が配されている。

1群b（17）微隆起線と沈線が配されている。胴部上半の土器である。沈線による曲線的な

文様が描かれている。

1群C（11～16）′　縄文の文様を有するもので，16は底部の破片で，底部付近は磨消しが行

われている。

第5号土塊

覆土上層中央部より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第69図－7～18）

1群a（10・11）微隆起線の区画による文様を有し，いずれも胴部片である。

1群b（8）横位の沈線による区画がなされる口縁部の破片である。

1群C（12～15）縄文の文様のみを有する胴部片である。

2群b（16～18）沈線による区画がなされる口縁部の破片で，2は平行な沈線間に縄文帯と

無文帯が交互に配されている。

第6号土壌

覆土上層から下層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第71図－1～13）

1群a（1～7）微隆起線による区画の文様を作り，1・2は口縁部の破片で，横位の微隆起

線が配されている。

1群C（8・9）縄文の文様のみを有する。

2群b（10～13）沈線による区画がなされ，10・11は口縁部の破片で，同一個体と思われる。

12・13は胴部の破片である。

第7号土壌

覆土中層から下層にかけて縄文土器片を少量出土する。

縄文土器（第71図一14～23）

1群a（14・15）微隆起線による区画がなされ，14は口縁部の破片である。

1群C（16～23）縄文のみの文様を有する。

第8号土塊

覆土中より縄文土器片を微量出土する。

縄文土器（第72図－1～3）

1群C（1～3）縄文の文様のみを有する。
J

第9号土境

覆土上層より多量，床面上より少量の縄文土器片を出土する。

－200－



第5章　砂川遺跡

齢溌
二：：・－1こ二　二

一丸

㍉
∵

∴
ノ

　

　

　

　

　

　

　

H

H

H

－

J

J

J

r

1

1

J

遮
音
濯

、
－
∵
」
．
∵
い

ハ

　

ム

P

を

5

〃

・

一

一

23SKO7

第71図　第6・7号土壌出土土器拓影図
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第5章　砂川遺跡

縄文土器（第72図－4～18）

1群a（4～8）微隆起線による区画文様を有し，4～6は口綾部の破片である。

1群b（9～15）沈線による区画文様を有し，9～15は同一個体の目線部の破片と思われ，

口辺部に無文帯を作り，沈線問に縄文を配している。

1群C（16～18）縄文の文様を有し，17は口縁部の破片で，やや外反して開く。

第10号土壌

出土遺物はほぼ全体からの覆土上層から下層にかけて縄文土器片，及び土製品を出土する。

縄文土器（第73図－1～18）

1群a（1～7）微隆起線による区画文様を有する。1～6はほぼ縦位の微隆起線の区画を有

している。7は口辺部に無文帯を作り，その下に縄文を配する目線部の破片で，無文帯と縄文と

の問を微隆起線によって区画している。

1群C（8～18）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

土製品（第145図－15）

覆土上層より出土した完形の土製円板である。

第11号土壌

覆土中より縄文土器片を少量出土する。

縄文土器（第73図－19～24）

1群a（19・20）微隆起線による区画文様を有し，19は横位の微隆起線を有する目線部の

破片である。

1群C（21）縄文の文様のみを有する。

1群e（22）縦位の櫛歯状の文様を有する。

第12号土壌

覆土中層を中心に少量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第74図－1～11）

1は無文帯を有する日録部の破片で，口辺部は外反して開く。

1群b（2～5）沈線による区画がなされ，いずれも胴部の破片である。2～4は浅い沈線で

あるが，5はやや深い三本の沈線が配されている。

1群C（10）縄文の文様のみを有する。

2群b（11）曲線的な沈線問に縄文の文様と無文帯が交互に配されている。

第13号土壌

覆土上層から中層にかけてやや多くの縄文土器，及び土製品を出土する。

縄文土器（第74図－12～21，第75図）
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第5章　砂川遺跡

1群a（第74図－12～2㌦第75図－1～5）微隆起線による区画を有し，12～18は横位の微

隆起線によって無文葦と縄文の区画を明確にしている。また12は波状日録を呈する。19～21e

第75図－1～3は斜位，または縦位の微隆起線が配されている。

1群b（第75図－6～7）沈線によって区画され，5　e6は目線部の破片である。また5は微

隆起線が沈線の上位に配されている。

1群C（第75図－10～16）縄文の文様のみを有する。

土製品（第145図－16e17）

いずれも覆土上層より出土した完形の土製円板である。縄文の文様を有する土器を利用して作っ

ている。

第14号土壌

本土境の中央部覆土上層より縄文土器片を多量，また底面直上より2個体の一括土器片（第76図

－1・2）を出土している。

縄文土器（第76，77図）

1群a（第76図一1，第77図一1・2・4～9つ1）微隆起線による区画文様を有する。（第76

図－1）は底部を欠損するがほぼ完形で出土し，口綾部は波状口縁を呈し，2個の突起を有する。

文様は微隆起線によって措かれ，胴部には「C」字状の文様が4個体作られている。

1群C（第77図－3つ0）縄文のみの文様を有し，3は把手である。

2群b（第76図－2）細い沈線によって複雑な曲線的文様が構成されている胴部上半の土器で

ある。

第15号土壌

覆土上層より少量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第78図－1～9）

－1群a（1～3）微隆起線による区画文様を有し，1は波状目線を呈する□綾部である。

1群C（5～7）　縄文のみの文様を有する胴部の破片である。

第16号土壌

遺物は縄文土器片を覆土上層から中層にかけて少量，また土製品を1個出土する。

縄文土器（第78図－10～22）

1群a（10～17）　微隆起線による区画文様を有し，10は波状口縁を呈する突起部で，11～

13は微隆起線を横位に配する口緑部である。14～17は胴部の破片である。

1群b（18つ9）　沈線による区画文様を有する胴部の破片である。

1群C（21）縄文のみの文様を有する。

1群d（20）縦位の櫛歯状の沈線が配されている。
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第5章　砂川遺跡

土製品（第145図－18）

覆土上層より出土した完形土製円板で，表面には縄文の文様がみられる。

第19号土壌

覆土上層から中層にかけて少量の縄文土器片と土製品を出土する。

縄文土器（第79図）

1群a（1～8）微隆起線による区画文様を構成し，i e2は日録部の突起部である。3～6

ほ口綾部の破片で，3は微隆起線によって胴部に「H」文が措かれている。

1群b（9つ0）沈線によって区画文様がなされ，9ほ口辺部に無文帯を作り，その下に沈線

が配されている。

1群C（11つ2）縄文の文様のみを有する。11は日録部の破片で，器形は口辺部でやや外

反して開き，文様はLRの原体による縄文が施されている。

土製品（第144図－10）

覆土中より出土した完形土器片錘で，ノッチを2個有している。

第20号土壌

遺物は土壌のほぼ中央部，覆土上層から中層にかけて縄文土器を少量出土する。

縄文土器（第80図）

1群a（1～3）微隆起線による区画文様を有し，1e2は日録部の破片である。

1群b（4～7）沈線によって区画文様を作る。

1群C（8～16）縄文の文様を有し，8は口辺部に無文帯を作り，その下に縄文を施してい

る。9～16は縄文のみを有する胴部の破片である。

第21号土壌

本土墳からの出土遺物は覆土上層から中層にかけて縄文土器を多量出土し，その他土製品を2

個検出される。

縄文土器（第81図）

1群‾a（1・3～18）微隆起線による区画文様を有する。1ほ口縁部の突起部。3～7は口綾

部の破片で，いずれも波状目線を呈する。

1群b（14つ5）沈線による区画文様を有し，いずれも胴部の破片で文様は懸垂文である。

1群C（12）縄文のみの文様を有する。

3は注口土器の破片である。

土製品（第145図－19・20，第144図－12）

19e20は覆土上層より出土した完形の土製円板である。また12は簡単に作られた耳飾であ

る。
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第5章　砂川遺跡

第24号土壌

覆土上層より少量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第82図－1～7）

1群a（1～3）微隆起線による区画を有する胴部の破片である。

1群C（4～6）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第29号土壌

覆土上層から中層にかけて多量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第82図－8～15）

1群a（8～12）微隆起線による区画文様を有する。8～10は目線部の破片で，8はやや内

攣して開き，9　elOは直線的にやや外傾して開く。

1群C（13）縄文の文様を有する胴部の破片である。

2群b（14）曲線的な沈線によって区画された文様を有する。

第30号土壌

覆土中層より縄文土器片を少量出土する。

縄文土器（第82図－16～20）

1群a（18・19）微隆起線によって区画文様が作られ，18は口綾部付近の破片である。

1群b（16）縦位の沈線によって無文帯と縄文帯を区画している目線部の破片である。

1群C（17）縄文の文様のみを有する日録部の破片で，器厚を厚くしながらやや外傾して立

ち上がる。

2群b（20）沈線によって渦巻状に区画された底部の破片である。

第33号土壌

覆土上層から中層にかけて縄文土器片，土製品を出土する。

縄文土器（第83図－1～7）

1群a（1～4）微隆起線による区画文様を有する。1e2は口縁部の破片で，2には日録部

外側に舌状の突起を有する。3◎4は胴部の破片である。

1群b（6）沈線による区画文様を有する。

1群C（5）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

土製品（第145図－21）

覆土中より出土した完形の土製円板で，表面には縄文が施文されている。

第34号土壌

覆土中層より少量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第83図－8～11）
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第5章　砂川遺跡

1群a（8・9）微隆起線による区画文様を有する日録部の破片である。

1群C（10つ1）縄文のみの文様を有する土器で，10は直線的にやや外傾して開く日録部の

破片である。

第36号土壌

覆土中より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第83図－12～ユ9）

1群a（ユ2）微隆起線による区画文様を有する。

1群C（13～17）縄文のみの文様を有する胴部の破片である。

2群b（18）二本の沈線と，横位の円点列文によって文様が構成されている。

第37号土壌

覆土上層より微量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第83図－20～24）

1群a（20～22）微隆起線による区画文様を有する。

1群b（23）沈線によって区画文様を有する。二本の懸垂文が配されている胴部の破片であ

る。

1群C（24）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第38号土壌

本土境の壁下中層より微量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第84図－1～4）

1群a（2・3）微隆起線による区画文様を有し，いずれも目線部付近の破片である。

1群b（1）浅い横位の沈線を有する日録部の破片である。

1群C（4）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第39号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけてやや多く縄文土器片を出土する。

縄文土器（第84図－5～18）

1群a（5～13）微隆起線による区画文様を有する。5～7は口綾部の破片で，5は波状日

録を呈する。6e7は無文帯下に横位の微隆起線が配されている。8～13は胴部の破片である。

1群C（14～17）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第40号土壌

遺物は覆土中層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第84図－19～26）

1群a（19～21）微隆起線による区画文様を有する。19e20は目線部の破片で，いずれも
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第5章　砂川遺跡

口辺部に無文帯を有し，縄文との境に横位の微隆起線を有する。

1群b（25）沈線による区画文様を有する胴部の破片である。懸垂文を有する。

1群C（22～24e26）縄文のみの文様を有する土器で，22は口綾部の破片である。

第41号土壌

遺物は覆土上層より少量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第85図－1～5）

1群b（1～4）沈線による区画文様を有する。1は口縁部の破片で，口辺部に無文帯を有し，

その下に横位の沈線を配す。胴上位には懸垂文の変化した楕円形状の沈線が施されている。

1群C（5）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第42号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけて少量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第85図－6～14）

1群a（6～10）微隆起線による区画文様を有する。6ほ波状口縁を呈する目線部の突起部で

ある。

1群b（11）懸垂文を有する胴部の破片である。

1群C（12）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

2群b（13・14）曲線的な沈線を有する土器片で，13は口綾部の破片で，やや外傾して開く。

14は胴部の破片である。

第43号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけて縄文土器片を少量出土する。

縄文土器（第85図－15～19）

1群a（17・18）微隆起線による区画文様を有する。17は横位の微隆起線を有する口縁部の

破片である。

1群b（15つ6）沈線の文様を有する土器片で，15は波状口縁を呈する口縁部。文様は懸垂

文の変化した楕円形である。

1群C（19）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第44号土壌

遺物は覆土上層よりやや多く縄文土器片を出土する。

縄文土器（第86図－1～8）

1群a（1～6）微隆起線による区画文様を有する。1～3は日録部の破片で，口辺部に無文

帯を有している。4～6は胴部の破片で，いずれも縦位の微隆起線が施されている。

1群C（7・8）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。
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第5章　砂川遺跡
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第45号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけてやや多くの縄文土器◎石器が出土している。

縄文土器（第86図－9～17）

1群a（9～13）微隆起線による区画文様を有する。9～11は口綾部の破片で，9は微隆起

線によって渦巻状の文様が構成されている。

2群b（14）沈線によって縄文帯と無文帯を区画するくびれ部の破片である。

石器（第143図－6）

6は砂岩を原石とする敲石で，側面に使用痕が認められる。

第46号土壌

遺物は覆土中より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第86図－18～20）

1群a（18）微隆起線によって区画文様を有する日録部の破片である。

1群C（19・20）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第47号土壌

遺物は覆土中より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第86図－21～23）

1群a（21）縦位の微隆起線による区画文様を有する。

1群C（22・23）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第50号土壌

遺物は覆土上層から下層にかけて大形の縄文土器，及び土製品を出土する。

縄文土器（第87図）

1群a（1～6）微隆起線による区画文様を有する。巨2e5は日録部の破片で，2e5は

同一個体と考えられる。3◎4。6は胴部の破片である。

1群b（10）沈線による区画文様を有し，2本の沈線間を磨消している胴部の破片である。

1群C（7～9）縄文の文様を有する土器片で，7はやや外傾して開く口縁部の破片である。

土製品（第ユ44図－11）

11は縄文土器片を利用して作られた土器片錘である。

第53号土壌

遺物は下層から底面上よりやや大形の縄文土器を少量出土する。

縄文土器（第88図）

1群a（1～6）微隆起線による区画文様を有する。1。2e6は口縁部の破片で，1。2は

波状口縁を呈する。3～5は胴部の破片で，微隆起線によって曲線的な文様が構成され，特に4e
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第5章　砂川遺跡
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5は渦巻状を呈する。

第54号土壌

遺物は覆土上層より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第89図－1～8）

1群a（1～7）微隆起線による区画文様を有する。1ほ臼綾部の破片で，4～7は微隆起線

の側面になぞりが施されている。

1群C（8）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第55号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器，及び石器を出土する。

縄文土器（第89図－9～13）

1群a（9～12）微隆起線による区画文様が施され，9～11は胴部の破片である。

1群C（13）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

石器（第140図－13）

13は流紋岩を原石にして使用した石錘で，各側面に使用痕が認められる。

第56号土壌

遺物は覆土上層より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第89図－14～28）

1群a（14つ5）微隆起線による区画文様を有し，いずれも口縁部の破片で，口辺部に横位

の微隆起線が施されている。

1群b（16～19）沈線による区画文様を有する。いずれも胴部の破片で，懸垂文が施されている。

1群C（20～27）縄文の文様を有する土器である。

2群b（28）曲線的な二本の沈線によって文様構成がなされている胴部の破片である。

第60号土壌

遺物は覆土下層より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第90図－1～18）

1群a（1～8）微隆起線による区画文様を有し，1～3は口綾部の突起部である。4～7ほ

口縁部の破片で，いずれも口辺部に無文帯を有し，その下に横位の微隆起線を施している。また

6には微隆起線上に舌状の突起が貼り付けられている。

1群C（9）縄文の文様を有する胴部の破片である。

2群b（10～15）沈線による区画文様がなされている。10ellは同一個体と思われる口縁

部の破片で，ロ縁部上位に縄文，その下に無文帯を作り，境に横位の沈線を引いて区別しており，

無文帯下には曲線的な沈線が引かれている。12～15は胴部の破片である。
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第5章　砂川遺跡

第61号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第90図－19～24）

1群a（19～21）微隆起線が施されている胴部の破片である。

1群C（22）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第62号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第91図－1～4）

1群a（1）縦位の微隆起線が施されている胴部の破片である。

1群C（2～4）縄文の文様を有するもの。2◎3は口辺部に弱い磨消しがみられる目線部。

第63号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第91図…5～8）

1群a（5～7）微隆起線による区画文様を有する。5は横位の微隆起線を有する目線部。7

は曲線的な微隆起線の側面に強いなぞりが行われている胴部の破片である。

1群C（8）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第64号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第91図一9～12）

1群a（9）縦位の微隆起線を有する胴部の破片である。

1群C（10～12）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第65号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第91図－13～15）

1群b（13）波状口緑を呈する目線部で，懸垂文の変化した楕円形の文様を有する。

1群C（14）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第67号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけて多義の縄文土器を出土する。

縄文土器（第92図－1～12）

1群a（1～8）微隆起線による区画文様を有する。1～5は波状目線を呈し，1e2は微隆

起線によって「8」字状に措いた突起部である。6～8は無文青と縄文帯を横位の微隆起線に

よって区画している。
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i群C（9～ll）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第69号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第91図－16～18）

l群a（16～18）微隆起線による区画文様を有し，16は目線部である。

第77号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第92図－13～20）

1群a（13～16）微隆起線による区画文様がなされ，13⑳Ⅲは口縁部の破片である。13は

二本の横位の微隆起線下に曲線的な文様が構成されている016は横位の微隆起線下に曲線的な

沈線が施されている。

1君羊b（ユ7～ユ9）沈線による区画文様を有し，いずれも胴部の破片である。

第81号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第93図－1～10）

1群a（1～7）微隆起線による区画文様を有し，巨2は日録部の破片である。

1群C（9）縄文の文様を有する胴部の破片である。

2群b（10）曲線的な沈線によって区画文様を有する日録部の破片で，口辺部に横位の円点

列文が施されている。

第89号土壌

遺物は覆土中層から下層にかけて少量の縄文土器，及び土製品を1個出土する。

縄文土器（第93図－11～18）

1群a（11～14）微隆起線による区画文様を有し，1巨12は波状を呈する臼綾部の破片で

ある。

l群b（15）無文帯と縄文との境に浅いなぞりが行われ，沈線状になっている。

1群C（16～18）縄文の文様を有する胴部破片。

土製品（第144図－5）

5は縄文の土器片を利用して作られた有孔円板の土製品である。

第90号土壌

遺物は覆土上層より少量の縄文土器，及び土製品を出土する。

縄文土器（第93図－19～26）

1群a（19～23）微隆起線による区画文様を有する胴部の破片である。
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1群C（24～26）縄文の文様を有する胴部の破片である。

土製品（第146図－2）

2は覆土中より出土した土製円板である。表面には縄文の文様が施されている。

第92号土壌

遺物は覆土上層，及び下層より縄文土器を出土する。

縄文土器（第94図－1～9）

1群a（1～4）微隆起線の区画文様を有する。1e2は横e縦位の微隆起線の区画文様をも

つ口綾部の破片で，横位の微隆起線上には舌状の突起を有する。

l群C（5）縄文の文様を有する胴部の破片である。

2群b（6）曲線的な沈線を有するもの。

7～9は覆土下層より出土した深鉢形土器の底部である。

第93号土壌

遺物は覆土中より微量出土する。

縄文土器（第94図－10～13）

1群b（10）二本の浅い沈線を有し，その間を磨消している。

1群C（11～13）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第95号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第94図－14～16）

1群a（14。15）微隆起線による縦位の区画文様を有する胴部の破片である。

1群C（16）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第96号土壌

遺物はいずれも覆土上層より縄文土器を出土する。

縄文土器（第94図－17～20）

l群a（17～18）微隆起線によって横e斜位の区画文様を有する口縁部の破片で，やや外傾

して立ちあがり口辺部でやや内攣する。

1群b（19）沈線による区画がなされ，無文帯と縄文を懸垂文で区画している。

1群C（20）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第102号土壌

遺物は覆土上層より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第95図－1～8）

1群a（1～4）微隆起線によって区画文様がなされ，1ほ波状を呈する目線の突起部で，微
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隆起線によって「8」字状に描かれている。2～4も口綾部の破片，口辺部に無文宵を作り，縄

文との文様の境に微隆起線が施されている。

1群C（5～8）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第105号土壌

遺物は覆土上層より多亀底面より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第95図…9～16）

1群a（9～13）微隆起線による区画文様を有する09。10◎12⑳13は目線部の破片で，

9ほ波状を呈し，胴部には懸垂文の変化した曲線的な沈線が施されている。また9⑳10の12は

やや内攣ぎみに開き，ユ3は垂直ぎみに立ちあがった後，口辺部でやや外反する。

1群b（14・15）沈線による区画文様を有する。懸垂文の変化した楕円形状の沈線が無文帯

と縄文との境に施されている。

第106号土壌

遺物は底面上より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第96図－1～4）

1群a（1～3）微隆起線による区画文様を有する。1は口辺部で内攣する日録部の破片であ

る。

1群C（の　縄文の文様を有する。

第107号土壌

遺物は中層から下層にかけて多義の縄文土器を出土する。

縄文土器（第96図－5～7，第97図，第98図－1～6）

1群a（第96図－6，第97図－1～6e8・10）微隆起線による区画文様を有する。第96図－6

は覆土中層より出土し，口辺部に無文帯を作った後，横位に2列の円点列文が施されている。第

97図－1～6e8◎10はいずれも目線部の破片である。

1群b（第96図－5）沈線による区画文様を有する。目線は波状を呈し，2個の突起を有する。

文様は縄文を施した後，沈線によって6個の渦巻文が施されている。

1群C（第96図…6，第96図－7◎9）縄文の文様を有し，7は浅鉢形土器で，2個の把手を

有する。

2群b（第98図－ト4）沈線による区画文様が構成される。1。2は波状を呈する同一の個

体で，曲線的な二本の沈線問に縄文が施されている。

第108号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第98図－7～9）
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第5章　砂川遺跡

上群a（7e8）微隆起線による区画文様を有する0　7は口綾部の破片でク横位の微隆起線下

に縄文が施されている。

1群C（9）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第109号土壌

遺物は覆土中層より少量の縄文土器，及び土製品を出土する。

縄文土器（第98図－10～17）

1群a（10～ユ3）微隆起線による区画文様を有する。

1群C（ユ5～17）縄文の文様を有する胴部の破片である。

土製品（第146図－1）

1は覆土上層より出土した土製円板である。

第110号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけて多量の縄文土器，及び石器を出土する。

縄文土器（第99図）

1群a（1～11）微隆起線による区画文様を有し，1～4は目線部の破片である。5～12は

胴部の破片で，5e7は微隆起線によって「H」文が構成されている。

1群b（14）横位の沈線が施されている口綾部の破片で，直線的に外傾して開く。

1群C（12◎13e路◎捕）縄文の文様のみを有し，12はやや外傾して立ちあがる日録部。

1群e（17）櫛歯状の沈線を有する。

石器（第143図－7～10）

7～10はいずれも敲石で，自然石の中央部にいずれも敲痕が認められる。7◎9elOの側面

には磨痕が認められ，原石は砂岩。閃緑岩である。

第114号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第100区「㍉「～4）

1群a（2e3）微隆起線による区画文様を有する胴部の破片である。

1群b（ユ）沈線による区画文様を有する胴部の破片で，文様は二本の曲線的な沈線問を磨消

して無文帯にしている。

l群C（4）縄文の文様のみを有する。

第117号土壌

遺物は覆土中層より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第100図－5～15）

1群a（5e6）横位の微隆起線による区画文様を有し，いずれも口綾部の破片である。5は
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内攣し，6は外反して開く。

1群C（7～14）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

2群b（15）沈線による区画文様を有する目線部の破片で，波状を呈し，沈線によって縄文

と，無文帯を区画している。口唇部には突起が貼り付けられている。

第118号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第100図－16～19）

1群b（16つ7）沈線によって区画文様を有する目線部の破片で，16は懸垂文の変化した楕

円形状の文様が措かれている。

1群C（18つ9）縄文のみの文様を有する胴部の破片である。

第119号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第101図－1～3）

1群a（1・2）微隆起線による区画文様を有する。lは目線突起部の破片である。

1群C（3）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第122号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第101図－4～6）

1群a（4・5）徴隆起線による区画文様を有する。4は口綾部の破片である。

第124号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第101図－7～9）

1群a（7・8）微隆起線による区画文様が作られ，7は槙e斜位の微隆起線が施され，その内

部を磨消している。

1群C（9）縄文のみの文様を有する胴部の破片である。

第125号土壌

遺物は覆土上層と下層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第101図－10～13）

1群a（第101図－10。11）微隆起線による区画を有し，10は横位の微隆起線を有する口綾部

の破片である。

1群C（第101図－12）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第128号土壌
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遺物は覆土上層から中層にかけて微量の縄文土器片を出土する。

縄文土器（第101図－14～16）

1群C（14～16）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第141号土壌

遺物は覆土上層から下層にかけて少量の縄文土器，及び石器を出土する。

縄文土器（第102図－1～11）

1群a（1～7）微隆起線による区画文様を有する。且～3は目線部の破片で，横◎斜位の微隆

起線が施され，2は内攣，3は外傾して立ちあがる。

1群C（8～10）縄文の文様を有する胴部の破片である。

石器（第143図－12）

12は覆土上層より出土した敲石で，自然石の平担な部分に使用痕が認められる。原石は砂岩

である。

第142号土壌

遺物は覆土中層から下層にかけて多量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第102図－12～26）

1群a（12～20）微隆起線による区画文様を有する。12は口綾部の破片で，槙◎斜位の微隆

起線が施され，口綾部はやや内攣して開く。13～20は胴部の破片である。

2群b（21～24）曲線的な沈線によって区画文様が構成され，22は大きく内攣して開く目線

部の破片で，口辺部には横位の円点列文が施されている。

第143号土塊

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第103図－1～4）

1群a（1・2）微隆起線によって区画文様が構成された胴部の破片である。

1群C（3・4）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第144号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第103図－5。6）

1群b（6）縄文の文様を有する胴部の破片である。

2群b（5）曲線的な沈線による区画文様が措かれた目線部の破片で，縄文を全体に施した後，

沈線によって区画し，沈線間を磨消している。器形はやや内攣して開く。

第146号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する①
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縄文土器（第103図－10～20）

1群a（7）微隆起線による区画文様を有する胴部の破片である。

1群C（8・9）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第147号土壌

遺物は覆土中層から下層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第103図－10～20）

1群a（10～15）微隆起線による区画文様を有する。10は目線の突起部であり，Ⅲ◎12◎15

はやや内攣する口綾部の破片である。

1群C（16～の　縄文の文様を有する胴部の破片である。

第148号土壌

遺物は覆土上層から下層にかけてやや多くの縄文土器を出土する。

縄文土器（第104図）

1群a（l～12）微隆起線による区画文様を有する。1は日綾部の突起部。2～8は日録部の

破片，無文帯を口辺部に作り，微隆起線によって縄文と区画している○また3の口辺部には横位

の円点列文が施されている。

1群b（13～16）沈線によって区画文様を有し，16には横位の沈線上に小さな突起が作られ

ている。

1群C（17～22）縄文の文様を有する胴部の破片である。

2群b（23）目線部の破片で，二本の沈線によって文様構成を行い，縄文と無文部を交互に配

している。

第149号土壌

覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第105図－1～4）

1群a（1・2）横位の微隆起線が配されている土器で，1は口綾部の破片である。

1群C（3e4）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第150号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第105図－5～8）

1群a（5e6）微隆起線による区画文様を有する土器で，5は横位の微隆起線によって無文帯

と縄文が区別されている目線部の破片である。

1群C（7e8）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第151号土壌
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第5章　砂川遺跡

遺物は覆土上層から中層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第105図－9～15）

1群a（9・11）微隆起線による区画文様を有する。9は内攣して立ちあがる目線部である。

1群b（10）浅い沈線によって区画文様が施された口綾部の破片である。

1群C（13～15）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第153号土壌

遺物は覆土上層から下層にかけて多量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第105図－16～20）

1群a（16～20）微隆起線による区画文様を有し，16～19は横位の微隆起線が配されてい

る口緑部の配片である。

第154号土壌

遺物は上層から中層にかけて微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第106図－1～7）

1群a（1～3）微隆起線による区画文様を有する。1◎2は微隆起線によって無文帯と縄文

が区別されている口綾部で，口唇部に縄文の施文がみられる。

1群C（5・6）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

2群b（4）沈線によって区画文様がなされ，縦位の微隆帯の上にスリットが行われている。

第155号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第106図－8～19）

1群a（8～12）微隆起線によって区画文様がなされ，8は目線部の破片。11は縦位の微隆

起線上にスリットが施されている。

1群b（4）沈線による区画文様を有する。

1群C（14～19）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第157号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第106図－20～26）

1群a（20～25）　微隆起線による区画文様を有する。20◎21は口縁部の破片で，いずれも

やや内攣ぎみに立ち上がる。また20◎22◎23◎25は微隆起線の側面をなぞって沈線状になっ

ている。

1群C（26）羽状に縄文を施した胴部の破片である。

第158号土壌
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遺物は覆土上層から下層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第107図－1～7）

1群a（1～6）微隆起線による区画文様を有する。巨2◎4は鉢形土器の口縁部で，1は大

きく内攣し，2は外傾して開く。いずれの口緑部も口辺部に無文帯を作り，その下に横位の微隆

起線を施している。6は壷形土器の目線部の破片である。

1群C（7）波状口縁を呈し，器面全体に多方向からの縄文の施文がみられる。

第159号土壌

遺物は覆土中層を中心に多量の縄文土器，及び土製品2個を出土する。

縄文土器（第107図－8～14，第108図）

1群a（第107図－9～14，第108図－1～5）微隆起線による区画文様を有する。9～13は目

線部の破片で，いずれもやや内攣ぎみに開き，口辺部にはいずれも無文帯を作り，縄文との境に

微隆起線を施している。また12は微隆起線によって「n」文が措かれている。第108図－5は波

状の目線の突起部であり，微隆起線によって渦状の文様が作られている。

1群b（第107図－8）覆土中層より出土した小形鉢形土器である。文様は沈線によって渦巻状

の文様が4個体措かれている。

1群C（第108図－6～10）縄文の文様を有する胴部の破片である。

2群b（第108図－11～16）沈線によって区画文様が構成されている。11◎12弓5は同一個

体と考えられ，口辺部に無文帯を作り，その下に二本の沈線によって複雑な文様構成がみられる。

16は前記の土器より古いと思われる土器で，沈線間を磨消して複雑な文様を作る。

土製品（第146図－4，第144図一4・6）

土製品は覆土中層より出土したもので，第144図4◎6は表面に縄文の文様がみられる土器を

利用して作られた有孔円板。第146図－4は表面に微隆起線と縄文の文様をもっ土製円板である。

第160号土壌

遺物は覆土上層から下層にかけて少量の縄文土器，及び石器，土製品を出土する。

縄文土器（第109図）

1群a（1～7）微隆起線による区画文様を有する。1～3は口綾部で，いずれも口辺部に無

文帯を作り，縄文との境に微隆起線を施している。1は胴部に微隆起線によって「H」文が措かれ

ている。5～7は胴部の破片である。

1群b（10）沈線による区画文様を有する。

1群C（8・9）縄文の文様を有し，1は口綾部の破片である。

石器（第142図－4）

4は磨石の破片であり，原石は砂岩である。
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第5章　砂川遺跡

士製品（第146図－5）

5は覆土中より出土した半完形品の土製円板である。

第161号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第110図－1～5）

1群a（1・2）微隆起線による区画文様を有する。いずれも胴部の破片である。

l群C（3～5）縄文の文様をもつ胴部の破片である。

第163号土壌

遺物は中層から下層にかけて少量の縄文土器診及び石器を出土する。

縄文土器（第110図－6～12）

1群a（7～12）微隆起線によって区画文様を作り，いずれも微隆起線の側面をなぞって沈線

状にしている胴部の破片である。

6は覆土上層より出土した楕円形の皿状土器である。

石器（第140図「－7）

7は覆土下層より出土した磨製石斧で，側線には使用した時敲いたと思われる敲痕が認められ

る。原石は流紋岩である。

第167号土墳

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第110図－13～16）

1群a（拍）口辺部に微隆帯を貼り付けてある日綾部の破片である。

1群C（14～16）縄文の文様を有する胴部の破片である。

観相8号土壌

遺物は覆土中層より少量の縄文土器，及び石器を出土する。

縄文土器（第111図－1～14）

1群a（1～11）微隆起線による区画文様を有する。1は内攣して立ちあがる口綾部の破片で，

口辺部に無文帯を作り，その下に微隆起線による「n」文が括かれている。2～11は胴部片。

1群C（12～14）縄文の文様を有する胴部の破片である。

石器（第141図－13）

13は覆土中より出土した右膝である。両面は丁寧な剥離調整が行われ，側線は小鋸歯状を呈

している。

第169号土壌

遺物上層より微量の縄文土器，及び土製品を出土する。
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第5章　砂川遺跡

縄文土器（第110図－17・18）

1群a（18）　口辺部に無文胃を作り，縄文との境に微隆起線を施している目線部。

1群C（17）縄文の文様をもつ胴部の破片である。

土製品（第146図－6）

6は覆土上層より出土した土製円板であり，表面には縄文◎微隆起線が施されている。

第172号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第110図－19。20）

1群C（19・20）縄文の文様をもつ胴部の破片である。

第173号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器，及び石器を出土する。

縄文土器（第111図－15～18）

1群a（15～17）微隆起線による区画文様を有する。15は口辺部に無文帯を作り，その下に

微隆起線が施されている口綾部である。

1群C（18）縄文の文様をもっ胴部の破片である。

石器（第143図－13）

13は片側の広い部分全体を磨石として使用したもので，原石は溶岩である。

第175号土壌

遺物は覆土上層より少量の縄文土器，及び石器を出土する。

縄文土器（第112図つ～11）

1群a（1～6）微隆起線による区画文様を有する。1◎2共に内攣して立ちあがる口綾部の

破片で，口辺部に無文帯に強いなぞりが行われている。

1群C（7～11）縄文の文様を有する胴部の破片である。

石器（第140図－8）

8は覆土中層より出土した磨製石斧で，基部には敲痕がみられる。原石は砂岩である。

第176号土壌

遺物は覆土中層より少量の縄文土器，及び石器を出土する。

縄文土器（第112図－12～21）

1群a（12～19）微隆起線による区画文様を有する。12～14は口綾部の破片で，いずれも

口辺部に無文帯を作る。

1群C（20）底部付近の破片で，縄文の文様の下を磨消している。

石器（第143図－11）
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第5章　砂川遺跡

11は覆土中より出土した磨石で，原石は砂岩である。

第181号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第113図－1～8）

1群a（1～3）微隆起線による区画文様を有する。1は口辺部に無文帯を作る目線部。

1群C（4～6）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第182号土壌

遺物は覆土中層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第113図－9～11）

1群C（9）縄文の文様のみを有する土器。

2群b（10）二本の沈線による曲線的な文様が措かれている土器である。

第183号土壌

遺物は覆土中より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第113図－12～15）

1群a（12～15）微隆起線による区画文様を有する胴部の破片である。

第186号土壌

遺物は覆土上層より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第113図－16～26）

1群a（16～22）微隆起線による区画文様を有し，16～20は目線部である。16は口綾部が

やや外反して開き文様は微隆起線によって「n」文が作られ，微隆起線の両側になぞりが行われ

ている。

1群C（23～26）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第187号土壌

遣物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第114図…1～4）

1群a（1・2）微隆起線による区画文様を有する。1は口綾部の破片で，口辺部に無文帯を作

り，その下に横位の微隆起線を施している。

1群b（4）沈線による区画文様を有する胴部の破片。

1群C（3）やや内攣ぎみに立ちあがる目線部の破片で，文様は全体に縄文が施文されている。

第192号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第114図－5～7）
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第5章　砂川遺跡
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第5章　砂川遺跡

1群a（5）横位の微隆起線を口辺部に有する口綾部の破片である。器形はやや外反して立ち

上がった後，口辺部で内攣する。

1群C（6・7）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第194号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器，及び土製品を出土する。

縄文土器（第114図－8～13）

1群a（8・9）微量起線による区画文様を有する。1は口辺部に無文帯を作り，横位の微隆起

線によって縄文と区別している。

1群b（10つ1）沈線による区画文様を有する010は波状の目線を呈し，文様は二本の沈線

間に縄文が施文されている。

1群C（12・13）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

土製品（第146図－7）

7は覆土上層より出土した完形の土製円板である。表面には縄文が施文されている。

第195号土壌

遺物は覆土中より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第114図－14～18）

1群a（14）微隆起線によって区画文様を有する。胴部の破片である。

1群b（17・18）二本の沈線によって区画文様が行なわれ，17は沈線問を磨消して無文帯に

している。

l群C（15つ6）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第196号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第114図－9～22）

1群a（19～21）微隆起線によって区画文様を有し，いずれも微隆起線の側面になぞりが行わ

れている。

1群C（22）縄文の文様のみを有する土器。

第198号土壌

遺物は覆土中層から下層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第115図－1～13）

1群a（1～5）微隆起線による区画文様を有する○　巨2◎5は口綾部の破片で，巨2共に

微隆起線によって無文帯と縄文を区別している。また5は口唇部に二列の円点列文が施文されて

いる。
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第5章　砂川遺跡

1群b（11～13）二本の沈線によって区画文様を構成している。11は口綾部の破片である。

1群C（6～10）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第200号土壌

遺物は覆土中より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第115図－14～21）

1群a（14・15つ7◎18）微隆起線による区画文様を有し，14は目線部の破片で，横位の微隆

起線によって口辺部の無文帯と縄文を区別している。

1群b（16）沈線による区画文様を有するロ縁部の破片である。器形は内攣して立ちあがり口

唇部は丸味を持つ。文様は口辺部に縄文を施し，その下に懸垂文の変化した楕円形状の文様が区

画され，その間を磨消している。

1群C（19～21）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第202号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第115図－22～28）

1群b（26・27）沈線による楕円形の懸垂文が施されている胴部の破片である。

1群C（22～25）縄文の文様をもっ土器で，22はやや外傾して立ちあがる口綾部である。

第203号土壌

遺物は下層部より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第116図－1～4）

1群a（1）口辺部に横位，日綾部に「n」文の文様が微隆起線によって措かれている口綾部

の破片である。

1群C（2～4）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第205号土壌

遺物は覆土上層から下層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第116図－5～11）

1群a（5～10）微隆起線による区画文様を有する目線部の破片である。5は胴部より外反し

て立ちあがった後，目線部で大きく内攣する。文様は口辺部に無文帯を作り，その下に縄文を施

し，無文帯との境に微隆起線を配している。10は波状日録を呈し，口辺部に無文帯を作り，胴

部には二本の懸垂文が引かれている。

第206号土壌

遺物は覆土中層から下層にかけて縄文土器，及び土製品を出土する。

縄文土器（第118図－1～11）
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第5章　砂川遺跡

1群a（203）微隆起線による区画文様を有し，1は口辺部に無文帯を作り，縄文との境に

やや弱いなぞりが行われている。

1群b（4～9）沈線による区画文様を有し，4～6は同一個体と患われ，口辺部に横位の沈線

と懸垂文が施されている。

1群C（10つ1）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

土製品（第146図－8・9）

8◎9は覆土中層より出土した完形の土製円板である。表面にはいずれも沈線と縄文が施文さ

れている。

第207号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけて多量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第117図）

1群a（1～10つ5）微隆起線による区画文様を有し，1～3は口綾部の破片である。4～7◎

9は同一個体の胴部の破片で，微隆起線による曲線的な文様が構成されている。

1群b（11～14）沈線による区画文様がなされ，いずれも目線部の破片である。11は無文帯

の下に横位の沈線を配し，縄文との区画を明確にしている。12～14は同一個体と思われ，沈線

内に縄文を施文し，渦巻状の文様を構成している。

第208号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（118図－12～14）

1群a（12）横位の微隆起線によって無文帯と縄文を区別している口綾部の破片で，器形は外

反して立ちあがり，口唇部は丸味をもっている。

1群C（13・14）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第209号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第118図－15～21）

1群a（15つ6つ8つ9）微隆起線による区画文様を有し，15◎16は口綾部の破片である。

1群b（20）斜位の懸垂文が施されている胴部の破片である。

1群e（21）櫛歯状の文様を有する胴部の破片である。

第210号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第118図－22～24）

1群a（22）微隆起線による区画文様を有する底部近くの土器である。
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第5章　砂川遺跡
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第5章　砂川遺跡

1群C（23・24）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第211号土壌

遺物は中層より多量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第119図－1～15）

1群a（1～7）微隆起線による区画文様を有し，1～3は口綾部の破片である。

1群b（9つ0）沈線による区画文様を有する同一個体の土器である。口辺部には横位の沈線

を配し，一列の円点列文が施され，胴部には懸垂文の変化した楕円形状の文様が措かれている。

1群e（11・12）櫛歯状の文様が措かれている胴部破片である。

第212号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけて多量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第119図－16～3）

1群a（16～18）微隆起線による区画文様を有する。16◎17は目線部の破片で，いずれも無

文帯の下に微隆起線を施している。16は口縁部で大きく内攣して立ちあがる。

1群b（19～22）沈線による区画文様を有する。19は無文帯下に沈線を施し，胴部には懸垂

文の変化した楕円形状の文様が措かれている。21は胴部の破片で，文様は沈線による楕円形の

文様が措かれている。

1群C（23）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第213号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第120図－1～4）

1群a（1～4）微隆起線による区画文様を有する。いずれも微隆起線の側面になぞりを入れ

て沈線状にしている胴部の破片である。

第214号土壌

遺物は覆土上層より多量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第120図－5～19）

1群a（5～15）微隆起線による区画文様がなされ，1は突起部，6～12は口綾部の破片で

いずれも口辺部に無文帯を作り，縄文との問に微隆起線を施している。

1群b（16e17）沈線による区画文様が行われている口綾部の破片である。

第215号土壌

遺物は覆土下層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第120図－20～27）

1群a（20～22）微隆起線による区画文様がなされている胴部の破片である。
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第5章　砂川遺跡

1群C（23～26）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第216号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第121図－1～4）

1群a（1～3）微隆起線による区画文様がなされる胴部の破片である。1◎2共に微隆起線の

側面に強いなぞりを行い沈線状にしている。

1群e（4）櫛歯状の文様を有する胴部の破片である。

第217号土壌

遺物は覆土上層より縄文土器を微量出土する。

縄文土器（第121図－5～9）

1群a（5）微隆起線による区画文様を有し，微隆起線間を磨消している。

1群b（6e7）沈線による区画文様を有する胴部の破片である。

1群C（8）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

1群e（9）櫛歯状の文様が措かれている胴部の破片である。

第219号土壌

遺物は覆土中層から下層にかけて多量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第121図－10～21）

1群a（10～15）微隆起線による区画文様を有する。10～12は目線部の破片で，10◎11は

やや内攣し，12は垂直に立ちあがる。微隆起線によって無文帯と縄文を区別している。

1群C（16～20）縄文の文様のみを有し，16はやや外傾して立ちあがる口綾部である。

第221号土壌

遺物は覆土中層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第121図－22～25）

l群a（22・23）微隆起線による区画文様を有する。22は内攣して立ちあがる口緑部の破片

であり，23は微隆帯になぞりを行って沈線状にしている胴部の破片である。

第222号土壌

遺物は覆土上層より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第121図－26～28）

1群a（26）無文帯と縄文との問に微隆起線を有し，やや外傾して立ちあがるロ綾部である。

1群b（27）沈線による区画文様を有する口縁部で，口辺部に横位，胴部に曲線的な沈線を施

し，器形は大きく内攣して立ちあがる。

第224号土壌
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第5章　砂川遺跡

遺物は覆土上層から下層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第122図－1～9）

1群a（1～4）微隆起線によって，口辺部の無文帯と縄文を区画している目線部である。

1群b（9）曲線的な沈線によって区画文様を有する。

1群C（5～7）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第225号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第122図－10～13）

1群C（10～13）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第226号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第122図－14～17）

1群a（14～16）横位の微隆起線によって無文帯と縄文を区別し，14は内攣，15◎16はや

や内攣して立ちあがる目線部の破片である。

1群C（17）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第227号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第123図－1～5）

1群a（1～3）微隆起線による区画文様を有する。

1群C（4）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第228号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第123図－6～9）

1群a（6～9）微隆起線による区画文様を有する06◎9は微隆起線の側線になぞりが行われ

ている口綾部。

第229号土壌

遺物は覆土下層より少量の縄文土器，及び土製品を出土する。

縄文土器（第123図－10～15，第124図－1～6）

1群a（第123図つ0つ1，第124図つ～3）微隆起線による区画文様を有する目線部である。

10◎11は共に大きく内攣して立ちあがり，微隆起線によって無文帯と縄文を区別している。1◎

2は外反して立ちあがり，1には微隆起線上に舌状の突起を有する。

1群b（第124図－4～6）沈線による区画文様を有する目線部である。4◎5は同一個体のロ
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第5章　砂川遺跡
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第5章　砂川遺跡

縁部で，くびれ部より外反して立ちあがった後，内攣して開く。文様は口辺部に横位の沈線，そ

の下に懸垂文の変化した楕円状の文様が二段に措かれている。6は口辺部に横位の微隆起線を配

し，その下に二本の懸垂文が描かれている。

1群C（第124図－12～15）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

土製品（第146図－10・11）

いずれも覆土上層より出土した完形の土製円板である。10には微隆起線，11には縄文と沈線

の文様が措かれている。

第230号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第124図－7～13）

1群a（7～11）微隆起線による区画文様を有する。7～10は横位の微隆起線を有する口綾

部の破片で，7は外反，8は内攣，9◎10は垂直に立ちあがる。

1群e（12つ3）櫛歯状の文様を有する胴部の破片である。

第232号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第125図－1～3）

1群C（1～3）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第233号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第125図－4～7）

1群C（4～7）縄文の文様のみを有する土器で，4は底部付近のものである。

第234号土壌

遺物は覆土上層より少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第125図－8～15）

1群a（8～11）徴隆起線による区画文様を有する。8～10は口綾部の破片である。

2群b（12～15）複雑な沈線による区画文様を有する。12は口綾部の破片で，やや外傾して

立ちあがった後，口唇部でやや器厚を厚くして丸味をもっ。文様は沈線によって無文帯と縄文を

交互に区画している。

第235号土壌

遺物は覆土上層から下層にかけて少量の縄文土器，及び土製品を出土する。

縄文土器（第126図－1～16）

1群a（1～12）微隆起線による区画文様を有する。1～7は口辺部に無文帯を作り，微隆起
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第5章　砂川遺跡

線によって縄文との区別を明確にしている目線部である○　また1～4は胴部には「n」文が微隆

起線によって措かれている。

1群C（13～16）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

土製品（第146図－12）

12は覆土下層より出土した完形の土製円板である。表面には縄文が施文されている。

第236号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第126図－17～24）

1群b（17）沈線による区画文様を有する口綾部の破片である○口辺部には無文帯を有し，横

位の沈線によって縄文との文様を区別している。

1群C（18～24）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第237号土壌

遺物は覆土上層より多量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第127図－1～13）

l群a（1～8）微隆起線による区画文様がなされ炒1◎2は口綾部の破片で，1は外反し，2

は内攣して立ちあがる。3～8は胴部の破片である。

2群b（9つ0）沈線による区画文様を有する0　9は波状目線を呈し，くびれ部より外反して

立ちあがった後，口縁部で内攣して開く。文様は口辺部に横位の楕円形状の文様を沈線によって

区画した後，区画外を磨消している0胴部は複雑な文様が沈線によって区画されている。

第238号土壌

遺物は覆土上層から中層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第127図－14～23）

1群C（23）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

2群b（14～22）沈線による区画文様を有する014～16は同一個体の目線部で，器形は口綾

部でやや内攣して開く。文様は口辺部に無文帯を作り，その下に横位の沈線が配されている。

第239号土壌

遺物は覆土中層より多量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第128図，第129図－1～7）

1群a（第128図－1～7）微隆起線による区画文様を有する。1～4は口綾部の破片で，いず

れも口辺部に無文帯を有し，横位の微隆起線を有している。5～6は胴部の破片である。

2群b（第128図－8～12，第129図つ～5）沈線による区画文様を有する。8◎9は同一個体

と思われ，沈線によって逆三角形状，及び複雑な文様が措かれている0第129図－1は口綾部を欠

－283－
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第5章　砂川遺跡
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第5章　砂川遺跡

損する小形鉢形土器で，文様はくびれ部に横位の楕円点列文が配され，胴部には沈線によって楕

円変形渦巻文が2単位措かれ，区別は楕円点列文が行われている。

第241号土壌

遺物は覆土中層から下層にかけて少量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第129図－8～22）

1群a（8～15）微隆起線による区画文様を有する。8◎9は口綾部の破片で，8は波状口縁

を呈する。いずれも口辺部に無文帯を作り，その下に横位の微隆起線が配されている。10～15

は胴部の破片で，15は縦位の微隆起線上にスリットが行われている。

1群C（16～21）縄文の文様を有する胴部の破片である。

第242号土壌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

遺物は覆土中層から中層にかけて少量の縄文土器，及び土製品を出土する。

縄文土器（第130図－1～17）

1群a（1～8）微隆起線による区画文様を有する01◎3～5は口綾部の破片で，いずれも

やや内攣して立ちあがる0文様は曲線的な微隆起線による区画がなされている。

1群b（10～12）横◎縦位の沈線による区画文様がなされている。

1群C（13～17）縄文の文様を有する胴部の破片である。

1群e（9）横位の沈線下に櫛歯状の沈線が措かれている。

土製品（第146図－13，第144図－7）

13◎7共に覆土中層より出土した完形の土製円板，及び有孔円板である。

第243号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第130図－18～21）

1群a（18つ9）縦位の微隆起線を有する胴部の破片である。

l群C（20）縄文の文様のみを有する胴部の破片である。

第244号土壌

遺物は覆土上層より微量の縄文土器を出土する。

縄文土器（第130図－22～24）

1群a（22～24）微隆起線による区画文様を有する胴部の破片である。
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第5章　砂川遺跡
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（3）埋設土器

本遺跡から確認された埋設土器は遺跡のやや小高い地区に存在し，総計16基検出された。

第1号埋設土器（第132図）

本埋設土器はB3e3の東側より確認されタ第22号住居跡の北東6，5m，第9号埋設土器の南西

上5mに位置している。目線部はS－370－Eの方向へ向き，目線部を上位に250の傾斜角で埋

設された斜位埋設土器である。掘り方は長径74cm◎短径68cmの楕円形を呈し土器下方4cmほ

ど深く掘りこんでいる。また斜位に埋設されていた土器のロ縁部は欠損し，胴部から底部にかけ

ては完全な形で出土している。埋設されていた土器（第131図つ）は口径22．2cm◎高さ49cm◎

底径9cmの大きさで，胴部最大径は胴部上位に有し，14．6cmを測る。底部より内攣ぎみに外傾

して胴部最大径に至った後，内攣して立ちあがり，口綾部でやや外反して開く。文様は口綾部の

縄文を磨消して無文帯にし，縄文との境を微隆起線によって区画している。また微隆起線上には

舌状の突起を有し，胴下位はへラ状工貝によって磨いている。縄文原体はf＞Lである。

第2号埋設土器（第132図）

本埋設土器はB3d4を中心に確認され，・第18号住居跡の東12m，第9号埋設土器の東2mに

位置している。口綾部はS－600－Eの方向へ向き，目線部を上位に260の傾斜角で埋設され，ま

た土器下には支えのための石が置かれていた0掘り方は長径93cm◎短径59cmの楕円形を呈し，

土器下方5cmほど深く掘り込んでいる。埋設されていた土器（第131図－2）はほぼ完全な形で出

土し，口径34・5cm◎高さ49・5cm⑳底径86cmほどである。器形は底部より外傾して胴上位ま

で開いた後，やや内攣してくびれ部に至り，くびれ部より外傾して開く。口唇部には3個の突起

を有する。文様は全体にRLの縄文を施した後，微隆起線による区画文様がくびれ部に横位，日

録部と胴部に「C」字文が4単位作られ，縄文と微隆起線との区画を明確にするため，棒状工具

によるなぞりが行われている。

第3号埋設土器（第132図）

本埋設土器はB3d4の北側より確認され，第2号埋設土器の北4m，第4号埋設土器の西2m

に位置している0本跡は他の埋設土器と異なり，2個の土器を使用して作られた遺構で，1個は

完形の土器を斜位，他の1個は斜位の土器の目線部を囲むようにして，1個体の土器の破片を縦

位に埋設した土器である。斜位に埋設されていた土器の目線部はN－73・50－Eの方向へ向き，口

綾部を上位に180の傾斜角で埋設されている。土器内土層は砂粒を含む暗褐色◎褐色◎明褐色の

しまった土が堆積していた。また土器下には非常に硬いブロック状の土（23g）が確認され，沈み

防止のために人為的に埋めもどしたと考えられる○斜位埋設土器（第133図－1）は底部より内攣ぎ

みにやや開いて胴部最大径に至った後，内傾してくびれ部に至りタやや外反して立ちあがり，口

辺部で内傾して開く。文様はくびれ部上位に磨消しと沈線によって区画された変形渦巻文3個体，
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第131図　第1・2号埋設土器
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くびれ部下位に渦巻状の文様が3個体描かれている。正位埋設土器（第133図－2）は第1号埋設土

器と同類の土器で，微隆起線によって無文帯と縄文を区画し，微隆起線上に5個の舌状突起が貼

り付けられている。無文帯部はへラ状工具によって磨かれ，また縄文原体はLRである。

第4号埋設土器（第132図）

本埋設土器はB3d5の北西部より確認され，第3号埋設土器の東2m，第5号埋設土器の南2．2

mに位置している。□縁部はN－460－Wの方向へ向き，ロ縁部を上位に16．50の傾斜角で埋設

された斜位埋設土器である。掘り方は長径87cm・短径57cmの楕円形を呈し，土器下方1cmは

ど深く掘り込んでいる。土器内覆土は暗褐色・褐色を主体にした土で，口縁部覆土中よりくるみ

の炭化材を検出する。埋設されていた土器（第134図－1）は小さな底部よりやや内攣ぎみに外上方

へ立ち上った後，口縁部で内傾して開く。文様は土器全体にLRによる施文がなされ，口辺部は

同一原体による羽状文様が施されている。

第5号埋設土器（第132図）

本埋設土器はB3C5より確認され，第4号埋設土器の北2．2m，第12号埋設土器の南1．8mに

位置している。本埋設土器は他の埋設土器と異なり，大きさの違う2個の土器を利用し，二重に

正位埋設したものである。内側には波状口縁を呈する土器（第134図－3），外側には微隆記線によ

る渦巻文が描かれた土器が正位埋設されていた。また土器内覆土は暗褐色・褐色を呈し，上層部

－292－
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には灰白色の凝灰岩，下層部からは砂岩の2個の石が検出され，1個は石の上に土器が増設され，

もう1個は内部に置かれている。

内側の土器は波状目線を呈し，日録部は胴部より外反して立ち上がった後，ほぼ垂直に開く。

文様は口辺部に横位の微隆起線を配し，無文帯と縄文部を区画し，微隆起線上には4個の舌状突

起を有する。外側の土器は胴部上位のもので，文様はLRによる縄文を施文した後，微隆起線に

よる渦巻文が4個体措かれている。

第6号埋設土器（第132図）

本埋設土器はB3C6の南東部より確認され，第5号埋設土器の東6m，第7号埋設土器の西上4

mに位置している。目線部はN－290－Eの方向へ向き，真横に寝た状態で埋設された横位埋設

土器である。底部付近は撹乱を受けて欠損し，内部土層は砂粒◎炭化粒子を含む褐色◎暗褐色の

土である。掘り方は長径105cm◎短径56cmの楕円形を呈している。埋設されていた土器（第

134図－4）は胴部最大径より直線的に内傾した後，口辺部で外反して開く。文様は口辺部に横位

の微隆起線を配し診　無文帯と縄文を区画し，微隆起線上には3個の舌状突起を有する。

第7号埋設土器（第135図）

本埋設土器はB3C7の中央部よりやや南西部より確認され，第6号埋設土器の東1．4mに位置

している。口縁部はS－8上50－Wの方向へ向き，目線部を上位に450の傾斜角で埋設された斜

位埋設土器である。掘り方は長径111cm◎短径70cmの楕円形の平面形を呈し，斜めに円筒状に

掘り，底面は土器底部がやっと入る程度に掘りこんでいる。また土器内部土層は砂粒を含む褐色◎

暗褐色の土が自然流入の状態で堆積している。埋設されていた土器（第134図－5）は完形品で出土

し，器高63．2cm◎口径48．7cm◎底径12．3cmの大きさで，底部よりやや内攣ぎみに外傾して立

ちあがりl中位でくびれた後，やや外反して開く。目線部は波状目線を呈し，4個の突起を有す

る。文様は微隆起線の区画によって4個体の「H」文を構成し，その他の部分にLRを原体とす

る縄文の文様を充填している。

第8号埋設土器（第135図）

本埋設土器はB3b6の北西部より確認され，第6号埋設土器の北6．5m，第12号埋設土器の

北東5．5mに位置している。目線部はS－620－Wの方向を向き，真横に寝た状態で埋設された

横位埋設土器である。掘り方は長径100cm e短径76cmの楕円形を呈し，埋設土器下5cmほど

深く掘りこんでいる。埋設されていた土器（第136図－1）は上面が完全に破壊され，下面の胴上半

分のみ出土，ロ綾部は波状目線を呈し，文様は微隆起線の区画によって，4個体の「H」文が構

成され、その他の部分にはLRの原体による縄文を充填している。

第9号埋設土器（第135図）

本埋設土器はB3e4の北西部より確認され，第1号埋設土器の北東1．3m，第2号埋設土器の

－294－
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第134図　第4～7号埋設土器
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西1・8mに位置している。目線部はN－320－Eの方向を向き，口綾部を上位に380の傾斜角で埋

設された斜位埋設土器である。また埋設されていた土器（第136図－2）は胴下位から底部にかけて

の土器で，上半分が完全に欠損しているため，埋設土器と決定するためにはやや疑問な点もある

が，他の埋設土器と隣接している点などを考慮して埋設土器と考えたい。埋設されていた土器（第

136図－2）は底部よりやや内攣ぎみに外上方へ立ちあがり，内面は非常に焼成が悪い。文様は多

方向からのRLを原体とする縄文の文様が施文されている。

第10号埋設土器（第135図）

本埋設土器はB3a3の南東部より確認され，第11号埋設土器の南西3m，第13号埋設土器の

南西5・8mに位置している0日綾部はS一日〇一Eの方向を向き，目線部を上位に15。の傾斜角で

埋設された斜位埋設土器である0掘り方は長径73cm◎短径47cmの楕円形を呈し，土器下4cm

ほど深く掘り込んで埋設している0また埋設されていた土器（第136図－4）は胴部上半が欠損し，

底径6・5cmを測り，器形は底部よりやや内攣ぎみに外傾して胴部最大径に至った後，やや内傾す

る。文様は微隆起線の区画によって「H」文が構成され，その他の部分にはLRを原体とする縄

文の文様が施されている。

第11号埋設土器（第135図）

本埋設土器はB3a4の中央部に確認され，第10号埋設土器の北東3m，第13号埋設土器の南

西2・8mに位置している0日綾部はS－120－Eの方向を向き，目線部を上位に25。の傾斜角で埋

設された斜位埋設土器であるt）掘り方は長径71cm◎短径62cmの楕円形を呈し，土器下5cmほ

ど深く掘り込んでいる。増設されていた土器（第136図－5）は上面が欠損し，下面のみ出土し，胴

部から底部にかけての土器である。器形は底部より内攣ぎみに胴部最大径まで立ちあがった後，

やや内偵し，文様は微隆起線の区画によって「H」文が構成され，その他の部分はLRを原体と

する縄文の文様が施されている。

第12号埋設土器（第135図）

本埋設土器はB3C5の北西部より確認され，第5号埋設土器の北1・8m，第4号埋設土器の北

4mに位置している。日綾部はS－27・50－Eの方向を向き，口綾部を上に76。の傾斜角で埋設さ

れた斜位埋設土器である。埋設されていた土器（第136図－3）は底部のみの出土であったため，掘

り方の平面形は不明であるが，底部より3cmほど深く掘り込んで埋設している。また内部土層は

砂粒を含む黒褐色の土が堆積していた。土器の器形は底部より直線的に外傾して立ちあがり，文

様は微隆起線の区画によって構成されている。

第13号埋設土器

本埋設土器はB3i3の南東部より確認され，第11号埋設土器の北東3mに位置し，遺構精査前

の試掘の時に出土したものである。埋設方法は口綾部を北側へ向けた斜位埋設土器であり，その
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第136図　第8～12号埋設土器
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他については不明である。埋設されていた土器（第159図－2）は底部よりやや内攣ぎみに外傾して

胴部最大径に至った後，やや内傾しタロ綾部でやや外反して開く○文様は口辺部に無文帯を作り

その下にLRの原体による斜位縄文を施文し，無文帯部と縄文との境は微隆起線によって区画を

明確にしている。

第14号埋設土器（第135図）

本埋設土器はA3i4の南西部より確認され，第13号埋設土器の北西5・5m，第11号埋設土器

の北7mに位置している。口綾部はS－330－Eの方向を向き，目線部を上位に16。の傾斜角で埋

設されていた斜位埋設土器であるが，他の埋設土器と異なり遺存状態が非常に悪く砕けた状態で

出土したものである。掘り方は本埋設土器下に土壌が重複していたために掘りすぎてしまい不明

である。増設されていた土器（酎38図－1）は胴部上位のもので，口綾部に無文帯を作り，その下

にRLの原体による斜位縄文が施文され，無文帯と縄文との境を微隆起線によって区別している。

第摘号埋設土器（第137図）

本埋設土器はB3doの南東部より確認され，第212号土壌の南0・2m，第228号土壌の北西0．3

mに位置しp他の埋設土器は集中して検出されたが，本埋設土器だけが東側へ離れた位置より確

認されたものである。口綾部はN－450－Eの方向を向き，口綾部を上位に410の傾斜角で埋設さ

れた斜位埋設土器である。土器内土層はローム粒子を含み，底面付近は黒色，目線部付近は黒褐

色◎暗褐色の土が雀積している0掘り方は長径65cm◎短径44cmの楕円形を呈し，土器より3

mほど深く掘り込んで埋設している。また埋設されていた土器（第139図－2）は波状目線を呈し，

底部よりやや内攣ぎみに立ちあがった後，口綾部で内攣ぎみにやや外傾して開く。文様は口辺部

に無文帯を作り抄その下に微隆起線の区画によって4単位の「H」文が構成され，その他の部分

はLRの原体による縄文の文様が充填されている。

第16号埋設土器（第137図）

本埋設土器はA3h6の南西部より確認され，第14号埋設土器の北東8．5mに位置し，口綾部

をS－350－Eの方向を向き，口綾部を上位に320の傾斜角で埋設された斜位埋設土器である。掘り

方は長径100cm◎短径60cmの楕円形を呈し，土器下いっぱいに掘られている。また埋設されて

いた土器倍139図－1）は口綾部を欠損し，器形は底部よりやや外反ぎみに大きく外傾して胴部最

大径に至った後，内傾して立ちあがる。文様はRLの原体による縄文が全体に施文されている。
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石製品一覧表（第140～143図）
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1 ，4 5 0 砂 岩 i

‾．「 言 声 寺 「 ‾
〝　　 3 ′′ S I　 30 5 ．8 4．8 2 ．4 1 28

硬　 質

砂　 岩

； 〝 2 ［石　 皿 s I 2 5 l 22 ．1

1 1．8 3．7

〝　　 4 ノ′ S I　 33 7．6 4 ．8 2 ．3 8 ．11 65 i 安 山 岩
i i 〝 3 ヨ凹　 石 s I 4 2 上 6 ．2

6 ．7 9 70　 溶　 岩

〝　　 5 〝 S I　 3 3 5 ．8 4 ．0 1 ．5 4 6 粘 板 岩 〝　 4 磨　　 石 S K 16 0　　 5 ．3 7 ．7 5 ．9 25 5　 砂　 岩

i 9 0 8 i 流 紋 岩
〝　　 6 〝 S I　 44 i 2 ・9 2 ．4 1 ．4 14

硬　 質

砂　 岩

！〝 5 度 石 ㌢

S I 4 4　 10 ．5

11 ・O i

6．0

〝　　 7 〝 S K 1 63 7 ．5 4 ．7 2．0 12 7 流 紋 岩
〝 小　 石

S I 3 3 ！13 ．5

9 ・4 i

8．3

1・0 5 0 i 議

〝　　 8 〝 S K 1 75 8 ．9 4．4 2．1

i

i

144 砂　 岩
i 〝 7 i 磨　 石 2 3

S I 2 4　 10 ．9
2 5

8 ・8 ！

5 ．1
i

6 55 溶 岩 i

〝　　 9 ′′ S K 2 12 4 ．4 4 ．4 2 ．2 86 砂　 岩 〝　 8　 凹　　 石
s I 1 8 12 5 】

8 ．5 6 ．9

j

9 7車 岩

〝　 10 石　　 斧 S I　 3 6　 8 ．5 6 ．3 2 ．4 14 1 砂　 岩 〝　 9　 敲　　 石 S I 2 4　　 8 ．4 9 ．1　 4 ．3 5 30　 砂　 岩

〝　 1 1 打 製 石 斧

s I 3 6 巨 4

6 ．5 2 ．4 16 7 砂　 岩 〝　 10　　　　 〝 j S I 30　　 7 ．1 6 ．7　 3 ．0 1　 24 3　 砂　 岩

〝　 12 石　　 錘 S K 1 90　 6．4 5 ．1 1．0

i

9 6 流 紋 岩 〝　 11　　　 〝

ト 1 2 ！ 〝

s I 3 車 4

11 ．2　 6 ．2

94 0 】花 舵 ［

〝　 13 〝 S K　 55　 8 ．0 6 ．8 3．0
［

2 75 流 紋 岩
；s I 3 。 i 7 ．。

5 ．1　 2 ．1
ji

12 5　 流 縮 勘

14 1 1 石　　 核

s I 2車 6

4．2 4 ．5 65 チ ャー ト 14 3 1　　　 ”
s I 3 3 1 1．2 i

8 ．8　 2．0 4 7 4　 花 崗 岩 j

［

〝　　 2 剥　　 片

s I l声 5

3．7 1．2 25 蠣　 脳 〝　 2　　　　 〝
S 工 1 年 9

7．7　 7．9

1，0 70 司

〝　　 3 〝 S I 1 4 3 ．8 3 ．1 0 ．8 14 鴫　 磁 〝　 3　　　　 〝 S I 33　　 4 8 4 0　 1 5

！

5 1 ∴去紋 山

〝　　 4 〝 S I 1 4 4 ．6 5 ．0 1．3 3 2 鴫　 磁 〝　 4　　　　 〝 S I 42　 14 ．1 8 ．0　 4 ．8 79 5　 砂　 岩

〝　　 5 〝 S I 1 4 3 ．3 3 ．5 0．8 11 鴫　 磁 〝　 5　　　　 〝 S I 3 3　 12．0 9 ．6　 7 ．9 1，12 0　 砂　 岩

〝　　 6 スク レイパ 」 S I 14 3．9 2 ．8 1．1 1 0
碧　 玉

チ ャー ト
〝　 6

】

〝 S K　 4 5　 1 3．2 8 ．4　 3 ．1 ！ 4 0 0 ［砂　 岩

〝　　 7 〝 S I　 25 3 ．7 2．9 0 ．8 10 鴫　 環 〝
〝　 7 i （磨 石 ） S K ll O　 1 5．0 8 ．7　 4 ．7 9 8 0 ！閃 緑 岩

j

〝　　 8 石　　 鍍 S 工　 14 1．9 2 ．5 0 ．6 4 鴫　 脳

－

〝　 8　 敲　　 石 S K l l O　 13 ．5 8 ．2　 4 ．5
1

7 2 5 i 砂　 岩

〝　　 9 〝 S I　 O 2 1．5 1．6 0 ．3
l

0 ．4 5 チ ャー ト

” 9 日 読 ）

S K l lO　 14 ．0 9 ．4　 3 ．7

8 65 ！砂 岩

〝　 10 〝 S I 1 8　 1．9 1．8 0 ．4 0 ．5 長　 石
l

〝　 10 ′′
（磨 石 ）

s K l lO ll ・1 ！ 9 車 5

73 8 砂　 岩

〝　 11

〝 ！

S I　 2 5　 1 ．5 1 ．3 0 ．2 0 ．5 蠣　 脳

i

〝　 11 磨　　 石 S K 1 76　 1 8 ．3

11 ・9 ！ 4 ・4

1，28 0

㌃ 妄　「

〝　 12 〝 S K　 O1　 2．5

！

1 ．5 0 ．3 0 ．5 チ ャー ト i 〝　 12

敲　 石 ！

S K 1 41 1 4．3
9 車 5

98 0

】

砂　 岩 ；

j

〝　 1 3 〝

s K 1 6声 6

1．7

i

0 ．4 0 ．5 チャー ト

日 〝 1 3 磨　 石 i
S K 17 3 巨 3 4 車 8

9 8

溶 訂

！

土製品一覧表　有孔円板（第144図）

図　 番 号 出 土 地 長 c m 幅 c m 厚 c m 重　 g 図　 番 号 出 土 地 長 c m 幅 c m 厚 c m 垂　 g 図　 番 号 出 土 地 長 c m 幅 c m 厚 c m 垂　 g

1 44　 1 S I　 2 3 3 ．4 3．3 0 ．6 9 14 4　 4 S K 159 4 ．0 1 ．7 0 ．9 8 14 4　 7 S K 2 42 3 ．6
i

3 ．5 0 ．8 15

〝　　 2 S I　 23 3 ．3 3．0 0 ．5 8 〝　　 5 S K　 8 9 4 ．6 2 ．1 0 ．8 12 〝　　 8 表　 採 3 ．7 3 ．6 1 ．0 1 7

〝　　 3
ヱ 空 士

3 ．7 3 ．6 0 ．6 11 〝　　 6 S K 15 9 3 ．2 2．9 0 ．5 4
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土製円板（第145◎146図）

図 番 号
出 土 地 底 c m 幅 c m

［

厚 c m 重　 g

ヨ
】

図 番 号 i 出 土 地

；

長 C m l 幅 c m　 厚 c m 垂　 g 図 番 号 出 土 地 長 c m

I

幅 c m 厚 c m 重　 g

1 4 5　 1 S 工　 0 1 3 ．5 3 ．2 0 ．5 8
ヨ
i 1 4 5 1 5　 S K l O 4 ．1 3 ．7 0 ．8 1 8 1 4 6　 8 S K 2 0 6 3 ．9 3 ．3 0 ．8　　 1 2

〝　　 2 S I O 2 5 ．0 4 ．6 1 ．0 3 2

　　　「　　 ．
l

〝　 1 6　　 S K 1 3
3 ．6

l 3 ．3

0 ．8 1 4 〝　 9 S K 2 0 6 2 ．8 2 ．7 0 ．6　　　 7

〝　　 3 S I 1 5 4 ．7 4 ．0 L l 3 1

上 1 7　 S K 1 3

3 ．1 2 ．9 1 ．3 i 1 5 〝　 1 0

】 s K 2 2 9

2 ．9 2 ．6 1 ．1 1 0

〝　　 4 S I　 2 5 4 ．6 4 ．3

i

0 ．7 1 6 〝　 1 8　　 S K 1 6 4 ．0 3 ．4 0 ．7 1 5 〝　 1 1 S K 2 2 9 4 ．9 4 ．6

1 ・4 3 4

〝　　 5 S I 2 8 4 ．1 3 ．5 0 ．9 2 1 〟　 1 9　　 S K　 2 1 2 ．7 2 ．1 0 ．8 7 〝　 1 2 S K 2 3 5 3 ．4 3 ．3 1 ．0 1 5

〝　　 6 S I 3 0 3 ．3 3 ．1 0 ．9 1 2 〝　 2 0　　 S K　 2 1 3 ．5 3 ．1 0 ．8 9 〝　 1 3 S K 2 4 2 4 ．3 4 ．1 0 ．9 1 8

二 言 二 工 。1

2　 3 ．1 5 2 ．9 0 ．8

】

1 1 】 〝　 2 1　 S K 3 3

ま

4 ．0 3 ．4 1 ．1 2 2 〝　 1 4 表　 採 2 ．9 2 ．7 0 ．7　　　 8

〝　　 8 S I 3 1 3 ．8 3 ．5 1 ．1 2 2

】

1 4 6 1　　 S K l O 9 4 ．6 4 ．3 1 ．0 2 8 〝　 1 5 〝
3 ．3 3 ．0 0 ．7　　　 8

〝　　 9 S I 3 3 3 ．4 3 ．3 0 ．8 1 3 〝　 2　　　 S K　 9 0 5 ．0 4 ．3 0 ．9 2 7 〝　 1 6 〝 3．5 3 ．0 0 ．9　　 1 1

〝　 1 0 S I 3 7 3 ．4 3 ．2 0 ．8 1 2 〝　 3　　 S K 1 3 7 3 ．0 2 ．8 0 ．7 9 〝　 1 7 ′′ 5 ．3 5 ．0 1 ．0　　 3 6

〝　 1 1 S I 4 0 2 ．9 1 ．6 5 0 ．4 4 〝　 4　　　 S K 1 5 9 3 ．2 3 ．0 1 ．1 1 6 〝　 1 8 〝
i

3 ．4 3 ．3 0 ．8　　 1 3

〝　 1 2 S I 4 0 3 ．3 3 ．0 0 ．7 1 2 〝　 5　　　 S K 1 6 0 5 ．5 3 ．5 0 ．8 1 9 〝　 1 9 〝 3 ．7 3 ．4 0 ．7　　 1 4

〝　 1 3 S I 4 1 3 ．0 2 ．7 0 ．4 7 〝　 6　　　 S K 1 6 9 4 ．3 4 ．0 0 ．7 1 8 〝　 2 0
′′

4 ．5 4 ．3 1 ，0　　 2 7

〝　 1 4 S I 4 4 4 ．4 3 ．9

！

0．8 2 3

〝 7 l s K 1 9 4

4 ．1 3 ．9　　 0 ．8 1 9 〝　 2 1 ′′
3 ．4 3 ．2 0 ．8　　 1 3

土器片鍾（第144図）

図　 番 号 出 土 地 良 c m 幅 c m 厚 c m 垂 g

14 4　 9 S I 37 4 ．4 3．9 1 ．0 23

”　 10 S K 1 9 5 ．0 2 ．9 0 ．8 2 1

〝　 11 S K　 50 3 ．0 2 ．8 0 ．7 1 1

葛　飾（第144図）

図　 番号 出 土 地 長 c m 幅 c m 厚 c m 重　 g

14 4　 1 3 S K　 2 1 5．0 3．1 25
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第140図　石器実測図（1）
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第141図　石器実測図（2）
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第5章　砂川遺跡

孤闇蔚
亡≫くコ

第142図　石器実測図（3）
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第143図　石器実測図（4）
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第5章　砂川遺跡
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2　歴史時代

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第147・1亜図）

本跡は遺跡の西側C2e9を中心に確認され，第2号住居跡の北4mに位置している。規模は長

軸3・84m◎短軸3・42mの方形の平面形を呈し，主軸方向はN－240～Wである。壁高は48cmほ

どで，直線にやや外傾して立ちあがり，床は平坦で，全体に暗褐色の硬い床であり，中央部は約

第相　国　第1号住居跡竃実測図

°這藍

算用　図　第1号住居跡実測図

－312－

20cmほどの貼床状になっている。ピットは

確認することはできなかった。

竃は北東壁の中央よりやや東側に付設され，

長さ115cm◎袖幅105cm◎焚口部幅53cm

ほどである。焼成部は壁を88cmの幅で，

53cmほど掘り込み，火床は長径65cmの楕

円形状を呈し，床を5cmほど掘り窪めてい

る。出土遺物は焼成部東側より整形土器（第

149図－1）の破片を出土する。

住居跡内覆土は大きく3層に分けられ，全

体にローム粒子やロームブロックを含む窯場

白日

宙



第5章　砂川遺跡

色・暗褐色の柔らかい土がレンズ状に自然堆積している。

出土遺物は土師器・須恵器を少量出土する0西壁床面上より須恵器球形土器（第149図－2）・高

台付球形土器（第149図－3）が出土している。

遺物解説表（第149図）

番 号 券　 種 法 量 （c m ） 器　 影　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・飴 土・色 鋤 備　　　 考

1

登 A 休 部の 破 片 で， 底部 よ りや や内 増 ぎみ 外 面 は上 か ら下へ の ヘ ラなで ，内 面 は 普　 通
土　 師　 器 B 1 3．0 （現 ）

C

に 器厚 を 厚 く しなか ら外 上方 へ 立 ちあ

が る。
横 位 の なで整 形が 頗 され てい る。 石 英 ・長 石

橙　 色

2

杯 A 底部 は お おむ ね平 坦で ．休 部 は底 郡 よ 底 部は へ ラ切 り後 ．ヘ ラな で． 外面 は 良　 好
須　 恵　 器 8　 2．7 （現 ）

C　 8．2

り直 線 的 に外上 方へ 開 く。 水挽 き整形 ，内 面 はなで 調 整が 施 され

て いる。 外面 には水挽 き痕 が認 め られ

る。

砂 粒 ・長 石拉

青 灰色

3

高 台 付 杯 A 1 3．9 （復 ） 底 面 は平 坦で ．休 部 は 底 部 よ り 大 き 底 鍬 はヘ ラなでが 行 なわれ ， そ の他内 良　 好
須　 恵　 器 B　 4．7

C　 8．6

く外側 へ 伸び た軋　 外 反 ぎ みに上 方 へ

開 く。 また， 底 部に は高 さ 0．6 cm の 高

台 が貼 り付け られ て い る。

外 面共 に なで調 整 が施 され て い る。 砂粒 ・長 石

灰　 色

4

瓦 布 目が み られ る。

恒、「
＼∈‡∃蠣ノ

10c■

第149図　第1号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡（第150・151図）

本跡は遺跡の西側A2ggを中心に確認され，第1号住居跡の南4mに位置している。規模は長

軸4・6m・短軸4・08mの方形の平面形を呈し，主軸方向はN－190－Wである。壁高は南側で

30cm，北側で48cmほどで，直線的に外傾して立ちあがる0床はロームで，硬く平坦であり，

第1号住居跡と同じように約10cmほどの貼床である0ピットは5個確認され，Pl～P4が主柱

穴と考えられ，深さは20～35cmを測る。

竃は北東壁の中央部よりやや東側に付設され，長さ120cm・袖幅95cm・焚口部幅55cmほ

どである0焼成部は壁を60cmの幅で，52cmはど掘り込み，火射ま直径50cmの円形状を呈し，

床を2cmはど掘り窪めている。出土遺物は焼成部西側より璽形土器片を少量出土する。

住居跡内覆土は全体に柔らかく・ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子を含む黒褐色・暗褐

色の土が，レンズ状に自然堆積している。

－313－



出土遺物は本遺跡の他の住居跡と比較す

ると，土師器が中心で，出土量も多い。1

は竃前部床面上より出土した整形土器（第

152図－1）である。また，竃の西サイド及

び，南東コーナー部から須恵器の球形土器

（第152図－5・6e7），西壁覆土中より鎌（第

152図－8）の完形品が出土している。

Å一・一32庭m 一・一度

第柑　図　第2号住居跡竃実測図

第柑　図　第2号住居跡実測図

ー314－



第5章　砂川遺跡

遺物解説表（第152図）

番 号 器　 極 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色 諷 備　　　 考

1

聾 A 2 4．5 （復 ） 底部 欠損 ， 口綾 部 は頚 部 よ り外 反 して 器 外面 胴 部は 縦位 の へ ラ磨 き， 内面 な 普　 通
土　 師　 器　 B 3 2．0 （現 ）

C

上 ち 上が る。 胴 部最大 径 は 中位 よ りや

や 上位 に有す る。 胴 部 は頚部 よ り大 き

く張 り出 す。

で 調整 が施 されて い る。 砂粒 ・長 石

橙　 色

2

賓 A 2 3．3 （復 ） 口綾 部 の破 片 であ る。 ［コ綾 部 は頚 部 よ　 日綾 部 は内 外面 共 に なで調 整， 内 面胴 普　 通
土　 師　 器 B　 6．7 （現 ）

C
り大 き く外 反 して 開 き， 口唇 部は 垂直

に な り中央 部 が凹 む。 胴 部は頚 部 よ り

大 き く外下 方 へ開 く。

部 はへ ラな で整 形 が施 され て い る。 砂粒 ・石英 粒

にぷ い橙 色

3
婆 A 2 1．6 （復 ） 口綾 部 の破 片で あ る。 口縁 部 は頚 部よ 内 外面 共 に なで 調整 が施 されて い る。 普　 通

土　 師　 器 B　 5．7 （現 ）

C

りや や外 反 した後， 大 き く開 く。 砂　 粒

にぷ い褐色

4

婆
l
A ユ4．4 （復 ） 口縁部 の 破片 で あ る。 □縁部 は頸 部 よ 口綾 部 は 内外 面共 に なで 調整 ，胴 部 は 良　 好

土　 師　 器 B　 8．0 （現 ） り大 き く外反 して 開 く。 胴部 は頚 部 よ へ ラな で整 形 が施 され て い る。 砂　 粒
C

E

り器厚 を 薄 く しなか ら外 下方 へ開 く。 明褐 色

5

】
杯　 ［A 1 3．6 底面 は 平坦 で 体部 は底 部 よ り器厚 を薄 底部 はへ ラなで 整形 ， 体部 は 内外 面其 良　 好

須　 恵　 器 B　 4．1 く しな か ら直線 的 に外 上方 へ 立 ち上 か に水 挽 き整形 後 ， なで調 整 が施 され て 砂 粒 ・長石
C　 9．8 り， 口 綾部 で やや大 き く開 く。 い る。 梶 灰 色

6

】
塀こ A 13．4 （復 ） 底 部 はや や上 げ底で ，体 部 は底 部 よ り 底 部 はへ ラ なで， 休 部内 外面 共 に様 な 不　 良

須　 恵　 器 B　 3．7

C　 8．3 （復 ）

直 線 的 に外上 方へ 開 く。 で 調整 が 施 され てい る。 外 面に 水挽 き

痕 が認 め られ る。
砂　 粒

灰 白色

7
杯 A 1 3．8 （復） 底 部平 坦 ，体 部 は器厚 を やや 薄 くしな 底 部は 回転 へ ラ なで， そ の他 内外 面共 ：不　 良

須　 恵　 器 B　 4．7 が ら直 線 的 に外上 方へ 開 き， □縁 部 で に 水挽 き整 形後 なで調 整 が施 され て い 砂粒 e 長 石拉
C　 8．5 外反 す る。 る。 灰 白色

8
鎌 長 さ 15．5 完形 品 の鎌 で ，取 り付 け部 は上 にお り

返 され て いる。

第3号住居跡（第154図）

本跡はC2hlを中心に確認され，新しい土壌によって北東壁が切られ，第4号住居跡の北西

0・5mに位置している。規模は長軸2．5m◎短軸2．08mほどの隅丸長方形の平面形を呈し，主

軸方向はN－330－Wである。壁高は37cmほどで，やや外反して立ちあがり，床面中央部には白

色の粘土が厚さ2～5cmほど床にはりつして検出されている。床はロームで，平坦であり，さほ

ど硬いものではない。ピットは北西◎南東の壁下より2個確認され，大きさは直径15cmの円形

状を呈し言深さは32～35cmを測る。

覆土はローム粒子やロームブロックを含む柔らかい土が帯状に堆積している。出土遺物は非常

に少なく，覆土中より須恵器の高台付球形土器（第153図－1）の破片を出土している。

本跡は竃◎炉などは付設されておらず，住居跡とは考えられない。また，同類の竪穴状遺構が

東西13m内に8軒検出されており，本跡と同時期，あるいはそれに近い時期の遺構と思われる。
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第柑　図　第2号住居跡出土遺物実測図

遺物解説表（第153図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土 ・色 調 備　　　 考

1

高 台 付 杯 A 底部 の 破 片で あ る。休 部 は底 部 よ り内 内 外面 共 に なで調 整 が施 され て い る。 良　 好

須　 恵　 器 B　 2．6 （現 ）

C　 8．8 （復 ）

攣 ぎみ に大 き く， 底 部 には高 台 が貼 り

付 け られ てい る。

砂　 ′粒

灰　 色

＼［＝！＝＝郵
「一一5CM i

第柑　図　第3号住居跡出土遺物実測図
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第5章　砂川遺跡

第4号住居跡（第154図）

本跡はC2h2を中心に確認され，第3号住居跡の南東0．5m，第5号住居跡の東2．2mに位置

している。規模は長軸2．6m◎短軸2．16mほどの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－

450－Wである。壁高は13～18cmほどで，やや外傾して立ちあがり，床は褐色のロームで，非

常に硬く踏み固められており，平坦である。ピットは3個確認され，Pl◎P2が主柱穴と考えら

れる。ピットの大きさは長軸15cmの楕円形状を呈し，深さは30～34cmを測る。

覆土は東側からの自然流入による堆積で，ローム粒子やロームブロックを含む黒褐色◎暗褐色

の土が堆積している。出土遺物は土師器の破片を覆土中より微量出土している。また本跡も第3

◎5～8号と類似した遺構と思われる。

第5号住居跡（第154図）

本跡はC2h3を中心に確認され，第6号住居跡によって北東部が切られ，第3号住居跡の東2恥

第4号住居跡の北東2・2mに位置している。規模は長軸2．9m◎短軸2．2mほどの長方形状の平

面形を呈し，主軸方向はN－280－Wである。壁高は10～16cmほどで，外傾して立ちあがり，

床は全体に平坦で，褐色の硬いパカバカの床面である。ピットは1個南側壁下より検出され，深

さは15cmを測り主柱穴と考えられる。

覆土はローム粒子やロームブロックを含む黒色◎黒褐色の柔らかい土が堆積している。出土遺

物は土師器の細片を微量出土する。

本跡も第3◎4◎6～8号と類似する竪穴状遺構と考えられる。

第6号住居跡（第154図）

本跡はC2g3を中心に確認され，第5号住居跡の北東部を切り，第7号住居跡の西0．7mに位

置している。規模は長軸2。72m◎短軸2．12mほどの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－

250－Wである。壁高は50～58cmほどで垂直ぎみに立ちあがり，床は褐色のロームで，中央部

は硬く踏み固められていたが，その他は全体に柔らかく平坦である。また南東コーナー部より炭

化材が確認されている。ピットは南北の中心線上に一列に4個配列されており，深さは26～40cm

を測る。

覆土は大きく4層に分けられ，ローム粒子やロームブロックを含む暗褐色◎黒褐色の土がレン

ズ状に自然堆積している。出土遺物は覆土より縄文土器片，床面上より土師器の細片を少量出土

している。

本跡も第3～5◎7◎8号と類似する竪穴状遺構と考えられる。
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第柑　図　第3～6号住居跡実測図
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第5章　砂川遺跡

第7号住居跡（第155囲）

本跡はC2g3を中心に確認され，第8号住居跡によって南側が切られ，第6号住居跡の東0．7m

に位置している。規模は長軸2．8m◎短軸2．48mほどの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向

はN－220－Wである。壁高は28cmほどで，第8号住居跡より18cm浅く，やや外反ぎみに立

ちあがり，床は全体に平坦で，他の住居跡と比較するとやや柔らかい床面である。ピットは3個

確認され，Pl～P3はいずれも深さを30～40cm測り，主柱穴と考えられる。

覆土は大きく2層に分けられ，全体にローム粒子やロームブロックを含み，上層が極暗褐色，

下層が黒褐色の柔らかい土が堆積している。出土遺物なし。

本跡も第3～6◎8号と類似した竪穴状遺構と考えられる。

第8号住居跡（第155図）

本跡はC2h4を中心に確認され，第7号住居跡の南側を切り∴第6号住居跡の南東上4mに位

置している。規模は1辺が2．61mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN－350－Wである。

壁高は46cmほどで，垂直ぎみに立ちあがり，床は全体に平坦で，暗褐色を呈し，中央部を中心

に硬い床面である。ピットは6個確認され，壁の中央部に配されているPl～P5が主柱穴と考え

られる。深さは25～32cmを測る。

覆土はレンズ状の自然堆積を示し，全体にローム粒子やロームブロックを含む柔らかい土で，

色調は暗褐色や黒褐色の土が堆積している。出土遺物は南側部床面上より砂岩の大きな石を出土

している。

本跡も第3～7号と類似した竪穴状遺構と考えられる。

第9号住居跡（第155図）

本跡はC2f2を中心に確認され，第1号住居跡の東7．2m，第2号住居跡の北東7mに位置し

ている。規模は長軸4．46m◎短軸3．57mほどの長方形の平面形を呈し，主軸方向はNつ50－W

である。壁高は45～50cmほどで，やや外反ぎみに立ちあがり，床は暗褐色を呈し，中央部を

中心に硬く踏み固められ平坦である。ピットは2個確認され，いずれも主柱穴と考えられ言深さ

は35～40cmを測る。

竃は北東壁の中央部よりやや東側に付設され，長さ82cm◎袖幅89cm◎焚口部幅43cmほど

である。抽部はにぷい黄褐色を呈する粘土で構築され，焼成部は壁を77cmの幅で，53cmほど

掘り込み，火床は直径2j cmの円形を呈し，床を3cmほど掘り窪めている。

覆土は全体にローム粒子やロームブロックを含み柔らかく，色調は黒褐色◎極暗褐色の土がレ

ンズ状に自然堆積している。
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第155図　第7～9号住居跡実測図



第5章　砂川遺跡

日T u

第156図　第9号住居跡竃実測図

遺物解説表（第157図）

＼　一一一一」＿一I

第157図　第9号住居跡出土遺物実測図

出土遺物は須恵器を中心に少量出土し，

須恵器の球形土器（第157図－1・2）は竃東

側床面上より出土している。

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 影　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色璃 備　　　 考

1

杯 A 底 部 の破片 で あ る。 底部 は平坦 で休 部 底 部 はへ ラ切 り妙 ．回 転 へ ラ削 り，体 良　 好
須　 恵　 器 B l．4 （現 ）

C　 8 ．7

は 底郡 よ り外 上方 へ 立 ち上 が る。 部 は水 挽 き整形 が 施 され てい る。 砂　 拉

灰　 色

2

杯 A 12．7 （復） 口綾 部 の破 片 であ る。 体 郡 の 器 厚 は 休部 内外 面 共 に水挽 き 整形 が施 され ， 良　 好
須　 恵　 器 B 13．1 （現）

C

0．2 － 0．3 cm と薄 く， 直線 的 に外上

方 へ 開 く。

外面 に は水挽 き痕が 認 め られ る。 砂　 粒

灰　 色

第10号住居跡（第158・159図）

本跡はC2e9を中心に確認され，第9号住居跡の東22m，第29号住居跡の南西20mに位置

第158図　第10号住居跡竃実測図

ー321一

している。規模は長軸3．22m・短軸3．13m

で，西側がやや広がるが，おおむね方形状

の平面形を呈し，主軸方向はN－300－W

である。壁高は32～35cmほどで，やや外

反して立ちあがり，床は全体に平坦で硬く，

約10cmほどの貼床である。ピットは確認

することができなかった。

竃は北東壁中央部に付設され，長さ75cm

・袖幅87cm・焚口部幅52cmで，袖部は

褐色の粘土で構築されている。焼成部は壁

を97cmの幅で，21cmほど掘り込み，火

床は長径45cmの楕円形を呈し，床は3cm



第159図　第10号住居跡実測図

∈

ぐq
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くり
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】

昭電 鎚3　　　　　　　　　　　　　　　　＆J

ほど掘り窪めている。

覆土は上層がトレンチャ一による撹乱を受けているが，全体にローム粒子やロームブロック◎

焼土粒子を含み，柔らかい覆土である。

出土遺物は土師器◎須恵器を中心に少量出土する。亀東側床面上より土師器の球形土器（第160

図－1），須恵器の球形土器（第160図－2），蓋形土器（第160図－3），また竃西側壁下より鞘の足金

貝（第160図－4），刀子（第160図－5）などの鉄製品が出土している。

遺物解説表（第160図）

番 号 器： ・種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 。胎土 。色調 備　　　 考

1

杯 A 1 4．7 （復 ） 底 部 は丸 底 状を 呈 し， 体 部は 底部 と の 底部 はへ ラ削 り，体 郡 内 外 面 共 に 横 木　 良

土　 師　 器 B　 3．7

C

境 で 凹 んだ 後 ，や や 内攣 ぎ みに外 上 方

へ 開 く。

なで 調整 が施 さ れて い る。 砂　 粒

黒褐 色

2

杯 A 1 3．3 底 部 はや や丸 み を帯 び， 体 部 は直線 的 底 部は 回転 へ ラ なで， 内 面は 全体 に な
I 良 好

須　 恵　 器 B　 4．3

C　 8．5

に 外上 方 へ開 く。 で調 整 が施 さ れて い る。体 部 外面 に 明

瞭 な水挽 き痕 が認 め られ る。

砂　 粒

暗 青 灰色

3

蓋 A 頂 部 は水 平 に開 い た後 ，口 縁 部は ゆ る 頂部 回転 へ ラ削 り。 そ の他 内外 面共 に 普　 通

須　 恵　 器 B　 l．9 や か に外下 方 へ開 く。 頂 部 には皿 状 の 水挽 き整 形後 ， なで 調 整が 施 され て い 砂　 粒

C 15．3 つ まみ が貼 り付 け られ て い る。 る。 灰 白 色

4

足　 金　 具

5

刀　　　 子 茎部 であ る。
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第5章　砂川遺跡
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第柑　図　第10号住居跡出土遺物実測図

第11号住居跡（第161・163図）

本跡はB2e7を中心に確認され，第12号住居跡の西0．9m，第13号住居跡の東1．8mに位置

している。規模は長軸3．06m◎短軸2．4mの隅丸長方形の平面形を呈し，主軸方向はN」90－

Wである。壁高は25～30cmほどで，外傾して立ちあがり，床は暗褐色を呈し，中央部を中心に

硬く踏み固められ，やや起伏がみられるがおおむね平坦である。ピットは確認することはできな

かった。

A 二
A一・一33壷om

A．

一・一A’

宅診

I

l

率主語22m，。
22汀l

臣懸

第用　図　第11号住居跡竃実測図

竃は北東壁の中央部に付設され，長さ

85cm◎袖幅73cm◎焚口部幅46cmで，袖

部は暗褐色の山砂で構築されている。焼成

部は壁を65cmの幅で，40cmほど掘り込み，

火床は長径50cmの楕円形を呈し，床を5cm

ほど掘り窪めている。出土遺物なし。

覆土は大きく3層に分けられ，ローム粒

子やロームブロック◎焼土粒子を含む黒色

e黒褐色◎暗褐色の色調を示し，レンズ状

の自然堆積の状態を示している。

出土遺物は覆土中より土師器，床面直上

より須恵器を少量出土する。中央部より須

恵器の球形土器（第162図－1・2），南東部より須恵器の高台付球形土器（第162図－3）が出土して

いる。

l‾二l二＼二二＝…千二
第162図　第11号住居跡出土遺物実測図　　　　　　　　　　　　　　ト　　」　　｝
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第163図　第11号住居跡実測図

遺物解説表（第162図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　　 考

杯 A 1 5．1 底 部平 坦， 体 部 は直 線的 に外 上方 へ 立 底 部 回転 へ ラ切 り， そ の他 内外 面共 に 不　 良

1 須　 恵　 器 B　 4．8 ち上 が り， 口縁部 で やや 外反 して開 く。 なで 調整 が施 され て い る。 また 水挽 き 砂粒 e 長 石

C　 7．7 痕 が 明瞭 に認 め られ る。 灰 白色

2

杯 A　 7．7 底 部は やや 上 げ底 ぎみ で， 体 部 は器厚 底 部回 転 へ ラ切 り，休 部 内外 面共 に水 不　 良

須　 恵　 器 B　 4．9

C　 7．5

を同 じ くして， や や外 反 して 立 ち上 が

る。

挽 き整 形後 ， なで 調 整が 施 され ている。 石粒 ・石英

灰 白色

3

高 台 付 盤 A 底 部 はや や 丸み を も ち，体 部 は底 部 よ 器 内外 面共 に なで調 整 が 施 されて いる。 良　 好

須　 恵　 器 B　 2．6 （現 ）

C l O．0

り連続 的に やや 水平 ぎ み に外上 方 へ立

ち上 が る。 また 底 部 には高 台 が貼 り付

け られて い る。

砂 粒 e 長 石粒

肯 灰色

第12号住居跡（第164・165図）

本跡はB2e7を中心に確認され，第11号住居跡の東0．9m，第18号住居跡の南西4．6mに位

置している。規模は長軸3．76m e短軸3．56mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN－190－

Wである。壁高は70～73cmを測り，本遺跡の同時代の住居跡の中では深い方であり，壁面は外

傾して立ちあがる。床は平坦で，中央部は硬く踏み固みられているが，各コーナー部は柔らかい

床面である。また，本跡の床は約20cmほどの貼床である。ピットは3個確認されたが，本跡に

関係のないピットと思われる。

竃は北東壁中央部に付設され，長さ114cm◎袖幅112cm◎焚口部幅50cmで，袖部は褐色を

呈する山砂で構築されている。焼成部は壁を95cmの幅で，52cmほど掘り込み，火床は長径
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第1鋼図　第12号住居跡実測図

C＝：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cコ

第閥　図　第12号住居跡竃実測図
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U

42cmの不整楕円形状を呈し，床を2cmほ

ど掘り窪めている。遺物は焼成部より整形

土器（第166図つ・2）が出土している。

覆土は大きく4層に分けられ，全体にロー

ム粒子やロームブロック◎焼土粒子などを

含む黒褐色◎暗褐色の色調で，レンズ状の

自然堆積の状態を示している。

出土遺物は土師器◎須恵器の破片を中心

に多く出土し，特に竃西側床面上より球形土

器（第166図－3），東側床面上より高台付盤

形土器（第166図－5），須恵器の球形土器（第

166図－6・7），南東壁下より石製品の紡錘

車（第166図－8），南西部覆土中より紡錘車

（第166図－9）が出土している。



一／　　ノ

10cl一

千丁亨l
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第166図　第12号住居跡出土遺物実測図

遺物解説表（第166図）

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土・色 禍 備　　　 考

1

璧 A 1 3．8 □緑 郡 は大 き く頚 部 よ り屈折 して 開 き， □綾 部内 外面 共 に縞 なで 淵 乳　 桐部 外 普　 通

土　 師　 器 B l O．8 （現 ） 口辺 部で 立 ち上 が る。胴 部 は器 厚 を薄 面へ ラ縦 位 のへ ラ削 り整 形 が施 され て 砂 粒 ・長 石眩

C く しなか ら外 下方 へ 開 く。 いる。 にぷ い赤槻 色

2

空 A 底 部 はや や凸 凹で ， 胴部 は器 厚 を薄 く 外 面 は縦位 の へ ラ削 り， 内血 横 なで懲 ホ　 良

土　 師　 器 B 1 5，5

C lO ．0 （復 ）

しなが ら，直 線的 に外 上 方へ 開 く。 形 が施 され て い る。 砂粒 ・長 石粒

に ぷい 橙色

3

杯 A 1 2．8 （復 ） 底 部は 平均 で， 休 部 は内 管 ぎみ に外 上 底 部回 転 へ ラ削 り．休部 外 面 なで調 酪 良　 好

土　 師　 器 B　 4．4

C　 6．3

方へ 開 く。 内面 へ ラ磨 き整 形が 施 され て い る。 砂　 拉

にぷ い橙 色 （外）

墨色 （内）

4

杯 A 1 5．7 （復） 底 部 は平 均 で， 休 部は 内轡 ぎ み に外 上 底部 か ら体 部下 半部 に かけ て低 位 のへ 良　 好
土　 師　 器 B　 4．1

C　 7．8 （復）

方 へ開 いた後 ， 口縁 部 でや や 直線 的 に

立 ち 上が る。

ラ削 り． 内面 へ ラ磨 き が施 さ れて いる 抄　 字立

橙　 色

ー326－



第5章　砂川遺跡

番 号 器　 種 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　　 考

5

高 台 付 盤 A 13．3 底部は上げ底であり，休部は底部より 内外面共になで調整が施されている。 普　 通 解読禾明の文字有
（墨書土器） B　 2．5 内攣ぎみに大きく外上方へ開いた後， 砂　 粒 り。
土　 師　 器 C　 6．0 口綾部で水平になる。底部には 0．3

cm の高 台が貼り付けられている。

にぷい橙色 （外）

黒色 （内）

6

杯 A 底部は全体 に凸凹であり，休部は直線 底部回転へラ削 り，その他内外面共 に 普　 通 底部に 〔≠〕印の

須　 恵　 器 B　 3．5 （現）

C　 6．7

的に外上方へ開 く。 なで調整か施 されている。 砂　 粒

灰　 自

へラ記号有り。

7

杯 A 12．4 （復） 底部は平坦で，体部は器厚をやや薄く 内外面共になで調整が施 され，外面に 良　 好

須　 恵　 器 B　 4．7

C　 5．6 （復）

し，直線的に外上方へ開く。 は水挽 き痕が認められる。 砂粒 e 長石粒

灰　 色

8

紡　 錘　 車 厚さ 2．0

直径 5．9

須恵質の紡錘車である。表面には黒色

の色が塗 られている。

9

紡 錘 車 l
厚さ2．1

直径 5．2

須恵質の紡錘車である。

第20号住居跡（第167・168図）

本跡はB3joを中心に確認され，第96号土壌の東側を切り，第25号住居跡の西0．2mに位置

している。規模は長軸5．28m◎短軸4．84mの方形の平面形を呈し，主軸方向はN－90－Wであ

る。壁高は52～65cmほどで，やや外傾して立ちあがり，壁下には幅10cm◎深さ8cmの壁溝

が周回している。床は暗褐色を呈し，全体に平坦で硬く踏み固められ，約20cmほどの貼床であ

る。ピットは9個確認され，Pl～P4が主柱穴と考えられる。深さは40～70cmを測る。

第相　国　第20号住居跡竃実測図

竃は北側中央部に付設され，長さ150cm◎

袖幅95cm◎焚日部幅38cmで，袖部はに

ぷい褐色を呈する山砂で構築されている。

焼成部は壁を62cmの幅で，44cmほど掘

り込み，火床は長径55cmの不整楕円形を

呈し，床を7cmほど掘り窪めている。

覆土は全体に柔らかく，ローム粒子やロー

ムブロック◎焼土粒子などを含む黒褐色e

褐色◎暗褐色の土がレンズ状に自然堆積し

ている。

出土遺物は土師器◎須恵器片をやや多く

出土し，P2覆土中より須恵器の壷形土器

（第169図－2），整形土器（第169図－3），北

西コーナー部床面上より須恵器の球形土器（第169図－5）が出土している。
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第柑　図　第20号住居跡実測図
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遺物解説表（第169図）

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土・色 鞠 備　　　 考

1

登 A 16．7 （復） 口縁 部 の破 片で あ る。 口縁 郡 は 「く」の 内外面 共 に なで 整形 が な され てい る。 不　 良
土　 師　 器 B　 2，9 （現）

C

字状 に 開 き口辺 郡 で 立ち 上が る。 砂　 拉

灰 褐 色

2

壷 A 胴 部 は頸 部 よ り大 き く張 り出 し， 器厚 内 外面 共 に水挽 き整形 が 行わ れ， 胴 部 良　 好
碩　 恵　 器 B 14 ．3 （現 ）

C

を やや 薄 くして ．巌 大径 に 至る。 上半 か ら頚 部 にか け て． なで 調整 が施

さ れて い る。

砂　 粒

灰　 色

3

盗 A 胴 部の破 片 で あ る。 胴 部 外面 に は タタ キ 目痕 が み られ ，内 良　 好
須　 恵　 器 B U 」 （現）

C

面 は なで 整形 が 施 され て いる。 砂　 粒

灰　 色

4

杯 A 底 部 の破 片 であ る。 底 部 は回 転 へラ 削 り， 休 部下 位 は水 挽 良　 好

須　 磨　 器 B　 2．0 （現 ）

C　 8．6 （復 ）

き整形 が施 され てい る。 砂　 粒

灰　 色

5
杯 A 1 3．5 （復 ） 底 部は 上 げ底 で あ り， 休 部は 直線 的 に 底 部は回 転 へ ラ削 り， その 他 内外 面其 良　 好

須　 虚　 器 8　 4．05

C　 7．4

外上 方 へ立 ち上が った後 ．□綾 部 でや

や外 反 して開 く。

に なで調 整 が施 されて い る。 砂粒 ・長石

灰 白 色

〒≡≡ ‥‥苛

第169図　第20号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡（第170図）

本跡は第18号住居跡の北西部を切って構築されたもので，第18号住居跡の精査の際，窯底

部が検出されただけで，その規模等については不明である。土層より想定し，長軸3．3m・短軸

3・25mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN－70－Eである。床は第18号住居跡の上層

に存在したと考えられる。
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第26号住居跡（第170図）

本跡はB3a2を中心に確認され，第38号住居跡の北東6mに位置している。規模は長軸3．27m・

短軸3・2mほどで言ヒ西コーナー部に張り出しがみられるが，おおむね隅丸方形の平面形を呈し，

主軸方向はN－190－Wである。壁高は25cmほどで，やや外反して立ちあがり，床は中央部を

中心に非常に硬く，平坦な床面である。ピットは6個確認したが，P2～P7はいずれも覆土が褐

色で硬く，またP4～P6内からは縄文土器の破片が出土しているため，本跡には関係のないピッ

トと考えられる。Plが本跡の主柱穴ではないかと思われる。

竃は北東壁の中央部に付設され，保存状態が非常に悪く，袖部などは確認できなかった。焼成

部は壁を50cmの幅で，15cmほど掘り込んで構築されている。

覆土は全体にローム粒子や砂粒◎焼土粒子を含む黒色◎黒褐色の柔らかい土が，自然流入の状

態で堆積している。

出土遺物は土師器◎須恵器を少量出土し，中央部床面上より球形土器（第171図－2），竃前部よ

り賓形土器（第171図－2）が出土している。

喀町

第膵　図　第26号住居跡実測図

遺物解説表（第171図）

∈

N

でり

の

【

l

I

咽頭：

番号 器　 種 法 畳（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成e胎土e色諏 備　　　 考

i

嚢 A ユ9．4 （復） 口縁部の破片である。U 縁部は「く」の 口縁部内外面共になで調整が施されて 普　 通
土　 師　 器 B　3．5 （現）字状に大きく外反し，口辺郡で立ち上 いる。 砂　 粒

C がる。 明赤褐色
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番号 器　 種 法 畳（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成e胎土e色調

普　 通

備　　　 考

婆

＝

A 底部の破片である。底部は全体に平坦 外面は全体になで，内面はへラ磨き調

2 土　 師　 器 B　 3．4 （現）

C ユ5．0 （復）

であり，休部は直線的に外上方へ立ち

上がる。

整が施されてい る。 砂　 粒

浅黄橙色

杯 A 15．0 （復） 底部は平坦，体部はやや内攣 して外上 底部回転へラ削り， その他 内外面共に 普　 通
3 土師質須恵器 B　 5．1 方へ立 ち上がった後，口綾部は器厚を なで調整が施されている。 また外面に 砂　 粒

C　 7．0 （復） 厚 くして大きく外反する。 水挽き痕が認められる。 黒褐色

4

須 芸 器 ！
A

B　 2．6 （現）
′

底部の破片である。底部は平坦であ り

体部はやや内攣ぎみに外上方へ立ち上

がる。

底部回転へラ削り，その他内外面共に

なで調整が施 されている。
二不　 良
砂　 粘

C　 6．6 （復） 灰黄色

5

甑 A 24．0 （復） 日縁部の破片である。目線部は直線的 器内外面共に様 なで調整が施されてい 良　 好
須　 虚　 器 B　 4．5 （現） にやや外上方へ立ち上がり，口唇郡は る。 砂粒 ・長石 ・石

C 平坦である。 英

暗灰色

し二
第柑　図　第26号住居跡出土遺物実測図

第27号住居跡（第172・173図）

＿＿＿＿　二二：ll

題

腰

本跡はB3f4を中心に確認され，第22号住居跡の西5mに位置している。規模は一辺が5．5m

の隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はNつ40－Wである。壁高は48～52cmほどで，やや外

傾して立ちあがり，壁下には幅20～25cm◎深さ10cmほどの壁溝がほぼ全周している。床は全
qP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳

体に小さな起伏がみられるが，おおむね平

坦で硬い。ピットは4個検出され，いずれ

も主柱穴と考えられ，深さは33～59cmを

測る。

竃は北壁中央部に付設され，長さ120cm◎

袖幅102cm◎焚日部幅51cmほどで，袖部

は褐色の粘土によって構築されている。ま

た焼成部は壁を105cmの幅で，63cmは

一一一厨ど掘り込み，火床は長径73cmの楕円形を

第柑　図　第27号住居跡竃実測図

－331－

呈し，床を8cmほど掘り窪めている。遺

物は焼成部より整形土器の胴部片を少量出

土している。

覆土は上層に黒色土，中層にはロームブ



ロックを多量に含む褐色，下層にはローム粒子を含む暗褐色の土が堆積し，レンズ状の自然堆積

の状態を示している。

出土遺物は土師器◎須恵器がやや多く，その他石製品◎鉄製品などが出土し，P2南東部床面

上より蓋形土器（第174図－8），南西部覆土中より紡錘車（第174図－日），鉄製品の鏑矢（第174図

－9），床面上より刀子の茎部（第174図－10）が出土している。

第膵　図　第27号住居跡実測図
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遺物解説表（第ユ74図）

番 号
】 器　 種

法 量 （c m ）
！　 器　 形　 の　 特　 徴

整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎土 ・色諏 備　　　 考

賓 A 25．4 （復 ） 口綾 部は頸 部 よ り大 き く外反 して開 き， 口縁郡 は 内外 面 共 にな で整 形， 外面 に 普　 通
1 土　 師　 器 B 18．1 （現） 口辺 部 でや や 立 ち上 が る。 胴 部は 頸部 斜 縦位 の へ ラ削 り， 内面 頚 部 に指頭 痕 砂粒 ・長 石 ・石

C よ り大 き く張 り出 して胴 部最大 径 に至 が み られ る。 英
る。 胴 部最 大径 は上 位 に有 す。 にぷ い赤 褐 色

蓬 A 2 0．2 （復 ） 日綾 部 の破 片で あ る。 目線 郡 は頚 部よ 内外 面 共 にな で調 整 が施 され て い る。 普　 通
2 土　 師　 器 B　 9．4 （現 ） り大 き く外反 して開 く。 胴 部は 頸郡 よ 砂 粒 ・長 石

C りゆ るや か に外上 方 へ開 い て最大 径 に

至 る。
にぷ い赤福 色

賓 A 胴 郡の 破 片で あ る。胴 郡 は器 厚 をやや 器 外 面は へ ラ磨 き整 形 ，内 面 なで整 形 イ＼ 良
3 土　 師　 器 B 1 4．7 （現 ）

C

厚 く しな か ら内攣 ぎみ に外 上 方へ開く。 が施 され て い る。 砂粒 ・石英 ・長

石

明赤 褐色

4

士宛 A　 9．0 （復 ） 休 部 は底 部 よ り器厚 をや や 厚 く しなが 器 内外 面共 に なで 調整 が 施 されている。 普　 通
土　 師　 器

i

B　 5．5 （現 ）

C

ら内攣 ぎみ に外上 方 へ立 ち あが っ た後，

□縁 部 は 内傾 しな か らや や外 反 して 開
く。

砂 粒 ・石 英

にぷ い責 橙色

5

賓 A 3 8．9 （復 ） 0 線 郡 の破 片 であ る。 ［コ縁 郡 は頚 部 よ 器外 面全 体 に横 位 の叩 き 目， 内 面 なで 良　 好
須　 恵　 器 B 1 5．2 （現 ） り「く」の字 状 に大 き く外反 して開 く。 調 整 か施 され て い る。 砂粒 ・石英

C 黄 灰 色

杯 A 底 部 の破 片で あ る。 底郡 は平 坦で ， 体 底部 は 回転 へ ラ削 り， その他 内外 面共 良　 好
6 須　 恵　 器 B l．6 （現 ） 郡 は 底部 よ り外上 方へ 立 ち上 が る。 に なで調 整 が施 され てい る。 砂　 粒

C　 9．0 灰　 色

7

蓋 A 天井 部 は平 坦 で あ り， 日 縁郡 は天 井 郡 内外 面共 に なで 調整 が 施 されて い る。 良　 好
須　 恵　 器 B　 2．5 よ り垂 直 に屈 折す る。 砂　 粒

C 1 2，4 （復 ） 黄灰 色

8

蓋 A つま みを 欠 く。 天井 郡 は頂 郡 よ りや や 内 外面 共に 回 転様 な で調 整が 施 され て 良　 好
須　 恵　 器 B l l．0 傾 斜 して 開 く。 0．2 c m ほど のか え りを い る。 砂　 粒

C lO．4 有 す る。 自灰 色

9

鏑　　　 矢
！

1 0

刀　　　 子

‖

紡　 錘　 車 厚 さ 1．5

直 径 5．5 （復 ）

粘板 岩 を材 料 に して作 られ た紡錘 車 で

あ る。

第28号住居跡（第175・176図）

本跡はB3j6を中心に確認され，第32号住居跡によって南東部が切られ，第31号住居跡の南

2mに位置している。規模は長軸4．1me短軸3．9mの方形の平面形を呈し，主軸方向はN」70－

Wである。壁高は32～42cmほどで，垂直に立ちあがり，床は起伏のみられる所もあるが，おお

むね平坦で非常に硬く，約15cmほど貼っている床面である。ピットは各コーナー部より4個検
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第174図　第27号住居跡出土遺物実測図

出され，いずれも主柱穴と考えられ，深さは72～83cmを測る。

竃は北壁中央部に付設され，長さ165cm・袖幅115cm・焚口部幅23cmで，袖部は凝灰岩を

基礎にその上に粘土を積み重ねている。焼成部は壁を85cmの幅で，52cmはど掘り込み，火床
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第5章　砂川遺跡

は長径55cmの不整楕円形を呈し，床を2cm

ほど掘り窪めている。出土遺物は焼成部後

方より整形土器（第177図－2～4）が出土し

ている。

＿戚，覆土は大きく3層に分けられ，全体にロー・

ム粒子やロームブロック◎焼土粒子などを

含む暗褐色◎黒褐色の柔らかい土がレンズ

状に自然堆積している。

＿＿＿耳　出土遺物は須恵器を中心に出土している

第175図　第28号住居跡竃実測図

が，北東コーナー部より凝灰岩の石が5個，

須恵器の壷形土器（第177図－5），南西コー

ナー部より長頸壷（第177図－7），西壁側よ

り高台付賓（第177図上6）が出土している。

の白

第膵　図　第28号住居跡実測図
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＼早
第177図　第28号住居跡出土遺物実測図
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第5章　砂川遺跡

遺物解説表（第177図）

番 号 ！ 器　 種 i 法 畳 （c m ） i　 器 形　 の　 特　 徴
整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎土 ・色 調 備　　　 考

婆

ユ　　 土　 師　 器

A 1 5．5

B ユ7．ユ

C　 7．6

口綾 部 は頸 郡 よ り「く」の字 状 にや や外

反 して開 き， 口 唇部 に 凹 みを有 す る。

胴部 最 大径 は 中位よ りやや上に有す る。

器外 面胴 部 は縦 ・横 位 の へ ラ削 り，

・縁部 内外 面 共に なで 整 形が な され て し
る。

日　 普　 通

、 砂 粒 ・長 石
にぷ い褐 色

底 部 に木菓 痕 有 り。

賓

2　　 土　 師　 器

A 2 8．4 （復）

B　 7．7 （現）

C

口縁 郡 は頸 郡 よ り大 き く外反 して開 き

口辺 郡 に稜 を有 す る。 胴 部は 頸 郡よ り
やや 外 卜方 へ開 く。

，器 内外 面 共に な で整形 が 施 され て い る 不　 良

長 石 ・石英

にぷ い橙 色

賓

3　　 土　 師　 器

A

B lO．4 （現 ）

C l O．0 （復 ）

底 部 の破 片で あ る。 底郡 は 平坦 で， 体

郡 は内 攣 ぎみ に外 上 方へ 開 く。
器外 面 はへ ラ磨 き， 内 面 なで整 形 が展垣　 普　 通
され て いる。 砂 粒 ∵巨石 ・f】

英

灰褐 色

璽

4　　 土　 師　 器

A

B 1 2．8 （現 ）

i C

胴 部 の破 片 で あ る。 胴 部 は底 郡 よ りや

や内 攣 ぎみ に外 上方 へ 立 ち上 が る。
器外 面 は縦 位 のへ ラ磨 き ，内 面 なで整 不　 良
形 が施 され て い る。 砂 粒 ・長 石 ・石

英

にぷ い褐 色

壷

5　　 須　 恵　 器

A 19．6 （復）

B 3 2．8

C

口綾 部（城 郭より「く」の字 状 に開 き， 胴

郡 は頚 部 よ り大 き く開 き なが ら最 大径

に至 る。 底 部 は丸 底で あ る。

器 外 面に構 e斜 位 の 叩 き整形 が施 され 良　 好
てい る。 砂　 粒

灰　 色

高 台 付 獲 A 底 郡 は平 坦 であり， 0．8 cm 程 の高 台が 器内 外面 共 に なで調 整 が施 され て いる。 良　 好
6　　 須　 感　 器 B 12．8 （現 ） 貼 り付 け られ て い る。胴 部最 大 径 はや

砂　 粒
C lO．6 や上 位 に 有 し，胴 部 は底 部 よ り器厚 を

やや 薄 く しな か ら最大 径 に至 る。
灰　 色

長　 頸　 壷

7　　 須　 恵　 器

A

B ユ4．1 （現 ）

胴郡 の破 片 で あ る。 胴 郡 は球 状を 呈 し，

餌　、　　　　　　　ロ　‾‾
器 内外 面共 に なで 調整 が 施 され て いる。 良　 好 肩 郡 に 自然粕 。

頸 郡 よ り器 厚を 除 々 に厚 く して底 部 に 砂　 粒
C 至 る。

灰 白色

杯

8　　 須　 恵　 器

A 13．5 （復 ）

B　 4．1

C l O．0 （復）

底 部 は平 坦であ る。また休 部は直線 的 に 底部回 転 へ ラ削 り， その 他 全体 に なで

調 整が 施 され て い る。 や や 弱い 水挽 き

痕 が認 め られ る。

普　 通

砂　 粒

褐灰 色

外上 方 に 開い た後 ， □綾 部で やや 外 反

す る。

高 台 付 盤 A 底 部 は丸 味 を帯 び， 体 郡は 底 郡よ り連 底 部は 回転 へ ラ削 り， そ の他 なで 調整 良　 好
9　　 須　 恵　 器 B　 3．9 （現 ）

C I Z 5 （復 ）

続 的 に大 き く開 き， 目線 郡 は垂 直 に立

ち 上 が る。
が施 され て い る。 砂 粒 ・長 石

鳩灰 色

高 台 付 盤 A ユ8．0 （復） 底 部は 丸味 を帯 び ，体 郡 は底 郡 よ り連 底 部 は回転 へ ラ削 り，そ の他 内外 面 其 普　 通
10　　 須　 恵　 器 B　 4．1 続 的 に 内攣 ぎ み に大 き く開 き ，口 縁 郡 に なで 調整 が 施 され てい る。 砂粒 ・長石

C l O．8 でや や外 反 して立 ち上 が る。 黄 灰 色

第29号住居跡（第178。179図）

本跡はC3a3を中心に確認され，第30号住居跡の南西0・2m，第31号住居跡の西4mに位置

している。規模は長軸4・75m◎短軸4・65mほどの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN－90－

Wである。壁高は40～45cmほどで，垂直ぎみに立ちあがり，床は約20cmほど貼り，その上を

踏み固めて硬く，平坦である。ピットは4個検出され，深さは64～80cmを測り，いずれも主柱

穴と考えられる。

竃は北壁中央部に付設され，長さ140cm◎袖幅80cme焚口部幅38cmほどで，袖部はにぷい

褐色を呈する山砂で構築されている。焼成部は壁を70cmの幅で，21cmほど振り込み，火床は
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第膵　図　第29号住居跡竃実測図

遺物解説表（第180つ81図）

長径59cmの楕円形を呈し，火床下より深

さ12cmのピットが検出される。また煙道

部には整形土器の胴部片が埋められていた。

覆土は全体にローム粒子や焼土粒子¢炭

化材を含む黒褐色e暗褐色の柔らかい土が

‾‾‾耳　　レンズ状に自然堆積している。

出土遺物は土師器¢須恵器を中心に多量

出土し，竃東側床面上より整形土器（第180

図－1。2），石製品の紡錘車（第181図－7），

一一一度　西側より球形土器（第180図－9），南西壁下

より鉄製品の鎌（第181図－6）が出土してい

る。

番 号 器　 種 法 盈 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　　 考

1

聾 A 25 ．8 底 部 欠 損 ， 目 線 郡 は 頚 部 よ り 大 き く 外 器 外 面 胴 下 半 は へ ラ 磨 き ， そ の 他 内 外 普　 通

土　 師　 器 B 3 0 ．7 （現 ）

C

反 し た 後 ， 口 辺 郡 で は ぼ 水 平 に な る 。

胴 部 最 大 径 を 中 位 よ り や や 上 郡 に 有 す

る 。

面 共 に な で 調 整 が 施 さ れ て い る 。 砂 粒 e 雲 母

に ぷ い 橙 色

器 外 面 胴 下 半 は へ ラ 磨 き ， そ の 他 内 外 普　 通

2

婆 A 2 3 ．8 底 部 欠 損 ， 口 綾 部 は 頸 郡 よ り 大 き く 外

土　 師　 器 B 28 ．5 （現 ）

C

反 す る 。， 胴 部 最 大 径 を 中 位 よ り や や 上

郡 に 有 す る 。

面 共 に な で 調 整 が 施 さ れ て い る 。 砂 粒 e 雲 母

に ぷ い 橙 色

3

賓 A 1 9．4 （復 ） 口 縁 郡 の 破 片 で あ る 。 □ 縁 郡 は 頸 郡 よ 器 外 面 ・ 胴 部 は へ ラ 削 り 後 ， な で 調 整 ， 普　 通

土　 師　 器 B　 7 ．6 （現 ） り 「く」の 字 状 に 大 き く 外 反 し た 後 ， 口 辺 口 縁 郡 内 外 面 共 に な で 調 整 が 施 さ れ て 砂 粒 ・ 長 石

C

A 1 6 ．0 （復 ）

郡 で 直 線 的 に 立 ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 郡

よ り 大 き く 張 り 出 す 。

ロ 縁 郡 は 頸 郡 よ り や や 外 反 し て 開 く 。

い る 。 明 赤 褐 色

口 縁 郡 内 外 面 共 に 様 な で ， 外 面 胴 部 普　 通 内 面 に ス ス 付 着 。

4

婆

土　 師　 器 B　 9 ．8 （現 ）

C

胴 郡 は 頸 郡 よ り や や 張 り 出 し て 開 く 。 縦 位 の へ ラ 削 り 整 形 が 施 さ れ て い る 。 砂　 粒

栂 灰 色

5

寮 A 胴 部 下 半 の 破 片 で あ る 。 器 外 面 は 全 体 に 縦 位 の へ ラ 磨 き ， 内 面 普　 通

土　 師　 器 B 1 7 ．3 （現 ）

C

へ ラ な で 整 形 が 施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・ 長 石

に ぷ い 赤 褐 色

6

窪 A 底 部 の 破 片 で あ る 。 底 郡 は 平 坦 で ， 胴 器 外 面 は 斜 ・ 横 位 の へ ラ 磨 き ， 内 面 へ 普　 通 底 部 に 木 葉 痕 。

土　 師　 器 B　 3 ．6 （現 ）

C　 8 ．3 （復 ）

郡 は 底 郡 よ り 内 攣 ぎ み に 外 上 方 へ 立 ち

上 が る 。

ラ な で 整 形 が 施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・ 石 英

橙　 色

7

甑 A 底 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 外 面 は 縦 位 の へ ラ 削 り ， 内 面 な で 禾　 良

土　 師　 器 B 1 2 ．5 （現 ）

C 1 5 ．0 （復 ）

整 形 が 施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・ 長 石

橙　 色
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第5章　砂川遺跡

番号 器　 種 ！法 塵 （cm ）
器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　　 考

杯　　　 A　 9．5 （復） 底面は平坦であり，休部は底部より器 器外面は水挽 き整形が施されている。 良　 好 底郡にへラ記号有
8 須　 恵　 器　 B　 3．8 厚を薄 くしなから内攣ぎみに立 ち上が 内面へラ削り整形。 砂　 粒 り。

C　 6．0 （復） る。 黄灰色

杯 A 13．8 底部は上げ底状を呈 し，休部は直線的 器内外面共 に水挽 き整形が行われてい 禾　 良
9 須　 恵　 器 B　 4．2

C　 7．6

に外上方へ立ち上が る。 る。 砂　 粒

灰白色

ユ81図 杯
［
j A 13．7 （復） 底部は中央部がやや上げ底ぎみであり 底部へラなで，その他内外面共に水挽 良　 好

1 須　 恵　 器 B　 4．4 体郡は底部よ り器厚を薄 くしなか ら外 き整形がなされている。 また内外面体 砂　 粒
C　 8．0 （復）上方へ立ち上がる。 郡に水挽き痕が認められる。 灰　 色

2

高 台 付 杯 A H ．4 （復）底郡は平坦で，体郡は直線的にやや外 内外面共に水挽き整形が行われている。 普　 通
須　 恵　 器 B　 5」 方へ立ち上がる。また底郡は 0．9 cm 砂　 粒

C　 7．4 の高台が貼り付けられている。 灰　 色

第膵　図　第29号住居跡実測図
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第180図　第29号住居跡出土遺物実測図
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第5章　砂川遺跡

番号 i 器 種 ！法畳（cm ）　 器 形 の 特 徴　　　 整　 形　 技　 法　　 鵬 鳩 土◎鰯　 備　 考

18簿 擁 痛 感 療 恵 内外軌水挽き整形が行われている0屋粒≡長石

i
i
】i 蓋　 A　　 頂郡は水平に広がり誹 郡より器厚を 紺 回か ラ削り，その他内外面共に

良　 好

砂粒 ・長石4　 須　 恵　 器　 B　 2・9 （現） 薄 くしなから外下方に開 く0　　　　 水挽き整形が施 されている。

C ユ5．9 （復） 灰　 色

5

蓋　　 A　　　　 天井郡は肩郡より器厚をやや薄くしな　 扇郡回転へラ削り，その他内外面共に　 良　 好

須　 恵　 器　 B　 2．5 （現） か ら外下方へ開き，口辺郡でやや水平 水挽 き整形が施されている。 砂粒 ・長石
C 16．8 （復） になる。 黄灰色

鎌　　　　　　　　　 鎌の先端部である。

6

紡　 錘　 車

7

厚さ 1．8

直径5．0

花崗岩を材料に して作 られた紡錘車で

ある。

』≡望讐二二』

2

千、二七

第柑　図　第29号住居跡出土遺物実測図

第31号住居跡（第182・183図）

本跡はC3b5を中心に確認され，第28号住居跡の南2・2m，第29号住居跡の東3．9mに位置

している。規模は長軸3・8m¢短軸3．55mの方形状の平面形を呈し，主軸方向はN－170－Wで

ある。壁高は60～67cmほどで，やや外傾して立ちあがり，床は約15cmほどの厚さに貼り，中

央部を中心に硬く踏み固められている。また床面は粘性を帯び，平坦である。ピットは確認でき

なかった。

竃は北東壁中央部に付設され，長さ128cme袖幅126cm，焚口部幅41cmで，袖部は褐色の

－341－



第柑　図　第31号住居跡竃実測図

第183図　第31号住居跡実測図

一342一

粘土で構築されている。焼成部は壁を101cm

の幅で，46cmほど掘り込み，火床は長径

46cmの不整楕円形を呈し，床を2cmほど

掘り窪めている。出土遺物は須恵器（第184

図－2e3）が出土している。

覆土は大きく3層に分けられ，上層から

中層にかけてローム粒子を含む黒褐色◎黒

色，下層部は焼土ブロックを含むにぷい褐

色の土がレンズ状に自然堆積している。

出土遺物は土師器◎須恵器の破片を出土

し，竃前部床面上より須恵器の盤形土器

（第1朗図－1）が出土している。
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の
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第5章　砂川遺跡

遺物解説表（第184図）

番 号 器　 癌 法 王 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土 ・色 的 備　　　 考

1

盤 A 2 2．0 （復） 口縁 郡 の破 片で あ る。 体 郡は大 き く開 器内 外面 共 に水挽 き整形 が な され てい 良　 好

須　 恵　 器 B　 3．2 （現）

C

いた 後 ．口縁 郡は やや 外反 ぎみ に 立 ち

上 が る。
る。 砂　 辛立

黄 灰色

2

瑚・ A 12，7 （復 ） U 綾 部は 底 郡よ り直線 的 に外 上 方へ 立 器 内外 面 共 に7k挽 き整形 が な されて い 良　 好

須　 恵　 器 B　 2．7 5

C　 9．2 （復 ）

ち 上 が る。 る。 砂　 粒

黄 灰色

3

杯 A 底 郡は 平坦 で， 体 郡 は直線 的 に外 上 方 底部 は回 転 へ ラ削 り， そ の他 内外 痴共 良　 好

碩　 虚　 器 B　 2．2 （現 ）

C　 7．8 （復）

へ 立ち 上 が る。 に7K 挽 き整形 が な され て い る。 砂粒 ・長石

黄灰 色

4

杯 A 体 郡 は底 部 よ り大 き く開 い た後 ， 外上 底部 は回 転 へ ラ削 り， そ の他内 外面 共 禾　 良

娼　 虚　 器 8 1，6 （現 ）

C　 8 ．4 （復 ）

方 へ 立 ち上 が る。 に水挽 き整形 が な され て いる。 砂　 粒

灰 白色

5

高 台 付 盤 A 底 郡 の破 片 であ る。 底郡 は 平坦 で． 高 底 部回 転 へ ラ削 り， 高台 郡 指な で調 整 良　 好

須　 恵　 器 B l．8 （現 ）

C　 ＆ 0 （復 ）

さ 0．9 c m の高台 が 貼 り付 け られて い

る。

が な されて い る。 砂　 粒

灰　 色

ノ　　＿ノ三

＼ミニ＝l一一′4　モ＝：∃空軍5　　　L＿10㌣」

第184図　第31号住居跡出土遺物実測図

第32号住居跡（第185・1鮎図）

第185図　第32号住居跡竃実測図

ー343－

本跡はB3j6を中心に確認され，第28号

住居跡の東側を切り，第31号住居跡の北東

2．5mに位置している。規模は長軸4．36m・

短軸4．15mの隅丸方形の平面形を呈し，

主軸方向はN－140－Wである。壁高は35～

42cmほどで，外反して立ちあがり，床は

平坦で，約10cmはどの厚さに貼り，中央

部を中心に硬い床である。ピットは4個確

認され，深さは64～83cmを測り，いずれ

も主柱穴と考えられる。

竃は北東壁中央部よりやや東側に付設さ

れ，長さ116cm・袖幅98cm・焚口部幅

47cmで，袖部はにぷい褐色の粘土で構築
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第186図　第32号住居跡実測図

され，内面は焼けている。焼成部は壁55cmの幅で，25cmはど掘り込み，火床は直径37cmの

円形状を呈し，床を2cmほど掘り窪めている。出土遺物は焼成部より支脚として使用されたと

思われる凝灰岩の石，または西抽部外側より須恵器の球形土器（第187図－3）を出土している。

覆土は全体にローム粒子やロームブロックを含む黒色・暗褐色の柔らかい土が堆積している。

出土遺物は土師器・須恵器の破片を少量出土し，竃西側より壁に接して凝灰岩の大きな石，東

側壁下より須恵器の球形土器（第187図－2），中央部西側床面上より須恵器の長頸壷形土器保187

図－4）が出土している。

遺物解説表（第187図）

番 号 器　 種 法 量 （c m ） 器　 影　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 I 備　 考

胴部 にス ス 付着 。
1

塑 A 胴部 の破 片 で あ る。胴 郡 は底 部方 向 よ 胴 郡外 面 はへ ラ磨 き， 内 面 ナデ 整形 が 普　 通
土　 師　 器 B 2 0．8 （現 ） り器厚 をや や薄 く しな が ら外上 方 へ 立 施 され ，内 面 の一 都 に輪 横痕 が認 め ら 砂粒 ・雲母

C ち上 が り， 胴 郡最大 径 に至 る。 胴 郡巌

大 径 は， 中 位 よ りやや上 に 位 置す る。

れ る。 にぷ い赤 梱色

2

杯 A 1 3．5 底 郡 は平 坦 で， 体都 は全 体 に器 厚が 底郡 回転 へ ラ削 り． そ の他 内外 面共 に 良　 好
須　 意　 器 B　 3．6 0．2 ～ 0．3 c m と薄 く底都 よ り直線 的 に 水挽 き整形 が 施 さ れ，外 面 に は水挽 き 砂　 粒

C　 9．2 外上 方 へ 立 ち上が る。 痕 が 認め られ る。 灰 白色
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第5章　砂川遺跡

番号 器　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色掬 備　　　 考

3

杯 A 14．9 全体に器形歪みが認め られ る。底郡は 底部回転へ ラ削り， その他内外血共に
j 良 好

碩　 意　 器 B　 3．7

C　8 ．9

平坦で，休部よ りやや外反ぎみに立ち

上がる。
水挽き啓形か施 されている。 砂拉 ・長石 ・石

英

灰　 色

4

長　 里扁　 壷 A lO．7 □縁郡から頸郡の破片である。頸都は 内外面共に水挽き整形が行われた後， 良　 好
須　 虚　 器 B 12．6 （復） 体郡接合郡より口縁郡 にかけ て． や 頚郡内面縦方向のナデ調整が施されて 砂　 粒

C や点上に立ち上が った後，大きく外反

する。
いる。 灰 白色

［

＼

1

⊥

L lO＝鴎　　」

第187図　第32号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡（第188・189図）

本跡はB3d8を中心に確認され，第27号住居跡の北東11mに位置している。規模は長軸3．61m・

短軸3・05mの長方形の平面形を呈し，主軸方向はN－150－Wである。壁高は38～45cmほどで，

やや外傾して立ちあがり，床は約10cmの厚さに貼られ，中央部がやや高くなるが，おおむね平

坦で，硬く踏み固められている。ピットは確認することができなかった。

竃は北壁中央部に付設され，長さ145cm・袖幅75cm・焚口部幅25cmで，抽部は褐色の粘

土で構築されている。焼成部は壁を78cmの幅で，60cmはど掘り込み，火床は長径51。mの不

整円形状を呈し，床を3cmほど掘り窪めている0覆土中より須恵器蓋形土器（図190図－6）が出

土している。

覆土は大きく3層に分けられ，ローム粒子やロームブロック・焼土粒子などを含む極暗褐色・

暗褐色の土がレンズ状に自然堆積の状態を示している。
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第相　国　第34号住居跡実測図
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出土遺物は須恵器を中心に出土し，中央

部西側覆土中より高台付球形土器（第190図－

3）の完形，竃南東部床面上より高台付球形

土器（第190図－5），竃前部より平瓦（第190

図－8）の破片などが出土している。
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第5章　砂川遺跡

遺物解説表（第190図）

番 号 器　 種 演 題 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　　 考

1

杯 A 14．7 （復 ） 底 郡は 平坦 ，体 郡 は器 厚 を薄 くし なが 底 郡回転 へ ラ削 り． そ の他 内 外面共 に 良　 好
碩　 虚　 器 B　 4．5

C　 8，3 （復 ）

ら直線 的 に外 上方 へ立 ち上 が る。 水挽 き整 形 が施 されて い る。 砂　 粒

灰 白 色

2

杯 A 14 ．0 （復） 体郡 の破 片 で． 休部 は底 部 よ りやや 内 器内 外面 共 に水挽 き整形 が 施 され てい 良　 好
頚　 意　 器 8　 3，8 （現）

C

増 ぎみ に外上 方へ 立 ち 上が り． 口 綾部

でや や外 反す る。

る。 砂 粒 ・長 石

灰　 色

3

高 台 付 杯 A 1 2．0 底 郡 は丸 味を 持 ち， 休部 は 底郡 よ り連 器 内外 面 共に 水挽 き 整形 が施 されて い 良　 好 内 面 に漆 付着． 底
須　 虚　 器 B　 5．0

C　 7．8

続 的 に開 い た後 ．や や外 反 して 立 ち上

が る。 また底 部に は「ハ」の 字状 の 高台

が 貼 り付 け られて い る。

る。 砂粒 ・良 石

灰　 色

郡 にへラ記 号有 り。

4

高 台 付 杯 A 15．0 （復 ） 底 郡は 平坦 で ．休 部は 底 部 よ り連 続 的 休 部内外 面 共 に水挽 き整形 ， 高台 郡怯 良　 好
碩　 虚　 器 B　 6，0

C　 9．9 （復 ）

に 開い た後 ．や や外 反 して立 ち上 がる。

底 郡に は高 台が 貼 り付 け られ て い る。
な で整形 が 施 され て いる。 砂　 粒

灰　 色

5

高 台 付 杯 A l O．6 （復） 底 部 は平 坦 で，体 郡 は 直線 的 に外 上方 底 郊回 転 へ ラ削 り． 体 郡内外 面 共に 水 良　 好
須　 恵　 器 B　 5．0

C　 6．8

へ 立 ち上 が る。底 都 に は「ハ 」の 字状 の

高台 が 貼 り付 け られ て い る。

挽 き 整形 が施 されて い る。 砂　 粒

貞 灰 色

6

蓋 A
B　 4．0

宝 珠状 の つ まみを 有 し， 項 郡は 水平 に 頂 郡 は回転 へ ラ削 り． そ の他 内外 面共 良　 好
碩　 意　 器 開 き措 郡 よ り外下 方 へ開 く。 口 唇都 は 水 挽 き整形 ， つ まみ 郡 はなで 整形 が 施 砂粒 ・長 石

C 15．5 直 立す る。 されて い る。 灰　 色

7

杯
須　 恵　 器

底 郡の破 片 で あ る。 「メ」の ヘ ラ記号 有

り。

8

瓦

＝ ⊇ ‾　J

第190図　第34号住居跡出土遺物実測図
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第35号住居跡（第19卜192図）

本跡はA4j3を中心に確認され，第33号住居跡の北2・5mに位置している。規模は長軸4．48me

短軸4・3mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸方向はN－14。－Wである。壁高は45～55cmを測

り，やや外傾して立ちあがり，床は約25cmほどの厚さに貼られ，全体がよく踏み固められて硬

く平坦である。ピットは4個確認され，いずれも主柱穴と考えられ，深さは33～51cmを測る。

竃は北側壁中央部に付設され，長さ135cm◎袖幅130cm◎焚口部幅44cmを測り，抽部は山

砂を主体とした土で構築されている。焼成部は壁を65cmの幅で，30cmほど掘り込み，火床は

直径53cmの円形を呈し，床を2cmほど掘り窪めている○遣物は焼成部より整形土器の胴部片

を少量出土する。

覆土は全体にローム粒子eロームブロックを含む暗褐色◎黒褐色の土がおおむねレンズ状に堆

積している。

出土遺物は非常に少なく，竃東側より整形土器（第193図－1）の口縁部の破片，須恵器の球形土

器（第193図－2）が出土している。

第柑　図　第35号住居跡実測図
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第5章　砂川遺跡

第柑　図　第35号住居跡竃実測図

遺物解説表（第193図）

鳥　は

』二二一10iCH　　」

第臓図　第35号住居跡出土遺物実測図

番 号 器　 種 法 量（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色諏

イミ　良

備　　　 考

1

婆 A 24．0 （復） H 縁郡の破片である。口綾部は頸郡よ 胴部上位はへラ磨き　 その他口縁郡内
土　 師　 器 B　 6．0 （現） り大き く外反 して開いた後，口唇郡で ，外面共 に様なで調整が施 されている。 砂粒 ・長石 e 石

C 垂直ぎみに立ち上が る。 英

橙　 色

杯 A 日．4 （復） □縁都の破片である。休部は底郡より 器内外面共に水挽き整形が施されてい 良　 好
2 須　 恵　 器 B　 3．2 （現）

C

直線的に外上方へ立ち上がる。 る。水挽 き痕が外面 に認められる。 砂　 粒

灰　 色

第37号住居跡（第194e195図）

本跡はB2a7を中心に確認され，第38号

住居跡の北西5．4m，第26号住居跡の西

14・2mに位置している。規模は長軸4．15me

短軸3．8mほどの隅丸方形の平面形を呈

一・一A・し，主軸方向はN－18．50－Wである。壁高

は46～52cmほどの深さで，やや外債して

立ちあがり，床は約10cmの厚さの貼り床

‾－‾〟　で，全体に踏み固められて硬く，一部起伏

第瑠鋼図　第37号住居跡竃実測図

ー349－

の見られる所もあるがおおむね平坦である。

またピットは確認することはできなかっ

た。

竃は北壁中央部に付設され，長さユ38cme



第195図　第37号住居跡実測図

袖幅126cm◎焚口部幅68cmで，柚部は褐色の山砂で構築され，煙道部には縄文土器（第196図－

8）の再利用がなされていた。焼成部は壁を101cmの幅で，82cmほど掘り込み，火床は直径

44cmの円形状を呈し，床を2cmほど掘り窪めている。

覆土はローム粒子やロームブロック◎焼土粒子などを含む黒色◎黒褐色の柔らかい覆土であり，

自然流入の堆積状態を示している。

出土遺物は全体から土師器◎須恵器を中心にやや多く出土し，特に竃両側から整形土器（第

196図－1。2），土師質須恵器の球形土器（第196図－5），また覆土中より刀子（第196図－9）の茎

部が出土している。

遺物解説表（第196図）

番 号 器　 種

獲

法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　　 考

A 2 0 2 （復 ） □縁郡 は 頸 郡より「く」の字 状 に外 反 して □縁 部 は 内外 面共 に 様 なで ，体 郡内 外 普　 通

1 土　 師　 器 B lO．3 （現 ）

C

開 き， 口 唇部 で 中央 部 をや や凹 ませ て

垂 直 ぎみ に 立ち上 が る。

面 共 に縦位 の へ ラ削 り が施 され ていも 砂　 粒

橙　 色

聾 A 2 2 0 （復 ） 口縁郡 は頸郡 より「く」の 字状 に屈 折 し， ロ綾部 内 外面 共 に様 なで ，頸 部 内外 血 普　 通

2 土　 師　 器 B　 6．0 （現 ） 口唇 郡 は中央 部 で凹 み な が ら外 反 して 共 に斜 ・縦 位 のへ ラ削 りが 施 され て い 砂　 粒

C 立 ち上 が る。 る。 にぷ い褐 色
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第5章　砂川遺跡

番 号 器　 機 法 量（cm ） 詩　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　　 考

3

空き A 13．4 □緑郡は頚部より外反 して開き．口唇 □縁郡内外面共に様なで，頸郡内外面 不　 良

土　 師　 器 B　 9．0 （現）

C

部で直線的に立ち上が る。 共に斜 ・縦位のヘラ削 り整形がな され

ている。

砂粒 ・長石 ・ス

コリア

にぷい赤栂色

4

杯 A 16．0 （復） 底郡は平坦で，体郡は内轡ぎみ に外上 器内面はヘラ磨き．底部はへラ削 り． 良　 好

土　 師　 器 B　 4．3

C　 9」 （復）

方へ立ち上がる。 体郡水挽き整形がなされている。 砂　 蛇

にぷい橙色（外）
黒色（内）

5

杯 A 14．0 （復） 底部はおおむね平坦で，体郡は内攣 し 内面は横位のへラ磨き，底都へラ削り，不　 良
土師質須恵器 B　4．3

C　 6．9 （復）

て外上方へ立ち上がる。 休部は水挽き整形が施されている。 砂　 粒

浅黄橙色

6

珂こ A 14」 （復） 底郡は平均で，体郡は直線的に大 きく 体郡内外面共に水挽 き整形がなされ， 普　 通
土師質須恵器 B　 5．3

C　 5」 （復）

外上方へ開 く。 外面には水挽き痕が明瞭に認められる。 砂　 粒

灰黄色

7
杯 A 底部は平坦で，体郡は器厚を薄くしな 休部内外面共に水挽き整形がなされて 良　 好

須　 虚　 器 B　 3．4 （現）

C　 8．8 （復）

がら直線的に外上方へ開く。 いる。 砂粒 ・長石

灰　 色

8

縄 文 土 器 煙道郡に使用されていたもの。

9

刀　　　 子 茎部である。

1　　10clll

第196図　第37号住居跡出土遺物実測図
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第柑　図　第38号住居跡実測図
CP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∞

聖　A一・一332m CP

第38号住居跡（第197つ98図）

本跡はB2b9を中心に確認され，第37号

住居跡の南東5．4m∴第26号住居跡の南

西6mに位置している。規模は南東部壁の

…属’一部に張り出しがみられるが，長軸3．63m¢

』二「一撃一一一一一　＿＿二∃

第柑　図　第38号住居跡竃実測図

－352－

短軸3．35mの方形の平面形を呈し，主軸

方向はN－21．50－Wである。壁高は48～

53cmほどで，やや外傾して立ちあがり，床

は約15cmの厚さの貼り床で，全体に硬く，

平坦である。ピットは屋外より10個確認され

たが，Pl～P4eP6が主柱穴と考えられる。

竃は北東壁中央部に付設され，長さ



第5章砂川遺跡

107cm◎袖幅106cm・焚口部幅68cmで，袖部は褐色の粘土で構築されている。焼成部は壁を

97cmの幅で，61cmほど振り込み，火床は長径39cmの不整楕円形を呈し，床を4cmほど掘り

窪めている。

覆土は大きく3層に分けられ，ローム粒子やロームブロックを含む暗褐色◎黒褐色の土がレン

ズ状に堆積している。

出土遺物は土師器◎須恵器を少量出土する。

遺物解説表（第199図）

番 号 器　 種 法 畳 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 諷 備　　　 考

1
聾

土　 師　 器
A 2 2．2 （復 ）

B　 7．6 （現 ）

C

口縁 郡 の破 片で あ る。 口縁 郡 は頸 郡 よ

り大 きく「く」の字 状 に外 反 した 後， 口唇

郡 の 中央 郡 でや や 凹ん で立 ち上 が る。

胴 部 は頸 郡 よ り大 き く張 り出す 。

□綾 部 は様 なで 調整 が 施 され て いる。 不　 良

砂粒 ・石英 e 長

石

橙　 色

2

婆 A 14．2 （復 ） 目 線 郡の破 片 で あ る。 ［コ縁 郡 は頸郡 よ 目線郡 は 様 なで調 整， 胴 郡外 面 はへ ラ 不　 良
土　 師　 器 B　 5．7 （現 ）

C

り外 反 して開 き， 口唇 郡 は垂 直 ぎみ に

立 ち上 が る。
削 り整 形 が施 され て い る。 砂粒 ・長 石 ・石

英

明赤 褐色

杯 A 1 4．0 （復 ） 底 部 は平 坦 で， 休部 は やや 外反 ぎ み に 底 部は へ ラ切 り，体 郡 内外 面共 に水 挽 良　 好
3 須　 意　 器 B　 4．7

C　 8．8 （復 ）

外 上方 へ 立 ち上 が る。 き整形 が な され てい る。 砂 粒 e 長 石

灰　 色

ヒ二二一一一望CM　　」

第柑　図　第38号住居跡出土遺物実測図

第39号住居跡（第200・201図）

本跡は遺跡の東側A3h9を中心に確認され，第40号住居跡の北東1．7m，第35号住居跡の南

東仕5mに位置している。規模は長軸3・17m◎短軸2・85mの隅丸方形の平面形を呈し，主軸

方向はN－370－Wである。壁高は35～42cmほどで，外傾して立ちあがり，床はロームで，約

10cmの厚さの貼り床で，中央部を中心に硬く踏み固められ，平坦である。ピットは確認できな

かった。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ122cm◎袖幅73cm◎焚口部幅34cmで，抽部は粘土で

構築されている。焼成部は壁を62cmの幅で，48cmほど掘り込み，火床は直径28cmの円形を

呈し，床を5cmほど掘り窪めている0遺物は焼成部内より整形土器（第202図－1）が出土している。

－353－



第2の0図　第39号住居跡実測図

第201図　第39号住居跡実測図

遺物解説表（第202図）

∈

N

の
M

I

l

I

噌宅

覆土は大きく3層に分けられ，ローム粒

子◎砂粒等を含む黒色◎黒褐色の柔らかい

土が自然流入の状態で堆積している。

出土遺物は中央部を中心に少量出土し，

竃東側より須恵器の球形土器（第202図－2），

中央部より須恵器の高台付球形土器（第202

図－5）などが出土している。

番 号

1

器　 極

楽

法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 e胎土 ◎色調 備　　　 考

A 胴 部 は頚 部よ り器 厚 を同 じく し外 下 方 器内 外面 共 に様 なで 調 整が 施 されて い 木　 良

土　 師　 器 B　 5．8 （現 ）

C

へ 張 り出 す。 る。 砂粒 ・長石

黒褐 色

2

杯 A 1 5．0 （復 ） 底 部 は平 坦で ，体 郡 は器 厚 をや や薄 く 底 郡 回転 へ ラ切 り， 休 部内 外面 共 に水 普　 通 内面 に 解読 不 明の

（墨 書 土器 ）

須　 虚　 器

B　 5．3

C　 7．7

しな が ら直線 的 に外 上方 へ立 ち上が る。 挽 き 整形 が施 されて い る。 砂粒 ・石英

責 灰色

文字 有 り。
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第5章　砂川遺跡

番 号 器　 種 法 登（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　　 考

3

杯 A 13．0 （復） 休部は直線的に外上方へ立ち上がり， 体郡は内外面共に水挽き整形が行われ 良　 好
須　 恵　 器 B　 4．6 （現）

C

口綾部でやや外反 して開 く。 外面には水挽 き痕が認められる。 砂　 粒

にぷい橙色

4

杯 A ユ4．6 （復） 体郡は直線的に器厚を薄くしながら外 体郡内外面は水挽 き整形が行われ，水 良　 好
須　 恵　 器 B　 4．4 （現）

C

上方へ開き，口辺郡でやや厚 く，やや

外反する。
挽き痕がやや弱く認められる。 砂粒 ・長石

黄灰色

5

高 台 付 杯 A 13．4 （復） 底郡は平坦で，体郡は直線的に外上方 底郡はへラ削り，体郡内外面共に水挽 良　 好
須　 恵　 器 B　 5．4 へ立ち上がる。底部には「ハ」の字状の き整形が施されている。 砂　 粒

C　 8．4 （復） 高台が貼 り付けられている。 褐灰色

第202図　第39号住居跡出土遺物実測図
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歴史時代の竪穴住居跡一覧表

番 号 長 軸 方 向 平　 面 形
規模 （長径 ×短径）

（m ）

壁　 高

（cm ）
壁 溝 壁柱穴 炉及び竃 柱 穴 備 考

1 N －24 0 － W 方　　　 形 3．84 ×3．4 2 48 無 無 有 無

2 N － 190 － W 方　　　 形 4．6　×4．08 30～ 48 〝 〝 有 有

3 N －33 0 － W 隅丸長方形 2．5　×2．08 37 〝 〝 無 有

4 N －45 0 － W 隅丸長方形 2．6　×2．16 13～ 18 〝 〝 無 有

5 N －28 0 － W 長　 方　 形 2．9　×2．2 10 ～ 16 ′′ 〝 無 有

6 N －25 0 － W 隅丸長方形 2．72 ×2」2 50 ～58 ′′ 〝 無 有

7 N －22 0 － W 隅丸長方形 2．8　× 2．48 28 〝 〝 無 有

8 N －35 0 － W 隅 丸 方 形 2．61 × 2．6 1 46 ′′ 〝 無 有

9 N －15 0 － W 長　 方　 形 4．46 ×3．57 45～ 50 〝 〝 有 有

10 N －30 0 － W 方　　　 形 3．22 ×3．13 32～ 35 〝 〝 有 無

11 N －19 0 － W 隅丸長方形 3．06 ×2．4 25～ 30 〝 〝 有 無

12 N －19 0 － W 隅 丸 方 形 3．76 ×3．56 70～ 73 〝 〝 有 無

20 N －　 9 0 … W 方　　　 形 5．28 × 4．84 52～ 65 有 〝 有 有

2 1 N －　 7 0　－　E 隅 丸 方 形 3．3　× 3．25 不明 有

26 N －19 0 － W 隅 丸 方 形 3．27 × 3．2 25 無 無 有 有

27 N －14 0 － W 隅 丸 方形 5．5　× 5．5 48 ～ 52 有 〝 有 有

28 N －17 0 － W 方　　　 形 4．1　× 3．9 32 ～42 無 〝 有 有

29 N －　9 0 － W 隅 丸 方 形 4．7 5 ×4．65 40 ～45 〝 〝 有 有

31 N －17 0 － W 方　　　 形 3．8　×3．55 60 ～67 〝 〝 有 無

32 N －14 0 － W 隅 丸 方 形 4．36 ×4．15 35～ 42 〝 〝 有 有

34 N －15 0 － W 長　 方　 形 3．6 1 ×3．05 38～ 45 〝 〝 有 無

35 N － 14 0 － W 隅 丸 方 形 4．48 ×4．3 4 5～ 55 〝 〝 有 有

37 N －18．5 0－W 隅 丸 方 形 4．15 × 3．8 46′－52 ′′ 〝 有 無

38 N －21．5 0－W 方　　　 形 3．63 × 3．35 48 ～ 53 〝 〝 有 有

39 N －37 0 － W 隅 丸 方 形 3．17 × 2．85 35～4 2 無 無 有 無
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第5章　砂川遺跡

（2）井戸状遺構

第1号井戸（第203図）

本井戸状遺構は遺跡の北東A3d5を中心に確認され，第39号住居跡の北西20m，第26号住居

跡の北北東26mに位置している。掘り方は2段掘り込がなされ，上段は直径3．15mの円形状

の平面形を呈し，深さは0．96mほど掘り込み，壁面は外傾して立ちあがる。また上段底面壁側ぞ

いを30～50cm幅のベルト状に残し，さらに下段に掘り込みが行われている。下段の掘り方は

直径上5mの円形状に3・8mほど掘り込み，断面形は底面付近が水の影響でやや崩れているが，お

おむね円筒状を呈している。現在でも底面周辺の礫層より水が湧き，つねに60cm程の深さで水

が潜っている。覆土には全体に礫◎ロームブロック等を含み，しまりを帯びた黒色e黒褐色の土

が上層でレンズ状に自然堆積している。なお，確認面から1mほど掘り込んだところ，中央部が大

きく空渦状に陥没していたため，中◎下層部の土層を観察することはできなかった。

b

第203図　第1号井戸実測図
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遺物は底面より50cm上位より須恵器の長頸壷形土器（第204図－1），底面より木製品の曲物◎

櫛◎高台付盤が出土している。

井戸の使用時期は，遺物等から当遺跡の歴史時代の住居跡に住んでいた人々が使用したものと

考えられる。また同類の形状を示す井戸が，常磐自動車道のルート内（水戸市大塚町）の大塚新地遺

跡より2基検出されている。

遺物解説表（第204e205図）

番 号 器　 種 法 畳 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎 土・色 諭 備　　　 考

1

長　 頸　 壷 A
底 部 は平 坦 で，休 部は 底部 よ りや や内

′イ　　　　　　　　　　　　　lニ〝1
内外 面共 に ろ くろ整 形 が施 され， 底郡 良　 好

須　 恵　 器 B 20．7 攣 き み に外 上方 へ開 い た後 ，胴 部 最大

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠

付近 の外 面 には へ ラ整 形 がな され て い 砂　 粒

C　 9．8 径 よ り大 き く頸 都へ 内攣 す る。 □縁 郡

は外反 して 開 く。底 部 には低 い台 が貼

り付 け られ てい る。

る。 灰　 色

2

曲　　　 物 長 27．0 柾 目 の板 材を 用 いて 作 られ た曲 物底 で 表面 は鈍 で平 滑 に仕 上 げ られ た後， 同

褐　 色
幅 （19．8）

厚　 0．9

あ る。 縁端 か ら幅 1．6 c m 厚 さ 0．4 c m

はど周 縁 を 薄 く して い る。

類の 刃物 で周 縁 を削 って い る。

3

曲　　　 物 長 15．5 柾 目 の板材 を 用 いて 作 られ た曲 物蓋 で 表 裏 面共 に鈍 で平 滑 に仕 上 げ られて い

暗 褐色
幅 （3．7）

厚　 0．6

ある。 る。

4

曲　　　 物 長 ユ2．7 柾 目の 板材 を用 いて 作 られ た曲物 蓋 で 表 裏 面共 に鈍 で削 られ一 郡 削痕 が認 め

黒 褐色
幅

厚　 0．6

あ る。 られ る。

5

曲　　　 物 長 14．2

幅

厚 1．0

柾 目の 板材 を用 いて作 られた 曲物 蓋 で

あ る。

表 裏面 共 に鈍 で平 滑 に削 られて い る。

暗褐 色

6

曲　　　 物 長 19．9

幅 （9．8）

厚　 0．8

柾 目の 板材 を用 い て作 られた 曲物 蓋 で

あ る。

表 裏面 共 に鈍 で丁 寧 に削 られ て い る。

黒褐 色

7

曲　　　 物 長 （21．0）

幅 （3．5）

厚　 0．9

柾 目の板 材 を用 い て作 られた 曲物 蓋 と

思 わ れ る。

純 で平 滑 に削 られ て い る。

黒褐 色

8

曲　　　 物 長 （17．5）

幅（ 7．6）

rEヨ‘　　′ヽ　′ヽ

普 通 の板 材 を用 い て作 られた 曲物 蓋で

あ る。

表 裏面 共 に鈍 で丁 寧 に削 られ て い る。

瞭土屋′仔1
J字　 U ．0 一日111JL＿」

9

曲　　　 物 長 （1 2 ．5 ）

幅 （ 4 ．7 ）

厚　 0 ．8

柾 目 の 板 材 を 用 い て 作 られ た 曲 物 蓋 の

破 片 で あ る。

表 裏 面 共 に 鈍 で 丁 寧 に 削 られ て い る。

暗 褐 色

10

櫛 長　 4 ．3

幅 （6 ．0 ）

厚

つ げ を 素 材 に し て 作 ら れ た 琉 櫛 で あ る。

断 面 形 は 細 み の 「V 」字 状 を 呈 し， 歯 の

間 隔 は 0 ．5 m m ほ ど で あ る 。

不　 、明

黒 褐 色

20 5 図 高 台 付 盤 A 底 部 は 平 坦 で ， 盤 は 底 面 で や や 凹 ん で 回 転 台 を 使 用 し て 作 ら れ ， 内 外 面 共 に

黒 褐 色
1 木　　　 器 B　 5 ．2

C 1 8 ．8

広 が る 。 螺 旋 状 に 成 形 痕 が 認 め ら れ る 。

2

曲　　　 物 長 （17 ．0 ） 板 材 を 薄 く削 っ て 作 ら れ た 曲 物 の 側 板 内 面 に は 曲 げ や す く刻 み が 入 れ ら れ て

暗 褐 色

幅 11 ．0

厚　 0 ．2

で あ る 。 い る 。

3

曲　　　 物 長 1 5 ．3

幅 （3 ．3 ）

厚　 0 ．2

薄 い 板 材 を 用 い て 作 ら れ た 曲 物 の 側 板

で あ る 。

不　　 明

暗 褐 色
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1
拙

1

＿l

第204図　第1号井戸出土遺物実測図（1）
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ゥ奮うこここことこここ、

第205図　第1号井戸出土遺物実測図（2）

（3）溝状遺構

溝は本遺跡の東側，A3・A4・B4より2条確認され，1条はゆるやかな弧状，もう一条は屈

折している溝である。

第1号溝（第206図）

本溝は大調査区A4・B4地区に確認され，第33・36・40号住居跡の西側を切り，東側で第2

号溝によって切られている。また溝の両端が調査区域外へ伸びているため全貌を明らかにするこ

とはできなかった。確認された溝の全長は33．5mで，A4hlを中心に丸味をもって東へ450屈折

して伸びている。

溝の南側部の主軸方向はN－200－Wの方へ直線的に伸び，A4hlで主軸方向をN－250－Eに

変え，北北東方向へ一直線に伸びている。溝の上幅は広い所で1．08m，狭い所で0．86mを測り，

深さは0．45mほどで，底面は皿状を呈し，壁面は外反して立ちあがる。覆土にはローム粒子・

ロームブロックを含み，上層が黒色，中層が黒褐色，下層が褐色で全体にしまりを帯び，堆積状

態は自然流入の堆積である。

また時期決定を行う遺物の出土はみられず，わずかに覆土中より縄文土器を出土したのみであ

る。しかし，覆土の状態などから本遺跡の歴史時代の住居跡とはぼ同時期の遺構と考えられる。

また本溝の機能としては途中で屈折している事などから住居跡，及び土地などの区画的な機能

を有していたと考えられる。
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第206図　第1・2号溝実測図
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第2号溝（第206図）

本溝は大調査区A3◎A4に確認され，第42号住居跡のほぼ中央部を南北に切り，第1号溝と

A4f3でほぼ直交して南北に走っている。本溝も第1号溝と同様に両端が調査区域外へ伸びてい

るため全貌を明らかにすることはできなかった。また確認された溝の全長は34．6mで，主軸方向

は第1号溝と直交する所で，N－380－Eで，北側18～20mほどのA3C9においてはNq400－E，

さらに北東部のA3a8においてはN－500－Eの主軸を示し∴溝はゆるやかな弧状をなして伸びて

いる。溝の上幅は広い所で上02m，狭い所で0．6mを測り，深さは第1号溝との交点の地点で

0．32m，本港の北側部で0．25mほどで，壁面はゆるやかに外傾して立ちあがる。底面はローム

であり，浅い皿状を呈し，北側と南側とのレベル差は最大差で12cmほどである。覆土は全体に

黒色のブロックを含み，色調は黒褐色で，全体にさらさらしている。

また遺物は覆土中より微量の縄文土器を出土しているが，時期決定の資料としての遺物はみら

れず，時期不明の溝である。溝の機能としては排水溝，及び根切溝が考えられるが，それぞれの

機能を有しているため，決定することはできない。
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第2節　ま　　と　　め

砂川遺跡を約7ケ月発掘調査を実施した結果，確認された遺構，遺物は前述したように，縄文

時代の竪穴住居跡19軒◎土壌261基◎埋設土器16基，歴史時代（国分期）の竪穴住居跡19軒e竪

穴状遺構6軒e井戸1基◎溝2条である。

出土遺物は縄文時代の遺物として加曽利EⅥ式土器を主体とし，若干の称名寺式土器を含む土器お

よび磨製石斧◎敲石◎凹石等の石器類e土製円板◎有孔円板等の土製品である。歴史時代（国分期）の遺

物は土師器◎須恵器などの土器を中心に，紡錘車など石製品◎刀子◎鎌などの鉄製品などである。

調査の概要および遺構◎遺物等について前章において記述しているので，ここでは調査によっ

て明らかになった事実と問題点についてまとめ，今後の研究の参考にしたい。

二　縄文時代

（男　竪穴住居跡

縄文時代の竪穴住居跡は，遺跡の中央より東側の標高33．5～34mのほぼ平坦な台地上に立地

し，調査区内では直径38mにわたってほぼ環状に分布しているが，住居跡が調査区外へ延びて

いる可能性が考えられるので，分布状態から埋設土器を含む西群と東群の二つに，分けることが

できると恩われる。調査区内において西群は第13～19e22◎25e30号住居跡の12軒から成り，

長径40m◎短径20mの長楕円形の集落形態を呈する。東群は第33◎36◎40～44号住居跡の7軒

によって構成され　幅14mの円弧状の集落形態を示している。しかし各群内において住居跡の構造お

よび炉の種類等に相違点が認められるため，集落形態を分布状態から考えることは疑問である。

また住居跡の平面形をみると，円形◎楕円形◎隅丸方形◎隅丸長方形を呈するものがあり，円

形の住居跡は第14◎15◎25◎33e41◎42号住居跡の6軒。楕円形の住居跡は第13◎16◎24◎

30◎40号住居跡の5軒。隅丸方形の住居跡は第17～19◎23◎36◎44号住居跡の6軒。隅丸長

方形を呈する住居跡は第22号住居跡の1軒である。なお第43号住居跡については石囲い炉を確

認したのみで，規模については不明である。以上で明らかなように，円形◎楕円形◎隅丸方形の

平面形を呈する住居跡が全体の95％を占めている。

規模についてみると，最大の規模をもつ住居跡は楕円形の平面形を呈する第13号住居跡で，

長径6．12m◎短径5．28m。小規模な住居跡は隅丸方形を呈する第17号住居跡であるが，第17

号住居跡については前述したように炉を有していないため，住居跡としては捉えにくい遺構であ

る。その他の住居跡17軒は一辺が4～5m内外の規模を有する住居跡である。また確認面から

床面までの深さは第13e33号住居跡が33cmを測り最も深く，10～20cmを測る住居跡が全体

の84％を占めている。しかし本遺跡は他の遺跡と異なり，黒色e黒褐色の層が70～80cmの厚
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竪穴住居跡主軸方向

炉跡種類別割合

さで堆積しているのと同時に，遺構確認をローム上面で行ったことを考えると，実際の深さはもっ

と深い住居跡であったと思われる。

主柱穴については4本を有するものが多いが，第25◎36号住居跡は3本の主柱穴で構築され，

第25号住居跡においては壁へ斜めに掘り込んだ補柱穴が揺られていた。

炉については形態から4種類に分類することができる。1類は床面に皿状に掘り窪めて作られ

た地床跡。2類は凝灰岩◎粘板岩を利用して組まれた石組炉。3類は深鉢形土器の胴上半分を埋

めて作られた土器埋設炉。4類は河原の石で直径40cm内外の円形状に囲んだ石囲い炉である。

1類の炉をもつ住居跡は第13～15e19◎23◎25◎33◎4巨42号住居跡で，いずれも住居跡の

ほぼ中央部に作られている。第41e42号住居跡の炉は方形状に掘り込み，1つの壁際には砂岩

および花崗岩の石が置かれていた。2類の炉をもつ住居跡は第16◎18◎22◎24号住居跡で，い

ずれも住居跡の中央部に作られ，第16号住居跡は粘板岩，第18◎22号住居跡は凝灰岩，第24号

住居跡は砂岩でほぼ正方形に組んで作られた炉である。3類の炉をもつ住居跡は第30◎4u e4q
J′ヽ　　　　4　4

号住居跡である。第40号住居跡は中央部よりやや西側寄り，第30e40号住居跡はほぼ中央部に

炉を有し，利用されていた土器は大形の深鉢形土器の胴上半分を切断した土器で，床を20～25cm

ほど掘り込んで埋設している。土器の文様を見ると，第30◎40号住居跡に利用されていた土器

は微隆起線によって「渦巻」◎「H」文が描かれ，第44号住居跡の土器は全体に縄文が施文されて

いる。土器を見るかぎり，3軒の住居跡はほぼ同時期のものと考えられる。4類の炉をもつ住居

跡は第43号住居跡ただ1軒で，河原などにある直径15cm内外の石で円形状に囲んで作られた

炉である。

また重複する住居跡を比較した時，第24¢25号住跡は炉を異にした住居跡で，土層の切り合

いより第24号住居跡が古い住居跡であることが確認され，よって本遺跡の縄文時代の住居跡に

おいては，地床炉を有する住居跡より石組炉を有する住居跡の方が古い時期の住居跡と考えられ
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る。しかし土器の文様等を比較すると，ほぼ同一時期の文様を有しており，時間差は余り感じら

れない。

埋設土器を有する住居跡は第4「号住居跡のただ1軒であり，本遺跡の縄文時代の住居跡とし

ては異質のものであり，住居跡相互間に何らかの違いが生じていたのだろうか。

また出土遺物は縄文土器を主体に石器◎土製品などが少量出土している。特に多量の土器を出

土した住居跡は第13弓8625e30◎33号住居跡であるが，多くは土器の破片である。完形の土

器は第18号住居跡より器台形土器を出土したのみである○また遺物の出土状態はいずれも覆土

上層から下層にかけて出土しているため，一部は廃棄による遺物と考えられる。縄文土器の文様

は微隆起線による区画文様を有するもの，沈線による区画文様を有するもの，櫛歯状の文様を有

する土器であり，これらの文様を有する土器のうち微隆起線による区画文様を有する土器が全体

の約80％以上を占めている。石器の出土量は少なく，磨製石斧を出土した住居跡は第14◎30◎

33◎36◎44号住居跡の5軒で，総計7個出土0石銀を出土した住居跡は第14◎18◎25号住居

跡の3軒で，総計3個出土。また第13号住居跡からは璃瑠を原石とする石錬◎掻器◎剥片を1

カ所よりまとまって出土している。土製円板は7軒より出土しているが，土器片錘は出土してい

ない。以上遺物について述べたが，狩猟および漁軌こ必要な道具類の出土が少なかった点などを

考えると，当遺跡の縄文時代の人々はどのような生活および食生活を送っていたのだろうか。

以上のような調査結果から，縄文時代の住居跡は中期末，すなわち加曽利EⅣ期のものと思わ

れる。

（2）土　　壌

本遺跡で確認された土壌は261基にのぼり，分布は遺跡の中央部より東側のほぼ全域に広がっ

ている。これらの土壌を形状によって分類すると，

〔平　面　形〕

A　円形状を呈するもの

B　楕円形状を呈するもの

C　不整円形，不整楕円形を呈するもの

〔断　面　状〕

a　円筒状を呈するもの

b「U」字状を呈するもの

C　袋状を呈するもの

d　「Ⅴ」字状を呈するもの

以上のように大別することができる。

Aa類として捉えられるものは31基数えられ，平面形の規模は大小様々であるが，最大のもの

は直径172cm・最小のものは直径70cmの大きさであり，全体的に直径130cm前後のものが全

体の70％を占め，深さは40～59cmを測るものが多い。遺物はほぼ全体から出土し，主に上層

から中層にかけて少量の土器片を出土している。特に第163号土壌からは無文の皿状の完形土器，

及び磨製石斧1個を出土している。
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土壌形態別割合 土境内出土土器状況

加曽利EⅣ式土器，出土形態別割合

称名寺式土器，出土形態別割合

Ab類に属するものは38基数えられ，規模は直径100～150cm前後の大きさのものが多く，

深さは最深の土壌で72cmを測るものが2基ほどあるが，その他の土壌は40～50cm内外の深さで

ある。また出土遺物は4基を除く全土壌より縄文土器片を出土し，特に第60◎89◎110◎147◎

186。198◎235号土壌からは大形の土器片を出土する。また第132号土壌からは瑞瑠の石錐1個

を出土している。しかし大部分の遺物は覆土上層から中層にかけて出土したものである。

Ac類はいわゆる「袋状土壌」で本遺跡の中では数少ないもので，5基ほど確認された0規模は

長径150～180cmのもの3基，100～120cmのもの2基で，深さは140cm前後のもの2基，

75。m内外のもの3基である。またオーバーノ＼ングの状態をみると，第1◎14◎15◎20B号土壌

は底面より上方へ約30cmほどのところまで，10～15cmほどオーバーハング。第105号土壌

底面より上方へ約100cmのところまで，20～30cmほどオーバーハングして立ちあがる。遺物

は地類の土壌より全土境とも多量の土器を出土し，特に第14号土壌においては底面直上より深

鉢形土器2個を検出し）しかも2個の土器は加曽利EⅥ式土器と，称名寺式土器であり，同一レ

ベル上から出土している点などを考えたとき，非常に興味深いことである。

Ad類に属するものは2基のみ検出され，断面形は「Ⅴ」字状を呈し，本遺跡の中では異質の土

壌であると同時に，平面形状は違うにせよ一般に言われているTピットに類似したものか。また
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◎　sK14

（SK14より出土した土器）

＼

（土器番号記載は称名寺式土器，記載なしは加曽利EⅣ式土器である）

第207図　土境内出土土器垂直分布

同形態と類似した土境は水戸市大塚町の大塚新地遺跡より4基確認されている。

Ba類に属する土塀は25基数えられ，規模は長径100～130cmを測るものが大部分であり，

最大のものは第160号土壌で，長径215cm・短径195cmである。また多くの土壌は50～60cm

の深さを有している。遺物は大部分の土壌から出土し，特に191・203・229号土壌からは大形

の土器片を出土している。

Bb類に属するものは72基確認され，本遺跡の土塀の中では一番多い形態である。平面形の

規模はBa類と全体的にほぼ同じであり，深さは約10cmはど本類の方が浅くなる傾向にある。

遺物は第53・107・159号土壌から大形の土器片が多量検出され，特に第107・159号土壌から

は完形の小形鉢形土器が出土している。また覆土の堆積状態は大部分の土壌が自然堆積であるが，

第107号土壌は中層に焼土の層がみられ，火を燃やした形跡が窺える。
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Bc類に属するものは第19巨237の239号土壌の3基であり，規模は長径100cm前後のもの

1基，200cm内外のもの2基である。いずれの土壌も底面より10～15cmほどオーバーハング

して立ちあがっている。遺物は第237。239号土壌より多量の土器を出土し，特に237号土壌の

底面直上からは称名寺式土器の小形鉢形土器が出土する。本類もいわゆる「袋状土壌」である。

Ca◎Cb類に属するものは総計80基確認されたが，規模◎形状ともバラエティーに富み，遺

物の出土は約50％の土壌から少量の土器片を検出する。

以上本遺跡から検出された土境を形態ごとに分類してみたが，性格等について決定ずけるよう

な資料は得られなかった。

また土境内から出土した土器は加曽利EⅣ式土器と，称名寺式土器である。これら二種類の土

器の出土状態を見たとき，加曽利EⅣ式土器のみを出土した土壌は137基，加曽利EⅣ式土器と，

称名寺式土器を共伴して出土した土壌は26基である。以上のような結果から本遺跡で確認され

た土壌は加曽利EⅥ期および称名寺期の，2つの時期の土壌と推定されるが，加曽利EⅣ式土器

と称名寺式土器が共伴して出土していることなどを考えたとき，中期末から後期初頭の中間期に

土壌の時期を位置ずけることはできないだろうか。今後の類例の増加を待ち，検討課題としたい。

（3）埋設土器

本遺跡で確認された埋設土器は，縄文時代の二分される住居跡群のほぼ中間地点の小高い地区

を中心に総計16基検出された。埋設されていた土器は大形の深鉢形土器で，16基のうち14基

は単独で土器が埋設され，残り2基は2個体の土器を利用して埋設されていた。2個体利用のう

ち第3号埋設土器は1個の土器を斜位に，もう1個は斜位の口綾部を囲むように埋設し，第5号

埋設土器は2個体の土器を二重に埋設している。

はじめに土器の埋設する方法についてみると，斜位e横位e正位の3類の方法があり，1類は

斜位方向の埋設土器で，属するものは第1～4◎7e9～11◎14～16号埋設土器である。土器は

目線部を上位に斜めに埋設し，傾斜角に統一はみられないが，ほぼ150～450の角度に集中して

埋設されている。また本類の中で，第3号埋設土器は前記した通り異質の埋設土器であり，第2

号埋設土器下には小さな石が置かれていた。2類は横位の埋設土器で，属するものは第6e8号

埋設土器である。2基とも真横に寝かせた状態で埋設されていたが，土器の保存状態は悪く，第

6号埋設土器は胴下半欠損，第8号埋設土器は上面が完全に破壊されていた。3類は第5号埋設

土器の正位埋設で，本遺跡の屋外埋設土器では前記したように異質の方法で土器が埋設され，ま

た土器下からは砂岩の石，内部からは凝灰岩の柔らかい石が検出されるなど，他の埋設土器と比

較すると大きな相違点をもつ埋設土器である。

次に斜位および横位に埋設されていた土器の目線部の方向をみると，次の3類に分類すること

ができる。1類はN－290～750－Eの方向，すなわち北東方向。2類はN－1420～1740－Eの方
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向，すなわち南南西方向。3類はN－410～1180－Wの方向，すなわち北西および南西方向であ

る。1類に属するものは第3e6◎9◎13◎15号埋設の5基，2類に属するものは第巨2◎10～

12。14◎16号埋設の7基，3類に属するものは第4◎7◎8号埋設の3基で，第4◎7号埋設とも

土器の保存状態は良好であった。

また埋設に使用されていた土器の文様を見ると，大きく4類に分類することができる。1類は

器面全体に縄文原体のRL◎LRの縄文を施文するもので，属するものは第4◎9弓6号埋設で

ある。2類は口縁部の縄文に磨消しを加えて無文帯を作り，横位の微隆起線によって縄文の文様

と区画を行うもの，属するものは第1◎3◎5◎6◎13◎14号埋設である。3類は微隆起線によっ

て，「H」文◎渦巻文◎「C」字文が措かれたもの，すなわち「H」文を有する土器は第7◎8◎10e

ll弓2◎15号埋設。渦巻文を有する土器は第5号埋設。「C」字文を有する土器は第2号埋設であ

る。4類は細い沈線によって区画された複雑な文様の中に変形渦巻文を有するもので，第3号埋

設である。また土器の器形と文様を合わせて見たとき，第2号埋設の「C」字文を有する土器と，

第3号埋設の細い沈線によって区画された複雑な文様を有する土器は後期初頭の称名寺式土器に

比定される土器と考えられる。

以上3項目について分析した結果，それぞれがバラエティーに富んでいるため，一定の規則性

を見出すことはできなく，また埋設土器のもっ性格についても一般的に，幼児埋葬施設など様々

な説が唱えられているが，本遺跡で調査した埋設土器内部から決定ずけることのできる資料及び

遺物は何も得られなかった。しかし本遺跡の埋設土器が縄文時代の二分される住居跡群のほぼ中

間地点に15基が，長径26m◎短径18mの楕円形の区域内から群をなして検出されたことは，

すでに何らかの目的を持って一定区域内に土器を埋設するという習慣が生じていたと考えられる。

またこの区域が住居跡のほぼ中間地点，及び土壌の少ない区域であるということは，この区域が
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住居跡を2分する区域か，あるいは広場的な役割をもった区域と考えられる。住居跡との関係に

ついては結びっける遺物等がなかったため不明である。

また土器を埋設した時期については，土器文様などから加曽利EⅣ期，及び称名寺期と考えら

れるが，土壌の遺物の出土状態を見たとき，加曽利EⅣ式土器と称名寺式土器が共伴して出土し

ていることなどから，本埋設土器も土壌とほぼ同時期，すなわち中期末から後期初頭の中間期に

位置ずけることはできないだろうか。今後の類例の増加を待ち，検討課題としたい。

2．歴史時代

（1）竪穴住居跡

本遺跡で確認された歴史時代の遺構は，竪穴住居跡19軒，竃を付設しない竪穴状遺構6軒◎

井戸1基◎溝2条である。井戸◎溝については遺構編で簡単にまとめたため，ここでは住居跡お

よび竪穴状遺構について記したい。

竪穴住居跡は標高33．5m前後のほぼ平坦な台地上に立地し，調査区内での住居跡の分布はは

ば3グループ，すなわち東群e中央群⑳西群に分けることができる。東群は第35◎39号住居跡

の2軒によって構成される。中央群は第10～12◎20e2巨26～29◎3巨32◎34◎37◎38号住

居跡の14軒によって構成され，分類した群の中では集中して分布がみられるが，東西両群が2～

3軒によって住居跡の単位構成がなされていることを考えたとき，本群も住居跡の配置より2～

4軒を単位に構成されていたと思われ，明確に分けられるのは第1巨12◎21号住居跡のグルー

プ∴第26◎37◎38号住居跡のグループ，第28◎29◎3巨32号住居跡のグループである。西群

は第1◎2◎9号住居跡の3軒から成り，東側3～4mには竃を付設しない竪穴状遺構が近隣して

いる点など他群と異った群であるが，竪穴状遺構からの遺物はいずれも覆土中から土師器の土器

片を微量出土したのみのため，同一時期のものか不明である。

また住居跡の平面形は方形e長方形◎隅丸方形◎隅丸長方形を呈し，多くの住居跡は方形およ

び隅丸方形の平面形を呈している。規模は長軸が3～4mのものが10軒，4～5mのもの7軒，

5m以上のもの2軒である。最大の規模を有する住居跡は1辺の長さが5．5mの方形を呈する第

27号住居跡である。深さは，本遺跡の住居跡は全体に深いものが多く，最深の深さを有する住居

跡は第12号住居跡で，73cmを測る。他の住居跡はほぼ40～50cmの深さを有している。また

縄文時代の住居跡のところで述べたように，黒色◎黒褐色の層が厚く，遺構確認をローム上面で

行ったことを考えると，住居跡の深さは非常に深く掘り込んで構築したと思われる。床は大部分

の住居跡が15～20cmの厚さの貼り床状を呈し，構築は4本の主柱穴によってなされている。ま

た竃はすべて北西壁のほぼ中央部に付設され，壁を50cm前後掘り込んで作られ，第37号住居

跡の煙導部には縄文土器が利用されていた。

主軸方向は第21号住居跡を除くすべての住居跡がN－90～370－Wの方向を向き，ほぼ一定
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方向を有している。

出土遺物は大部分の住居跡から土師器◎須恵器を其伴して出土し，土師器の器種は整形土器，

須恵器は土不形土器が多い。また第2◎10◎27◎29◎37号住居跡より鉄製品の鎌。刀子¢足金具e

鏑矢，第12◎27◎29号住居跡より紡錘車4個を出土している。第12号住居跡の覆土中より出

土した土師器の高台付盤形土器の休部側面には解読不明の墨書が認められている。

以上のような調査結果から竪穴住居跡の時期は，遺物等より本遺跡の場合，歴史時代（国分期）

を2期に分けることができる。古い住居跡は第1◎2◎28◎29e32号住居跡，新しい住居跡は第

9◎10～12◎20◎21◎26◎27◎31◎34◎37～39号住居跡である。

また竃を付設しない竪穴状遺構が遺跡の西側より6軒ほどまとまって検出され，平面形は隅丸

長方形◎隅丸方形を呈し，規模は2．5～2．9mを測る小形の竪穴状遺構である。ピットは長軸の

中央部に2～3個が一列に掘られ，床面は全体に硬く踏み固められている。また第3号竪穴状遺

構の床面より白色粘土が中央部を中心に広く分布していたことなどから，本竪穴状遺構は土器製

作などを行う作業場か，倉庫的な役目を果す建家ではないかと考えられる。時期を決定すべき遺

物の出土はみられなかったが，竪穴住居跡とほぼ同一時期か，またはそれに近い時期のものと考

えられる。
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第208図　砂川遺跡遺構配置図


